
昭和37年 9月15H第三種郵便物認可 三袋俎機技報 71巻 2号（通巻789号） 1997年 2月25日発行（毎月 1回25日発行） 技術がつくる高度なふれあいSOC/0-7―ECH

三菱電機技報 Vol.71 No.2 

特集‘‘マルチメディア杜会を支える先端技術'’

（
．
 

f
 

ISSN 0369-2302/CODEN:MTDNAF 



三菱電機技報 Vol. 71 No. 2 1997 

特集“マルチメディア社会を支える先端技術”

目次

特集論文

マルチメディア社会を支える先端技術に寄せて．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1

相磯秀夫

ネットワーク社会の現状と展望．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2

伊藤利朗

インターネット情報検索技術・・・・・・・・・..........................................................6 
田中 聡・須賀田裕臣・徳永寿郎・土田泰治・長田明夫

SGML文書管理と文書情報アクセス技術 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
今村誠・鈴木克志・高山泰博•森日 修•藤井洋一

マ）レチメディアサーノゞ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..14 

撫中逹司・清原良三・大野次彦・吉富洋己・玉田 純

ネットワークセキュリティ技術．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..18 

後沢忍・馬場義昌•松井充・板垣寛二

仮想モノゞイルオフィス ・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..22 

桜田 1罪・下間芳樹・黒田正t群・桜井鐘治 •B.Peet

分散仮想環境基盤ソフトウェア“SPLINE" ・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・.......................... 25 
R.C. Waters・ D. B.Anderson ・ W. S. Yerazunis・小塚 宏•福岡久雄

ビデオサービスアクセスシステム・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..30 

一番ケ瀬広•松本康・野上正道・小須田伸一・三浦紳•吉田俊和

ATM加入者線伝送システム・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..34 

土田 充・鈴木孝昌・上田広之・木田等理・矢野雅嗣

衛星利用データ配信システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 3 8 
田中功ー・秋山康智・齋藤正史・臼井澄夫

産業用マルチメディア技術・.....................................................................42 

尾崎 稔・亀山正俊・黒田伸ー・塩谷娯ー・浅野光雄

情報化オフィスに向けた各種アプリケーション実験．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ •46 
那須幹裕・土井日輝•清水道夫・和田信義・北川健一

衛星利用画像データ通信システム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・.................................. 50 
鬼沢勉・和泉英明・岩橋努・木村陸・白鳥洋健

電力分野へのマルチメディア技術の応用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 5 6 

仲谷善雄・神尾重幸・大井 忠・寺岡照彦・三輪祥太郎・清水智也

社会・公共システムにおけるマルチメディア応用技術……………………………•62
築山 誠・野沢俊治・熊沢宏之・末吉帷徳・城島登士治・浅野光雄

マルチメディアプレゼンテーション制作支援技術 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..68 
永沼利智・横里純一・鈴木靖宏•土田泰治・脇本浩司

デスクトップ用大画面・高精細15.1型XGATFT-LCD ·…·…………………… ••72 
川戸富雄・寺澤毅•西村優・沼野良典・津村顕

高精細CRTディスプレイモニタ“ダイヤモンドトロン”.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..76 
井之上窄・村田瑞樹・西野浩章•長峯卓·久岡靖

シームレスマルチスクリーンディスプレイ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 8 D 
岩田修司・足立明宏•森本幸博・辰己賢ニ・江崎光信·今村恒治

MPEG2応用映像伝送システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 84 
松崎一博・浅野研ー•本llil 洋•本多孝司•佐々木源

次糀代映像技術・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 8 8 

越地正行・鈴木隆太•関日俊一・浅井光太郎

デイジタ）レ放送受信機 ATV ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92 
綱島健次・細谷史朗•田中 康・渡部美代ー

インターネット TV ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・96 
石井良典・山 IJ典之・梶村潔．齋藤正史・泊 励一郎

特許と新案

「冷蔵庫制御装置」「大電流基板装阻」．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・101

「フレネルレンズの製造方法」 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・102

インターネッ トアンケー ト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・103

スポットライト

インターネットテレビ 28W-MM1 ......................................................... 100 

三袋グラフィックシステムパッケージ “PreSerV".....................................104 

三菱イントラネットメディアサーノゞ “MediaGallery" ………・………………・（表3)

c 1997 Mitsubishi Electric Corporation, printed in Japan 

表紙

五つのソリューションヘの取組

情報ネットワークの急激な発展にあい

まって，マルチメディアが社会にもたら

す新しい利便性が注目されている。同時

に，このマルチメディア社会では，市場

のニーズをとらえてソリューションを創

生し，提案していくことが求められてい

る。

当社は，モバイルオフィス，情報ナビ

ゲーション，インフォメーションデリバ

リ， リアルタイムコラポレーション，デ

イジタルモニタリングの五つをこれから

の代表的ソリューションとして提案し，

顧客のニーズにこたえる計画である。

表紙は，以上の五つのソリューション

のイメージを表現したものである。

三菱電機技報に掲載の技術論文では，

国際単位‘Sl"(SI第 2段踏（換算値方式）

を基本〕を使用しています。ただし，保
安上，安全上等の理由で，従来単位を使
用している場合があります。



fノ｀人トフクト

ネットワーク社会の現状と展望

伊藤利朗

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.2~5 (1997) 

コンピュータ・通イげ •AV技術の辿歩とインターネットの発展は，社会

システムを大きく変it化しつつある。ネットワーク社会における顧客の求

める災求機能にこたえるには，これを満たすソリューションを創生する

ことが不可欠になってきている。特に，モバイルオフィス，、IW報ナビゲ

ーション， リアルタイム共Iii]作業環境，マルチメディア情報配信，硲信

頼監視制御という五つの応用分野におけるソリューション提案型ピジネ

スの展IIFJが求められている。

インターネット情報検索技術

田中 聡。須買田裕臣・徳永翡郎・土田泰治•長田明夫

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.6~9 (1997) 

広範l}liで多種多様な梢報を合み， II々 更祈されていくインターネット

梢報の中から，コンピュータの専門家でない利用者が必要な情報を容易

に探し出せるインターネット情報検索技術を1m発した。

ここでは，利用者が検索用途や目的に応じた分類メニューからインタ

ーネット情報の中の必要な梢報を探し出す技術や，利Ill行がインターネ

ット情報を検索した手順を蒋柏して再利用することを支援する技術につ

いて述べる。

SGML文書管理と文書情報アクセス技術

今村誠・鈴木克志・高山泰栂•森日 修•藤片洋一

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.10~13 (1997) 

CALS (Commerce At Light Speed) において，標準の構造化文芯

形式 SGML(Standard Generalized Markup Language) を対象とし

た文閃管理技術を開発している。 SGMLは，業務に即して文，l［内容が

持つ論理の構造を表現できる。 SGML文汎管理技術を自然恥浙事例ベ

ース技術や広域検索技術と組み合わせることにより，対象業務に応じた

文！洲'i報へのアクセスができるようになり，複数の部門・企業間でのネ

I ットワークを介した文許梢報の共布が容易になる。

マルチメディアサーバ

撫中逹司•清原良三・大野次彦・吉富洋己・玉田 純

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.14~17 (1997) 

高辿LAN (ATM, lOOBase-T) を介して接続されたイントラネッ

ト上の数百のパソコン端末に対し，最大 400ストリームの映像を同時配信

可能 (MPEGl: 1. 5Mbps, クラスタ構成時）とする WindowsNTベ

ースのマルチメディアサーバを開発した。クライアントでは， www
サーバと連携してNetscape.I.. ，でのフルモーション映像l{j•生を可能とし，

また， RDBを用いてマルチメディアデータの登録・管手It・検索機能， シ

ステムの連｝Il1芍理機能，ューザごとの版歴統社処理機能を実現した。

ネットワークセキュリティ技術

後沢 忍・馬場義昌•松井 允・板坦党二

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.18~21 (1997) 

ネットワークll{f号装附の間発により，安令なネットワークを構築する

システム技術を確立し，三蕊ネットワークセキュリティ “MELWALL

シリーズ”として製ii＼化した。これまで実現が難しかった，モバイル環

塙を合む広範lltlにわたる安全なネットワークの構築が可能になった。こ

の技術の辿IIl範l)t] を広げることにより，更に独創•I生のある研究開発に発

展させることができる。

仮想モバイルオフィス

桜田 拇・下間芳樹。黒田正拇・桜井鐘治． B.Peet

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.22~25 (1997) 

Javaを枯本にした仮想モバイルオフィスについて述べる。このシス

テムは，携幣端木と無線通信を利用して，出先や遠隔地からでもオフィ

スにいるときと Iii]様の業務環燒を提供する。アプリケーションをJava

で構築することによリ，オフィスで利IIlするのと 1nlじアプリケーション

環境を，出先で携僻端木やノートパソコンから利用できる。また，エー

ジェント機構により，性能の児なる IIil線を含むネットワークの構造を、な

識せずに，システムを構築することができる。

分散仮想環境基盤ソフトウェア “SPLINE"

R.C.Waters • D.B.Anderson • W.S.Yerazunis・小塚宏。

幅岡久雄

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.26~29 (1997) 

新しいコンピューティングシステムの一形態として，分散仮想環坑芯

(DVE)が注日されつつある。 DVEでは，地理的に分散した複数のユ

ーザが，共布仮想環境の中で，実時間のインタラクションを行うことが

できる。 SPLINE(Scalable Platform for Large Interactive Net-

worked Environment)は，このような DVEの応用システムを構築す

るための基盤ソフトウェアである。

ビデオサービスアクセスシステム

一番ヶ瀬広•松本康・野上正道・小須田伸一・三iili 紳・

吉田俊和

三菱電機技報 Vol, 71 • No,2 • p,30~33 (1997) 

マルチメディア（映像分配サービス， ISDNサービス）通信インフラ

を提供する， ATM  (Asynchronous Transfer Mode) -PDS (Passive 

Double Star) を用いたアクセス系光伝送装岡を試作開発した。この試

作により， 150Mbpsバースト光送受信技術， PDS処理技術， ATM多屯

分離技術， ATMセルコピー技術を確立した。これらの技術は， FTTH

(Fiber to the Home)実現のためのキー技術となる。

ATM加入者線伝送システム

土田 充・鈴木孝昌・上田広之・木田等理・矢野雅嗣

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.34~37 (1997) 

日本屯信屯話（仰 (NTT) では，マルチメディアサービスを効率良く

提供するために， ATMリンクシステムの構築を推進している。三蕊屯

機仰は， ATMリンクシステムのうち，複数の加人者を収容する ATM

加入者線伝送システムの間発を行った。今阿開発したシステムでは，

ATMスイッチやATMインタフェースなどのじ要[ill路に最新の LSIテ

クノロジを採Illし，小歴・低jj'jt加じ）J化を進めるとともに，監視制御機

能を国際椋準のTMNに準拠した方式で実現した。

衛星利用データ配信システム

川中功ー・秋ll」I殺狩．齋藤正史・臼）1芍登火

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.38~41 (1997) 

衛星通いと，il•t;［機ネットワークを接続し，硲辿で高信頓なデータ配信

システムのプロトタイプを開発した。このシステムは，広域に分散する

特定複数のクライアントに対する，送迄確認による確実なデータ Iiij報配

信機能を備えている。また， TCP/IPネットワークとの接続を可能と

し，イントラネット官の叶邸機ネットワークシステムのインフラとして

衛星通信を利JIJすることができる。 1か所の受信屈で複数のクライアン

トをサポートするハブ機能も持っている。
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 Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 22-25 (1997) 

A Virtual Mobile Office 

by Hiroshi Sakurada, Yoshiki Shimotsuma, Masahiro Kuroda, Shohji Sakurai & Bill Peet 

The article describes a virtual mobile office using applications in Java, 
hanclhelcl wireless terminals and notebook PCs to offer traveling users 
the same applications environment that is available in their office 
computing environment. An agent structure enables users to operate 
applications without concern for the type of data link in use. 

Mitsubishi□enki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 2-5 (1997) 

The Present and Future Prospects of the Information Network 

Society 

by Toshio ltoh 

Advances in computers, telecommunications and audio-visual technol-
ogies together with the growth of the Internet are changing the social 
system dramatically. New solutions are needed to provide consumers in 
this information network society with the functionality they demand. 
Specifically, businesses need to provide customers with solutions in five 
major application fields: mobile office capabilities, navigation of infor-
mation resources, realtime cooperative computing environments, 
multimedia information distribution and highly reliable monitoring and 
control. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 26~29 (1997) 

"Spline," A Software Platform for Distributed Virtual 

Environments 

by Richa『dC. Waters, David B. Anderson, William S. Yerazunis, Hiroshi Kozuka 
& Hisao Fukuoka 

Distributed virtual environments (DVEs) are seen as an important foun• 
dation for future computing systems. A DVE permits geographically se-
parated users to work interactively in real time within the context of a 
shared virtual environment. Spline (an acronym for Scalable Platform 
for Large Interactive Network Environments) is a software platform 
for building application systems for use under DVEs. 

間itsubishiDenki Giho: Vol. 71, Illa. 2, pp. 6-9 (1997) 

Information Retrival over the Internet 

by Satoshi Tanaka, Hiroomi Sugata, Tashiro Tokunaga, Taiji Tsuchida & Akio Osada 

Mitsubishi Electric has developed Internet data search technologies that 
enable people without computer expertise to utilize the abundant infor• 
mation resources available via the Internet. The article introduces 
search technologies that enable the user to initiate information searches 
via a menu-driven interface, and a command history function that 
records the user's information searches to support information reuse. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 30-33 (1997) 

A Video Service Access System 

by Hiroshi lchibangase, Yasushi Matsumoto, Masamichi Nogami, Shin'ichi Kosuda, 
Shin Miura & Toshikazu Yoshida 

The article introduces prototype optical transmission equipment that 
provide multimedia video distribution and ISDN services as well as 
other content delivery systems over passive optical networks (PONs) 
using A TM. The key technologies include the development of 150Mbps 
burst-rate optical transceivers, poN access control and transmlSSIOn 
monitoring, processing technologies, A TM  multiplexing/ demultiplex-
ing and A TM  cell copying. These technologies will lead to the imple-
mentation of complete fiber-to-the-home systems. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 10-13 (1997) 

Management and Access Technologies for SGML Documents 

by Makoto Imamura, Katsushi Suzuki, Yasuhiro Takayama, Osamu Moriguchi & Yoichi Fujii 

Standard generalized markup language (SGML) has been chosen as the 
standard document format for electronic communications under "com-
merce at light speed" (CALS) projects. Mitsubishi Electric is developing 
document-management technologies to support the use of SGML. SGML 
documents have an explicit structure reflecting the nature of the docu-
ment application. The combination of SGML document management, 
text database and wide-area information search technologies will give 
users easy access to document information and allow people working in 
diverse enterprises and disciplines to share document information over 
networks. 

間itsubishiDenki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 34-37 (1997) 

An ATM Subscriber Line Transmission System 

by Mitsuru Tsuchida, Takamasa Suzuki, Hiroyuki Ueda, Toshimichi Kida 
& Masatsugu Yano 

Nippon Teleg1aph anc.l Telephone Co., Ltc.l., Japan's primary domestic 
telecommunications provider, is developing an A TM  transport network 
for delivering future multimedia services. Mitsubishi Electric has been 
contracted to develop an A TM  subscriber line transmission system. The 
company has developed advanced LS!s such as A TM  switches and 
interface circuits to produce a compact and low-power consuming sys-
tem. It has also developed monitoring and control functions compliant 
with international TMN standards. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 14-17 (1997) 

A Multimedia Server 

by Tatsuji間unaka,Ryozo Kiyohara, Tsugihiko Dhno, Hiromi Yoshitomi & Jun Tamada 

Mitsubishi Electric has developed the first WindowsNT R based 
multimedia server that is capable of simultaneously delivering 400 
l.5Mbps MPEGl video and audio data streams when operated in a clus-
ter configuration. (The video and audio data streams can be delivered 
over an intranet to hundreds of PCs linked by A TM  or 100 Base-Thigh・

speed LANs.) The server can be linked to a variety of clients to imple-
ment specific applications: connected to a WvVW server, it can supply 
full-motion video on a standard W W W  browser such as Netscape Navi-
gator m_ Connecting a relational database gives the system the ability to 
support multimedia data archiving, and archive management and 
search functions and usage statistics for each user and system ad minis・

tratiou. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 38-41 (1997) 

A Data Distribution System for Satellite Use 

by Koichi Tanaka, Koji Akiyama, Masashi Saito & Sumio Usui 

Mitsubishi Electric has developed a prototype high-speed, highly reli-
able data delivery system that links TCP/IP networks via satellite com・

munication lines. The system permits data delivery to specific clients 
distributed over a wide geographic area with error checking on data 
transmission and reception for reliable multicast delivery. The system 
allows intranets and other networked computer installations to utilize 
satellite links, and includes hub functions for supporting multiple clients 
from a single earth station. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 18-21 (1997) 

Network Security Technology 

by Shinobu Ushirozawa, Yoshimasa Baba, Mitsuru Matsui & Hirotsugu ltagaki 

Mitsubishi Electric has developed a network encryption unit and estab・

lished the technology for building secure networks, and has incorpo-
rated the technology into MELW ALL Series network security products. 
MELW ALL supports the establishment of secure wide-area networks 
that can include mobile terminals, previously a weak link in network 
security. It is anticipated that the application of this technology will 
expand with continuing R&D activities. 
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アブストラクト

産業用マルチメディア技術

尾崎 稔・亀山正俊・黒田仲ー・塩谷景ー・浅野光雄

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.42~45 (1997) 

ディジタルネットワーク， ili11集II：．縮，認識処理などの汎用技術を活川

し，監視制御・保守管理・邸息決定の支援を目的とし，産業用マルチメ

ディア技術の間発を辿めている。

本稿では，①梢報の共有・協調作業を可能とする双方向大l[li1面システ

ム，②監視カメラ側に映像蒋柏機能を備える広域両像監視技術，③圃

像・斉秤信号から児常検知を行•うマルチメディアセンシング，④応Jll技

術の側面から三次元グラフィックス技術の開発状況を述べる。

情報化オフィスに向けた各種アプリケーション実験

那須幹裕•土）卜 [l 輝•清水道夫・和田信義・北JiIi建一

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.46~49 (1997) 

三蕊虚機（樹では，、1,1『報化オフィス環燒の構築を推進している。この一

環として，新しいマルチメディアアプリケーションの開発及び利用技術

を確立するため，高速通信ネットワークによるマルチメディア通信環境

を構築し，①JAD (Joint Application Design) システムによる遠隔

詞期型協調作業，②デスクトップ会議システムによる 3拠点会議，③3

D-CADによる辿隔協調作業，④既存通信サービスの収容の評価実験

を行い，各アプリケーションの有効性を検証している。

衛星利用画像データ通信システム

鬼沢勉。禾II泉英 明・岩橋努・木村隆・白鳥洋健

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.50~55 (1997) 

近年日党ましい発展を遂げている術星通信分野の動向について述べ，

次に， HDTV信号と NTSC1言号の符号化にMPEG2方式を採用したシ

ステム，及び地球観測データを代込み符号とリードソロモン符号による

符号化を行った片方向の伝送システムについて述べる。

両像データのディジタル化が，衛星通信におけるマルチメディア化へ

の対応を促進し，衛星利用の拡大をもたらす。

電力分野へのマルチメディア技術の応用

仲谷善雄。神尾重幸・大井 忠・寺岡照彦・三輪祥太郎・清水智也

三菱電機技報 Vol.71 • No,2 • p.56~61 (1997) 

軍）J分野において，①述転や保守に対してはプラント'['（り報のリアルタ

イム収集，協調作業のための‘Iti報共打，マルチプラットフォーム化，②

教育訓純に対してはより直感的に理解できる教育支援，イIAl)＼学背支援が

強く求められている。これらのニーズにこたえるためにマルチメディア

技術の開発を進めており，本稿では，原子力発虚向け運転監視支援シス

テム， GIS保守教育支援システム，配＇［じ設備管理システムなどへの適用

例を紹介する。

社会・公共システムにおけるマルチメディア応用技術

築山 誠・野沢俊治・熊沢宏之・末吉尊徳・城謁登士治・浅野光雄

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.62~67 (1997) 

道路，交辿， l・・ド水道， ピル官の社会・公共システムと呼ばれる分野

では地域サービスの向上，緊急時の迅辿な対応，設備の効率的述）llが

求められており，この実現のため，最新マルチメディア技術を応川して，

ド水道の1:I詞水排水ポンプ述転支援システム及び双方向マルチ大両面シス

テム， ビルの三次元マクロ監視システム，道路トンネルの火、9訊位附検，！l',

支援システムを1開発した。本稿では，これら代表的システムでのマルチ

メディア応用技術について述べる。

マルチメディアプレゼンテーション制作支援技術

永沼和智・横里純一・鈴木靖宏・土田泰治・脇本浩司

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.68~71 (1997) 

様々な市販アプリケーションのデータ Ili]の関係付けを行い，その関係

を自由にたどることができるハイパーメディア型プレゼンテーションを

容易に制作できる技術を開発した。

本稿では，従米直接接続することのできなかったソフトウェアをクラ

ス化又はラッピングすることによって，それらのデータ間を関係付ける

技術，インターネット情報をプレゼンテーションに利用する技術，俯単

なマウス操作のみでデータ間をl!h］係付ける技術について述べる。

デスクトップ用大画面。高精細 15.I型XGATFT-LCD 

川戸富雄・寺澤毅・西村優・沼野良典・津 村顕

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.72~75 (1997) 

薄型・軽：it．低消骰虚力のモニタとして，液晶ディスプレイヘの期待

が高まっている。そこで， CRTに匹敵する高画質を実現するTFT液温I

モニタを1札］発した。

圃面サイズ］5.1インチ，梢細度XGA(1,024 X 768圃索），輝度 200cd

/m尺視野角：水平士60°, 26万色の広い色再現性を持っている。 EMI

対策としてLVDSインタフェースを採用し，交換可能な熱陰極管ランプ

ユニットを開発した。

高精細CRTディスプレイモニタ“ダイヤモンドトロン”

井之上章・村田瑞樹・西野浩章・長峯 卓・久岡 靖

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p. 76~79 (1997) 

ディスプレイモニタの表示容批培大という市場要求に対応できる高精

細CRTディスプレイモニタ“ダイヤモンドトロン”を開発した。

本稿では，新フレーム構造採用の高精細アパーチャグリル技術，新光

学構成による高フォーカス屯子銃技術，一方向組立て高精度偏向ヨーク

技術，コンバージェンスとひずみを高梢度で補正できるディジタル補正

r,,1路を搭載した高周波対応l!il路技術について述べる。

シームレスマルチスクリーンディスプレイ

岩田修司・足立明宏•森本幸拇・辰己賢ニ・江崎光信・今村恒治

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.80~83 (1997) 

NTSCレベルの映像情報から印刷・写具メディアにおける超高梢細レ

ベルの圃像・映像情報を高画質に表示できるシームレスタイプの液晶マ

ルチビジョン (SMD)を開発した。

SMDの主な性能は次のとおりである。

圃面サイズは140インチ，表示lill1索数は水平2,560圃索，垂直］，920ラ

イン，輝度は200cd/m汽目地輻なし，奥行きは60cm。

MPEG 2応用映像伝送システム

松崎一t蒻・浅野研一•本間 洋•本多孝司•佐々木源

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.84~87 (1997) 

MPEG2規格準拠の高品質デイジタル映像伝送システムとして，衛

星伝送システム， ATM伝送システム，マルチェンコーダシステムなど

の間発を進めている。これからのMPEG2 Ii訓 1映像伝送システムの間

発では，児種システム1lilの相互接続性とコンテンツの相互流通性の確保

が重要で，これによって多様化するニーズに柔軟に対応できる高度なシ

ステムが実現される。
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Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 68-71 (1997) 

A System that Supports Production of Multimedia 

Presentations 

by Kazutomo Naganuma, Jun'ichi Yokosato, Yasuhiro Suzuki, Taiji Tsuchida 
& Koji Wakimoto 

Mitsubishi Electric has developed hypermedia presentation authoring 
technologies that enable links to be created and traversed between 
related data in a variety of commercial applications. The article 
describes technologies developed to solve the mismatch in application 
interfaces, establish relationships between data in these applications, 
incorporate Internet data into presentations and create links between 
data with simple mouse movements. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 72-75 (1997) 

An XGA Display Employing a 15.Hnch TFT-LCD Panel 

by Tomio Kawato, Takeshi Terazawa, Masaru Nishimura, Yoshinori Numano 
& Akira Tsumura 

Consumers have high expectations for LCD-based thin, lightweight, 
low-power monitors. Mitsubishi Electric has developed a TFT-LCD 
monitor with picture quality comparable to a CRT. The 15.1" screen 
offers XGA resolution (1,024 X 768 pixels), 200cd/n廿brightness,a view・

ing angle of 60 degrees, 260,000 colors and good color fidelity. An LVDS 
interface is used to minimize EM!, and a newly developed user-
replaceable thermal anode tube lamp unit has been incorporated. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 76-79 (1997) 

"Diamondtron", A High-Resolution CRT Display Monitor 

by Akira Inoue, Mizuki Murata, Hiroaki Nishino, Takashi Nagamine & Yasushi Hisaoka 

Mitsubishi Electric has developed the "Diamondtron" high-resolution 
display monitor to meet market demand for high-capacity display moni-
tors. The ar:icle reports on_ high-,res_o_lu~ion ap_erture grill tech_n_ology 
using a new frame construction, a highly focused electron-gun with new 
optics, a highly precise single-direction deflection yoke and an RF sec-
tion ¥¥'ith digital filtering circuits for highly precise convergence and 
distortion compensation. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 80-83 (1997) 

A Seamless Multiscreen Display 

by Shuji Iwata, Akihiro Adachi, Yukihiro Morimoto, Kenji Tatsumi, Mitsunobu Esaki 
& Tsuneharu lwamura 

M1tsub1shi Electric has developed a mult1vision liqmd-crystal proJec-
tion display capable of reproducing NTSC video signals as well as 
photographic-quality high-resolution images. The screen, measuring 
140inches diagonally, provides a 2,560 x 1,920 pixel array with a bright-
ness of 200cd/m2. The screen has no seams and is 60cm deep. 

間itsubishiDenki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 84-87 (1997) 

A Video Transmission System Using MPEG2 

by Kazuhiro Matsuzaki, Ken'ichi Asano, Hiroshi Honma, Takashi Honda & Gen Sasaki 

Mitsubishi Electric is developing satellite and ATM transmission sys・

terns and a multi-encoder system for the transmission of high-quality 
MPEG2 encoded digital video signals. The technology is being designed 
to enable future systems to support connectivity and content compatibil-
ity in heterogenous, multivenclor systems. This capability will provide 
the flexibility to meet diverse application requirements. 

IV 

『acts
Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 42-45 (1997) 

Multimedia Technologies for Industry 

by ll'linoru Ozaki, Masatoshi Kameyama, Shin'ichi Kuroda, Keiichi Shiolani & Mitsuo Asano 

Mitsubishi Electric is developing multimedia technologies for industrial 
applications to support monitoring, control. maintenance and decision 
making using digital networking, image compression and image recog-
nition as well as other digital technologies. The article reports on devel-
opments in interactive large-screen systems for computer-supported co-
operative work, distributed video monitoring and storage technologies, 
multimedia sensing technologies that detect abnormalities in audio or 
video signals, and application-oriented 3D computer graphics technol-
ogies. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 46-49 (1997) 

Evaluation of Information-Intensive Office Applications and 

Other Steps toward Cooperative Computing Under NTT's 

Multimedia Communication System 

by Mikihiro Nasu, Hide『uDoi, Michio Shimizu,Nobuyoshi Wada & Ken'ichi Kitagawa 

Mitsubishi Electric is developing technologies to support information-
intensive office environments, including technologies for developing 
and using multimedia applications. The authors established a 
multimedia communications environment using high-speed networks, 
and evaluated a joint application design system for remote synchronous 
cooperative computing, a three-way desktop videoconferencing system 
and a 3D CAD system for geographically distributed cooperative 
computing. They also tested the systems ability to accommodate exist-
ing communication services. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 50-55 (1997) 

A System for Image Data Transmission by Satellite 

by Tsutomu Kizawa, Hideaki Izumi, Tsutomu lwahashi, Takashi Kimura & Hirotake Shiratori 

The article surveys recent rapid advances in satellite communications 
technology and introduces a unidirectional transmission system that en-
codes NTSC and HDTV signals by YIPEG2 and earth observation data 
by convolutional and Reed-Solomon encoding. Conversion of image 
data to digital form enables use of satellite communications to distrib-
ute multimedia information and will lead to wider use of satellite com-
munication. 

暉itsubishiDenki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 56-61 (1997) 

Application of Multimedia Technologies to the Electric Power 

Industry 

by Yoshio Nakatani、ShigeyukiKamio, Tadashi □hi, Teruhiko Teraoka, Shotaro Miwa 
& Tomoya Shimizu 

The electric power industry is prepared to make substantial invest-
ments in information technology to support real time data acquisition, 
multiple platforms and data sharing for cooperative computing in the 
fields of operation and maintenance support. The industry is also seek-
ing new technologies for education and training that will permit more 
direct and intuitive training and will support individual learning. Mi-
tsubishi Electric is developing multimedia technology for key applica-
tions in this industry. The article reports on the application of 
multimedia technologies to an operation and monitoring support system 
for nuclear power plants, a training support system for gas-insulated 

間itsubishiDenki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 62-67 (1997) 

Multimedia Technologies Applied to Public Utilities and Other 

Large-Scale Systems 

by Makoto Tsukiyama, Toshiha『ui'Jozawa, Hiroyuki Kumazawa, Takanori Sueyoshi, 
Toshiharu Jojima & Mitsuo Asano 

Public utilities and private companies operating roadway facilities, 
traffic control systems, building management systems, and water supply 
and sewage treatment plants face demand for wider service areas, rapid 
response to emergencies and more efficient equipment operation. 
Mitsubishi Electric has applied the latest multimedia technologies to 
develop storm-sewer pump operation support systems, bidirectional 

multitcnninal systems. 3D macro monitoring systems for 
・stems for roadway tunnels. The 
technologies in these representa-



アブストラクト

次世代映像技術

越地正行・鈴木陥太•関 I] 俊一・浅井光太郎

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.88~91 (1997) 

21111:紀に向けた次IIt代の映保技術のターゲットとして， HDTVを超

える解像度を持ち臨場感あふれる高品質なl!li¥像梢報を提供する趙高柏細

両像技術，及び辿佑，コンピュータ，オーディオ・ビジュアルの三つの

分野でのアプリケーションがある。

本稿では，それらの映像・ i・，!'占及びシステムの符号化・多屯化方式に

閃する国際標準化方式である MPEG4関辿技術について，その概要，

技術・）心lll，及ぴ内社での間発成呆について述べる。

インターネット TV

石井良典・山 l]典之・梶村 潔・齋藤ii_：．史・泊 I湯一郎

三菱電機技報 Vol. 71 • No.2 • p.96~99 (1997) 

一般家庭のユーザが筒単にインターネットアクセスを行うことができ

るインターネット TV(28W-MM1) を開発した。家庭での利川のため

に，小烈・軽愉のリモコンでの操作，簡単なメニュー操作などのユーザ

インタフェースを備えている。 28W-MM1は，インターネットアクセ

スだけでなく，多様な 2両I[［i表示機能など，最新の機能を具備した新コ

ンセプトのテレビである。

ディジタル放送受信機 ATV

綱島健次・細谷史朗•田中 康・渡部芙代ー

三菱電機技報 Vol.71 • No.2 • p.92~95 (1997) 

米国では，地上波を用いたディジタル放送 (AdvancedTelevi-

sion: ATV)の規格化が進められている。当杜では，米国ATV規格提

案に準拠したATV受佑機を開発中である。 ATV受信機は，同時に開発

中の 6種類のチップからなるATV受信機/jjチップセットとATV月］チュ

ーナで構成される。

＞
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Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 96~99 (19971 

An Internet-Capable TV 

by Yoshinori Ishii, Noriyuki Yamaguchi, Kiyoshi Kajimura, Masashi Saito & Yoichiro Tomari 

Mitsubishi Electric has developed a network-based television, "Internet 
TV", which facilitates access to the Internet, Designed for use in the !iv・

ing room, the television enables computer novices without much know!-
edge of how to use personal computers to browse W¥lvW home pages 
using a small remote control device. The new-concept television also 
has numerous dual-screen display functions that expand its applications 
potential well beyond accessing the Internet. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 88-91 (1997) 

Next-Generation Image Technology 

by Masayuki Koshiji, Ryuta Suzuki, Shun'ichi Sekiguchi & Kohtaro Asai 

Mitsubishi Electric is developing next-generation image technologies 
for ultrahigh-definition images that utilize high-quality image informa-
tion with presence for resolution that exceeds HDTV as well as for 
MPEG -4, the international standard for flexible coding and multiplex-
ing of audio-visual information applied in the fields of communications, 
computers and audio-visual services. This article reports recent con-
cepts, technologies, developments and applications at Mitsubishi Elec・

tric. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 71, No. 2, pp. 92-95 (1997) 

A Digital Broadcasting Receiver for ATV 

by Kenji Tsunashima, Shiro Hosotani, Yasushi Tanaka & Miyoichi Watanabe 

Mitsubishi Electric is developing an advanced television (A TV) 
receiver based on draft A TV standards. The receiver includes an A TV 
tuner and an A TV receiver chipset consisting of six devices. Develop・

ment work on standards for A TV digital terrestrial television broad・

casts is currently underway in the United States 
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巻頭戸

マルチメディア社会を支える先端技術に寄せて

人類社会は狩猟社会，農業社会，工業社会，そしで情報

社会へと変革を遂げてきたが，その変革の原動力はいずれ

も科学技術の発逹であったことは多くの人が指摘するとこ

ろである。今 l1の情報社会はコンピュータや通信の技術に

支えられ， 2lilt紀前半(2030-'40年代）に成熟するものと

予想しているが，現在最も注目されている先端情報技術は，

インターネットとマルチメディアに関する技術である。

この二つの技術は機能的に相補的な関係にあり， どちら

が欠けてもその特長を十分生かすことはできない。そのよ

うな意味で，両者は双子の技術であり，お互いに区別する

必要はないが，社会的なインパクトという観点からは，当

面インターネットの方が影評が大きいとみている。実際に

インターネットを活用してどのように現在のビジネスを展

開するか，又はどんなニュービジネスが生まれるかに興味

が集中している。一方，マルチメディアは人間の感性又は

知的活動を支援する奥行きの深い高度な技術で， 21匪紀初

頭の I:|1核情報技術とみてよい。

いずれにしても，これらの先端附報技術をいかに取り込

むかがどの分野においても重要な課題になっているが，社

会のあらゆる分野において，限りない変革を与える可能性

を持つインターネットの活川に当而は全力投球すべきであ

ろう。マルチメディア技術は黙ってその後からついてくる

と考えてよい。

慶応義塾大学大学院

政策・メディア研究科

委員長 相磯秀夫

薄なことである。国際標準への準拠は，情報社会の成熟に

向けて，ューザにとっても必す（須）課題であるが，メーカ

にとっては企業の生き残りをかけた最重要課題である。我

が国の企業は知的所有権としての特許申訥はずば抜けて多

いが，中核技術を国際標準にする努力に欠け，多くの貢献

をしていなかったように息う。現在の情報技術の中核は

"Wintel (Windows+ Intel)"に席けん（控）され，我が国

の情報技術は空洞化していると心配されているゆえんであ

る。

最近の標準化の課題は開発した技術をいかに“デファク

トスタンダード”として国際的に認めてもらうかにあるが，

それは国の技術力を示す重要な国家的課題にもなっている。

その点で，我が国の先端性を国際的に示した例は，情報の

分野ではファクシミリや画像圧縮の技術で，いずれもその

成果は高く評価されている。

一般に，標準化作業は多くの時間と労力を必要とし，地

ll未で，辛抱強さが求められるものである。そのために，日

前に興味ある話題を持つ研究者にとっては辛い仕事である。

しかしながら，製品間発＝国際標準である現在の技術開発

を考えたとき，研究者にとっても避けて通れない路と考え

るべきである。また，困際標準化に取り組む国としてのス

トラテジーも必要であるように息う。そのような意味でも，

“産・官・学”の三者協調体制でこれに当たることも肝要で

それにしても，先端惜報技術の開発に関して気になるこ ある。

とが一つある。それは，我が国の国際標準化への関心が希

1 (139) 
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1。まえがき

コンピュータ・辿信 •AV技術の進歩とインターネットに

よるネットワーク社会の発展は，その利Jll者にとっての時間

と空間1の制約を解消するとともに，ネ士会システムそのものを

大きく変やしつつある。インターネットとそれに接続された

コンピュータの上に形成されたコンピュータネットワークシ

ステムである WWW(World Wide Web)の出現は，正

に情報革命の象徴と言ってよいであろう。 WWWは，多く

のサービスプロバイダによって迎常されている。サービスプ

ロバイダは，各地にアクセスポイントを持ち，加人者は最奇

りのサービスプロバイダを通じてインターネット」．＾．のホーム

ページの送受信やファイルのやりとりなど多様な機能を享受

できる。要するに， WWWは，‘'ワープロ以外は而倒で得

ることの少ないエンドユーザコンピューティング”を押し付

けられてきた一般のパソコンのユーザに，“それがどこにあ

ろうとユーザが欲するものをポイントし，クリックするだけ

で得ることができる”という利便1生を提供する。

現在，インターネットは急速に発逹しつつあり， 2000年

までに，祉界中で， 1億台以上のコンピュータが接続され，

マイクロプ'.]セツサ

メモリ

ストレージ

並列分散処理

テータベース

セキュリティ

画像圧縮

画像・表示

知能化

仮想化

光通信技術

有線通信

無線通信

1990年代後半

Mega 10' 

伊藤利朗＊

ユーザ数はこの数倍になるとf吼ljされている。このようなイ

ンターネットの発逹の過程では，使用頻度の高い通信経路は

更に大容絨化が図られ，倍輯l•生が要求される場合には代替ル

ートができる。一方，使用されない遥信経路やコンピュータ

は， 自然と消滅する。このようにインターネットは絶えず進

化するものであり，人間の脳の神経1iil路の形成の過程に類似

している。この進化を可能にしているのは，インターネット

のオープン性である。インターネットは次の 3点の特長を持

っている。

(1) すべての標準と仕様が，原則として無料で規制なく使用

できる。

(2) 標準化の目的が，インターネット内のネットワークを自

由に相互接続できるようにすることにある。

(3) インターネットの内部の構造が，新しいアプリケーショ

ンに対して，できる限リオープンな構造になっている。

このように，インターネットは，サービスプロバイダだけ

でなくユーザにもオープンである。このオープン1生のおかげ

で，インターネットに関する技術は，従米では拠なる分野で

あったデータ・ ・映像の各分野内での統合と分野間での

融合，すなわち，マルチメディア化を加辿する効果をもたら

2000年ごろ 2010年ごろ

Giga 109 丁era 10ロ

図1.情報ネットワーク社会を支える基盤技術
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NC:Network Computer 

イントラネットは，外部のインターネットに接続されているが，情報セキュリティを確保するために，プロキシ (Proxy:代理人）

サーパ＊上に形成されたファイアウォールと称される一種の仮想的な壁が張られ，外部と内部が区別されている

＊イントラネットの窓口を勁めるサーパ。例えば，ユーザの認証を行い，条件をパスしたものだけにイントラネットに対するアク

セス栖を与えるという形でファイアウォールの形成を行う

図2. ィントラネットの概念

した。現在のようなパソコンベースの使用だけでなく，将米

は，屯話，放送，商業活動などもインターネットの中に取り

入れられる可能性が強くなってきている。

2. ネットワーク社会を支える基盤技術

現在のインターネットによるネットワーク社会は，様々な

先端技術が融合したことによって初めて実現できたものであ

る。このインターネットによるメディア統合と，ユーザにと

って使いやすい環境を一層高いレベルで実現するためには，

図 1に示す多くの先端技術をインターネットの甚盤として取

り込むことが要求されている。

半導体・デバイス分野では， X線露光などの高度徽細加工

技術によるメモリの高密度化の一層の発展力吋Rめられ，一方

で，低誘湿率材料を採用することによるクロック周波数の高

速化力吋Rめられている。また，メモリ／ロジック混載索子な

どの新しいデバイスアーキテクチャによるオンチップシステ

ム機能の大輻な改善や低消翡心力化が，ューザニーズを受け

た重要な課題になっている。

情報処理の分野では，ローカルに閉じた高性能サーバによ

るクライアント／サーバシステムから，インターネットを企

業内に取り込んだイントラネット（図 2)の許及によるネッ

トワークコンピューティングシステムヘの移行が辿行し，分

散型並列処理が一）怜進行するであろう。また，ネットワーク

上に存在する大規模で多様なデータベースから筒単に目的と

する梢報を検索する技術や，ネットワークビジネスに不可欠

なセキュリティ技術の発展も期待されている。

その他のネットワーク基盤技術として， MPEGなどの飢

像圧縮技術，音声・文字認識などのユーザインタフェース，

ネットワーク社会の現状と展望・伊藤

光通信や無線通信技術など，ネットワークの強化に必要な技

術の発展力喋月待されている。

3. ネットワーク社会がもたらす新しい利便

3. 1 社会のネットワーク化とともに進化する

ビジネス形態

これまで述べてきたような情報ネットワークの急激な浸透：

とあいまって，情報ビジネスの変革が迫られている。すなわ

ち，顧客のニーズ（要求仕様）に対応した固有のシステム

（コンピュータとソフトウェア）を構築し提供してきた従米

のSI(System Integration)ビジネスでは，顧客が真に求

めているもの（顕在化しているニーズのみでない。）を提供で

きなくなっている。

今後のビジネス形態では，インターネット／イントラネッ

ト上に市場のニーズ（課題）を解決するソリューションを創

生し，顧客に提案し顧客の意見を聴取して，提案したソリュ

ーションを改良するというソリューション提案型ビジネスが

求められている。

当社の提案するソリューションの基本フレームの例を以下

に紹介する。

(1) モバイルオフィス

'80年代の OAブームは，単なるワープロ，パソコンを提

供してきただけで，“サテライトオフィス構想”は失敗に終

わった。これに対し，ここで提案する“モバイルオフィス”

は，オフィスと出先ど家庭とを通信ネットワークによってシ

ームレスにつなぐものであり，働く人が自由に移動しても，

仕事を継続できるものである。当社では， 1忙界に先駆けて実

現した Java携僻情報端末“MonAMI”などをIJ｝］発した。
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(2) 情報ナビゲーション

世界中の広範阻，かつ膨大な情報が手に入るようになって

はいるが，必要な情報にアクセスする一カ氾‘去に関しては解決す

べき課題が多い。 Yahooのようにナビゲーションサービス

を行う業者も出現しているが，分野を特化し，その専門領域

に合っだ情報ナビゲーションカ噌！まれている。専門性の高い

情報ナビゲーションを実現するために，当社では，自動的に

インターネット情報を収集し，辞書を作成•更新するロボッ

ト機能とユーザの専門用語で検索できるインタフェースを開

発した。

(3) リアルタイム共同作業環境

これまでの共同作業支援ツールは，基本的に共通の電子白

板をパソコン間で送り合うものであり，作業の場の共有によ

る臨場感という観点からは，極めて限られたものであった。

これに対し，当杜では，バーチャルリアリティ技術とネット

ワーク技術の融合により，遠隔地にいる各作業者がネットワ

ークで結合され，バーチャルな作業環境に同時に

参皿し，作業の場を共有しながら共同作業を行う

ことを可能とする同期型共同作業環境構築基盤

"SPLINE" (Scalable Platform for Large 

Interactive Networked Environments)（図

3)を開発中である。

(4) マルチメディア情報配信

映像・脊声のディジタル化に伴い TVを端末と

する VOD(Video On Demand)の実験が1止界

各地で行われているが，経済性の点から実用には

至っていない。これに対し，当社がStarlight社

と共同開発した業界初の WindowsNTベース

のイントラネットメディアサーバ “MediaGal-

lery’'は， WWW機能と統合可能であり，さら

に，イントラネットと衛星回線上でのパソコンを

端末とした VODなど，経済性・柔軟性の高いマ

ルチメディア情報配信を可能にする。

(5) 高信頼監視制御

これまでの交通システムや各種のプラントの制

御は，単なる数値制御が主流であった。これに対

し祈しい監視制御システムでは，それぞれのフィ

ールドや中央監視室に張り巡らされたネットワー

クを， ATM通信方式で連結することにより，

大規模システムにおけるネットワーキングのリア

ルタイム化が可能となる。これにより，監糊映像

データや音評データを他の各種のセンサデータと

関連付けて入カ・蓄柏し，適宜伝送することがで

きるようになる。その結果，イベントを検知する

とイベント前後のマルチメディアデータを統合的

に整理した形で再生することが可能となり，中央

監視室にいるオペレータの迅速・正確な判断・操
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作を支援することが可能となる。さらに，従米のフィードバ

ック的な制御から脱却して，センサから送られてくる前駆珪見

象のデータに基づき，あらかじめ計邸で不具合への対応を予

測して，アダプティブな処置をとるフィードフォワード制御

も，ネットワーク通信速度と計罪機処理能力の向上によって

可能となっている。

3. 2 快適な社会を創造するソリューション

前項でソリューションの例を幾つか述べたが，モバイルオ

フィスを例にとり，具体的なシステム機能について触れる。

モバイルオフィスを可能とする新携僻機器のイメージを図

4に示す。

従米の機器は，機能の統合化が辿んでいなかったために，

単機能の機器を複数伽l必要に応じて携帯しなければならなか

った。これに対し，小型・軽梵の Java携帯情報端末を携僻

パソコンとして使用することによリ，モバイルなネットワー

クコンピューティング (NC)環境の構築が可能となり，カ

扱器に寄って専門家から゜•
説明を受ける ---]•。菰

[̀． 

・・・・・・・ 
気
心ダ

ぃざ”くゞ^へ，
t 
→心

．．．．． 

情報交換
犀

全体像把握（槻器の全体と部分）

共有体険
バヽ tべ 9

実物では見せられない内部構造を
リアルに説明

SPLINE応用の一例として，複数の作業者が遠隔多地点から参画する，機器の設計，操作

訓練のための仮想共同環境を示す

図 3．リアルタイム共同作業環境を提供するSPLINE

.--・1・・・・・・ 
モバイルコンピュータ

` 
ディジタルカメラ l 

ク
カード型電話

璽い大きなかばん（鞄）を持っていたピジネスマンは，ブリーフケースを持って身軽な移

動が可能となる

図4. モバイルオフィス：ブリーフケースオフィスの概念
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U乙 東京オフィス画面
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パソコンテレビ会議システムの特長
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這：各人のパソコンが会議用の端末になる

0 ：全方位視党システムで参加者全員の映像を撮影し，相手側会議室の参加者のパソコンに表示する

図5.パ‘ノコンテレビ会議システム

メラなどの機器もディジタル化することによってメディア統

合的なモバイル作業環境が可能となる。このように，新しい

ソリューションの提案には，ネットワーク環境を有効に活用

するためのコンポーネント機器をユーザニーズに則して開発

することがポイントである。

このようなモバイル環境を発展させたアプリケーションの

例として，パソコンテレビ会議システムを図 5に示す。

主たるコンポーネントとしては，下記の構成となる。

Rモバイルコンピュータ

R全方位視覚システム： 360゚ 視野を持つカメラで参加

者全員の映像を撮影し，相手側会議室の参加者パソコ

ンに表示する。

0低ビットレート対応映像・音欝コーデック搭載プラグ

インボード

この TV会議システムでは，軽便な全方位視党システム

を会議室に持ち込みさえすれば，どの会議室間も自在に結合

することができる。会議参加者は，パソコン上のパーソナル

ディスプレイを使用することで，ネットワークの特性を最大

限に活用した場所の選定に制限のない TV会議を行うこと

ができる。また，従米の TV会議システムでは参加者相互

の視線配附に違和感が強かったが，全方位カメラを採用する

ことで，臨場感とともに自然な視線の配附

が可能となる。映像音牌コーデックとして

は，当社が開発中のフラクタル画像コーデ

ックを用いることで， PHS(32 kbps)な

どの低ビットレートの通信線路を用いても，

QCIF (176X 144画索）皿面の動画を，フ

レームレート： 10フレーム／秒，遅延時

間： 0.1秒でスムーズな動画として双方向

に通信可能である。このコーデックアルゴ

リズムはスケーラビリティを持つため，ビ

ットレートに応じて処理映像の精細度の切

換えが可能である。さらに，パソコンにカ

メラとエンコーダチップを搭載することに

よって，出張先からでも会議に参加できる。

紙面の都合上，システムソリューション

の一例を筒単に触れるにとどめたが，当社

として将来のネットワーク社会に向けて提案したいソリュー

ションはビジネス／ホーム分野にとどまらず，産業／エネル

ギー／環境分野までを包合する広がりを持っていることをご

理解いただきたい。

4. むすび

冒頭で述べたように，インターネットは絶えず進化するも

のであり，この進化はすさまじいものである。この情報技術

革新の動向を見誤る企業は， とうた（洵汰）される運命にあ

ろう。当社も，身の引き締まる息いで，このネットワーク社

会がもたらすメガコンペティションのただ中に身を置いてい

る。勝ち抜くための戦略は何か。答えは，ネットワーク社会

の進化そのものの中に見いだせると考える。社会の要求が，

進化のモーティブフォースであるということを再認識するこ

とが重要であろう。その意味で，本稿ではネットワーク社会

における技術展望を，インターネット／イントラネットをベ

ースとしたユーザヘのソリューションの提案という形で記し

fっ~o 

当社の CIは“SOCIO-TECH（社会に貢献する技術）”で

ある。ユーザが眺望する 21I止紀の情報化社会像を SOCIO-

TECHを規範として実現していきたい。

ネットワーク社会の現状と展望・伊藤 5 (143) 



特集論 文ヽ＿
、l,

インターネット情報検索技術
田中 聡＊ 土田泰治＊

須賀田裕臣＊ 長田明夫＊＊

徳永寿郎＊

要旨

近年，インタ ーネットは急激に普及している。特に

WWW(World Wide Web)による情報発信は目を見張る

ものがあり，企業・自治体・学校・個人などから，多種多

様な情報が世界に向けて発信されている。これら，広域ネ

ットワーク上に分散し，種々のユーザが構築した膨大でか

つ常に更新が行われるような情報の中から，コンピュータ

の専門家でない利用者が目的とするデータの所在をいかに

容易に探し出すかが課題となっている。ここでは，この課

題解決のための要素技術となる以下のインターネット情報

検索技術について述べる。

•ィンタ ーネット情報収集技術：インターネット上の

情報の自動収集及び不要情報を削除する技術

●高度検索ガイダンス技術：用途別メニューによる検

索技術，メニュー検索や条件検索を複合させて目的

とする情報を絞り込む技術

●検索インデックス作成支援技術：用途別メニューの

作成，用途別メニューと情報の対応付けを支援する

技術

●インタ ーネット検索手順利用技術：検索手順などの

作業を蓄積しておき，同様な検索を行うときに再利

用して効率化を固る技術

これらの要素技術は，インターネット利用者の増加に伴

ってますます重要となる。今後は，各種応用システム（電

子図書館， 地域情報サーピス，企業内イントラネットな

ど）へ適用していき，その有効性を検証していく。

ヽ
~

インターネット上の
情報提供サーバ

WWWサーバ

WWWサーバ

・インターネット情報
収集技術

・検索用インデックス
作成支援技術

WWWサーバ

バーチャル図書館システム

順の再

検索
用によ [:妥I ~塁し

こ検索

・インターネット検索
手順利用技術

・高度検索ガイダンス
技術

索用イン

用途別メ

1 バーチャル図書館 I

医療、教育等いろいろな分野ことのバーチャル

図書館が構築され、利用者は自分の目的に合っ

たところヘアクセスして情報を検索することが

できる。

）
 

バーチャル図書館システムヘの適用例

インターネッド上の情報提倶サーバから自動的に情報を収集し，バーチャル図書館上に検索用インデックスか鳴築される。利用者は，用途別
メニュー等の検索インタフェースでこのインデックスをアクセスすることにより，簡単に目的とする情報の所在を検索することができる。 ） 
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1。まえがき

廿l：界的なコンピュータネットワークシステムであるインタ

ーネットの利用者が爆発的に増加しており，だれもがlit界中

のサーバにアクセスし，様々な情報を取得できる環境か整っ

てきた。しかし一方で，利用者の多くが，ネットワーク上に

分散した膨大な情報の中で，有用な梢報がどこにあるのか分

からないという liil題が生じており，必要な惜報を筒単に兄付

け出したいという要求が高まっている。

ヽ—、こでは，インターネッド情報の中から必要な情報を検索

するための技術について述べる。

2。 インターネット情報検索技術の現状と動向

インターネットは， 1止界中で発信される最新の情報をどこ

からでもリアルタイムに取り出せるという特長を持つ。また，

テキストだけでなく，マルチメディア情報を筒単に取り出し

て閲覧することが可能である。

インターネット梢報の検索は， WWWで代表されるよう

にインターネット情報をハイパーテキスト／ハイパーメディ

ア構造を利用して次から次へとたどって検索する方法と，

gopherに代表されるようにディレクトリ構造を用いてメニ

ューを選びながら必要な情報を検索する方法等がある。

最近では，インターネットlこの各種の汎用情報検索サービ

スカ弔計共されている。これらには， インターネット情報を収

集して分類し，メニューを選択しながら，所望の情報に到逹

するサービスや，フリーの検索キーワードを指定して，その

キーワードを含む情報の所在を提供するサービスがある。

利用者がインターネット情報の中から必要な情報を検索す

る場合は，上記の方社去を使い分けながら情報を取得している

のが現状である。

しかし，インターネットの利用者が急贈し，インターネッ

トに発1言される情報が増えるに従って，従米の方法だけでは

膨大な情報の中から利用者が必要な情報を探し1、liすことがだ

んだん困難になってきた。インターネットの利Jll者に対する

もっと使利な検索方法の提供が望まれ，そのための研究が盛

んに行われている。

今llll，サーバ上の検索技術として，特定分野のインターネ

ットの‘l青報を収集し，利Jl1行が理解しやすいメニューから必

要なインターネット」この情報を検索する技術と，クライアン

ト上の検索技術として，利用者がインターネット情報を検索

した手順を諮積して再利fllする技術を1}fl発した。

3. インターネット情報収集・検索技術

3. 1 技術開発における課題

インターネットからの情報収飢・検索技術における課題に

は， tに以ドのようなものがある。

(1) 検索結果の質の向1:

インターネット1行報検索技術・ Il1中。須賀Ill・ 徳水・：l：lli•長田

特集論文
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インターネット上の汎J廿情報検索サービスでは，インター

ネット全体の広範圃で雑多な情報を検索対象としているため，

検索結果には多くの質の悪い情報が含まれてしまう。

(2) 様々な検索要求への対応

単純なキーワード検索だけではなく，検索条件を詳細に指

定したり，検索結果を更に絞り込みたいという要求がある。

また，従米からカテゴリ検索と呼はれるメニューを）llいた検

索方式があるが，これは一通りのメニューで一般的な分類か

されており，様々な分野やスキルの検索者の様々な視点から

の検索要求にこたえられないという欠点がある。

(3) 高品質な検索インデックスの作成・管狸の支援

質の高い検索結果を提供するためには高品質な検索インデ

ックスが必要であるが，これを作成・：i脊理するためには，悴

狸者側の作業が非常に大変になり，これをいかに支援するか

という課題がある。

3.2 開発技術

以l―ー：の課題に対応するため，以下の技術を開発した。

(1) インターネット情報収集技術

インターネット」を巡阿しで情報を収集するプログラムは

ロボットと呼ば几このロポットが収集しだ情報が一般に検

索対象となる。しかし，ロポットはインターネット 1—ー．の情報

を網羅的に取得するため，検索結果には不要な情報が多く含

まれてしまう。このため，特定分野の質の高い情報を収虹す

る技術を開発した。具体的には，特定サイトの有用な情報を

含むディレクトリ以下に絞っで情報を収梨し，その中でも収

集しないディレクトリを指定できたり，不要梢報であるエラ

ー／ユーザ認証／gopherのメニューなどの両而は収集しな

いと指定するなどにより，特定分野の質の高い検索結果を提

供することができる。

(2) 高度検索ガイダンス技術―

(a) 複合検索技術

単純なキーワード検索だけではなく，検索対象指定，検

索条件式指定，検索結果絞り込みなどを複合的に糾み合わ

せた検索を可能とした技術である。具体的には，複数のキ

ーワードを AND/OR/NOTなどの論理油靡子で関連

付けでき，それぞれの検索キーワードが含まれる対象も，

本文全体，タイトル部， URL(Uniform Resource Lo-

ca tor)文字列などから選択指定できる。また，キーワー

ド検索やメニュー検索の検索結果を更にAND条件で絞り

込むことができる。

(b) 用途別メニュー検索技術

現状の情報検索サービスが提供しているカテゴリ検索の

メニューの分類体系は分類のレベルか非ll<，また様々な検

索目的に十分対応できていない。この間題に対応するため，

検索用途に応じた複数のメニューとインターネット上のIli

報とを目動的に対応付ける）ll途別メニュー検索技術を11卜］発

した。具体的には，用途別メニューとインターネット上の

7 (145) 
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情報とを対応付けする複数のインデックス（用途別検索イ

ンデックス）によって対応付けを実現している。これによ

り，検索者は， 自分の検索目的に応じた川途別メニューを

用いて，木目細かい検索を行うことができる。

(3) 高品質な検索インデックス作成支援技術

カテゴリ検索では，メニューに対応付けられている情報の

質が高いことが重要であり，また，用途別メニューでは様々

な検索要求に対応するためにカテゴリを多く用意する必要が

あるため，これらの作成・管理・編集は，管理者にとって非

常に負荷が高い作棠である。このため，用途別メニューの作

成と対応付け（メニューとインターネット上の関連情報の対

応付け）を支援する技術を開発した。具体的には，メニュー

をWindows95のエクスプローラのような GUIインタ

フェースで編集できる機能，対応付けを検索式を指定して対

話的に行う機能などである。これにより，管理者はクライア

ント上のWebブラウザでの容易な操作により，これらの作

業を行うことができる。

3. 3 バーチャル医療図書館への適用

バーチャル医療図書館いは，限療という特定分野を対象

にインターネット上の情報を収集・蓄積し，コンピュータの

専門家ではない利用者でも容易に検索できることを目的とし

ている。前記の技術はこのシステムに適用している。図 1に

バーチャル医療図書館の全体概要を示す。さらに，言い回し

による検索，三次元情報可視化検索，インターネット上のマ

ルチメディアデータの収集・検索などの技術を検討中である。

4. インターネット検索手順利用技術

4. 1 開発の背景

インターネットの蒋及により，ハイパーメディアを利用し

8 (146) 

Eコ開発ソフトウェア

亡コ．他社ソフトウェ

ー：データの流れ

→ •起勅

図1. バーチャル医療図書館の全体概要

で情報間を関係付け，それを用いて文書・写真等の関連する

マルチメディア情報を容易に検索することが可能となった。

我々は，インターネット上の情報だけでなく市販アプリケ

ーションを含む各種ソフトウェアの機能及び情報間を結び付

けて連携させるハイパーメディア技術（パッケージフレー

ム（2))を既に開発している。

これらのハイパーメディアを用いた検索は，人間の探査能

力に頼っているため， 目的の情報を探し出すまでの時問が人

によってばらつきがあったり，数H後・数箇月後に同様の作

薬がでぎないなどの間題があった。

そこで，ハイパーメディアのリンク機能を作業手順の蒋積・

再利用まで拡張し，検索など実際に行った作業をリンク機能

によって結び付け，それを検索の手順としてデータベース化

して再利用することにより，検索作業を効率化するインター

ネット検索手順利用技術（ハイパーインテリジェンス（3))を

開発した。ここでいう検索手順とはインターネット情報を

Webブラウザを用いて検索した順序を意味するものである。

4。2 開発技術

次の技術を開発した。

R手順の自動取得。手順構成技術

利用者が行った検索の作業と順序を手順情報として自

動取得して蓄積・再利用する技術や，その順序情報を

利用目的に従って変更する技術

R利用者や目的に合わせた手順修正技術

蓄積した手順に他の人が実施した手順を加えたり，無

駄な作業を削除する等の手順の修正。削除をする技術

R手順情報とそれに関辿する機能や情報の利用技術

蓄積した手）I阻情報に関連するマルチメディア情報を結

び付けて検索する技術

ハイパーインテリジェンスを開発するために図 2のハイパ

ーインテリジェンスの参照モデルを作成し，各層で技術内容

を検討し，開発を行った。各層の内容は次のとおりである。

(1) 基盤陪：機能・情報管理技術，手順自動取得寸支術

アプリケーションやその機能を管理し，情報及び機能間に

関係付けを行う陪である。機能管理技術によって作業手順を

自動取得することが可能となリ，利用者が手順蓄積を怠識せ

ずに手順の自動取得が可能となった。

りり言：層ロロ
手順利用府

手順データ

ベース府

基盤府

図2.ハイパーインテリジェンスの参照モデル

三災氾機技報 •Vol.71 ・ No.2 ・ 1997 
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パッケージフレーム（通信機能、 リンク機能）

図3.ハイパーインテリジェンスの構成

(2) 手順データベース層：手順情報の入出カ・編集技術

手順を構成する作業情報や順序を管理する手順管理層であ

る。個々の作業に関する情報（作業で利用するアプリケーシ

ョン名や機能名，利用するファイル名など）や，作業間の順

序情報の蓄積，作業手順全体の機能名称など作業手順関連の

情報の入出力を上位の層から共通に利用できる技術である。

また，これらの作業手順情報を追加。削除・修正したり，他

の手順との統合などを可能とする。

(3) 手順利用層：手順の利用技術

手順利用層は，個別アプリケーション (AP)層で実現す

る各種応用（利用者）が手順を利用をする場合に，共通的な

支援を行う層である。代表例を次に示す。

(a) 手順構成機能

利用者が行った検索の手順を，検索した順序又はインタ

ーネット情報中に記述されている呼出し関係に従って自動

的に変更する。

(b) メディア変換機能

手順データベースに蓄積されている検索の手順を報告書

作成などの別の用途に用いる場合に，インターネット情報

を用途に合わせてメディア変換する。

(4) 個別 AP層：文書自動統合，最新性チェック等

手順利用層までの機能と市販又は開発アプリケーションを

組み合わせて利用目的に合わせた処理を作成する層である。

例えば，報告曹筈の文書の形式に合わせで惜報を流し込む報

告書の自動生成機能，検索先の情報が変更されたかを調べる

最新性チェック機能など，目的・用途に合わせて作成する。

ハイパーインテリジェンス構成図（図 3)のうち，基盤層

の機能はパッケージフレームを利用した。手順データベース

層，手順利用層の機能は，フローマネジャとして今回新たに

開発した。個別 AP)粋は， Webブラウザや市販アプリケー

ションを利用して開発する。

4. 3 インターネット情報利用システムヘの適用

このハイパーインテリジェンスにWebブラウザと文書処

理を組み込み，インターネット上の最新情報を利用した報告

書1乍成システム（図 4)を構築した。

このシステムは，利用者がWebブラウザで情報を検索し

た順序を検索手順として特積し，その検索手順を用いてイン

インターネット梢報検索技術・田 I~1”t1 ・姐質[Il•徳永・土田・長田

探索フロー
ウィンドウ

- • •I ・
ファイルl[i 屯茎9[9 表示1汐実191:1 ウィノド91どI’さプログラム［が その＇也 191

実行回数の
多い処理

ノード

カレント

処理
ノード

図4.ハイパーインテリジェンスの画面例

ターネット上の情報が更新されたか自動チェックしたり，メ

ディア変換機能を用いて検索した情報を統合して定型文書の

自動生成を可能とした。情報検索の手順を蓄積・再利用する

ことが可能となり，検索手順を複数人で共有でき，繰返し作

業の手間を軽減できるようになった。

5. むすび

インターネット情報の利用者やインターネットヘの情報発

信者が増加するに伴って，ますますインターネット情報を検

索する技術が重要になってくる。

また，これらの要索技術が，来るべきマルチメディア社会

の高度な情報サービスを提供していくシステム（電子図書館

システム，企業内イントラネットシステム，地域情報サービ

ス等）に様々な影欝を与えていく。

今後は，ここで述べた検索技術を各種応用システムに適用

していき，その有効性を検証していく。
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SGML文書管理と文書情報アクセス技術
今 村 誠 ＊森口修＊

鈴木克志＊ 藤井洋一＊

高山泰博＊

要旨

構造化文書形式SGML(Standard Generalized Mark-

up Language)は，電子化情報の企業間・部門間での交換

や共有を目 的とするCALS(Commerce At Light Speed) 

の標準文書形式として採用されたこと もあ り，近年，その

利用技術が盛んに研究開発 さ れている 。SGMLのメリッ

トは，文書内容が持つ論理の構造を業務に即して表現でき

る点にあり，文書のSGML化により，文書の利用目的に

応じた文書情報の活用が容易になる。

本稿では，SGMLの特長を生か した文書アクセス技術

により，複数の部門・企業間でのネットワ ークを介しだ情

報共有が容易になることについて述べる。

(1) SGML文書管理技術

SGMLの文書構造を利用した文書管理により，対象業

務に応じた文書情報アクセスが容易になる。 SGML文書

管理シス テムとWWW(World Wide Web) との連携に

より，ネットワークを介した文書情報の共有が容易になる。

(2) 自然言語事例ベース検索技術

過去の設計事例をSGML化して蓄積 しておき，新しい

仕様文に対して，類似した文を持つ設計事例を検索するこ

とにより，設計情報を再利用して設計作業を効率化できる 。

(3) 広域検索技術

SGML文書から検索に必要な索引情報を自動抽出する

ことにより，複数の企業によってインターネット上で公開

されているSGML文書を横並びで検索できる。

ヽ
~

企業
f 

I SGML文書
管理システム

←竺
→見積り

←製品問い合わせ(Q)

→回答(A)

↑ 

， ［ 
マ ．．； ↑ 

-ユ ・̀・(.9.、， 音c::JB 
ア．且
ルヌ＝＝xコ、 ・ ゞ・・・と• 

_________ _,, 
設計部門

ヽ， ヽ念

設計者 ¥ ̀ヽ, ) ； ¥ * ／ 

.' 

三
三—>ヘ外

．．
 

＇ 

社1

部
品

（

カ

タ

ロ

グ

提

供

．
 

部品カタログ

ーヽノ

夏
l

部品ベンダ

■(3)社外からの情報収集

SGML文書管理による情報共有の例

企業活動に必要な社内外の文書をSGML形式で統合管理することにより，次のような文書情報の共有が容易になる。①顆客からの製岳問い

合わせに必要な製品情報を蓄積し，社外への製吊情報サーピスに利用，R設計事例を蓄積し，社内の設言t部門で再利用，⑲インターネット上で ） 
公開されている部品カタログを収集してデータベース化し，社内での部品情報検索サービスに利用。
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1. まえがき

WWWサーバとブラウザ等のインターネット技術で構築

した企業内情報システムであるイントラネットの怠速な普及

に伴い，ネットワーク上に分散する大批の文il『情報を適切に

管理する技術が強く求められている。著者らは，この要求に

こたえるため，構造化文書形式 SGMLをベースとする文翡

管理技術を開発している (1)~(3)0

ォ叶翡では，ネットワークを介した梢報の共有を容易にする

技術を紹介する。 2章では文書情報の共有という観点からの

SGMLの特長を述べ 3章では対象業務に応じた文翡への

アクセスを容易にする技術を述べる。

2. 情報共有のための文書形式としてのSGML

SGMLとは，文翡データの多角的利用と拠機種I-li]の文書：

交換を目的とする構造化文薯の表現形式の国際規格 (ISO

8879)である。図 1はSGML文曹の例であり，図中の〈製

品分類〉や〈製品種別〉等の“タグ”と呼ばれる印により，

文翡内容力吋寺つ論理の構造（文書の論理構造）を表現する。

文書情報の共有という観点から SGMLの特長は，以下の 3

点である。

(1) 文書の論狸構造の規格である。

印刷や表示に「対する物理構造は別規格で定義するので，特

定のワープロや文書処理系に依存せず，ューザlii]での文：，l［交

換や情報共有が容易である。

(2) 文書型定義DTD(Document Type Definition)によ

り，業務ごとに細かい種類のタグが定義できる。

例えば，＜製品分類〉や〈製品種別〉ぐりの業務依存のタグが

自由に定義できるので，文甚中の特定の部分を検索したり，

機械的に特定の部分だけ抜き出して別文位を作る（文閲変

換）など，利川目的に応じた文こrIFIti報の活川が容易になる。

(3) 自然言語処理が適用可能な文翡環境である。

SGMLはテキストデータで文{Ifを将柏するので， 1'1然言^

語事例ベース検索やキーワード抽出など，文青：内容の処理を

行うことが容易になる。この点は， 3章で詳しく述べる。

3. 文書情報アクセス技術

この窄では， SGML文書管叫技術と文杵中のテキスト梢

報を扱う自然言語処理技

術の利）Ilにより，対象業

務に応じた文杵アクセス

が容易になることを述べ

る。

3. 1 SGML文書管理

技術

3. 1. 1 SGMLによる文

書情報アクセス 図 1. SGML文書の例

特集論文
‘I | 

タグを利Jllした文翡管理により，対象業務に応じた文青オル

報アクセスが容易になる。 SGML文書守笠理システムと

WWWとの連携により，ネットワークを介した文青共布が

容易になる。

(1) タグを利用した文苫管理

製品に関する顧客からの間い合わせとそのIiil答例を記載し

たQ&Aマニュアルの例（図 1)を枯に説明する。＜製品分

類〉〈製品種別〉＜質間〉 <IDI答〉といった内容項目を表すタグ

に応じた文曹の検索，登録，及びアクセス権制御が可能にな

る。

RQ&Aマニュアルの検索時に，＜質[lil〉の部分に検索

範圃を限定することで，不要な検索結果を除くことが

できる。

◎製品分類や製品種別を抽出し，データベースに自動登

録することで， Q&Aマニュアルの登録の手間を省け

る。

Rユーザの認証プログラムと連携し， Q&Aマニュアル

の改訂をく作成者〉のタグで指定した人に限定するこ

とで，文書に対するアクセス権を制御できる。

(2) SGML文書管理システムと WWWとの連携

SGML文書管理システムを WWWと連携させることに

より， WWWブラウザからの SGML文書の検索と登録が

できる（図 2)。

SGML文書検索時には，検索要求を WW Wサーバの

CGI (Common Gateway Interface)を介して文翡管理シ

ステムの API(Application Programming Interface)に

変換し，検索機能を呼び出す。検索結果の SGML文i片は，

HTML (HyperText Markup Language)文；I.Fに変換し，

WWWブラウザで表示する。

ドをに又にし

SGML文内管理システム

図2. SGML文書管理システムとWWWとの連携

1アル
ィ
ン

夕
, ， 1 

ネ ← 
SGML文麟岬シスナム ヒ三』亡

i ル。附
1 ，没は部P1 | 

図 3. SGML文書管理システムの

製品情報サービスヘの適用
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SGML文書登銅l寺には， WWWのフォーム機能（定型項

目の入力機能）への入力を SGML文曹に変換し，登録機能

を呼び出す。

業務に応じた論理構造を持つ文書管理用の SGML文書と

表示用に特殊化された HTML文書を相互変換することで，

タグで細かく管理された文書情報を WWWを介して利用で

きる。

3. 1. 2 製品情報サービスヘの応用

図 3は， SGML文書管理システムの製品情報サービスへ

の適用例である。顧客からの製品に対する間い合わせに皿答

するために必要な製品情報を SGML文書として蓄積・管理

することにより，設計者と顧客対応窓日の担当者同士11¥Jでの

製品ノウハウの共有，さらには顧客に対する製品情報検索サ

ービスの提供が容易になる。

3. 2 自然言語事例ベース検索技術

事例ベース推論とは，蓄積した過去の事例を検索して問題

解決に用いる推論方式である。従米の事例ベース推論は，主

に部品データ等のあかじめ構造化されたデータを処理対象と

しており，文書中の言語表現のような非定型的なデータを扱

うことができなかった。

ここでは，設計支援への応用を例にして，類似文検索によ

って文書中の非定型の言語表現へのアクセスが可能になるこ

とを述べる。

3. 2. 1 自然言語事例ベースにおける類似文の検索

非定型の自然言語表現でも，ある特定の用途の中では類型

化できる場合がある。例えば，製品の仕様書中には個別の顧

客要求に対応する例外的な仕様（仕様文）が含まれているが，

類似した表現が多い。この自然言語による仕様を事例文とし

て扱い，関連部品を対応づけた設計事例を自然言語事例ベー

スとして著積しておけば，新しい仕様文に対しては，類似し

た文の検索で，事例文に関連づけてある部品情報が取り出せ

る。入力文に最も類似した事例文の検索には，言語表現の高

精度な照合が必要なため，図 4に示す次の処理を行う (4)0

(1) 入力文の言語表現からの記号列の抽出

入力文中に含まれる部品名の型番や図面番号等の記号や数

図4.仕様文解読処理の流れ

字表記等の文字列を抜き出して，事例文との照合の精度をlfiJ

上させる。

(2) 専門用語辞書による索引の抽出

特定の分野の導門用語であっても，文書の作成者によって

表記が展なることがある。専門用語辞書に表記のバリエーシ

ョンと正しい表記を対にして定義しておき，専門用語の表記

の揺れを吸収しながら専門用語を抽出する。抽出した専門用

語を索引として，事例ベースから事例の候補を取り出す。

(3) 自然言語照合による類似度での事例の優先順位付け

入力文との最長共通部分列（比較する文字列で髯心長く一

致する部分文字列）の長さの度合いで事例の候補を順位付け

し，最も高順位の事例を解として提示する。最長共通部分列

は連続していない文字も類似要索として扱うことができるの

で，萬字・仮名混じりの表現や送り仮名等の表記の揺れがあ

る場合に有効である。

3. 2。2 設計支援システムヘの応用

類似文検索の機能を FA機器や昇降機などの受注型製品の

設計支援に応用した場合の例を図 5に示す。

(1) SGML形式による設計梢報の一元管理

受注型製品の設計は，営業部門での顧客要求からの仕様作

成と，工場での仕様からの部品表作成からなる。仕様コード

の部分は，製品構成に関する情報に基づく計算で部品に展開

する。従米の設計支援システムでは製品仕様や製品の構成情

報の形式が独立であることが多く，誤りが紛れ込んだり効率

化を阻んだりする一因であった。仕様の書式や部品の決定に

用いる梢報の元は，開発段階で定義した標準部品や図面に依

存する製品の構成情報である。そこで，仕様の作成から部品

を決定して手配するまでの情報の流れを開発段階から

SGMLによって標準化しておけば，誤りの混入を防ぐこと

ができる。

(2) 類似文検索による設計事例の再利用

自然言語で自由に記述する仕様文は，設計者による解読に

時間を要するため，効率化のポトルネックとなっていた。仕

様文の解読に類似文検索の機能を用いれば，設計事例を再利

用できるので，設計効率化に役立つ。また，すべての設計情

報がSGMLで統合化された設計環境の中では， 1liil別製品の

仕様曹中に含まれる仕様文と設計作業の結果を直接利｝llして

事例ベースを構築することができる。

（
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1仕様入カ・概略設aT】 (3)市例フィ・ードパソク 1詮紐1設，itl

（支社・代理店） （工場）

図5.設計支援における情報共有

製品の構成情報や仕

様の形式を SGMLで

標準化して一元管理し，

さらに類似文検索の機

能を組み込むことで，

製品ライフサイクルの

各段階で設計市例の共

有・再利用が容易にな

る。
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文因検索部

図 6. 部品情報広域検索システム

3.3 広域検索技術

複数の企業によってネットワーク上で公開されている文書

を横並びに検索するためには，文書の形式と文書中の用語に

関して，企業間の差拠，及びユーザが検索要求時に用いる用

語との差奥を吸収する必要がある。この節では，部品カタロ

グを例として， “SGMLによる公開情報の形式の標準化”と

“検索に必要な索引情報の自動抽出”により，部品ベンダを

横断した広域検索が容易になることについて述べる。

3. 3. 1 SGMLによる公開情報の形式の標準化

部品カタログの構成と内容項目は文書型定義によって厳密

に規定できるので， SGMLで情報形式を椋準化することに

より，部品ベンダカ斗是供するデータの形式を共通化できる。

例えば，歯車は，特性パラメータとして“歯数”と“ピッチ

円直径（単位はmm)” を必ず持たねばならないことを規定

できる。したがって，従米データベースで扱っていた属性情

報を部品ベンダ側がSGML形式で埋め込み，ューザ側が

SGML文書解析によって自動抽出することが可能になる。

SGMLは，航空・自動車・半尊体などの業界で文書情報の

標準形式として採用されている。また，部品情報の公開に関

しては，半導体業界で試行中であるが，今後， EC(Elec-

tronic Commerce)の進展とともに他業界でも実施が期待

(1) 

できる。

3. 3. 2 索引情報の自動抽出による広域検索の実現

試作中の部品情報広域検索システムの構成を図 6に示す。

このシステムは，ネットワーク上の SGML形式の部品カ

タログを収集し，検索に必要な索引情報を自動抽出すること

により，部品カタログデータベースを構築する（5)。その結

果，複数の部品ベンダが提供する最新の部品情報が一度に検

索できる。

また，このシステムでは，パラメータ検索，分類検索，及

びキーワード検索を併用した部品梢報の検索ができる。

パラメータ抽出によるパラメータ検索の実現

パラメータ検索は，部品の特性パラメータを検索条件とす

る検索機能である。例えば，歯車のカタログを検索する場合

には，特I•生パラメータとして歯数やピッチ円直径などを指定

する。検索対象となる部品パラメータの値は， SGMLの文

書構造を解析することにより，部品カタログから自動抽出す

る。部品パラメータは， SGMLで標準化されているので，

複数の部品ベンダの部品データを統一した特性パラメータで

検索できる。

(2) 部品カタログの自動分類による分類検索の実現

分類検索は，部品分類を検索条件とする検索機能であり，

歯車や判I受のようにの部品分類を限定した検索ができる。

このシステムでは，ューザが設定した分類体系に対して，

各々の分類項目ごとに部品カタログ例をあらかじめ蓄積して

おくと，学習機能によって新たに収集した未分類の部品カタ

ログの分類を自動判別する。これにより，ューザカ噌と定した

部品分類で，社外から収集した部品カタログを検索できる。

キーワード抽出によるキーワード検索の実現

キーワード検索は，部品カタログ中に含まれている用途・

機能・方式等の部品を特徴づける用語を対象とする検索機能

である。例えば，大きな1iil転力に耐える歯車を検索したい場

合には，キーワードとして“高トルク”を指定する。

キーワードは，部品カタログの登録時にカタログ中の部品

を説明するテキストに対してキーワードの仕＼現パターンを照

自動抽出する。

(3) 

合させることにより，

4. む す び

文書構造を SGMLで標準化し，

言語処理技術を適用することにより，

情報共有が容易になることを述べた。

今後は，業務ごとに標準化される SGML文書間の相互変

換技術と文書中で用いられる用語の管理技術を開発すること

により，業務間での文書情報の共有を進める文書管理機能を

開発する予定である。

(1) 

(2) 

(3) 

(5) 

森l□I

文書内容を処理する自然

ネットワークを介した
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マルチメディアサーバ
撫中達司＊ 吉富洋己＊＊

清原良三＊ 玉田純＊＊

大野次彦＊

ヽ
~

要旨

ネッ トワークコンピ ューティングやマルチメ ディア技術

の進展により，各種マルチメディア応用シス テムの構築が

活発化しており，動画・音声・静止画，テキストなどのマ

ルチメディア利用がこ れからの高度情報化社会に向けて不

可欠になっ てきている。特に企業内においては，マルチメ

ディアとインタ ーネット 技術を取り入れた企業内情報シス

テムのイントラネット化が進んでおり，オープン性，シス

テム構築の拡張性， 柔軟性や信頼性がより 一層重要 とな っ

てきている。

マルチメディアサーバは，こうした時代の高度化・多様

（注） ‘‘WindowsNT""Windows 95"は米国MicrosoftCorp., 

"StarWorks NT"は米国StarlightNetworks社，

"DirecPC"は米国HughesNetwork Systems社の商標。

スーパーバード コントロールサーバ
/WWWサーバ

戸
Wind~ws NT 

MOライブラリ t

（二次記憶装置）

インターネット

ファイアウオール

化のニーズにこたえるもので，パソコン (PC) をプラッ

トフォ ームに WindowsNT版高性能動画配信ソフト

"StarWorks NT"を搭載し，性能・機能を更に拡張する

ために複数のビデオサーバで構成するクラスタ型ビデオサ

ーバ（以下“ビデオクラス タ構成”という 。）を開発し，

オープンでスケーラブルな動画配信性能と高い信頼性・運

用性を実現している。最大4台のビデオクラスタ構成によ

り，最大400ストリ ーム (1.5Mbps / MPEGl) の同時配

信が可能である。また，システム構築支援ライブラリ，ツ

ール群である “MEDIATOOLS"によって，マルチメデ

ィアデータの登録・削除•更新やユーザごとの履歴管理な

どのシステム全体の運用管理機能を開発した。

．屁滋幻轟叫三』．

Dir翌 m̂...u.,

:' ロ

M「ロニ三・
亨呈 1- 」 ニ

コンテンツ入力

ビデオサーバ

クライアント

□
 

マルチメティアサーバ
マルチメデイアサーバは，動画配信を行うビデオサーバ，システム全体の運用管理を行うコン トロールサーバ，そして動画再生を行うPCク

ライアントで構成される。サーバとクライアント閻は高速A丁M-LANや100巳ase-Tで接続され， MPEG2の高画質動画もWWWブラウザ
上にフルモーションで再生可能である。またDi「ecPCと接続することで，動画を含むコンテンツの自動登録が可能である。

ヽ
~

ヽ
~

ノヽ
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1. まえがき

ネットワークコンピューティングやマルチメディア技術の

辿展により，各種マルチメディア］心Jllシステムが構築され，

動訓を含む行声・静Jl:．訓・テキストなどのマルチメディア梢

報の活用が不可欠になってきている。特に企業内においては，

コミュニケーションの「リ滑化や顧客サービスの向上，灰ll(1勺生

産‘I生の向上に，マルチメディアとインターネット技術を取り

入れた企業内情報システムのイントラネット化が進んでおり，

オープン1生，システム構築の拡張性，柔軟1生や信頼‘I生がより

一／怜重要になってきている。マルチメディアサーバは，この

ようなニーズにこたえるために，オープン1'/t，スケーラビリ

ティ，アベイラビリティの向l：を 1」椋に11卜］発を行った。

本稿ではマルチメディアサーバの特長と， □tなその実現方

式について述べる。

2。特長

(1) Windows NT版のマルチメディアサーバ

PCをプラットフォームとして動両配信ソフトの業界リー

ディングベンダである米国スターライト社と共同開発した

Windows NT版高性能動訓配信ソフト ‘'StarWorks NT" 

を搭載し，高皿質 MPEG2の動圃も高速 LAN(156 M 

A TM, 100 Base -T)を介してリアルタイムに WWW

(World Wide Web)ブラウザ上に再生が可能である。ビ

デオサーバの動lllil配信性能は，‘腎I:FT 8000シリーズ

Pentium -Pro 200 MHz 4 CPUのマルチプロセッサで最

大］00ストリーム (1.5 Mbps/ MPEG 1 (Moving Pie-

ture Experts Group 1)を実現している。また， Oracle

社の RDB(Relational Data Base)を搭載したコントロ

ールサーバとビデオサーバを糾み合わせることで，動皿配イ］

、性能を史に引き出すビデオクラスタ構成を実現するとともに

システムの運川笠狸機能を実現している。

(2) コントロールサーバによる配イ］・述）：ll岱；；HI!

RDBを搭載したコントロールサーバにより，システム令

休の配{,iと，述川管':.Ell！を行っている。コントロールサーバは，

ネットワーク負術や CPU負術などのビデオサーバ稼働状況

を把握した 1．．で，ューザからの配いリクエストを処則する最

適なビデオサーバを割り ¥1,1てることにより，ューザには複数

台のビデオサーバを、，・ぷ識させないビデオクラスタ構成をIII能

としている。また，マルチメディアデータの登録・史祈・削

除を始め，巫）JIIliデータの検索やアクセスコントロール，ユー

ザごとの履屈窄料悲 システム令休の1が訊情靱I！を実況している。

(3) ビデオクラスタ構成

システムの規模やイは頼性に応じて，最大4台までのビデオ

クラスタ構成をとることが可能である。これによって，最大

400ストリーム (1.5 Mbps/MPEG 1)までのスケーラブル

な』）Jlllil配信を実現している。ビデオクラスタからの動f1lil配伯

マルチメディアサーバ・撫中・沿）以・大野・古‘1り；・ 1ミ川

は，ビデオサーバ間の動lllfl配信の1,_1動負荷分散機能により，

最適なビデオサーバからの動両配信を行う。

ビデオクラスタ構成時には，動両データをミラー化するこ

とにより，一方のビデオサーバがダウンしても， もう一方の

ビデオサーバが自動的に処理の引継ぎを行い，ダウンしたと

ころからnl［ちに動皿配信を再I}｝]することができる。

(4) MEDIA TOOLS 

マルチメディアサーバシステムを構築するための開発／実

行環境として，システム構築支援ライブラリ及びツール群で

ある “MEDIATOOLS"を開発した。このライブラリは動

皿•音声・静止画・テキストなどのコンテンツの登録・表

ポ・管理を行うシステム構築支援ライブラリであり， Visual

Basic, Visual C～←などを利）廿して， RDBと連携したデ

ータ管理・ユーザ管理•履歴管理といった運川管理システム，

エンコーダと連携した動圃登録。動両再生といったシナリオ

を構築することができる。また，このツール群を利用するこ

とにより，簡単にユーザ管理，コンテンツ管理，動皿の表示

などを行うことができる。

(5) MOライブラリによる階陪化記憶悴理

ビデオサーパに MO（光磁気ディスク）ライブラリを接続

することで，使）廿頻度の晶いビデオクリップをハードディス

クに，イ史用頻度の低いビデオクリップを MOライブラリに

といった動皿データのアクセス頻度に応じた階），；ii化叫釘翌11!

が可能である。 MOライブラリの場合］ストリーム (1.5 

Mbps/MPEG 1)であれは，ハードディスクからの動両配

信と同様，オンデマンドでMOライブラリからの直接動両

配信が可能である。最大76Gバイト／台まで蒋積でき，マ

ルチメディアデータの二次叫釦装附としても利Jllすることが

できる。

(6) イントラネットヘの対応

Windows 95で動作するビデオクライアントに標準

wwwブラウザNetscapeNavigator対応の動llliIIWI―：ソ

フトをヘルパアプリケーションとして糾み込み，ビデオサー

バから配信される』）JII川をブラウザl：に表ぷすることが可能で

ある。コントロールサーバやビデオサーバ搭載の Windows

NTに椋準装備される wwwサーバIIS(Internet Infor-

mation Server)などとの糾令せによって，マルチメディア

を利川した企業内‘Ili報イントラネットシステムヘの対応が＂［

能である。

(7) DirecPC衛星辿イげサービスとの連携

‘i→'.iiii直イ，i（株）の DirecPC衛星辿信サーピスとマルチメディ

アサーバとの連携機能により，本店，支店など全川の各拠点

への DirecPC術昂辿似サービスを介したマルチメディア

サーバによる企業内 MOD(Multimedia On Demand)が

III能である。加l又は1/j過発イはされるニュース，常業1青恨，

製，’,I!1』|青報などの動lIli1．枡l|：l叫データを，タイトル，キーワー

ド，分野などのI屈性データと一紹にマルチメディアデータと
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して DirecPC受信端末を介してマルチメディアサーバヘ自

動的に登録。追加•更新することができる。これによって）＼

手によるコンテンツの入力作業が不要となり，システムの自

動運転が可能である (DirecPCは，宇宙通信闊が'97年 1月

から開始した衛星通信サービスである。）。

3. マルチメディアサーバアーキテクチャ

マルチメディアサーバは，様々なシステムに柔軟に対応で

きるように，スケーラビリティとアベイラビリティの向上に

爾点を置いている。以下では，それに向けてのマルチメディ

アサーバの基本方式と，ビデオクラスタ構成についての主な

機能，その実現方式について説明する。

3. 1 基本方式

マルチメディアサーバでは，動画・音声・静止画・テキス

トなどの様々なマルチメディアデータを扱うため，これらの

データの持つ特徴（例えば，帯域輻）と，ューザがアクセス

する際に使用する属性惜報（例えば，タイトル）の関係付け

を行うデータ管理が必要となる。さらには，動画・音声デー

タといった広帯域データの時間軸を保証したデータ転送を行

うために，ビデオサーバの配信管理が重要となる。

(1) データ管理

動画・音声などの物理データはコントロールサーバ上の

RDBを利用して論理的に管理している（1)。時間軸を持つ物

理データに関してはビデオサーバに，それ以外の物理データ

はファイルサーパ機能も持つコントロールサーバに配置して

いる。 RDBでは論理データとして動両を示すID, タイト

ル名，データ種別といった論理屈性と，ファイル名，サーバ

名との対応関係などを管理している。静止画データがコント

ロールサーバに，動画データが複数のビデオサーバに存在す

る例を図 1に示す。ユーザは論理属性（タイトル名など）で

アクセスし， どのサーバから配信を受けるべきか， どのサー

バにデータを取りにいくかなどを意識する必要はない。実際

に，配信要求する又はデータを取得するサーバ名などは，シ

ステムの内部でRDBを用いて自動的に決定し，物理データ

をユーザから隠ぺい（蔽）している。

(2) 配信管理

ビデオサーバの配信性能は， CPU性能・ディスク性能・
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論理的属性管理テープル

ネットワーク性能によっで決定される。これらの性能は，ュ

ーザからの登録・再生というリクエスト処理の流れを基に整

理すると，クライアントービデオサーバ間のネットワーク帯

域幅と，ディスク→ネットワーク間のデータ処理を行うため

のCPU使用率の二つの点で管理すれば十分である。このた

め，コントロールサーバでは，ビデオサーバの状態を監視し，

各ユーザのリクエストの種類と転送レートに応じて，処理す

るビデオサーバを決定している。また，ビデオサーバは，

個々のクライアントが接続された終端のネットワークセグメ

ントと直接接続されるわけではなく，一般には， ネットワー

クスイッチを介してクライアントと接続される。このため，

配信管理では，各クライアントからのリクエスト時に，終端

ネットワークでの帯域輻が確保できることをチェックした上

で，そのクライアントに配信するかどうかを決定する。

3.2 ビデオクラスタ構成

(1) 自動負荷分散

ビデオサーバの配桐性能は，単なる同時配信数だけで示さ

れるものではなく，任意の同一動画の同時配信性能と異なる

動画の同時配信性能をいかにバランス良くサービスできるか

を組み合わせたトータルな性能で示すべきである。最適な制

御を行うためには，同時アクセス頻度の高いビデオクリップ

と，同時アクセス頻度の低いビデオクリップの管理が重要な

項目となる。ビデオクラスタでは，個々のビデオサーバの性

能を最大限に引き出すために，コントロールサーバ上にビデ

オアクセスコントロールソフトを開発し，以下の機能を実現

している。

(a) ミラー配信

アクセス頻度が高いことが予想されるビデオクリップに

対しては， ミラー登録機能を用いて，登録時に複数ビデオ

サーバに複製登録を行うことが可能である。ユーザからの

リクエストが発生したときには，その時点での各サーバの

負荷（ネットワーク帯域輻， CPU使用率）に応じて最適

なビデオサーバを割り当てることによリ，ビデオサーバ間

の自動負荷分散を行う。図 2にミラー配桐の動作概略を示

す。

コント Cールサーパ ATM25 ° ,_,ftlロ

/ サーハ ¢2 し［―サーー:#1 

図 1. データ管理方式 図 2. 配信管理方式

16 (154) 三蕊屯機技報・ Vol.71・ No.2 ・ 1997 



ビデオサーバに対し，閉始位岡を指

定したHi生をビデオサーバに対して

リクエストすることにより，数秒以

内で，エラー発生時点から動画再生

を続行することが可能である。

図3. コンテンツ一覧画面 図4. MPEG2動画コンテンツ再生画面

また，エラーとなったビデオサー

バは，コントロールサーバによって

システムから自動的に切り離され，

皿復までの間，待機サーバとして管

理され，再び正常状態になった時点

で，巡転サーバとしてエラー発生前

と詞様に扱われる。

(b) Copy & Send 

Copy & Sendは，ミラー配信とは異なり，登録時に

は，特定のビデオサーバにのみ動画登録を行い，システム

の運転状況を監視した上で，実際の同時アクセス頻度に応

じて動的な負荷分散を行うための機能である。

コントロールサーバは，ある時間内に設定値以上のリク

エストが同時に特定動画に発生した場合，各ビデオサーバ

のディスク容鼠と配信負荷を判断した上で，動画をコピー

すべき最適なビデオサーバを選択し，自動的に動画のサー

バ間コピーを行う。またコピーの終了を待っことなく，一

定時間後にコピー先のビデオサーバから直接配信を行う。

(c) ディスク容鼠の最適化

コントロールサーバは，すべての動画，音声へのアクセ

ス履歴を管理しており，アクセス頻度の低いビデオクリッ

プを二次記憶装置 MOライブラリとの間で自動的にスワ

ップアウトを行い，常にディスク容屈の最適化を図ってい

る。

(2) 自動エラーリカバリ

ミラー登録された動画の再生時にビデオサーバでエラーが

発生した場合，クライアントは，動画ファイル名，動皿再生

位附などの状態情報を1尿存した上で，コントロールサーバに

対してビデオサーバのエラーを報告すると同時に，動画の再

生を継続できる別のビデオサーバの割当てを要求する。クラ

イアントは， リクエストの結果として新たに割り当てられた

Microsoft Windows NT, Visual Basic, Visua!C++, Mi-

crosoft Internet Information Serverは米国Microsoft社， Star-

Works NTは米国StarlightNetworks社， PentiumProは米国

Inte]社， DirecPCは米国HughesNetwork Systems社， Oracle

は米国ORACLE社， NetscapeNavigatorは米国NetscapeCom-

munications社， MEDIATOOLSは三蕊屯機（松，の製品名，商標，

又は登録商標である。

マルチメディアサーバ・撫中・清原・大野・吉富・玉田

4. 衛星利用のイントラ

ネット MODシステム

マルチメディアサーバのモデルシステムとして，衛星を利

用したイントラネット MODシステムを実現している。こ

のシステムでは，例えば節n，毎迎といった単位でのニュー

スや常業情報，製品情報，株価情恨などのマルチメディアコ

ンテンツを，その入力手段として DirecPC衛星通信サービ

スを利用し，動画とその属性を DirecPC受信端末を介して，

マルチメディアサーバに人手を介すことなく自動登録するこ

とが可能である。自動登録では，ディスク容紐管理をする機

能， WWWサーバとの連携した再生機能， RDBに蒋積さ

れた属性情報から自動的に HTML文書を作成する機能，

Netscape Navigatorに連携して動画を表示する機能（ヘ

ルパアプリケーションで実現）を提供している。

ユーザは，企業内における通常の業務で使用する Net-

scapeのブラウジング機能を利用して， 自動的に日々アップ

データされたコンテンツの一院検索や（図 3)，見たい動画

コンテンツをオンデマンドで見ることができる（図 4)。

5. む す び

マルチメディアサーバに対する必す（須）要件である動画

配信の高性能化，スケーラビリティ，高信頼化，及び運用管

理機能を実現した。

今後も，最新の技術動向，標準化動向とともに市場動向に

対応するため，開発を進めていく所存である。

参考文献

(1) 清原良三，栗原まり子，井上淳，斎藤謙ー：マルチメ

ディアサーバシステム（1)-(4),第 53回情報処理学会

全国大会， 3-69-7 4 (1996) 
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ネットワークセキュリティ技術
後沢忍＊板垣寛二＊＊

馬場義昌＊

松井充＊

ノヽ

要旨

LANやインターネットの普及により，ネットワークシ

ステムはこれまでにないセキュリティ上の脅威にさらされ

ている。 LAN上を流れるデータは，市販のパソコンとソ

フトウェアで容易にデータを盗聴できる。インターネット

は多様な組織にわたるオープンなネットワークであり，デ

ータの安全性についてだれも保証してくれない。このよう

な状況において，盗聴や不正侵入からユーザを守る，安全

なネットワークの実現が急務となっている。

三菱電機（株）では，ネットワーク暗号装置の開発によって

安全なネットワークを構築するシステム技術を実現し，三

菱ネットワークセキュリティシリーズ “MELWALL" と

して製品化した。ネットワーク暗号装置は，ネットワーク

とコンピュータ機器の間に設置され，暗号かぎ（鍵）をグル

ープ共有することにより，外部からの盗聴や不正侵入から

守られたセキュアネットワークを構築する。これにより，

これまで実現が難しかった広域にわたる安全なネットワー

クが可能になった。このシステムは，既存のネットワーク

機器やアプリケーションに影響を与えずに導入することが

できる。また，設定により，セキュアネットワーク外の端

末とも安全な通伯が可能である。

今後は，セキュアネットワークの多重化・階層化や個人

認証機能との連携など，イントラネットにおける次世代の

プラットフォ ームの構築に向けて研究開発を行っていく。
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標準化(IPSEC等）

MELWALL A3000（暗号アダプタ）

MELWALL H3000（集線型暗号装置）
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R（ルータ）， F（ファイアウォール）

注） WindowsNT.Windows 95は米国
Microsoft Corp．の登録商標です。

セキュアネットワークの構成例

ネットワーク暗号装置こよって，本社の一部と支社及びモバイルコンピュータが一つのセキュアネットワークを構築している。外部の端末は
盗聴や不正侵入ができない。セキュアネットワーク内からはインターネット上のWWW等にアクセスすることができる。鍵管理装置こより，暗
号鍵の配送等のリモート管理が可能である。
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1。まえがき

インターネットの登場によってネットワークシステムの可

能性は無限の広がりを見せており，社内網にインターネット

の仕組みを適用してイントラネットを構築する企業も増えて

いる。

インターネットは，あらゆるネットワークシステムにおい

て必要不可欠な要索になりつつあるが，その実体は多様な組

織にわたるオープンなネットワークであり，通信の安全性に

ついての保証はなにもない。つまり，通信内容の盗聴や社内

網への侵入といった不正行為に対して無防備である。

しかしながらインターネットの利便性を手放すことはもは

や不可能であり，その利点を損なうことなくネットワークシ

ステムのセキュリティを確保するというアプローチが必要で

ある。

このような状況の中，当社では，ネットワーク暗号装附の

開発により，利便性を損なうことなく安全なネットワークを

構築するシステム技術を実現し，三菱ネットワークセキュリ

ティシリーズ “MELWALL"として製品化した。

このシリーズは，国産初のマルチプロトコルルータを開発

した通イ言技術と米国の暗号アルゴリズム DES(Data En-

cryption Standard)を1化界で初めて解読した暗号技術を融

合したユニークなシステムである。

本稿では， MELWALLのコンセプトと特長及び適用例

を述べる。

2. セキュリテイコンセプト

MELWALLは“ネットワークの安全性と利便性の両立”

というコンセプトに碁づいて設計されている。

既存のネットワークシステムにネットワーク陪号装置をア

ドオンすることによって安全性を確保するというのが基本的

な考えであるが，その際に，既存システムの使い勝手に影評

をりえないための各種工夫を行っている。

2. 1 ネットワーク暗号装置の動作原理

ネットワーク暗号装置の動作原理を図 1に示す。

ネットワーク暗号装置をネットワークとコンピュータ機器

との間に設岡し，フレームの暗号化／復号用の鍵をあらかじ

セキュア l オープンネットワーク ＇ セキュアI 
ネットワーク ： I ネットワーク

: I 

l l 
不正侵入 ← 

如<.暗号化／

復号用鍵

I平文 IへJダI

ーロ
図 1. ネットワーク暗号装置の動作原理

ネットワークセキュリティ技術・後沢・馬場・松井・板垣

め共有しておく。両者の間で送受信されるフレームをキャプ

チャして，ネットワーク側へ出るときに暗号化し，コンピュ

ータ機器側に出るときに復号する。

これにより，ネットワーク上のフレームはすべて暗号化さ

れているので，盗聴を防止できる。また，侵入を試みたフレ

ームも暗号装置によって復号されてしまい，意味を持たない

フレームとしてコンピュータ側で廃棄されてしまう。

このような原理により，盗聴と侵入を防止している。

図の例では， 2台の暗号装置が暗号鍵を共有することによ

ってその配下の端末又はネットワークを不正行為から守って

いるが，暗号鍵をグループ共有する暗号装置の数を増やすこ

とにより，その範囲を簡単に広げることができる。

このようにして不正行為から守られたネットワークのこと

をセキュアネットワークと呼ぶ。

2.2 安全性と利便性両立のためのアプローチ

（］） 既存のシステムやアプリケーションヘの透過性の保証

通信フレームのデータ部分のみを暗号化の対象とし，ヘッ

ダ情報等の中継に必要な部分は暗号化しないので，ルータや

ファイアウォール等，既存システムの連用にも影評を与えな

い。また，セキュアネットワーク側の端末は，暗号装置によ

って守られていることを意識する必要はなく，既存のアプリ

ケーションをそのまま使うことができる。

(2) オープンネットワークとの安全な通信

通常，セキュアネットワーク内の端末はグループ内でのみ

通信を行うことを前提としているが，暗号装岡の設定により，

例えばメールやWWW(World Wide Web)などのセキ

ュアネットワーク外のサーバに平文でアクセスすることもで

きる。その際，アプリケーション種u]ljや通信の方向などでフ

ィルタをかけることができるので，オープンネットワークと

の通信もセキュリティの低下を招くことはない。

(3) 安全で高速な暗号アルゴリズム

フレームの暗号化に用いる暗号アルゴリズムは，当社のア

ルゴリズム公開型暗号方式 “MlSl‘Y"と非公間型暗号方式

の選択が可能である。 11い記号アルゴリズムの LSI化により，

メイン CPUのRISC採用と併せて，イーサネットの理論限

界値に近い賠号処理速度を実現している。これにより，バー

スト的なマルチメディアトラフィックにも対応できる。

(4) 安全で簡易な鍵管理

システムの安全性を高めるために， II府号鍵の定期的な更新

を行う。鍵の更新は，専用の鍵管理装置によって， リモート

から GUI(Graphical User Interface)操作で一斉に行う。

鍵管理装附とII脊号装置との通椙に）廿いる制御フレームも11-ff号

化して運用する。

3. MELWALLの特長と適用例

3.1 MELWALLの特長

MELWALLの最大の特長は，暗号鍵をグループ共有と
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することによってセキュアネットワークを構築する点にあり，

桔本的な運用においては複雑な設定が不要である。

また，複数の暗号鍵を使い分けることも可能であり，複数

のセキュアネットワークや平文ネットワークとの通桐を自在

に設定できる。

暗号鍵のグループ共有の方法として，枯本パスと特例パス

という概念がある。基オシゞスは主に所屈するセキュアネット

ワーク内で通信を行うためのパスであり，所属するすべての

暗号装懺が同一の鍵を共有する。特例パスは所屈以外の端木

と通信するためのパスであり，通侶朴l手のアドレス対応に，

相手の所屈するセキュアネットワークの鍵を共有する。

このように複数のネットワークと鍵を共有することにより，

所屈するセキュアネットワークの数を増やすことができ，こ

の概念を多重帰属と呼ぶ。この概念のイメージを図 2に示す。

図のように A社と B社がそれぞれのセキュアネットワーク

を構築しているところに，祈たに C委員会というセキュア

ネットワークを構築する。 A-B社間は通桐できないが， C

委員会メンバのみ相互に通信が可能である。 C委員会メンバ

は自杜と委員会の二つに多重帰屈することになる。

多煎帰屈の実現方法について， A社 C委員会の賠号装附 a

を例に考えてみる（図 3)。多重帰屈エリアの端末は，両ネ

ットワークにそれぞれ 10台の通儒相手がいるものとする。

この場合のII府号装附 aに対する設定方式として，表 1に示す

A社セキュアネットワーク（鍵A) B社セキュアネットワーク（鍵B)

4 → レ ｀，  

c委員会セキュアネットワーク（鍵C)

.,.____.:相互に通信が可能
• X—- ：通徊不可

図 2. 多重帰属の概念
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多屯帰属エリア
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ヤキュアネットワーク

A社

セキュアネットワーク

図3. 多重帰属の通信例
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3種類の方式が考えられる。

方式 1は，他社製品の多くが採用している方式であり，通

信相手のアドレスと鍵をペアで設定するというもので，図 3

の例では， 20個のペアを設定する必要がある。

方式 2は，現行の MELWALLが採用している方式であ

り， Aを基本パス， Cを特例パスとして考えると，アドレス

を意識した設定は Cの10台のみとなり，設定にかかわる負

荷が方式 1に比べて軽減されていることが分かる。

方式 3は方式 2を発展させたものであり，すべてを基本パ

スと同等に定義し，通信朴l手のアドレスを怠識しない方式で

ある。この方式の実現は今後の課題の一つであり，次機種で

の実現を予定している。

3. 2 MELWALLの適用例

製品レパートリと概要を紹介する。

(1) 暗号アダプタ (MELWALL A 3000) 

イーサネットポートを二つ持ち，既設ルータと糾み合わせ

たり，端末を直接収容するなど輻広い連用が可能である。

(2) 集線型暗号装附 (MELWALL H 3000) 

暗号アダプタの端末側のポートをハブとして拡張したもの

で， 10BASE-T 1を2ポート持つ。

(3) 暗号ドライバソフトウェア (MELWALL P 3000) 

セキュアネットワークをモバイルコンピューティングのilt

界に広げるためのものであり， WANインタフェース（屯話

網／INSネット 64)を持ったモバイルコンピュータにイン

ストールすることにより，ダイヤルアップIP(Internet 

Protocol)接続によって暗号アダプタ又は集線聾培号装岡配

下の各種サーバにアクセスすることができる。

l--：記II音号装骰の概略仕様を表 2に示す。

暗号ドライバソフトウェアは，連用中にII脊号と平文の切換

えが可能であり，例えば，セキュアネットワークヘの暗号ア

クセスとインターネット笠への平文アクセスを使い分けるこ

とができる。また特定のアプリケーションについては，無条

件に暗号又は半文の指定ができる。

(4) 鍵管迎ソフトウェア (MELWALLMgr) 

響項ll装岡は卿悴理ソフトウェアをパソコンにインストー

ルしたものであり，ネットワーク上の任唸の地、Iばから，

陪号•アダプタや集線刑IIこii号装附に対して次の管理を行

つ。

表 1. 暗号装置aへの設定内容

)j 式 l I )j 式 2 l)j 式 3

アドレスAlと鍵A

アドレスA2と錦A
枯本パス（鍵A) 錦A

アドレスAlOと虚建A ' 

アドレスClと鍵C アドレスClと鑓c
アドレスC2と鎚C アドレスC2と鍵C

鍵c

アドレスClOと錦C アドレスClOと鍵C
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表 2. MELWALLの概略仕様

--------MEL WALL A3000 /H3000 MEL WALL P3000 

暗号化プロトコル IP, IPX IP 

暗号アルゴリズム MISTY又は非公l}ll方式 MISTY 

セキュアネットワーク数 32 (IP), 1 (IPX) 1 

IPアドレスごとに64個の特例
64伽1のTCP/UDPアプリケー

特例通信・ ションについて， II行号／平文の
パスが設定可能

指定が可能

TCP/UDP各8個のアプリケー
フィル タ ションについて廃棄／通過の指 なし

定が可能

止するとともに，エリアヘの不正佼

入を防止している。セキュアネット

ワーク外への平文アクセスは特例通

信によって行う。そして，本杜に設

置された鍵管理装附から，支杜を含

む各暗号装附のリモート管理を行っ

ている。
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図4. システム構成例

R鍵生成

0鍵配送（個別／一括指定による鍵の更新）

0パラメータの収集・編集・設定

Rログ情報の収集・表示

なお，一度に制御できる暗号装附は最大500台であり，鍵

配送なども一斉に行うことができる。最大数を超える場合は

操作を分ければよい。

鍵配送等のフレームは， MISTYと公開鍵暗号 RSAの俳

用により，高速性と安全性を両立させている。

鍵更新の頻度は，システムの連用ポリシーに依存するもの

であるが，例えば数箇月おきに更新するといった運用になる。

鍵配送に要する時間は， 500台一括で3分程度である。

各装附を用いたシステム構成例を図 4に示す。図では本をI:

に設置された暗号アダプタと集線型暗号装説支社のII府号ア

ダプタ， さらには暗号ドライバソフトウェアを搭載したモバ

イルコンピュータカ'll紆号鍵をグループ共打することによって，

セキュアネットワークを構築している。

これにより，インターネットや本杜LAN上での盗聴を防

4. 今後の研究開発の展開

ネ＇ノトワ クヒギュリティの概念

とシステム事例を述べてきたが，今後の研究開発のアプロー

チの方向を示す。

(1) セキュアネットワークの多重帰属

3. 1節で述べた暗号装置への設定方式3の実現により，大

規模システムで多重帰属を迎用する際の設定負荷を軽減する。

(2) リモートアクセスのセキュリティ向上

モバイル環境をセキュアネットワークに収容する際のセキ

ュリティを向上させるため，鍵の自動更新や端末の認証など

を強化する。

(3) 個人認証技術との連携

ネットワークセキュリティ技術と個人認証技術等の当社の

保有する他の技術とを融合して，独創性の高いシステムを実

現する。一例として，指紋照合やIDカードによる個人認証

技術と組み合わせて，セキュアネットワークの利用者を認証

するというシステムが挙げられる。

(4) 高速化・標準化への対応

ネットワークアプリケーションのマルチメディア化に伴い，

lOOBASE-TやATMの収容等，ネットワーク暗号装附の

高速化が必す（須）の課題である。

また， IPSEC(IP Security Protocol)に代表されるよ

うに，ネットワークセキュリティに閃する標準化の動きも活

発になってきており，標準化に対する積極的な提案活動を行

っていく必要がある。

5. むすび

当社のネットワークセキュリティ技術のコンセプト，ネッ

トワーク暗号装置の動作原理，各製r品の特長と適用分野，及

び今後の研究開発の方向を述べた。

安全であることと便利であることは一般的には相反する事

象であるが，ネットワークのセキュリティを与える場合，こ

れらを両立させなければならない。

“安全性と利便性の両立”という基本コンセプトに加え，

拠分野の技術との融令も含め，冴杜としての特長を{hすため，

今後の研究附発の展開を図る。

当社のネットワークセキュリティ技術が，米るべきマルチ

メディア社会に広く貢献できれば幸いである。

ネットワークセキュリティ技術・後沢・馬場・松JI:．板坦 21 (159) 
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仮想モバイルオフィス
桜田博＊桜 井鐘治＊

下間芳樹＊ B.Peet** 

黒田正博＊

要旨

Javaを基本にした仮想モバイルオフィスについて述べ

る。このシステムは，携帯端末と無線通信を利用して社

外・出先・遠隔地においても，オフィスにいるときと同じ

オフィス環境を実現する。

アプリケーションを Javaで構築することにより，オフ

ィスで利用するのと同じ Java上のアプリケーション環境

を出先でも携帯端末やノートパソコンから利用できる。 ま

た，プログラムがサーバ間を移動するエージェント機構に

より，ユーザは LAN(Local Area Network)及び広域

接続など性能の異なるネットワークを意識せずに，システ

ムの構築ができる。

仮想モバイルオフィスのシステム構築の際には，既存の

システム構成を保持したまま，追加の形で構築できる。

この仮想モバイルオフィスを構成する要素技術として，

次の開発を行った。

●Java携帯端末

●Javaエージェント

•ィントラネット向けMail

●DBプロキシ

また， これらを組み合わせた仮想モバイルオフィスの実

証システムの構築も行った。

[D モバイルコンピュータ
(AMITY) 

無線モデム
無線 LAN

モバイルサーバ メールサーバ
9 9 

DBサーバ
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Webサイト
仮想モバイルオフィスシステムイメージ

c.Java及び無線過信を利用した仮想モバイルオフィスのシステムイメージを示す。端末と直接通信を行うモバイルサーバやJavaエージェン
ト等のサーバ側ソフトウェアを既存のシステムに追加の形で導入することにより，Java上に構築したオフィス環境を社外や出先，遠隔地から
オフィ スにいるときと同様に利用できる。
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1。まえがき

近年，ノート型パソコンの小型化・低価格化や PDA

(Personal Data Assistant)の高機能化により，出先に高

機能の端末を携幣することが現実的になってきた。一方，携

幣屯話や PHS(Personal Handyphone System)が急速

に普及し，無線によるデータ通信も手軽に利用できるように

なってきている。このような状況を背景に出先業務に PDA

が利用され始めているが， lli先で使用する PDAとオフィス

で使用するパソコンとでは，アプリケーションの違いに起因

する操作性の差異やデータの互換性などの問題がある。この

ような問題を解決し，携幣端末を利用した/111先業務をより快

適に行うために， ili先や遠隔地からもオフィスと同じ環境で

業務を行える仮想オフィス環境の構築が強く望まれている。

本私iでは， Java偉 l)を基本として，これらの間題を解決

する仮想モバイルオフィスについて述べる。

2. 仮想モバイルオフィス

仮想モバイルオフィスでは，社外や出先，遠隔地から携僻

端末と無線通信を利用して，場所や端末の違いを怠識せずに

利用できるオフィス機能を提供する。システム構築の際には，

既存のシステムに出先や遠隔地の端末からの接続を受け付け

るサーバ（モバイルサーバと名付ける）を追加する形で組み

込むことによリ，携幣端未等から Java上に構築されたオフ

ィス環境を利用できるようになる。

2. 1 モバイルコンピューティングの課題

携僻端末笠を川いて出先業務を行うモバイルコンピューテ

ィング環境では，以ドの課題がある。

(1) 携骨！端末とオフィスとの環境の違い

PDA笠の携牒端末では，如11のプログラムが必要となる。

このため，オフィスでの環境との操作性が著しく異なったり，

データの］i換性がない場合がある。

(2) オフィスのサーバヘのアクセス

オフィスのサーバヘリモート 1Il_]線を介してアクセスする必

災があり，複数のサーバにまたがる処理を行うことは困難で

ある。

(3) 無線による通信

携憐性を生かすため無線通信を利川したときに，現状では，

打線の通侶に比餃して一般に通信速度が遅く， 1，＂＼質も安定し

なしヽ。

仮想モバイルオフィスでは， Javaやエージェント＇：りの技

術によって，上記の課題を解決する。

2.2 仮想モバイルオフィスのシステムコンセプト

仮想モバイルオフィスのシステムコンセプトを次に示す。

(1) 機種に依存しないインタフェース

（注 1) "Java""Java0S""JDI3C’'は，米I玉ISun Microsystems, 
Inc.のIi.ti椋である。
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機種に依存しないインタフェースを提供する。アプリケー

ションを Javaで構築することにより，どの端末からも同じ

アプリケーションを利用できる。すなわち， どの端末からも

同じ操作でオフィス環境を利用できる。また，数多くの端末

上で使用するアプリケーションをサーバで一括管理し， これ

を端末にダウンロードして使川することも可能である。

(2) 柔軟なシステム構成

既存のクライアント／サーバシステムの構成を保持したま

ま，追加の形でインターネット／イントラネットに対応した

柔軟なシステム構成を実現する。エージェントがユーザに代

わってサーバItlilを渡り歩きながら，複雑なネットワーク構成

に柔軟に対応して処理を行う。

(3) 無線に遥したデータ提供とコミュニケーション

端末と直接無線で接続するサーバ上に端末の処理を代行す

る各種プロキシを導入することによリ，無線やリモートアク

セスに適したデータコミュニケーションを提供する。すなわ

ち，出先や迎塙地で使用する端末とプロキシの間の通1言枇を

削減することにより，低い通倍速度や品質が安定しない阿線

においても使用に耐えるサーバアクセスを実現する。

業務アプリケーションの Java化は各社で進められており，

ワープロその他の汎用的なアプリケーションが出そろうのも

時iil]の問題である。このシステムでは，その中でまず，出先

業務で特に重要な屯子メールと DB(Data Base)へのアク

セスを実現している。

2. 3 -Java端末

このシステムでJava専用の端末として使用する Java端

末について紹介する（図 1)。Java端末は，他の OSを実装

せず，直接 Javaを実行する。この Java実行環境がJava

osm)である。 JavaOSは，ハードディスクを装備しない

最小メモリの構成においても動作し， Javaアプレット（注2)

を実行することができる。 Javaを採｝llしているため，オフ

ィスのデスクトップパソコン宵で使｝廿している Javaアプレ

ットをそのまま Java端末」こで動作させることができる。し

たがって，端末が変わっても詞じ操作でオフィス環境を利川

できる。また， Java上に構築されたアプレットをダウンロ

ードしで九行することにより，アプレットで実現される様々

図 1.Java携帯端末試作品

23 (161) 



特集論文
‘I | 

な機能を利用できる。

3. Javaエージェント：

イントラネットシステム構築のインフラ

Javaエージェントは，システム構成に柔軟に対応し，端

末から複数サーバにまたがる複雑な処理を行うアプリケーシ

ョンを構築するためのインフラを実現する。 Javaエージェ

ントは，複数のホスト間を移動しながら，一連の処理を行う

ことができる Javaプログラムモジュールである。例えば，

複数の DBサーバを渡り歩いてユーザの求める情報を収集・

整理することができる。

Javaエージェントは，各ホスト上に用意されたエージェ

ント動作環境上で動作する。エージェントの生成・動作・移

動・監視や他のアプリケーションとの連携などの機能は，す

べて Javaのライブラリ群によって実現している。

3. 1 -Javaエージェントの特長

Javaエージェント及びJavaエージェント間の通信はす

べて暗号化される。また，ディジタル署名による認証やアク

セス権の管理も行われる。アクセス権はサーバごと，ェージ

ェントごとに設定可能である。 Javaエージェントでは

処理を行うマシン上に移動し，エージェントの移動以外

の処理はネットワークを介さずに行うため，有線，無線，

通信速度の違いや拠点間の階層などのネットワーク構成

を吸収することができる。また，ネットワーク上で同期

及び非同期的な処理を提供できる。 Javaによって OS

に依存しないアプリケーション開発が可能であること，

各種API(Application Program Interface)の利用

によって従来システムとの柔軟な連携ができること，さ

らにアプリケーションの変更を他のサーバ等に手を加え

ずにエージェントのコードのみの変更によって行うこと

ができるため，アプリケーション開発・保守の負荷を著

しく軽減できる（図 2)。

3. 2 従来のエージェントの問題点とその解決

一般にエージェント機構においてまず間題となるのは，

エージェントの行き先にエージェントの実行環境が必要

となる点である。エージェントの実行環境か特定のプラ

ットフォーム」：でのみ実装されているとき，ェージェン

トの行動範圃はエージェントの実行環境が実装されてい

る範間にとどまる。すなわち，エージェントの行動範圃

は，エージェントの実行環境がサポートするプラットフ

ォームに制限される。しかし， Javaエージェントの場

合は，エージェントコードの解釈と実行及びエージェン

トの送信・受桐等のエージェント実行環壕の基本機能を

（注 2) “アプレット’＇は， Java昌・面で杵かれたプログラム

である。実行II炉にサーバからクライアント側にダウ

ンロードされ，クライアント側のWWW(World 
Wide Web)プラウザ上で動作する。
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端末

すべて Java上に構築している。したがって，プラットフォ

ームに依存せずに Javaエージェントを導入することができ

る。

4. Java Mail :イントラネット向けMailシステム

イントラネット向けMailシステムは，杜外や出先，遠隔

地から，場所や端末の違いを意識せずにメールのやり取りが

行える環境を実現する。メールクライアント及びサーバは

Javaで構築する（図 3)。

4. 1 イントラネット向けMailシステムの特長

端末—サーバ間の受侶メールの参照やフォルダ等の管理に

はNC(Network Computer)でのメールの標準プロトコ

ルである IMAP4 (Internet Message Access Protocol 

version 4)を採用し，サーバ間のメールの配送のプロトコ

ル と し て は SMTP(Simple Mail Transfer Protocol) 

を採用する。また，他のメールとのインタフェースも持って

いる。 Javaで構築しているため， Java端末からも，パソ

コンからも同じ操作性でメールの送受信が行える。また，受

したメールをサーバに置いた状態でメールを参照できる。
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図 3. イントラネット向けMail
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図4. DBプロキシ

端末からの操作で，サーバ上にフォルダを作成して管理する

こともできる。したがって，携僻端末のように端末側にデー

タ保存領域を十分に持たない端末でも，メールを扱う場合に

適している。また，使用する端末が変わっても，サーバ上に

格納している自分のメールを参照することができる。

4.2 メールシステムの問題点とその解決

携喘端末等を使用して出先から遁子メールを使用する際，

パソコン通信やインターネットでのメールがよく利用される。

この場合，オフィスで使用するメールアドレスと出先で使用

するメールアドレスが展なるため，転送が必要になったり，

メールが分散するという問題力哺旦きる。このメールシステム

では，メールやフォルダをサーバ上で管理し，端末から操作

を行うことで，場所や端末が変わった場合にも同じメール環

境を使用できる。このとき，通信料金の節約のため，インタ

ーネット経由での接続も考えられる。これは，暗号化や認証

の技術を用いて，ファイアウォールを超えて安全にオフィス

のサーバヘアクセスする機能を実装することによって実現で

きる。この機能に対応する暗号化や認証の応用については今

後の課題である。

5. Java DBプロキシ：

イントラネット，ワイヤレス向けDBシステム

Java DBプロキシは， Java端末から不安定な無線通信

を介してイントラネット上の DBをアクセスした場合にも，

安定した DBアクセスが行える環境を実現する。

5. 1 Java DBプロキシの動作

この DBシステムでは， DBプロキシと同II炉にJava端末

」ふ．で動作する DBクライアントを Javaのクラスライブラリ

としで其現している。 Java端末上のアプレットに対しては，

Javaの標準DBアクセスインタフェースである JDBCい）

（注 3) "ODBC" (Microsoft Open Database Connectivity) 

は，米国MicrosoftCorp．の商標である。

仮想モバイルオフィス・桜田・下lllJ・黒III・ 桜）I'・ B.Peet 

を提供している。図 4に示すように，アプレットは JDBC

を呼び出すことで， DBクライアントを経由して DBプロキ

シにDBアクセスの要求を送る。 DBプロキシでは， Java

端末からの DBアクセス要求を受け取り， ODBC仇 3) ドライ

バを経由して DBアクセスを実行する。

5.2 DBプロキシの特長

DBプロキシは DBとのセッションを管理しており，クラ

イアントからの DBアクセスの状態を保持する。転送速度の

遅い無線通信を利川するために， DBプロキシでは端末とプ

ロキシとの間に制御パケットのやり取りを必要としないコネ

クションレスのプロトコルを使Jrlし，簡略化したコマンドを

やり取りして通信lITl数を削減している。また，使用している

無線通倍が不安定な状態であっても，クライアントが自動的

にリトライを行い，通倍エラーに対処する。

5.3 DBプロキシの問題点とその解決

DBプロキシでは端末とプロキシのI,1}］でコネクションレス

のプロトコルを採用したため，通信エラーに対する処置を下

位レイヤのプロトコルに期待できない。通信エラーが発生し

た場合には，クライアントが自動的にリトライを行うことに

よって対処している。クライアントからの要求に対して一定

時間応答が返されない場合，クライアントは製求を再送する。

6. む す び

仮想モバイルオフィスは，社外や，’tli先，遠I箪り地に対してオ

フィス機能を提供し，杜外や出先までをイントラネットシス

テムの一部に組み込むものである。今後は，更にエージェン

卜根購を強化して，イントラネット内の業務アプリケーショ

ンllilで柔軟な連携システムを構成するためのプラットフォー

ムやシステム構築支援機能を実現していく。また， PHSに

よるデータ通伯など，新たなインフラにも対応していく所仔

である。
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分散仮想環境基盤ソフトウェア

"SPLINE" 
RC.Waters* 小塚宏＊＊＊

D.B.Anderson*＊ 福岡久雄＊＊＊

W.S.Yerazunis* 

jヽ

要旨

新しいコンピュ ーティングシステムの一形態として，分

散仮想環境 (DistributedVirtual Environments : 

DVE)が注目 されつつある。DVEでは，地理的に分散し

た複数のユーザが，共有仮想環境の中で， 実時間のインタ

ラクションを行うことができる。

三菱電機米国研究所では， DVEを構築するための基盤

ソフトウェアである SPLINE(Scalable Platform for 

Large Interactive Networked Environment) とその応

用システムである DiamondParkを開発した。 SPLINE

では， DVEへの参加者間で共有される仮想世界のモデル

が分散型で管理される 。 この各複製間の一貫性維持は

SPLINE自体がマルチキャスト通信を用いて行うため，

応用システムを容易に構築することが可能となっている。

Diamond Parkは，仮想的な公園の中を，複数のユーザ

が自転車型入カデバイスを用いてウォ ークスルーし，他の

人々との出会いなどを体験できるものである。

これまでに， 高機能グラフィックワークステーション上

での SPLINE初版の開発を完了し， DiamondParkの実

装を通して，その使い勝手などを評価した。現在その経験

を踏まえて VRML(Virtual Reality Modeling Lan-

guage)などの標準仕様を取り込み，パソコン上で動作す

る次版のSPLINEを開発中である。

--サイバーカフェ オフィス

分散仮想環境基盤ソフトウェア SPLINE
新しいコンピューティングシステムの一形態である分散仮想環境では，還隔地に分散した複数の人々が、三次元仮想環境の中で，ニ ンピュー

タシミュレーションを交えて，インタラクションを行うことができる。 その応用システムは，我々が働き，学び，又は遊ぶ方法に対して重大な
影響力を持つと考えられている。 SPLINEは，そのような応用システム構築の基盤となるソフトウェアである。

ヽ
~
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1。まえがき

新しいコンピューティングシステムの一形態として， DVE

が注目されつつある。 DVEでは，地理的に分散した複数の

ユーザが共有仮想環境の中で実時間インタラクションを行う。

三菱電機米国研究所では，このような DVEを構築するた

めの基盤ソフトウェアとして，‘＇ SPLINE"を開発中である。

SPLINEでは， DVEへの参加者間で共有される仮想世界

のモデルは分散型で管理されており，そのモデルの一貰性維

持に必要なすべての処理を SPLINE自体が行う。 SPLINE

を用いることによって，複数の人々が三次元仮想環境の中で，

コンピュータシミュレーションを交えて，インタラクション

を行うような応用システムを容易に構築することが可能とな

る。

本稿では， DVEの一般的特徴を概観した後， SPLINE

の主要機能とソフトウェア構成について述べる。さらに，

SPLINE上の応用システムの例として， DiamondPark 

の概要を説明する。最後に， SPLINEの今後の発展の方向

について述べる。

2. 分散仮想環境の特徴

(1) 地理的に離れた複数のユーザの実時間インタラクション

小規模なグループのユーザに対してだけではなく，数千人

規膜のシステムヘの拡張性が重要である。

(2) ユーザ間での音声による対話

人間同士のインタラクションにおいて，最も璽要と考えら

れる音声対話のサポートは必す（須）である。

(3) 三次元のビジュアル／オーディオ環境への没入

(Immersion) 

お互いの会議室をテレビ皿面の中に並べて見るビデオ会議

システムに比べて， DVEでは，お互いが共通の仮想祉界で

出会うことができる。

(4) コンピュータシミュレーションとのインタラクション

コンピュータシミュレーションを禅入することによって，

現実椛界でぱ実現不可能な状況や実際には起こり得ない状況

を作り出すことができる。

(5) 実行時の包括的拡張性

インターネットにおける WWW(World Wide Web)と

同様に， DVEは，多くの情報発信源からの寄与に基づいて

成長することができる。

3. 歴史的背景

この窄では， DVEの開発史において重要な役割を果たし

た二つのシステムについて述べる。

1970年代初頭に開発されたアドベンチャと称するコンピ

ュータゲームでは，単一ユーザの仮想祉界との実時1廿lインタ

ラクションを提供していた。しかし，このゲームは文字ベー

スのシステムであり，ューザが画面の文字列から心理的なイ

メージを作り出すという想像力に頼ったものであった。

続いて，アドベンチャに複数のユーザによるインタラクシ

ョンを付加したマルチューザダンジョン (Multi-User 

Dungeons : MUDs)が開発された。この MUDsは，人間

対人間のインタラクションに焦点を当てたシステムヘと発展

し，今Hのインターネットのチャットルームに至っている。

MUDsと同Il隷りに，米国国防省 (DOD)は巨骰を投じて，

大規模かつ現実感の高い DVEの研究開発に多大の貢献を果

たした。 '70年代までに， DODは戦車・飛行機・ヘリコプ

タなどの戦闘用の乗物のためのシミュレータを持っていた。

これらを基礎として，＇ 80年代初頭から開始された SIM

NET計画では，シミュレータ群を専用の高速ネットワーク

を通して接続し，グループとしての演習を行うための研究が

行われた。その後，この研究は， IEEEの分散インタラクテ

ィブシミュレーション (DistributedInteractive Simula-

tion: DIS)標準とその後の各種グループ油習システムの悲

礎となった。

4. SPLINEの主要機能とソフトウェア構成

上述の主要な特徴を満足する DVEを目標として， ソフト

ウェアプラットフォーム SPLINEを1]t]発した。その最初の

版である SPLINEl.5に基づいて，概要を述べる。

4. 1 SPLINEの主要機能

SPLINEは，共有祉界モデルに基づいて，複数のユーザ

間のインタラクションをサポートする。 1せ界モデルは，仮想

世界内のすべてのものに関する情報，すなわち，物の存在位

置，それらの外観，生成される音，他のアプリケーションに

よってなされた変更等の情報を格納する一種の分散データベ

ースである。アプリケーションは，祉界モデルに変更を加え，

他のアプリケーションによってなされた変更を観察すること

により，インタラクションを行うことができる。

個々のアプリケーションと槻界モデル1り］の高速なインタラ

クションを実現するために， 1lt界モデルの部分的なコピー

が個々のアプリケーションで分散して管理される。このコピ

ーは，靴界モデルの一部であり，そのアプリケーションカ吼）j

作する際に必要な惜報のみを含む。すなわち，注目点の近傍

内で，そのアプリケーションが関りするオブジェクト群の情

報である。

SPLINEは，必要な時点で更新メッセージを発信するこ

とにより， ilt界モデルのコピー間で緩やかな一貫性を保持す

る。計邸絨と通信批を最小にするために， SPLINEの1It界

モデルはロケールと称する小さな領域に分割される。個々の

ロケールにおける状態更新梢報は，別々のマルチキャスト辿

信チャネルを用いて通信される。

4. 2 SPLINEのソフトウェア構成

単一の SPLINEプロセスの構造を図 1に示す。プロセス
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図 3. Diamond Parkの概観

間通信モジュールは，アプリケーションが自身の1忙界モデル

（のコピー）に対して行った変更を他の SPLINEプロセスに

通知するためのマルチキャストメッセージの送倍と，他の

SPLINEプロセスでなされた変更に関するメッセージの受

信を行う。

アプリケーションプログラミングインタフェース (API)

は，主として世界モデル内のオブジェクトの生成／消去とそ

れらのデータフィールドの読み／書きからなる。アプリケー

ションサポートモジュールは，アプリケーションとそれ自身

の1北界モデル（のコピー）との間のインタラクションを容易

にするための様々なツールからなる。

図 2は，ユーザとインタラクションを行うようなアプリケ

ーションの構成を表したものである。図の中央に示されるよ

うに，アプリケーション自身はユーザにインタフェースする

と同時に， SPLINEプロセスともインタラクションを行う。

ビジュアル及びオーディオレンダラは， SPLINEの一部と

して提供さ几各々が図中の左右に示される SPLINEプロ

セスとインタラクションを行う。通常は，これらの三つの

SPLINEプロセスが単一のマシン上で実行される。

SPLINEl.5のビジュアルレンダラは，シリコングラフ

ィックス社の Performerツールキットを用いて実装されて

いる。レンダラは， SPLINEのlit界モデルから得られる情

報に基づいて，表示すべきシーングラフを生成し， Per-

formerに与える。 1化界モデル内の視党的な外観を持つオブ

ジェクトは，それに対応するグラフィックスモデルを持つ。

あるユーザの位置を示す“カメラ”は，視党POV(Point of 

View)と称する世界モデル内のオブジェクトとして表現さ

れる。視党POVから見える十分近くの範圃にあるオブジェ

クト群のグラフィックスモデルは， まとめて一つのシーング

ラフヘと変換され，それに基づいて Performerがレンダリ

ング処理を行う。

オーディオレンダラは，ユーザが間くステレオ音響を生成

したり，ューザが話した音声を椛界モデルのデータとして取

り込む。 SPLINEは，録音されたサウンドとユーザ間の生

のサウンドストリームの双方をサポートする。サウンドスト

リームは，一話者当たり， 256kbpsの16ビット線形符号化

を用いて転送される。 1仕界モデル内のスピーカオブジェクト

は，音が発生される場所を示す。それは，点源であっても広

がりを持つ音源であってもよい。あるユーザが音を知党する

位附は，聴此POVオブジェクトとして表現される。音鼠の

変化は宵源からの距離を示し，左右のチャネルの差拠は方向

を示す。

5. SPLINEの応用システム例ー DiamondPark -

SPLINEl.5の機能検証を目的として， DiamondPark 

（図 3)と称する，公園を模した仮想Ill：界を構築した。
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図4.Diamond Parkのプロセス構成

ピジュアルレンダリングの性能は，マシン性能に大きく依

存する。今阿の検証では， 1ユーザ用の三つの SPLINEプ

ロセス（ビジュアル及びオーディオレンダラ，アプリケーシ

ョン）を 1台の高1生能グラフィックワークステーション（シ

リコングラフィックス社製RealityStation)上で動作させ

ている。この状況では， 6Hzから 12Hzのフレームレート

を逹成した。なお，オーディオレンダラを別マシンで実行し

た場合には， 7.5Hzから 15Hzを逹成した。

公園内の位附に依存して，ューザは 3個から 6個の脊源か

ら合成された斉を間く。ネットワークのトラフィックは， 2

Mbpsのオーダである。サウンドの途切れを防止するために，

オーディオレンダラには，最も高い実行優1尤順位が与えられ

ている。

5. 1 概要

Diamond Parkは， 1マイル四方の詳細かつ変化に富ん

だ地形からなる仮想的な公園である。この地形に加えて，訪

間者間での対話に用いられる生のサウンド (1"f声など），背

最音（鳥のさえずリなど），音粋効果（自転車のブレーキ音

など）などの高度なオーディオ機能がサポートされている。

訪間者は， h［変のペダル抵抗を持つ横型のフィットネス用

自転車に乗って，公園内を散策し，屋外又は尾内の様々な社

交活動に参加することができる。このとき，訪間者は自転車

乗りのアニメーション（分身）として公園内に表現される

（図 3)。

5. 2 評価

今Ihlは，標準的なイーサネット上で最大4人のユーザをサ

ポートした。実際には， 10人前後のユーザまでサポートで

きると考えている。

図4は，四つのマシン上で 10個の SPLINEプロセスが

Diamond Park内の 3人のユーザをサポートする状態を示

している。図中右＿ート方の SPLINEプロセスは， Diamond 

Park自体（風批建物，背暴背など）の設定を行うもので

ある。

Diamond Parkのlit界モデルは，全体として約 600個の

オブジェクトを持つが，ある瞬間に一つのプロセスに現れる

オブジェクトは， 100個から 500個である（公園の風殻自体

は一つのオブジェクトである。）。これらのオブジェクトに

閲するグラフィックスモデルは約 55,000個のポリゴンから

なるが，一般に，ある瞬間に 1ユーザに対してレンダリング

されるのは， 6,000個から 12,000個のポリゴンである。

6. むすび

SPLINE 1.5とDiamondParkの開発経験に基づいて，

システム設計を大輻に見直した SPLINE3.0の開発を行っ

ている。 SPLINE3.0の特長は次の 4点である。

(1) 3Dグラフィックスモデル記述のための業界標準言語と

日されている VRML(Virtual Reality Modeling Lan-

guage)をサポートする。

(2) 高水準インタフェース言語として］avaをサポートする。

(3) 必要なネットワークトラフィックを削減するために，高

1言頼マルチキャストプロトコルを採）llする。

(4) プラットフォームとして， Windows95け 1)を搭載した

パソコンを採用する。

DVEの普及のかぎ（鍵）は，標準的な通似機構がサポー

トされ，多くの異なる DVEl11Jで多くの人々がインタラクシ

ョンできるようになることである。今後は， VRMLコンソ

ーシアムなどの機関を通して， DVE通信標準の開発を働き

かけていく予定である。

参考文献

(1) Barrus, J.W., Waters, R.C., Andersons, D. 

B. : Locales and Beacons : Efficient and Precise 

Support for Large Multi -User Virtual Environ-

ments, Proc.IEEE Virtual Reality Annual Sym-

posium, 204 -213 (1996) 

(2) Calvin, J., Dickens, A., Gains, B., Metzger, 

D., Miller, D., Owen, D. : The SIMNET Vir-

tual World Architecture, Proc. IEEE Virtual 

Reality Annual Symposium, 450 -455 (1993) 

（注 1) "Windows 95"は，米IEJMicrosoftCorp．の商椋である。

分散仮想環境枯盤ソフトウェア “SPLINE" ・ R.C.Waters ・ D.B.Anderson ・ W.S.Yerazunis ・小塚•福岡 29 (167) 



特 集論文、一
（
 

ビデオサービスアクセスシステム
一番ヶ瀬広＊ 小須田伸一＊＊

松本康＊ 三浦紳＊

野上正道＊ 吉田俊和＊＊

要旨

広帯域な通信インフラを実現する一つの方法 として，各

家庭まで光ファイバを敷設する FTTH(Fiber to the 

Home)が提唱されている。 FTTHの一つの実現形態 と

して，光カプッラによって複数加入者を経済的に収容する

PDS (Passive Double Star)方式，及び，伝送速度が

更にフレキシブルに設定できる ATM (Asynchronous 

Transfer Mode) とを加入者線に適用するATM-PDS方

式が提案されている。 このATM-PDSを用い，CATV,

VOD (Video On Demand), ISDNのマルチサービス を

提供する加入者線光伝送装置を試作開発した。

試作装置の加入者線伝送方式は，下り が波長l.5μm,伝

送速度600Mbps,上りが波長l.3μm,伝送速度150Mbps

で，双方向波長多重によるもの とした。本稿では，こ のビ

デオサービスアクセスシステム “VACS" (Video Service 

Access System)装置の方式及び装置構成技術の概要に

ついて紹介する。

主な技術は，150Mbpsバース ト光送受信技術， ATM-

PDS処理技術， ATM多重化技術， ATMセルコ ピー技術，

ISDN信号のATMセル化技術である。

これらの技術の確立及び主要機能部のLSI化 によ り，

VTRと同等のサイズで加入者側装置 (ONU) を実現し，

局側装置 (SLT)における加入者対応の回路を300mm角

基板 1枚で構成する こと ができ た。
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システム構成図

VOD, CATVサービスをISDN等の電話系ネットワークに多重して加入者宅まで提供するビデオサービスアクセスシステムの構成圏であ
る。このうち，電話局に置かれる加入者線終端装置 (SL丁）及び加入者宅に置かれる網終端装置 (ONU)を試作開発した。
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1. まえがき

広僻域な通信インフラを実現する一つの方法として，各家

庭まで光ファイバを敷設する FTTHが提唱されている。

FTTHの一つの実現形態として，加入者線上に光カプッラ

を附き，分岐によって複数加入者を経済的に収容する PDS

方式がある。一方，ネットワークの広帯域化には，伝送速度

がフレキシブルに設定できる ATMがそれを実現する一つ

の候補になっている。これらの両方の技術を紬合させた

ATM-PDS(l)を用いたVACSを， H本屯信屯話（株）（NTT)

の指導によって開発した。

このシステムは， ISDNサービス， VODサービス，

CATV分配サービスを ATMによって多重化し，光ファイ

バケーブルで提供する。加入者線伝送方式は，下りが波長

1.5 μm,伝送速度 600Mbps,上りが波長］．3μm, 伝送

速度 150Mbpsで，双方向波長多重伝送方式である。

本稿では， VACS方式及びその装置構成技術の概要につ

いて述べる。

2. 方式概要

図1に装附の構成を，表 1にシステムの主要諸元を示す。

加入者線終端装置 (SLT)内の加入者線終端部は，スターカ

プッラなどによって最大 16に分岐された 1心の光ファイバ

（上り／下りは波長多重）からなる光加入者線により，加入

者宅内に設置される網終端装置 (ONU)と接続される。伝

送信号形式は ATMセルに更に PDS伝送用のヘッダを設け

たPDSセル (2)を基本単位とし，加入者線は巽なる加入者の

情報及び同一加入者の巽なるサービスのセル多重によって構

成される。これらのセルはVPI(Virtual Path Identifier) 

及ぴPDSOH (Over Head)に記述される加入者番号で識

別される。

CATVサーピスの ATMネットワークでの配信方法は，

SLTで選択する局選択

型 (3)と，加入者宅内ま

ですべてのチャネルを同

報分配する加入者選択型

の2種類が考えられる。

既存の CATVは後者で

あるが， MPEG2(Mov-

ing Picture Experts 

Group2)による 6Mbps

/chX60ch程度を想定

すると伝送速度として

150 Mbpsでは不足し，

600 Mbpsが必要となる。

我々 は， どちらの方式で

も技術確認が可能な下り

CATV 

映像廿
(150Mbp 

STB 

映像 → 
(150Mbp 

I. 430 

準拠
廿

ONU 

DCS : Digital Clock Supply 
（ティジタルクロック供給装四）

INF : Interface 
ISM : I-Interface Subscriber Module 

600 Mbpsでかつ局選択型の装骰を試作した。

3. 装置概要及び主要技術

3.1 0 N U 

この装岡は加入者宅内に設附され，セットトップボックス

との映像インタフェース及びISDN端末とのインタフェ

ースを提供する。主要機能は，加入者線終端，宅内インタフ

ェース終端，及びATM処理 (ATM多重分離， ATMセル

組立分解）機能である。以下，この装置を構成する主要技術

について述べる。

3. 1. 1 バースト光送信技術

上り方向で使用する従米の連続モードの光送信器と異なる

バーストモード光送信技術のポイントは，非送倍時に他局に

表 1. システムの主要諸元

項 目 内 グノ9こ‘9 マ

サービス VOD, CA TV, ISDN Basic Rate 

加入者線伝送方式 ATM-PDS-WDM光伝送方式

トポロジ ポイントマルチポイント接続

分岐数 最大16

伝送距離 2タイプ (0-10km/10-20km)

伝送媒体 1. 3μmシングルモードファイバ

使用波長 上り： l.3μm,下り： 1.5μm 

伝送速度 上り： 155.52Mbps,下り： 622.0SMbps

(l)ATM-PDS光加入者線終端

(2)チャネル選択倍号処理及びATMセルコピー

機能 (3)ATMクロスコネクト

SLT (4)ISDN侶号のセル組立分解機能

(5)局内伝送路終端機能

規模
16加入者／カード， 16カード／ユニット，

4ユニット／架 (Hl,800XW795XD600) (mm) 

(l)ATM-PDS光加入者線終端

機能
(2)ATM多凧化及びフィルタリング

ONU (3)ISDN信号のセル紺立分解機能

(4)ユーザ網インタフェース終端機能

規校 VTRサイズ (H70XW425XD340) (mm) 

光カプッラ

口三

SLT 
也＾＾ T9  9戸-’̀＇←ヤ々端

一 7

＝ 1|口こ9四

ーパ装四

ニー→〗二汽゜Mbps)
D入者交換機

図 1。加入者線終端装置(SLT)及び網終端装置(ONU)の構成
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影評をりえないようにすることである。これについては，低

しきい値MQWFP-LDを用いた無バイアス駆動方式及び

高速APCIiil路の採用によって実現した (4)。

3.1.2 PDS処理技術

ATMセルの先頭に付加した 7バイトの PDSOHにより，

SDHと同様に，フレーム同期，スクランブラ， BIP油靡機

能がある。さらに， PDS特有の起動／停止シーケンス，こ

のシーケンスに伴う特報処理， TDMA制御のためのセル送

出fl軒刻の制御機能を持っている。

PDSに関する標準化は， ITU-Tが泄めつつある。我々

は，今後の椋準化に価えてある程度柔軟性の高い構成を目指

し，筒易プロセッサ方式 (5)により，腎報の検出／解除条件

設定による判定機能，状態シーケンス制御機能をファームウ

ェアで制御可能にした。

3. 1.3 ATM多重分離技術

加入者線上では各宅内インタフェースごとのサービスが多

重化されており，下り方向では VP(Virtual Path)フィル

タリング機能が，上り方向では VP多重機能が必要となる。

また，加入者線下りが600Mbpsであり，宅内インタフェー

ス150Mbpsへの速度変換機能も持っている。

ATM多重化及び速度変換では，今後，パソコンのキャ

ッシュメモリ等に使J1Jされている同期SRAMを利用した構

成とすること力寃科斉的である。同期SRAM及び従米からあ

る非同期 SRAMを用いた 1:4までの多重化／多重分離詞

路の構成法を提案した（6)。この厠路は， 4桓l路の 150Mbps 

入カセル列を 38Mbps 32並列のセル系列に変換し，この速

度でメモリアクセスを行い，最後にフォーマット変換するも

のである。また，速度変換機能もほぼ同一の構成で実現した

ものである。

3. 2 S L T 

この装附は， 1ユニットですべての機能を収容した構成と

なっている。 1ユニットの収容規模は， 16/）Il入収容する加

入者線終端基板（約 300mm角）を最大16枚収容した 256

加入／ユニットである。加入者の増減は加入者終端基板の11';1

減によって対応し， 256を超えるとユニット単位の増減とな

る。また，監視／制御

ISMインタフェースにおいては， 60chそれぞれの ATM

セル組立／分1辮幾能を多重処理をして 1枚の基板で実現した。

パス振分け部は，従米の ATM加入者線伝送装附におけ

るATMスイッチ，セル転送部（7)と同じ構成である。

以下，今回新たに開発した技術を中心に述べる。

3. 2. 1 バースト光受信技術

150 Mbpsバースト光受信器は，最大距離差 10kmの展

なる光信号を受信するため，受光レベル及び位相の巽なる受

信パケットを安定に再生する必要がある。これについては，

高速AGCによる等化櫓輻及び位梱司期誤差を低減したクロ

ック位相同期方式の採用によって実現した (8)。

3.2.2 PDS処理技術

SLT側における PDS処理は，加入者装間で述べた OH

処理以外に，上りアクセス制御のためのポーリング信号の生

成，及び遅延時間の測定機能を持っている。 ONUと同様に，

状態シーケンス制御及びポーリング制御は一部ファームウェ

ア処理とした。

3. 2. 3 映像選択制御技術

加入者宅からの選択信号により， ATMセルを選択出力

する機能である。この機能は 16加入多重処理を行う加入者

線終端部に附かれ， ATMセルコピー機能という形で実現

される。

ATMセルコピー機能は従米から種々検討されているが，

ここでは，加入者からの制御セルによってコピーが実行され

るという点が奥なる。加入者からは加入者番号に対して映像

ソースの番号が指定されるが，コピー回路は到米セル（映像

ソース）に対してどこに (JJIl人者番号）コピーするかの情報

が必要となる。テレビのリモコン操作と同等機能の実現であ

るから，その処狸にぱ其時間性が要求される。このため，制

御セル受信後のテーブル変更が簡単になるようなテーブルと

した。図 2にテーブル構成例を示す。セルコピーの実行はこ

のテーブルの大兄出し→小見出しの順にスキャンし，次にコ

ピーすべき加入者番号を得ることにより， 256コピーでも次

のコピー先を 1セル処理時間 (32並列処理では 13クロック）

で1寺定できる構成となっている。これにより，セル受信から

川の保守端末を外部に

接続して，装附及び伝

送路の監視及び装附の

設定と制御を可能にし

ている。

屈内インタフェース

は， CATV, VOD, 

ISM (I -Interface 

Subscriber Mod-

ule)の3種類のイン

タフェースからなる。
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図2. セルコピーテーブルの構成例

日
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LSI名称

ATM-PDS終端

LSI (ONUJlll 

ATM-PDS終端

LSI(SLT送信lll)

ATM-PDS終端

LSI(SLT受信川）

ノゞ ースト位相Iiil期

ATM多重化

表 2.新しく開発したLSI

i：要機能
ゲート規校

プロセス

PDS-OH送受信， PDS腎報処理，
114kゲート

PDS状態制御，送信II寺刻制御，
CMOS 

DCC挿人分離

PDS-OH送信，ポーリング信号生成， 183kゲート

DCC挿人 CMOS 

PDS-OH受信， PDS状態制御 235kゲート

DCC分離： CMOS 

P/S, S/P変換，バースト位相同期
5kゲート

GaAs 

150Mbps 4 : 1 A TM多屯化機能

600Mbps→150Mbps速度変換機能 160kゲート

VPフィルタリング機能 CMOS 
（いずれも8/32並列処狸）

lms以内でのチャネル

切換えが可能となった。

4. 装 置 試作

装附の試作に当たって

は，新たに表 2に示す

LSIを開発した (6)(9）。こ

れらの LSI化により，

ONUのVTRサイズ化，

SLTにおける加入者線

終端桔板の 1枚化 (300

mm角碁板）を実現し

た (10)。図 3に ONUの

図 4.加入者線終端装置

(SLT)の外観

装置の外観を，図 4に

SLTの装四の外観を示

す。

5. むすび

本稿では，ビデオサービスアクセスシステム (VACS)の

方式及び装岡概要について述べた。この装岡の試作により，

ATM-PDSによる枯本伝送技術を確立することができた。

また，ードリ 600Mbps, Jこり 150Mbpsによる PDS光伝送

装附が小）利に構成できることをぷした。

今後はさらに，この装附の実川化を目指した技術開発を行

っていく予定である。最後に llごろから多大な1期甘導を賜っ

ている NTT光ネットワークシステム研究所光加入者シス

テム研究部の関係各位に深く感謝の怠を表す。
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特集論文、一

ATM加入者線伝送システム
土田 充＊ 木田等理＊＊

鈴木孝昌＊ 矢野雅嗣＊＊＊

上田広之＊＊

要旨

日本電信電話（株）（NTT)では，マルチメディアサービ

スを効率良く提供するために， “ATMリンクシステム”

の構築 を推進している 。三菱電機（株）（以下“当社”とい

う。）は， ATMリンクシステムのうち，複数の加入者を

収容する “ATM加入者線伝送システム”の開発を行っ

た。

ATM加入者線伝送システムは， NTTの局舎内に設置

されるATM加入者線終端装置 (ATM-SLT) と，ユーザ

宅内に設置されるATM網終端装置 (ATM-DSU)からな

る。ATM-SLTは， 150Mbpsの加入者線インタフェ ース

及び150Mbps/600Mbpsの局内インタフェースを終端し，

任意のインタフェ ース間で仮想パス (VirtualPath : VP) 

単位にATMセルを多重分離する機能を持つ。 ATM-DSU

は，ユーザ端末を収容する 1.5Mbps /6. 3Mbps / 45 

Mbps /150Mbpsインタフェースを提供し， ATM-SLT

に150Mbpsインタフェースで接続される。

今回開発したシステムでは， ATMスイッチ機能や回線

終端機能，加入者からの受信セル帯域を規制／制御する

UPC (Usage Parameter Control) とトラフィックシェ

イピング機能，警報転送や回線品質の監視・試験等を行う

VP-OAM機能など，装置の主要回路部分に最新の LSIテ

クノロジを採用し，小型 ・低消費電力化を進めた。

また，監視制御機能は，国際標準の TMN(Telecom-

munications Management Network) に基づく方式で

実現し，装置のベンダ差を隠ぺい（蔽）するとともに，監視

制御ソフトウェアの流用性を高め，段階的な発展が可能な

構成とした。

（
 

企業 ATMリンクシステム

NTT 
支店、営業所等 旦

旦＿
 

業
囚
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映像端末

加入者線

映像端末

ATMリンクシステムの構成例

A丁Mリンクシステムでは，ATM方式による高速 ・広帯域の信号転送機能により，音声・データ・動画像等，マルチメデイアの過信サービス
を提供する。当社は，N丁丁の指導により，ATM加入者線伝送システムと して，ATM加入者線終端装置 (A丁M-SL丁） 及びA丁M網終端装
置 (A丁M-□su)の開発を行った。
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1。まえがき

インターネットに代表されるコンピュータ通信や映像通信

などを合むマルチメディア通信に対するニーズの高まりとと

もに，高速・広帯域の通信網を構築する技術として， ATM

(Asynchronous Transfer Mode)通信技術の実用化が進

められている。 NTTでは，マルチメディアサービスを効率

良く提供する通信プラットフォームとして， ATM伝送技

術によるバーチャルパス (VirtualPath : VP)網を構成す

るATMリンクシステム (I)の開発を推辿し，高速・広帯域

バックボーンネットワークを全国的に構築する計皿を発表し

ている。

ATMリンクシステムは，カラーページの構成例に示す

ように，加入者線を収容し複数の回線を多重化する ATM

加入者線終端装置 (SubscriberLine Terminater: 

SL T), 1Jfl入者宅に設閻し ATMインタフェースを提供す

るATM網終端装置 (DigitalService Unit: DSU)，大

容屈で柔軟な匝l線クロスコネクト機能を持つ ATMクロス

コネクト装置 (Cross-ConnectEquipment: XC)などか

ら構成され， ATM-LANや映像端末など様々な端末を収

容して高速・広帯域サービスを提供する。

当杜では，この ATMリンクシステムのうち， ATM加

入者線終端装四（以下“ATM-SLT"という。）及びATM

網終端装慨（以下“ATM-DSU"という。）を NTTの指導

の下で開発し， NTTのマルチメディア共同利Jil実験に適J11

されている。加入者系伝送システムでは，加入者対応に設備

が必要であり，装附の経済化と低消骰霞力化が重要な課題と

なる。今I!！］の間発では， SLTとDSUの主要回路に最新の

BiCMOS及びCMOSの LSIテクノロジを採用し，装附の

小型・低消骰虚力化を実現した。また，監視制御機能は，国

際標準の TMN(Telecommunications Management 

Network)をベースとする方式で実現し，ソフトウェアの

拡張性・流用性の高い構成とした。

本稿では，開発した ATM-SLT及びATM-DSUの装

附構成，並びに機能概要について述べる。

2. ATM-SLTの基本構成

ATM-SLTは， 150Mbps加入者線及び局内インタフェ

ースを終端し，任怠のインタフェース間でVP単位にセルを

多咽／分離；する機能を持つ。図 1にATM-SLTの基本構成

を示す。加入者線インタフェースを除く各ブロックをすべて

二重化構成とすることにより，装附の信穎性を高めている。

加人者線インタフェースは，｝JII入者線の物理レイヤ終端を

行うほか，ューザからの受信セル僻域を VPごとに監視／規

制する UPC(Usage Parameter Control)機能，ューザ

セルの CDV(Cell Delay Variation)を削減するトラフィ

ックシェーピング（シェーパ： SHP)機能，及びVP単位の

ATM加人者線伝送システム・上田・鈴木． t［l-1•木lll ．矢野

腎報転送や回線品質の監視等を行う VP-OAM(Operation 

and Maintenance)機能を持つ。

局内インタフェースは，物理レイヤ終端のほか， VP-

OAM機能及びl+l二重化構成による自動切換え機能 (2)を

持つ。

VP多重分離部は，高優先 (CBR)サービスと低優先

(Best Effort)サービスの両者の提供が可能であり， VPご

とにいずれかのサービスクラスを指定できる。高優先クラス

のセル損失特性は，低優先クラスのトラフィックにかかわら

ず保証される。

各インタフェース盤と VP多重分離部との間の主信号は，

19Mbps X 8並列の TTL｛言号で転送することで，低消骰屯

力化を図っている。また，監祝制御のための装置内バスは，

信号配線数削減のため，アドレス線とデータ線を多重化した

独自バスを使用している。

監視制御部は， OpS(Operation System)とのインタフ

ェースをとる SEMF(Synchronous Equipment Man-

agement Function)装置と接続され，障害の監祝／通知，

VP設定と UPCパラメータ設定，試験・ニ重化切換え制御

等を実行する。

間発した ATM-SLTの主要諸元を表 1に，装岡外観を図

2に示す。 ATM-SLTは1ユニット単位で 1システムが構

成され， l架に 3システム実装できる。 1ユニットで150

MbpsのATM加入者線を 81川線まで収容できる。最下段の

ハーフユニットには SEMF装置（二重化構成）が実装され

る。

図 1.ATM-SLTの基本構成

表 1.ATM-SLTの主要諸元

項 II 内 ”<’r ゞ

システム構成
3システムユニット／］架

ユニ 9 卜lit位で機能＇泣討；

150MbpslJII人行線インタフェース

インタフェース種類 150Mbps/,,jfl、1インタフェース

600MbpsJ,,j 1•1 インタフェース

最大収容インタフェース数 /JII人行インタフェース 81nl線／ユニ，ト

(150Mbpsi"i糸梨1免ti) 1,'i1勺インタフェース 81"1線／ユニソト（～’じ化）

スイッチ構成
'各th!． 2 4Gbps (61)（)Mbpsペース8X8)

-＇じ化構成

トラフィ、9ク管項19機能 UPC, シェーパ

OAM懐能
腎恨転込｀ （公迅品質監視會 9恥直特f1，式験.

ループパ J ク (Loop!. Loop2) 

VP多爪分離部

---'F化構成 1,,i内インタフェース

JI豆虹打Ii(クロソク部．監視制御部）
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3. 機能概要

3. 1 加入者線／

局内 イ ン タ

フェース機能

加入者線／局内イ

ンタフェースは，光

―屯気変換，伝送コ

ンバージェンスサブ

レイヤ処理，及び

OAM/UPC/ 

SHP機能を持つ。

光ー，；じ気変換は，表

図 2. ATM-SLTの装置外観

2に示す諸元の光モジュールで行う。伝送コンバージェンス

サブレイヤは，セクションオーバヘッド終端，ポインタ終端，

パスオーバベソド終端といった一辿の SDI-I処理，及びセル

同期やセルの SDHペイロードヘのマッピング等の処理を行

う。伝送コンバージェンスサブレイヤは， 150Mbps加入者

線／局内インタフェースでは 0.8μrnのBiCMOSLSI 1チ

ップと O.SμrnのCMOSLSIIチップを使J1］しで美現して

いる。また， 600Mbps局内インタフェースは 0.5μrnの

BiCMOS LSIを1チップ使川して実現している。

3.2 VP-OAM機能

伝送路及び装置に臭常が生じた場合，迅辿な保守を行うこ

とは重要な課題である。 ATM-SLTでは，このための機能

として，腎報転送，伝送品質監視，導遥特I生試験等の VP-

OAM機能 (3) (4)を実現している。

腎報転送は，伝送路に障害が発生した場合に腎報転送用の

OAMセル (VP-AIS,VP-FERF)を発生し，網内の各装

骰がこれを検出することにより，伝送路障害の状況を把捏す

るものである。伝送品質監視は，品質監視用 OAMセルに

よって VPごとに伝起格の品質を定常的に監視し，状態が劣

化したときに許報を1_-li力する機能である。導通特性試験は，

試験セルを使用して， VPの森通の確認やビットエラーの確

認を行う。 VP-OAM機能は， 150Mbps1Jll入者線／局内イ

ンタフェースでは 0.8 μm CMOS LSI 1チップで実現し，

600 Mbps)；］内インタフェースでは 0.5 μm CMOS LSI 2チ

ップで共現している。

3.3 UPC/SHP機能(5)

ATMでは，複数の端末が非同期にセルを送出してくる

ため，同一方弘紹こ対して許容辿度以上のセルが流入し，スイ

ッチでセルの廃梨か起こり得る。これを［n|避するためのセル

流人規制機能がUPCであり， VP単位で，次のセルの到杵

f定時間を計籾し，この計罪値よりも前に到舒したセルは廃

梨し，網内でのセルのふくそう（輻韓）を[Iil避して，他の

VPのセルを守る役割を呆たす。次のセルの到オ’fff定II-、『間の

計靡は， ITU-Tで標準化されている VirtualScheduling 

36(174) 

表 2. 光インタフェースの諸元

インタフェース種別
151J~lbps 151)Mbps 600~lbps 
/111人打線インタフェース 1,，i内インタフェース 1,、i|J、1インタフェース

インタフェース速度 155 521falbps 155 521falbps 622 080:Vlbps 

伝込路符り
フクランプルド 2（直 スクランプルド 2仙 スクランプルド 2値

NRZ(1'on Reしurnto Zero) KRZ NRZ 

波 l< 1 :JJμm 1 31μm I :llμm 

i迄{,;'，じ）J(平払ji,h) -3~+:idBm ~ 11 ~ ~ 17dllrn -8~ -15clllm 

最大受光也）J(平均値） ~17clllm以 I -8dllm以 l. -8clIim以 1:

最小受光',UJ ('I'均i直） -35c1Bm以 I' -23dllm以 I< -23dBm以 l<

ー5 □ 
150 ロ

図 3.VP多重分離部の構成

Algorithmを使用している。 UPCでは，ユーザサイドで発

生するセル多重による揺らぎCDVを許容するようにしてい

る。 SHPは， VP単位にセルの位相を調整することにより，

この CDVを削減する。

150 Mbps加入者線インタフェースでは， UPCとSHP

機能はそれぞれ0.8μm CMOS LSI 1チップで実現してい

る(6)0 

3.4 VP多霊分離部

図3にVP多重分離部の構成を示す。 VP多重分離部は，

セル多璽部， VPI(VP Identifier)変換／ルーチングタグ

付与部，優先廃棄部，スイッチ部，及びセル分離部で構成さ

れる。

セル多重分離部は，加入者線／局内インタフェースから

150Mbpsのセル流を受信し，このセル流を 600Mbpsのセ

ル流に変換する。優先廃棄部は，スイッチ部がバッファフル

状態に近いとき，優先度の低い VPのセルを廃棄し，優先度

の高いセルは廃棄しないように保設する。

スイッチ部は，セル廃棄特性に優れた共通バッファ方式で

実現しており，アライナ，バッファ，コントローラで構成さ

れる。アライナは， VPI変換とのI.i.ilでセルの位相を微調整

し，またセルの行き先梢報をコントローラに送る。バッファ

は，コントローラの指示で，所定の方路にセルを送出する。

また，バッファの使J1]状況が設定したしきい値を超えた場合，

優先廃棄部に対し，低優先セルの廃棄を指示する。 VP多屯

分離部は， 5種類の 0.8 μm BiCMOS LSIで実現している。

3. 5 監視制御機能

監視制御機能は，国際標準の TMNをベースとする方式

で虹現した。この方武では，監視制御対象となるハードウェ

アや機能部l,i］りを仮想的なオブジェクトとしてモデル化するこ

三菱屯機技報 •Vol.71 ・ No.2 ・ 1997 



NEFオプジェタト

＋ NE (ATMリンクシステムSLT)

SEMF 

口NEF 十

NE • Netwock Element 
MO • Managed Object 
NEF 0切 NEFObJect 

BUM Backup Memory 

主1cー;c;インタフェーロス

図4. SLT監視制御系構成

とにより， OpSに対し，装骰側のベンダ間差巽を隠蔽する。

また，オブジェクト単位のインタフェース仕様が機種II}]にま

たがって固定化されることから， OpS及び装岡側共に監視

制御ソフトウェアの流用性を高めることが可能になり，開発

コストと期間の削減，段階的な発展が図れる。

SLTの監視制御系構成を図 4に示す。 SLTは， OpSと

のインタフェース処狸と管理情報の蓄栢・加工等を行う

SEMFと，通1言装置本体として主信号処理及びその監視制

御を行う NEF(Network Element Function)で構成さ

れる。今III.1の開発では， NTTのTMN実現方法の指導の

下，当杜を含む各ベンダがNEF機能の開発を行った。

SEMF-NEFli¥1のインタフェースは， Sインタフェース

と呼ばれ，応JI]層レベルのプロトコルには国際標準の

CMIP (Common Management Information Protocol) 

を簡l賂化した形式のプロトコルが用いられている。このプロ

トコルでは，各種の監視制御操作をすべてオブジェクト

(NEF Objectという。）に対する属性値の設定／説出し

(Set/Get)操作又は動作 (Action)命令の形に表現する。

また， NEF側の状態変化や腎報・、性能情報釘りは，オブジェ

クトからの通知（晶優先／低優先Event-report)として統

ー的な形式で送出される。

NEF監視制御ソフトウェアの開発に際しては， Sインタ

フェース仕様に応じた NEFオブジェクト処理を行う部分

(NEFオブジェクト処理脊I;)とハードウェアを直接監祝制御

する部分（ハードウェア監祝制御部）に分離．し， lilij行llilのイ

ンタフェースを NEFオブジェクトのモジュール『tと処珊性

能の両れを芳I息して規定することにより， Sインタフェース

／ハードウェアllli行の仕様変更・拡張に対応しやす<, NEF 

オブジェクト処理モジュールの流JI]が容易な構成とした。

4. ATM-DSUの概要

ATM-DSUはユーザ宅内に設附さ几 ATM-SLTと桜

図 5. ATM-DSUの装置外観

続するための加入者線イン

タフェース (SLI)を収容

するとともに，ューザ端末

を接続するためのユーザ網

インタフェース (UNI)を

収容し，両インタフェース

間で信号の変換と接続を行

う。 SLIは150Mbpsの光

インタフェース (STM-1)であるが， UNIはユーザの端末

速度に応じて，物聰逮皮 1.5 Mbps, 6. 3 Mbps, 45 Mbps, 

150 Mbpsの4種類を開発した。

開発した ATM-DSU装置の外観を図 5に示す。図は，

150 MbpsのATMインタフェースを提供するタイプの装附

であり，主要阿路の LSI化によって小型・高密度実装を実現

している。

5. む す び

三菱慮機昧ではATMリンクシステムの SLT/DSUを

l1本虚信心話株）の指蒋の下で間発し， 1995年から高速・広

喘••域バックボーンネットワークを構築する装置として蒋入さ

れている。今後，加入者装懺の経済化，大容屈化，小叫！・低

消費屯力化を更に推進していく—f定である。

この装岡の間発に当たり御指導賜わった H本氾信這話昨

の関係各位に謝意を表する。
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衛星利用データ配信システム
田中功一＊ 臼井澄夫＊

秋山康智＊

齋藤正史＊

要旨

近年，高速なネットワークによる情報通信システムの進

歩が目覚ま しい。特に，インタ ーネッ トのWWW(World 

Wide Web)サービスに代表される分散型共有情報検索

サービスの利用環境も整備されてきた。しかし，これらサ

ービスの爆発的な利用増加 と，それが生み出す トラフ ィッ

クは，ネッ トワークを飽和状態に近づけている。このよう

な環境でユーザに対する応答性を保っためには，複数サー

バにデータを効率的に配信するための通信基盤が重要とな

る。

我々は上記課題を解決するために，送受信局共用型であ

り，情報の要求には低速の地上回線を，結果の配信には高

速な衛星回線を選択的に利用する準双方向衛星通信ネ ット

ワークを設計 した。

また，情報の提供元及び享受者はLANで接続された計

算機の集合体であると 考え，LANで接続された個々間で

情報を共有するモデルとした。この理由は，衛星通信シス

テム と既存設備と の接続を容易にする とと もに，情報を共

有する領域規模を明確化するためである。

ここでは，モデルの設計において重要 となった片方向衛

星通信プロトコ ル，情報ハプの設計に関 して述べ，それに

基づいた実装 と性能評価結果についても述べる。 （
 

／ ー← ｀ 
イ ロ l-
底図:言 三-I ← 

こ二三j

＾ ―/ 亘 四
ロ四¥-
＼ べゞ -二＝ー バ

テータファイル1 テータファイルl データファイlり戸屹三／□；案内
WS：ワークステーション PC：パソコン

衛星・地上回線と計算機ネットワークの接続

地上回線と衛星回線を併用することによって，片方向衛星遅信でありながら準双方向で，下り方向通信路が高速な適信インフラストラクチャ
を構築する。イントラネットにおいて共有される情報を高速かつオンデマンドでの配信を可能にする。ここでは，計算機ネットワークと衛星回
線の接続，地上回線と衛星回線のスイッチングを実現した。
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1。まえがき

近年，インターネットに代表される情報共有型の通倍サー

ビスが増加している。これえらを支える通信バックボーンの

整備や増強はII夜行われているが，爆発的な利用増加とそれ

が生み／：liすトラフィックは，ネットワークを飽和状態に近づ

けているのが現状である (I)0 

このような事態を解決するために，キャッシュ (2)(3)やミ

ラーサーバと呼ばれる共有情報の複製を複数箇所に配置する

ことによって，ネットワーク負荷の局所的 l"^．昇を防11・.し，ュ

ーザに対するレスポンスを向上させる手法が採られてきた。

しかしながら，これらの情報を複製するためにも高速なII1]線

を必要とし， トラフィックを増加させる原因となる。

そこで，衛星通信と地上回線を併用 (4)(5) し，さらに

www(6)に代表される“情報検索”システムにおけるクラ

イアントとサーバ間通信・トラフィックの非対称性に抒目する

ことで，経済的に衛星通信を利用可能なデータ配信システム

の設計ど其装を行ったので紹介する。

2. 従来技術と課題

一般に，広域に分散した複数地点に複製情報を配倍するた

めに適した通倍1川線の特性としては，同報性が高いこと，同

期をとるための手段が用怠されていることと言える。これに

は，従米から衛星通信 (7)が狩日されていた。

しかしながら，衛星通信自体，接続用機悩が他の地上系ネ

ットワークと比較して高価なこと，櫓止衛星利用に関しては，

伝送遅延による TCP/IPプロトコルと親和性が良くないこ

と， TCP/IPでの送逹確認可能なマルチキャストプロトコ

ル間発ぱ文験段階であること等の間題があった。

3。 衛星と地上回線利用の通信ネットワーク

3. 1 衛星と地上回線利用の通信インフラ

我々は，上記課題を解決するために，片方向の衛星通信IIll

線と比較的低速な地」"m」ll]線を1)i:JIlした準双）jl(l]通信ネットワ

ークを提案する。これは，、情報の要求には低速の地l:IIII線を

Jllい，結果の配いには晶辿な衛星IIII線を利J11する準双方向衛

星通信ネットワークシステムである。今1HIは， 、tに送逹確認、

可能なマルチキャストを実現する片方向の衛星通信プロトコ

ルの設計，ファイル転送システムの設計と実装を行った。

3. 2 二つの物理ネットワーク

従米地上でサービスされている通イ，11111線は，送仏及び受信

の通伯辿度がl-iilじで，双）加］通イけの提供がじである。 しかし，

WWWなど情報共イi型サービスにおけるクライアントとサ

ーバ間のトラフィックに関しては，クライアント側からの間

合せがi:け々数 1•バイトに対して，サーバ側からクライアント

へ転送される場合は数Kバイトから数Mバイトとなること

が多い。これは，送受似が同一通信辿度であるネットワーク

衛星利川データ配{,iシステム・ Ill1 !1 ・秋111・齋籐・ l,:IJI'

が必ずしも必要ではないことを示唆している。

そこで，二つの物理ネットワークを使い，まず情報を要求

するために低速の地上皿線を，情報の結果の伝送には衛星1且l

線を用いるモデルを提案する。このモデルでは，衛星通信1ii[

線が片方向通信であるため，クライアントは安価な受信設備

で衛星からの高速データ通信を受け，地＿l‘.：ネットワークを介

して要求を送り出す。

3. 3 送受信局の情報ハブ化

このシステムでは，情報の提供元及び享受者は LANで接

続された計罪機の見合体であると考え，接続された集合体内

で情報を共有するモデルとした。

ハブは計罪機集合体と術星l咀I線の接続点である。送信ハブ

は衛星用送信アンテナ，送信機，送信制御計罪機，そして

LAN接続）廿ルータで構成する。また，受信ハブは，受信ア

ンテナ，受信機，受信制御計＄財幾，及びLAN接続用ルータ

で構成する。配信データの1渕寺を行う計邸機と送信制御計邸

機，受信を行う計紅機と受信制御計罪機は，それぞれLAN

経由で接続する。

これによって，衛星通信システムと既存設備との接続を容

易にし，衛星へ配送された情報を共有する領域の明確化，比

較的高価な送受信設備の共有を実現する。

ここでハブ及び受信装附の識別は，次のように扱う。

◎グループを構成する複数の受信ハブのアドレス： G 

0ハブ内の受1言計邸機を識別するアドレス： A 

グループアドレス Gは，複数のハブを一つのグループと

して扱うためにJll怠した。これは，一つの送信設備を複数の

企業やJ1l途に論理的に分割する日的で用いる。また，マルチ

キャストを指示する場合に，アドレス GをJllいることによ

ってこれを実現することとした。さらに，受信計罪機アドレ

スAは，送信側から受信計邸機を特定するために付ける識

別子である。つまり，このモデルでユニキャストアドレスは，

GとAの糾令せで指定する（図 1)。

3.4 片方向衛星回線用プロトコルの設計

このモデルでは，片）j向衛見1川線を川いることによって，

データの検索結呆や，共有情報の複製作成のためのマルチキ

図 1.ハブ構成とアドレスの概念
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ャストデータ配信を効率的かつ確実に行うことに主眼を岡い

た。しかし，計算機ネットワークで標準プロトコルである

TCP/IPを直接衛星通信回線に接続しても，静止衛星と地

上間の霞波伝送時間のため，性能が出ない。

TCP/IP通信では，高信頼な通信を実現するために送信

するデータ列をパケット化し， SlidingWindowと呼ばれ

るパケット送逹確認管理方法によるパケットごとの送逹確認

を行っているからである。この方法では，送信側に対して送

達確認が行われた段階で次のパケット群の送信が可能になる

ため，伝送遅延がある環境下では，送信が一時粋止する状況

が発生する。そのため，衛星遅延を考應した専用の片方向通

信プロトコルの設計が必要となる。

今回のアプローチでは，転送を苦栢交換型としていったん

送信側にデータを保存し，その後一定レートでパケット化し

たデータ列を送出する方式とした。送達確認に関しては，一

つの転送単位が終了又は失敗を検出した段階で，地上旧線を

介して行うことによって，一回のファイル転送中は受倍側の

状況に依存せずに片方向でのデータ送信を続ける方式とした。

また， WW Wなどへの応用を考胞して，複数のファイル

を同時に転送可能なように， 1川線多璽化を時1}ilスロット分割

方式で行うこととした。

4. 実装

上述モデルに基づき，ハードウェア及びソフトウェアの実

装を行った。以下に，主なシステム構成要索を示す（図 2)。

0データ提供計錦機

共有するデータの“元”が存在する計邸機

0送信制御計箪機

複数のデータ提供計籐機から発せられる送信要求を受

け付け，プロトコル変換及びパケット化し，変調装置

に対して送信処理を行う。

R送信側ルータ装置

変調装箇と送信側LANを接続するためのルータ

〇受信側ルータ装骰

復調装附を受信側LANを接続るためのルータ

R受信制御計邸機

-_＿＿ニ＿―-三「------------------T 

l ¥ ： ： 
＼，  

i ルータ 〗言。［ ［胃芦1危l ルータ こ」
: : l l 

l 
l 

: l l l 
i I LAN I I i I LAN I ! 
l 

l 

： テータ提供
電話回線 l 

l ＇ 受信 ： 
： 計算機 ， 

l 
： 計算機 l 

l'  1,  ： l-~！丘亘三］ 1 

L-----------_＿」 L__-------------------}

受信側の復調装附からのデータに甚づき，データを受

信し，受信計罪機への配送を制御

0受似計羞琳徳

受信制御計邸機によって受信さ加転送されるファイル

を，最終的に受け取る計邸機

ファイル転送を行う場合は，データ提供計靡機で送信要求

を発行することにより，いったんファイルが送儒制御計邸機

に蒋積され，一定レートで衛星1咀線ヘデータを送信し，それ

が受倍制御計罪機へと伝逹される。受信制街眉「靡機では，受

信状況を送信制御刷菊機に地上阿線を介して送信する。最後

に，受信制餌眉十罪機から受信計筍淋足にファイルか転送される。

5. 評 価

5. 1 データサイズ対転送時間の評価

WWWへの応用に関して，このシステムの応答性能と配

信するデータのサイズと衛星伝送遅延の影牌， 1咀l線多重化と

通信速度の関連を計珊iするため，性能測定を行った。

測定は，配信するデータサイズを 100kバイト～ lMバ

イトまで100kバイトごとに離散的に変化させ，配信に要す

る時間から性能変化を測定した。なお評価環境は，先に述べ

たシステムを 700kbpsの衛星皿線に接続したものである。

また，地上回線としては，制御計算機間を 38.6kbpsの通

信速度で接続した。

図3に各配依データのサイズと全体性能の関係を示す。な

お，実線が実測値，破線が伝送遅延時間 (0.24ms)とデー

タサイズから蒋き出した理論値である。

図において，データサイズが600kバイト以上で600kbps 

近傍に到逹し， 100kバイト以下のファイルサイズの転送で

は転送レートが極端に低くなっていることが分かる（実線）。

これは衛星遅延による影靱が顕著に現れたものと予想でき，

理論値（破線）ともほぼ合致する。

次に固定データ賊の転送と 1川線多煎度の関連を明確にする

測定を行った。これは， WWWにおけるホームページの要

求動作は同時に複数のファイル転送の進行が一般的であるの

で，内部処理に大きく依存する回線多重度と転送レートの関

係の明確化が重要だからである。

図4は，転送データ絨を固定し，並行して配桐するファイ

ルの数を増減することによって，転送レートの変化を測定し

たものである。合計lMのファイルを同じサイズに分割し，

。。。
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図5.WWWサービスとの接続

同時に配信要求を発行することで多重化を行った。

今厠のシステムでは，単純な時分割による回線多重化を行

っている。そのため総転送データん餓を一定とした場合，

れを複数に分割して送信した場合でも，プロトコルヘッダに

よるオーバヘッドを除けば転送レートには理論的には影評が

ない。しかし多重度増加に伴い，一時関数的な転送レート減

少を観測しておリ，内部処理に相当批のオーバヘッドが予想

される。この特性はWWWへの応用に際し，大容量ファイ

ルの検索結果配信には遥するが，ホームページアクセスなど

比較的小さなサイズのデータの転送が連続的に発生する場合

は，システム全体としての転送効率が低くなることが予想さ

そ

れる。

5. 2 考

性能測定から，多重度の高い配信と，サイズの小さなデー

タが連続して配信される場合に，対策が必要であることが分

かった。この問題に関しては，複数の配偏要求を一つにまと

め，ファイルをパッキングするなど，送信までの前処理を行

うことによって多重度を下げる対策が考えられる。また、小

さなサイズのファイル転送には，地上回線へのルーティング

鴫の尊入が考えられる。

察

6. 応 用

今恒l実装したシステムの応用として，簡単な接続プログラ

ムを送受信制御の前後に用意し，ューザインタフェースとし

で受信局側に WWWブラウザを用いることにより，送信局

近傍に配置した W WWサーバとクライアントが通伽を行う

実験環境を構築した（図 5)。

ユーザがWWWブラウザのボタンをクリックすると，そ

の要求は屯話回線で接続した低速のシリアル回線を介して

WWWサーバヘ伝逹される。その結果は，衛星回線を介し

て要求を発行した WWWブラウザヘ送信される。

実験では，画像イメージが格納されたファイルを要求した

場合には，前章で測定しだ性能に合致した転送速度が得られ

た。しかしながら，ホームページなどの比較的小さなファイ

ルを連続しかつ並行に転送要求されるケースでは，体感速度

では地l詞線だけの環境と差拠がなかった。これは，訊碓iで

行った回線多重度の高い状態に遭遇したケースと判断できる。

衛星回線と地上皿線を利用し，分散した複数地点での情報

共有に適するデータ配信システムの設計を行った。現在は，

社内向けに実験的利用を開始した段階である。衛星の同報性

を利用した経済的な衛星データ配信システムは，電子ニュー

スの配信など，地上系ネットワークのトラフィック分散の一

方式として有用と考えている。

今後は，評価に基づいて実用化を進めるとともに，遅延型

ピデオ配信システムヘの適用，及びIPマルチキャストを含

みインターネットサービスとの親和性向上の改良を予定して

いる。

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

WWW  

Berner 

76-82 
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参考文献

Claffy, K.C.,Braun, H.W., Polyzos, G.C.: 

Tracking Long-Term Growth of the NSFNET, 

Comm. of the ACM, 37, No.8, 34-45 (1994) 

Glassman, S. : A Caching Relay for the World 

Wide Web, Proc. of 1st International Conf. on 

(1994) 

Katz, E.D., Butler, M., McGrath, R.: A 

Scaleable HTTP Server: The NCSA Proto-

type, Computer Networks and ISDN Systems, 

27、No.2,155-164 (1994) 

田中功一，斎藤正史，中原昭次郎：衛星通信利用データ

配信サービスの検討，情報処理学会マルチメディアと分

散処理研究会第75[ii"]研究報告， 97-72 (1996) 

秋山康智，田中功ー：衛星利用データ配信システムの評

価，露子情報通信学会96年ソサイエティ大会講油論文

集， 2-268 (1996) 

Lee, T., Cailliau, R., Luotonen, A., 

Nielsen, H.F., Secret, A.: The World-Wide 

Web, Communication. of the ACM, 37, No.8, 

(1994) 

更田博昭，正村逹郎：衛星通信サービスの新しい可能

1生，屯子梢報通信信学会誌 (1989) 

衛星利Jllデータ配信システム・田中・秋山・齋藤・臼井 41(179) 



特 集論文、_
産業用マルチメディア技術

尾崎稔＊ 塩谷景一＊＊＊
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黒田伸一＊

要旨

マルチメディア技術の適用先を大きく分けると，①個人

家庭用， ② ビジネス用， ③監視制御 ・保守管理 ・意思決定

の支援をねらう産業用に分類できる 。 •本稿では， 産業用を

視点に開発している特長的技術について述べる。

産業用の表示では， 余裕のある分かりやすい表示，監視

員同士の情報の共有機能が要求される。その要求にこたえ

る高精細な大画面上で入力指示可能な双方向マルチ大画面

表示システムを開発した。

現場の実映像は，監視員にとって直感的で，異常警報時

の判断の手助けになるが，常時監視は監視員への負担が大

きく，現状ではうまく活用されていない。広域に多数分散

する監視カメラ映像を活用するためには，いつでも即時に

見直しができる映像蓄積機能が必要であり，その機能を前

提として広域画像監視技術を開発した。 また，映像や音響

信号から自動的に異常を検知し，監視員を支援するマルチ

メディアセンシング機能も開発している。

産業用への三次元グラフィックス利用では， 単に美 しく

臨場感ある表示が求め られるのではなく，監視対象を三次

元としてモデリングし，監視対象 と比較する機能を備える

ことによって間違いを起こしにくくすることが技術課題で

あり，そのための技術も紹介した。

広域画像監視
三次元グラフィックス

マルチメディアセンシング
玉

｀
 

大画面制御コントローラ

／ 

双方向マルチ大画面

産業用マルチメティア技術

高速ネットワーク，動画像圧縮，画像／音響認識，三次元グラフィックス表示などの汎用技術の上に，監視制御 ・保守管理 ・意思決定への適用
技術を “産業用マ）レチメデイア技術’'としてとらえ，双方向マルチ大画面技術，広域画像監視技術，マルチメディアセンシング，三次元グラフ
ィックス技術を開発している。
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1. まえがき

マルチメディア技術の適用先を大きく分けると，①コミ

ュニケーション・娯楽。趣味・教投を深めるための個人家庭

用，②会議・プレゼンテーション・情報検索の高度化をねら

うビジネス用，③監祝制御・保守管理・意息決定の支援をね

らう産業用に分類できる。

マルチメディアデータの入カ・蓄積・伝送・処理・表示に

おける技術基盤をそのいずれにも共通であるが，そのねらい

は各適用先によって異なる。各適用先での技術，製品成果の

動向を見極めて横展開しつつ，特長ある技術を深めることが

マルチメディア事業の成功には必要である。

本稿では，‘‘産業用”を祝点に，その技術概要及びその特

長的な技術である人力指示が可能な双方向マルチ大画面技術，

広域画像監祝技術，マルチメディアセンシング技術，三次元

グラフィックス技術について述べる。

2. 産業用マルチメディア技術概要

監視制御・保守管理・怠息決定支援の必す（須）要件とし

て，まず大画面表示がある。通常，大画面表示では，まず高

匝贋で臨場感のある表示が要求されるが，産業川では，余裕

のある分かりやすい表示，監祝員同士の情報の共有機能が重

要となる。その要求にこたえる高精細な大皿面上で人力指示

が可能な双方向マルチ大画面表示システムを開発したので，

3章で概要を報告する。

次に要求されるのは，カメラ映像の活用である。各種セン

サ情報力吼改していても，現場の実映像は，監祝員にとって

直感的に分かりやすく，判断の手助けになる。特に，空港・

プラントなど社会的に重要な施設では，立入り禁止区域への

侵入者の検知，設備・機器の異常の点検筈に多用されている。

しかし現状では，監視室に集めた映像の利用は，目視による

常時監祝及び証拠映像のための VTR蓄積にとどまっている。

常時監祝は監祝員の負担が大きく，見逃しも多い課題があり，

また VTR蓄積では即応性に課題がある。これら課題に対し，

監視対象に設岡したセンサからの野報を受けて即時に野報前

後の監棚映像を確認できる機能か望まれている。

また，高速ネットワークの発逹によって今後監視対象の広

範圃化が進み，監視対象となるカメラ台数が増えることがf

想され，カメラ映像の選択的表示機能も厭要となる。 4章で

これらの要求を満たす広域画像監祝技術について述べる。

また，映像・音縛の変化を検知して異常を発報したり，プ

リアラームとしてカメラ切換えの精度向Lを図ることも重要

であり，本件に関しては 5章で述べる。

三次元グラフィックスの表示に関しては，ハードウェアの

処理能力の向上と低価格化に支えられて，その応用範間を急

速に拡大している。また，インターネットにおいても

VRML (Virtual Reality Modeling Language)を用い
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た三次元グラフィックスの実用化が進んでおり，写実的な三

次元グラフィックス表示だけであれば極めて低価格で実現で

きるようになっている。 しかし，産業用亭では，三次元として

監視対象をモデリングして間違いを起こしにくくするという

技術課題がある。これについては 6章で述べる。

3. 双方向マルチ大画面表示システム

従米の大画面表示装置では，ビデオ映像やワークステーシ

ョンの画面の表示信号を単にアナログ的に拡大して大画而表

示に供している。したがって，従米のマルチ飢面プロジェク

タの構成では，入力する表示信号は同じであるので，解像度

向上は望めない。我々は，プラント監視の要求に適合させる

ため，次のような特長を持った双方向マルチ大画面表示シス

テムを開発した。

(1) マルチスクリーン型の大画而表示システムで，スクリー

ン数はスケーラブルで縦横任意である。

(2) 大画面全体を高精細な Xウィンドウシステムとして扱

うことができ，今までワークステーション上で紫積してきた

応用ソフトを流用することができる。

(3) リモートマルチカーソルを用い大皿面上で入力指示が可

能な双方向マンマシンインタフェース機能を実現し，複数の

監視員が協調して操作することができる。

(4) ビデオ映像をモーション JPEGによってディジタル化

し，任意の位附に，かつ任意のサイズで表示することができ

る。これらの機能は Xウィンドウシステムの移植／高速化

／拡張技術とマルチメディア表示技術によって実現している。

各スクリーンはディジタルネットワークで接続され，融通性

が非常に高い。

双方向マルチ大画面表示システムは，プラントの中央計装

などに適用され，ネットワークから送｛言されるプラントのリ

アルタイム制御情報から従米の系統図， トレンドグラフ，テ

ロップなどを表示したり， ITVカメラから入力されるビデ

オ映像を Xウィンドウシステムの制御によって統合的に表

示する。

4, 広域画像監視技術

高速ネットワークの進展により，動画像もディジタル化し，

他のメディアと同一のネットワークに統合する機運が高まっ

ている。しかし，ディジタル動画像は符号化l玉縮したとして

も， lch当たり， lMバイト／秒前後の伝送速度を必要と

し，各監視カメラごとの映像のすべてを伝送しては骰川対効

呆力澗待できない。我々は，映像がデイジタル化された利点

を生かし，ネットワーク負術を抑え，産業川の要求を満たす

メディアコントローラを間発した。その機能を図 1に示す。

(1) 常時連続記録（エンドレス記録）

カメラごとに符号化し）五縮した後，磁気ディスク上に連続

的にエンドレスに記録を行い，必要に応じて映像配信する。
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必要に応じて
適切な映像伝送

「―------------7
:0ライプ映像 ： 

+----------4→監 視

+--------—ー：-令センタ
i Rディレイ映像 ： 
: eタイムラプス映像：
:@イベント映像 ： 
--------------_」

外部センシング信号又は
画像／音響処理による異常検知
によってイベントに連動

図 1. メディアコントローラの機能

エンドレス記録された映像は，いつでも任怠の時点から再生

が可能である。また，複数の監視センターからの遅延II寺間の

奥なるディレイ映像の配信要求にも対応できる。このディレ

イ映像は，巽常の見逃し，平常時の見直しに有効である。記

録を続けながらの再生は， VTRでは不可能であったが，磁

気ディスクを使い，高速多重アクセスによっで実現している。

磁気ディスクの性能を引き廿iすため，アクセス回数を減らす

スケジューリングを行っている。

(2) 長時間連続記録（タイムラプス記録）

エンドレス記録は，ディスク容械の制限から，通常 10分

程度で上書きされて消えていく。長時間の記録が要求される

場合には，磁気ディスクの容屈に応じたコマ数，圧縮率に設

定し，並行して記録する。

(3) 警報発生時の前後の映像記録（イベント記録）

プラント内に設箇された各種センサからの特報と辿動し，

その特報前後の映像を確認J映像（イベント映像）として残し，

適時再生可能とする。エンドレス記録の記録ポインタを管理

し，イベント映像が上胄きによって消えないように管狸する。

このポインタ管理方式により，エンドレス記録からイベント

記録へのコピー処狸を不要としている。イベント映像は，野

報発生と同時に必要であれば，配信できる。

カメフことに分散してフイフ映像・ディレイ映像・イベン

ト映像・タイムラプス映像を荼積しているので，伝送路に無

駄な負荷をかけず，要求に応じて監祝センターに映像を配伯

できる。監視センターでは，ライブ映像とイベント映像を並

べて表示するlbl咬表示や，兄逃した映像を州送りで確認する

など，監視l]的に合った構成を採れる。

5. マルチメディアセンシング

この窄では， 1lli像・行臀鯰りによって児常検知を行い，監視

制御システムの高度化を図るマルチメディアセンシング技術

について述べる。

l1l.Il像による拠常検知では，環境変動への対応が大きな問題

となる。 J甚本的には連続両像での変化を検出することによっ

て拠常候補を抽出する形になるが，単純なllli像差分では訊報

が多発してしまう。プラント設備での発焼やillll、1.1}れ検知では，
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図 2. 発煙検知例

プラント全体の振動の｝診臀が間題となり，また，侵入監視で

は，屋外設附のため， 11差しの変化や犬候変動の翡笏停を受け

ることになる。これらの影膵を除去して拠常i侯補のみを判1/L'i

する［前像処理手法を開発した。その特長は，

R振動による誤報発生領域を自動的にマスクする処理

R時々刻々変動する背最に良好に追従する背漿更新処理

R変化領域の形状惜報と，連続両像での対応付けによる

動き情報により，拠常fl畑l]を判定する誤報低減処理

である。これらの処理の糾合せにより，複雑な背景の中から

発屯プラントの発囲を検知した例を図 2にポす。

脊粋による拠常検知では，プラントの騒行下でガスの発生

宵やハンマリング行等を弁別し，検知する必要がある。これ

までのFFTによる周波数—強度分析だけでなく，時間判l情報

も加味できる Wavelet変換の応用，対象に応じてフィルタ

特性を自動設定する適応フィルタ手法笠の間発を進めている。

Wavelet変換では， JI.：周期的な突発行，適応フィルタでは

環境ノイズに埋もれた臭常i笠恥従米の FFTでは不可能で

あったイけりの検出が可能となってきた。蒸気漏れやliil転―f•の

塊常紆怜，プラントの辿転に巾：大な影粋を及します可能性のあ

る堤常の州期発兄への適｝IJカ'1[}lf、lfされる。

また，実台設附のカメラと複数マイクを川いる監視システ

ムでは，‘‘何か変な脊がしたから，その方向を兄る”といっ

た人間と1iil様な監視・、I9[（検作業が可能となる。奥常作の複数

マイクヘの到逹時間の差を検出することにより， 行の）jlr1Jの

検出が可能であり，その）J^l{1]にカメラを向けて両像で確認又

は児常検知を行うという l雌像と［得限の雌令処皿が実現できる。

llli像・惰停の児常検知処則はこれまでは11,'il別に'、lj[jjjのハー

ドウェアを／廿いで知現が図られてきた。しかし， CPUの高

辿化に伴ってソフトウェアによる処則でも実況可能となり，

低価格なシステム構成が可能となってきている。

叫i像Il・・縮時の梢恨を使ってアラーム1,i号を出す検討も行わ

れている。映像のディジタル化では，データ：化を抑えるため

符号化「ほ宿処耶が行われる。国1祭標準になっている1llll像）・ぼ宿
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図3.三次元設備モニタリング画面例

方式の H26xやMPEGでは，フレーム間の変化状況をと

らえてデータ圧縮するフレーム1lil処理が行われる。この処理

が展常検知のための皿像処理と類似していることを利用し，

低コスト実現を目指している。

B. 三次元グラフィックス技術

三次元グラフィックス表示は，ゲームに代表されるように，

その臨場感や美しさによって急、速に没透しつつある。産業用

でも，三次元グラフィックス表示を設備モニタリングや設備

操作時のインタフェースとして提供すること力斗痰討されてい

る。しかし，産業用としては，ただ美しいだけでは役に立た

ず，人にとって分かりやすく，間違いを起こしにくいインタ

フェースが要求される。つまり，多種多様な設備の制約条件，

管理情報，監視制御と連動した機能の実現が不可欠であり，

応用技術の側面から以下の特長的な技術が必要である。

6. 1 設備計画用三次元ビジュアルシミュレータ

設filii計皿や保守を支援するシステムである。設備の三次元

グラフィックス表示は，設価モデルから自動的に生成される。

設備モデルとは，設備の三次元形状情報と設備の各種屈性デ

ータの実設備の代わりになる数学モデルで，任怠の設備形状

定義，及び体柏計邸や設備レイアウトのための設備側干渉チ

ェックなど，設備計画（設計）に関するシミュレーションに

対応できるモデルである。三次元グラフィックス表示は，こ

の多様なデータにアクセスしたり，情報を把捏するツールと

しての役日を持つ。

6.2 三次元モニタリング／監視制御

工場のライン，プラント，ビルなどの設備の広域怜理・監

視・制御への応）l］である。三次元グラフィックス表示は，

個々の機悩又はビルでは泊火栓などの，設備りi位をグラフィ

ックアイコン化したメニュー群で構成する。メニュー操作に

産業JTJマルチメディア技術・尾崎・亀1!1•黒 Ill •塩谷・浅野

炉土集論文
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よる監視制御としての役Hを持たせることができ，監視カメ

ラから送られる画像データと補Ililしあい，多彩な設備モニタ

リングを実現できる（図 3)。

7. むすび

マルチメディアを産業用の視点でとらえたときの特長的技

術4点について述べたが，ほかにも， リアルタイムネットワ

ークとメディアネットワークの統合化や，携幣端末利用，地

図利用，教育支援技術など，産業用としてとらえた技術開発

が必要である。また，産業分野へのマルチメディア適用は，

システムの付加価値向上が目的であり，コストアップは適切

な範圃に抑えなければならない。このためにも，家庭用やビ

ジネスjllのマルチメディア技術を利用しながら特長技術を付

加する形で今後も技術間発を進める必要がある。
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各種アプリケーション実験
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要旨

世の中の情報通信のマルチメディア化が進む中，情報技

術の革新やユーザニーズの高度化・ 多様化が急速に進んで

いる。

このような状況の下， 三菱電機（株）では，ホワイ トカラ ー

の生産性 ・創造性向上及び組織全体の“集合天才”化を目

的に，情報化オフィス環境の構築を推進している。

この一環と して，将来的な高速通信ネッ トワークによる

“マルチメディア通信”の環境を構築し，新しいマルチメ

ディアアプリケーションの開発と利用技術を確立するため，

1994年度から，日 本電信電話（掬(NTT)が主催 している

“マルチメディア通信の共同利用実験”に参画 した。

実験を，東京 ・横浜 ・大船 ・尼崎の4拠点間に高速通信ネ

ットワーク環境を構築して行った。アプリケーション実験

では，①JADCJointApplication Design)システムによ

る遠隔での同期型協調作業の有効性検証，②デスク トップ

会議システムによる3拠点での会議において，従来のコミ

ュニケーション手段との比較に よる有効性検証，③3D-

CADによる知的概念設計の遠隔協調作業に向けた有効性

検証， ④既存通信サービス（音声，フレームリレー）を高速

通信ネットワークヘ収容した場合の各サービスに与える影

響度，及び高速通信ネッ トワークの統計多重化効果による

帯域の有効活用性検証，を行っている。

Iオフィス A| 協調作業空間

・ワークフローによる
協調作業の効率化

疇
・社内知的情報

の共有・再利用
・情報検索

＇ 

Iオフィス B| 

・グループウェアの
下で遠隔協調作業

疇

社外
データベース

・社外のデータ
ベースの活用

□ 

i

|
＼
、
`

情報化オフィスの概念図

情報化オフィスとは，高速適信ネットワークによるマルチメデイア情報を活用した知的協調作業環境である。これを実現することにより，ホ
ワイトカラーの生産性 ・創造性の向上及び全体の集合天才化を図る。
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1. まえがき

三蕊屯機（株（以下“当社”という。）では，ホワイトカラー

の生産性・創造性向上及び組織全体の“集合天才”化 (1)を目

的に，情報化オフィス環境の構築を推進している。

情報化オフィスとは，各職場で蒋積された情報，ビジネス

ユニットごとに構築された基幹系／支援系情報システムの情

報，エンジニアリング系のシステムに存在する技術情報，社

外の情報データベースからの情報等の各種情報を自由にアク

セスし，活用できるとともに，ネットワークによって自由に

社内外を通じてコミュニケーションができることを保証する

知的協調作業環境である。これは，屯子メール， WWW

(World Wide Web)，グループウェア，デスクトップ会

議システム等の協調作業支援ツールを駆使することによって

実現される。

このような背景の下，①ATM (Asynchronous Trans-

fer Mode)力特つ最大の特長である超高速性及びマルチメ

ディア通信との親和性を生かした情報化オフィス環境を構築

し，動画伝送を含むリモート協調作業等の最新アプリケーシ

ョンの開発を行う，②ATM -LAN (Local Area Net-

work)とATM-WAN(Wide Area Network)によるシ

ームレスな通信技術，及びマルチメディア統合ネットワーク

の構築と利用技術の確立を図ることを目的に， 1994年9月

~'97年3月の期間に NTTが主催している“マルチメディ

ア通信の共同利用実験＂に参画した。実験は，当社生産シス

テム本部（以下“生産本”という。）の拠点間及び東西研究所

間で進めている。

本稿では，この実験で進めているマルチメデイアアプリケ

ーション実験，及び既存アプリケーション（音声，フレーム

リレー）の収容実験の内容，評価予定，結果について述べ

る。

2. ネットワーク構成

情報化オフィスに向けた各種アプリケー

ション実験を実施するに当たって，生産本

3拠点（東京・横浜・尼崎）と東部地区研究

所及び西部地区研究所に， ATM技術を

利用した LAN及びWAN環境を構築し

た。ネットワーク構成を図 1に示す。

2.1 ATM-LAN環境

2. 1. 1 生産本 3拠点

ture-BUS対応）からなる。この構成において， LANエミ

ュレーション機能により， ATM-NICを実装したEWS

(Engineering Workstation) (A TM端末）と LANスイ

ッチに接続されたイーサネット端末間で， IPアドレス指定

による自由な選択接続を可能としている。これにより，ュー

ザは ATMを意識することなく既存の LANと同様の使い

勝手を得ている。

2ふ 2 東部研究荒西部研究所間

ATMルータを使ったイーサネット LANIIJ]接続を実現し

ている。 ATMルータl廿］は，相手先固定 (PermanentVir-

tual Connection : PVC)接続となっている。

2.2 ATM-WAN環境

NTTから提供された ATM専用線 (VP(Virtual 

Path)サービス） 156Mbps及び6Mbpsに広域ATMスイ

ッチとしてマゼランパスポート (ttl)を接続し， WAN環境を

構築して各拠点の ATM-LAN及びATMルータを収容し

ている。さらに，マゼランパスポートは音声・データのセル

化 (CLAD)カードを持っており， TTC（迅信電話技術委員

会） 2Mインタフェース (I/F)による PBX(Private 

Branch Exchange)の収容及びフレームリレー I/Fによ

る既存ルータの収容も可能としている。

2. 3 マルチメディアのための通信インフラ

以上のように ATM技術を利用したネットワークにより，

両像／音声を含むマルチメディアアプリケーションに対して

高速・広帯域でシームレスな通信環境を提供している。

3. アプリケーション実験

3. 1 リモート JADシステムによる遠隔同期型共同作業

3. 1. 1 実験の背景・目的

JAD (Joint Application Design)とは，ェンドユーザ

（注 1) “マゼランパスポート＂は，｝ InNortelネ士の憐i標であり，

当社で再販しているものである。

東京（丸の内）

横浜

生産本3拠点における ATM-LANは，

ATMスイッチ， ATMアップリンクを持

つLANスイッチ， LANエミュレーショ

ンサーバ，及びATM-NIC(Network 

Interface Card) (EISA -BUS (Ex-

tended Industry Standard Architec-

（ん）大歿 諮分かATMI F 

図 1. ネットワーク構成
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とシステム開発者が共同でシステム仕様の取決めを行うため

の手法である。最近のシステム開発ツールは，システムのプ

ロトタイプを簡単に作成できる機能を備えているため，従米

のような仕様翡ベースではなくプロトタイプを動かしながら

仕様を確認することが可能となっている。プロトタイプを利

用した JAD環境では，プロトタイプ確認用パソコン (PC)

をシステム開発者とエンドユーザの両方が操作しながら仕様

決めを行う。 JADでは開発者とエンドユーザとが一堂に会

して仕様取決めを行うことを前提にしているが，開発者とエ

ンドユーザが地理的に離れて{f在する場合， JADを頻繁に

実施することは困難であった。遠隔地間での JADが可能と

なれば，システム開発の効率化が図られ，開発者とエンドユ

ーザの仕様認識のかい（乖）離を避けることができる。

3. 1. 2 実験システム

リモート JAD環境には，相手側との映像・音声の交換（従

米の TV会議システムと同様。）以外にプロトタイフ雁，(if認用

PCの画面を同期化させるために，アプリケーション共有ソ

フトを利用する（2)。今皿 ATM網上で構築した実験システ

ムの構成を図 2に示す。

参加者の映像・音声の送受信は，当社で開発した MPEG2

コーデック BC-2000(3)を1史用した。 BC-2000はATMイ

ンタフェースを持っており，放送品質レベルの映像 (30フレ

ーム／s)をリアルタイムに送受信できる。さらに， BC-

2000にIEEE1394バス（高速シリアルバス）ゲートウェイ

機能を付加して，データ転送を実現している。 IEEE1394

バス規格は，非同期及び同期の転送モードを持つマルチメデ

ィアデータの転送に向いた規格で，今後，ディジタルマルチ

メディアデータの転送路として有力視されている。ただし，

この規格はローカルバスの規格であるため， ATM-1394ゲ

ートウェイ機能を実現することで，ローカル内ばかりでなく，

リモート間でも IEEE1394バスを用いたデータの送受を可

能にした。現在，相手のカメラコントロール（方向，ズー

ム）データを IEEE1394バスを通じて送受信している。

PC (Windows)のアプリケーション共府には，現在rli販

のアプリケーション共イ［ソフトを利川しているが，将米はア

プリケーション共有のデータ交換も IEEE1394バスを介し

て実現する予定である。

3. 1. 3 評価と今後の予定

リモート JAD環境と閲発者／エンドユーザが一堂に会す

るJAD環境との出餃や，音声／映像／アプリケーション共

有機能の重要性 (JADという協調作業環境における各因子

の璽要度）の評価を通じ，このシステムの有効性検証及び

システム実用化に向けた機能改良を実施していく予定である。

3.2 生産本 3拠点PCデスクトップテレビ会議システム

3. 2. 1 実験の背景・目的

会議参加のための移動時間削減をねらった TV会議シス

テムは，社内にかなり将及しているが，いつでも自由に利用

できるまでには至っていない。最近PCデスクトップテレビ

会議システムが市場に出回り始めてきている。これらの製品

は20万円前後にまで低価格化してきており，また， ISDN

(Integrated Services Digital Network)回線だけでなく，

LAN (TCP/ IP (Transmission Control Protocol/ 

Internet Protocol)）対応の製品も出てきたことにより，部

課レベルさらには 1人に 1台導入することも決して不可能で

はない状況になってきた。我々は，部課レベルさらには個人

ベースでのデスクトップ会議システム利用に向けて， WAN

として ATMを利用した生産本3拠点（東京，横浜，尼崎）

間に TCP/IPベースの PCデスクトップ会議システムを構

築した。

3. 2. 2 実験システム

各サイトのシステム構成を図 3に示す。 PCデスクトップ

会議システムとしては，多地点間での接続が可能な製品とし

てCommunique!（注2)を採用した。 Communique!は，

TCP /IPベースで，多地点間（最大 24地点）のビデオ会議

を可能にする製品である。

3. 2. 3 評価と今後の予定

現在，このシステムを情報システム技術センター内の定例

会議で実述J1lしている。在声については，データ同様，

TCP/IP.I：で伝送され僻域保証などの概念がないため， ト

ラフィックが込み合っている際は1予声が1itlき取りにくいとい

う現象はあるが， まずまず実Jllに供している。

今後は，従米のコミュニケーション手段（屯話，会議）と

比較した協調作業環境としての有効I’生の評価，ネットワーク

負術と行古／映像の品質のトレードオフ

の詔llliを実施する一］＇貨定である。アプリケ

ーション共有機能やファイル共打機能を

活川した情報共有環境による惜報化オフ

ィス環境の実現を l_l指していく。

3. 3 ARD net (Advanced R & D 

network) 

図 2. 実験システムの構成

図 3. デスクトップ会議システム

の構成

（注 2) "Communique!"は，米国 Insoft
社の1}.fi標である。
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東部地区研究所と西部地区研究所を 6MbpsのATM[h1

線で接続し，拠種専I•IIこ］分野の部門間での協調による研究活動

の実験を実施I:|1である。このIhl線を ARDnetと呼んでおり，

現在，機械製，品の概念設計を想定した三次元CADのモデル

の遠隔実時間共有を試みている。

3. 3. 1 実験の背景

近年，製品の価値はより＿lこ流で決定される傾向にあるが，

その最1-．．流の概念設計は最もシステム支援が遅れている。地

理的に分散する関辿部門がデザインのような形で設計に貢献

することを屯子的に可能とし， さらに皿期的な設計アイデア

の余地を残す必要がある。そのために，製品のライフサイク

ルにわたる知識の流通性を高め， CALS(Continuous 

Aquisition and Life-cycle Support)のデータ共有から

連続的に拡張できる枠糾みを提供するアプローチについて検

討している。そのシステムの要件を図 4に示す。詳細は参考

文献日）に譲るが，簡単に言えば，ディジタルモックアップ

を直観的に生成し操作するツールを迎禍利用する，という内

容である。機能を推論する概念設計ツールは間発例 (5)が報

告されているので，直観的に操作できるモデルの動作をもっ

て同時利用するユーザが怠l圧を実感できるツールの実現を l□1
指す。前述の JADのような同期型遠隔協調環境の上での知

的付加価値ツールとしての構築を想定しており，今回の実験

はその第一歩と位四付けている。

3. 3. 2 実験内容

こうした機能の実現には 3D-CADは不可欠と考えられ，

その遠隔共用が近未米のネットワーク要件で可能かどうかフ

イジビリティを検証するというのが今回の具体的実験内容で

ある。 3D-CADとして杜内で将及しているパッケージを用

いた。まず， XWindow国）ベースでの遠隔モデル操作の

性能が実用水準にあることを確認し，今後，実用的モデル操

作と共有での総合動作持性を測定する予定である。

4. 既存アプリケーションの収容実験

WANでは，今後，マルチメディアアプリケーションの

拡大に伴い，急速なトラフィック増加が兄込まれる。これに

対応するため，高速通信ネットワークのインフラ整備が必す

（須）となる。このような状況の下， WANの基幹に ATM

技術を用いた場合の既存通信サービスに与える影評及び

ATMの統計多凧効呆による僻域の有効活用性を検証中であ

る。

4. 1 音声評価

ATMネットワーク特有のセル廃棄，揺らぎが音声品質に

与える影摯限を評価するため， ATM多リンク及び STM/

ATM混在の試験環境を構築し，①音声品質評価（オピニオ

ン評価），②音声遅延時間惧ll定，③ FAX通信評価を行っ

（注 3) "X Window"は，米国X Consortium, Inc．の商標であ

る。

伽「を生成する必1且ふIハソーール ¥ ,----三， ぐう

図4. システムの要件

た。

この結呆， STMネットワークとほぼ同等の品質が得ら

れることを確認した。

4.2 フレームリレー評価

フレームリレーの基幹に ATM技術を用いた場合の実用

性評価のため，①スループット測定，②伝送遅延測定，③

セル廃棄率測定を行った。

この結呆， ATM化によるオーバベソドはあるものの，

STMネットワークとほぼ同等の結呆を得た。

4. 3 統計多重効果の評価

ATM網で音声とデータを統合した場合の統計多重効果を

評価するため，統合時の幣域圧縮率の評価を行う予定である。

また，統合した結果として，①音質が実用に耐えること，

②データのスループットが低下しないことも併せて評価す

る。

5. む す び

以上，当社が取り組んでいる ATMを活用しだ情報化オ

フィス環境における実現アプリケーションについて紹介した。

今後，この実験は 1997年3月まで綿続し，更に評価を深

め，アプリケーションの改良を図っていく所存である。

最後に，この実験を実施するに当たり多大な御協力をいた

だいた関係者の方々に深く感謝する。
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衛星利用画像データ通信システム
和泉英明＊＊ 白鳥洋健＋

岩橋努＊＊＊

要旨

電気通信メディアは地上回線 ・地上無線回線・衛星通信

回線の三つに大別され，各々メディアとしての特性を持っ

ている。衛星通信は広域性，同報性（放送モード），回線

設定の容易性，災害への耐久性等の特長があり ，衛星通信

技術の向上によって近年目覚ましい発展を遂げている。

国立大学附属病院間スペースコラボレーションシステム

は医療情報ネットワークの高度化事業の一環として設置さ

れたものであり， HDTV映像とNTSC映像のディジタル

伝送を行っている。HDTV及びNTSC信号の符号化には，

MPEG2方式を採用し，高能率化を実現している。 また，

スクランプルキーの配信や講義の予約管理などの大学間の

制御は地上回線（パケット交換サービス）を使用しており，

衛星通信回線と地上回線の複合システムである。

地球観測データ配信 システムは地球観測センターで処理

した地球観測データを広域のユーザに配信するシステムで

あり，配信の内容は，観測衛星からのデータをリアルタイ

ムに画像化したクイックルック画像 (Q/L)と，そのデー

タを衛星軌道情報等で処理した処理済みデータ (CCTデ

ータ）である。CCTデータの伝送を片方向通信構成とす

るため，モデム及びモデムとサーバとの速度整合（データ

バッフ ァ）機能を果たすアダプタに畳込み符号とリードソ

ロモン符号を採用し，また，処理性能を向上させるために

ダブルバッファリング制御を行っている。

9像のデイジタル化ー： 一ヽ l 
叙再一万野 1・学校

・企業内教育

‘̀ •在宅（生涯教育、予備校）

'" 
｀ 

ー／ ?」 医療分野 1・遠隔医療
•鳳

，， 
I I ( ・医療情報

防災分野 | •災害監視

報道分野 |．素材伝送

・販売店向け情報サービス

放送分野 I.デイジタル多チャンネル放送I
咆

その他 | •地球観測情報

・図書館

・バーチャルラポ

画像のテイジタル化

高効率符号化技術等の衛星通信分野におけるデイジタル変調技術の向上によって，アナログ変調方式と同程度の画質を保ちながら半分以下の
伝送帯域での伝送を可能としたデイジタル画像システムが実現した。
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1。まえがき

1964年（昭和 39年）に東恥＾オリンピックをシンコム静止

通信衛星によって米国へ中継した当時は，地球局に大型アン

テナ（直径30m)と大出力送信機，冷却型低雑音崩輻賂等の

大規模な設備を必要としたが，ここ 30年の技術進歩は目詑

ましく，衛星の大型化による性能向上，半導体索子の性能向

lこ，新通信方式の開発等により，衛星通1言が簡便な機悩で可

能となり，利用が大輻に拡大した。

衛星通信は，広域l生，同報性（放送モ ド），回線設定の

容易性，災寅への耐久1生等のメディア特性を持っている。衛

星通信は，単独のサービスに加え，光ファイバや地上無線を

用いた迫似と有機的に糾み合わせることにより，シームレス

な通信サービスを提供することが可能である。衛星通信は光

ファイバ通1言や地上無線通信とともに， これからのマルチメ

ディア社会において，その一粟を担う重要なI胄報メディアで

ある。

本稿では，マルチメディア社会における固定衛星通信分

野・移動体衛星通桐分野・衛星放送分野の動向について述べ

るとともに，マルチメディア社会において今後の利用が注目

される衛星利用画像データ通倍システムの概要を紹介する。

2. 衛星通信サービスの動向

2. 1 固定衛星通信分野

我が国の衛星通信は'83年に通信衛星2号 (CS-2)によっ

て間始され，その後'85年の屯気通信柑業の間放に伴い，祈

たな衛星通信事業者が登場し，本格的な衛星通信利用の時代

に入った。

日本国内の衛星通信事業者が運用する通偏衛星は，宇宙通

信淋）のスーパーバード A及びB,（悧 El本サテライトシステ

ムの JCSATl, 2及び3, 日本屯信屯話（梱及びNTT移動

通倍網閥の N-STARa及びbの7機である。 '97年度には

スーパーバード C号機と JCSAT-lA(JCSAT-1の後継

機）が打ち上げられる計画であり，ディジタル技術の発展に

よって利用拡大の傾向にある。

衛星通倍の先駆者である米国は，衛星利用が活発であり，

Cバンド及びKuバンドの軌道位箇はほぼ一杯の状況となっ

ている。欧州は各国の公的機関が衛星の運用を行っており，

公衆回線等に利用している。東南アジア諸国では，経済発展

の著しい国が通信衛星を保有する傾向にあり，現在の保有国

はインドネシア，中国，タイ，インド，韓国，マレーシアで

ある。

Cバンド及びKuバンドはIll:界的に軌道位骰がひっ（辿）

迫しており，このため Kaバンドを利川するシステムの社両

が辿められている。具1本的なシステムとして，テレデシック，

スペースウェイ，ボイススパン，アストロインクの4システ

ムで，いずれも1渭業者は米国である。
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2.2 移動体衛星通信分野

移動体衛星通伯は国際海事衛星機構 (INMARSAT)によ

って開始されたが，最近では船舶のほか，陸上移動体へのサ

ービスを行うシステムが登場した。

現在の通信は情止術鼠によるもので，我が国では N

STARによって本格的なサービスが行われている。米国で

はAMSC(American Mobile Satellite Corp.）が'97年

にサービスをIJf]始しており，東南アジアでは'98年にAces

（インドネシア）， APMT（中国）， ASC（インド）がサービ

スを開始する計画である。

一方，多数の周1iil衛星（高度 800-10, 000 km)を使用し

た全憔界サービスのシステム構築が辿行中であり，＇ 98年に

はイリジウム（衛星数66個，高皮780km)，グローバルス

ター（衛星数 48伽I,高度 1,400 km),'99には ICO（衛星

数10個，高度 10,000km)がサービス開始する計訓である。

2. 3 衛星放送分野

我が国でば84年に放送衛星BS-2による放送サービスを

開始し，現在 1,000万刊滞を超える受桐Ill:僻数となってい

る。我が国の放送衛星は現在 BS-3によってサービスが行わ

れているが，＇ 97年には BS-3の後緞機として BS-4が打ち

l：げられ，ディジタル化の検討が辿められている。

一方，＇89年には凪儒衛星を使用した放送サービスが開始

され，最近では多チャネル (100-150チャネル）を目的と

したディジタル放送が開始され，次年度以降も祈規放送サー

ビス会社のii',現か計圃されており，拡大の｛頃向にある。

米国においては'94年にDirecTV社と USSB(US Sat-

ellite Broadcasting)杜が放送衛星によるディジタル多チ

ャネル放送を開始し，＇ 96年から'97年にはエコースターコ

ミュニケーションズ杜，アルファスター社等がサービスを開

始する計1lliである。

ヨーロッパにおいては通信衛星（アストラ衛星）による衛

星放送が最も進んでおり， 6,000)}111？盟を超す視聴Ill:；盟があ

る。

アジアにおいてば96年に韓IIIが放送衛星（コリアサット）

によるディジタル放送を開始する計両であり，また，最近で

は香港・中国系企業による辿伍衛星（アジアサット，アプス

ター）を使用した放送サービスを1)廿始している。

以 l-＿，衛星通伯サーピスの国際的動If1]をまとめた。以下の

店では，三蕊屯機（林）の衛星辿{,i技術が利Jllされている衛星

利川llIi像データ通信システムについて紹介する。

3。 国立大学附属病院問スペース

コラポレーションシステム

このシステムは阪板梢報ネットワークの位i)文化'li業の一環

として国立大学附屈病院間に設岡されたものであり，想定さ

れる活JIl例は次のとおりである。

(1) 最先端I災板を行う大学病院の手術の状況を各大学病院に
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図 1。国立大学附属病院間スペースコラボレーションシステムの構成

配信し，優れた医縦方法やl医療技術を大学病院の限師が

修得

(2) 臨床研修l戻の研修において，優れた共通のプログラムの

作成

(3) 看設婦，検杏技師，放射線医師等の病院スタッフの技術

教育に活Jl]

(4) 将米的には，地域の医療機関に対して，最先端のl医療技

術の提供

3. 1 システムの特長

(1) 伝送内容はディジタル伝送による HDTV映像と

NTSC映像である。 HDTV及びNTSC信号の符号化には

動皿像符号化の圃際標準としての MPEG2方式を採用し，

高能率符号化を実現している。

(2) プライバシ保設のため，すべての送信映像にスクランブ

ルをかけることができる。

(3) スクランブルキーの配信，講義の予約管理など大学廿i]の

制御に DDX-Pllil線（パケット交換サービス）を用いた衛星

と地上通倍の複合システムである。

(4) 講義中の操作の簡便化を図るため，タッチパネルによる

操作を採用している。

3. 2 システムの構成

図 1にシステムの構成を示す。このシステムは，当初 8国

立大学の I笑学部附屈病院に構築される。 HDTV及び

NTSCの映像信号は通信衛星を用いて伝送さ几一方，ス

クランブルキーの配信，講義のf約管理，講義中の質間要求

と質間許可制御など大学1廿1にまたがる制御情報は DDX-P

Inl線を用いて伝送している。

システム運用時には 36MHz僻域衛星トランスポンダ1本

(a) HDTV映像1波と NTSC映像1波による遍用

(b) NTSC映像4波による運用

図 2. トランスポンダの運用形態

を使用することを前提としている。 トランスポンダの利用形

態により，大別して二つの連用形態がある。

一つは，図 2(a)に示すようにトランスポンダ上でHDTV

映像 1波と NTSC映像 1波を伝送する形態である。この連

用形態では，講義大学は講義索材としての顕微鏡や曹皿カメ

ラ等の HDTV映像とともに，講師の映像を NTSCで同時

送信することができる。受講大学からの質間を受け付ける場

合は， NTSCの講f:il映像を自動的に停波した後，受講大学"

からの質間映像が送信される。

もう一つは，図 2(b)に示すように， トランスポンダ上で

NTSC映像 4波を伝送する形態である。この運用形態では，

NTSC2波ずつを二つのグループに分けて，各々のグルー

プが独立して講義 (NTSCl波），質間 (NTSCl波）を行
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図3．地球局の構成

図4。地球局の外観

うことができる。

トランスポンダl-：でのIiil線のふくそう（輻轄）を[lll避

するため，東京大学医学部附屈病院に予約管理のための

装置が設附されている。

3. 3 地球局

次に地球局の構成を図 3に，外観図を図 4に示す。ま

たt要諸元と1生能を表 1に示し，設備の動作を説明する。

一つの大学に設岡される教室は，標準で 2教室あり， 3教

室まで拡張可能である。各々の教室は，講義教室にも受講教

室にもなり得る。教室にはカメラ，モニタ，背粋設備等の

AV機悩が設附されている。送信映像ソースの選択は，各教

室に設岡された室内制御装間のタッチパネルで行う。 AV分

配部では， AV信号の送出元教室の選択とモニタ信号の分配

を行う。衛星［川線を用いず一つの大学内だけで閉じた講義を

行う場合は，この AV分配部で教室IM]をベースバンドで接

続する。

送信端局装附は， HDTVエンコーダ 1系統と NTSCエ

表 1. 地球局設備の主要諸元と性能

ディジタルハイビジョン映像 (MPEG2)

通イパ）j 式
SCPC-PSK -FDMA)i式

ディジタルNTSC映像 (MPEG2)

伝送パラメータ

l映像符砂化）j式

釦！；符砂化）j式

変復，J月）j式

MPEG2, Simple Profile @ High-1440 Level 

MPEGl, オーティオレイヤ2/cJl'/i洸府
4相位相変，翡l.Iii]期検波

伝送限界C/N

NTSC 

9dB以ド (BER:,;:10-12) 

伝送パラメータ

目

II央像符：砂ft)j£し

斉）！；符サ化）j式

動き補質＋DCT十 rr［変l-<符号化

多幣域サプバンド符号化

出典：咄衛星通信教育賑興協会(I)

ンコーダ1系統で構成する。受信端局装骰は， HDTVデコ

ーダ1系統と NTSCディジタルIRD(Integrated Receiver 

Decoder) 2系統で構成する。

学内制御装岡は他の大学とのパケット通信機能を持つワー

クステーションであり，講義／受講のJ'•約や確認、はこの装附

で行う。 1’l局監祝制御装附は，地球），りの監視と制御を行うパ

ソコンである。

4。 地球観測データ配信システム

このシステムは，字iliI}f]発'ji業[~1 (NASDA)の地球観油l

衛星利用両像データ通信システム・鬼沢・和泉・岩橋・木村・［l，島 53(191) 
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CCTテータの要求（一般電話国線等を使用）

図5.地球観測データ配信システムの構成

センター (EOC)で処理した地球観測データを通信衛星を利

用して広域のユーザに配信するシステムであり，配侶内容は，

観測衛星からのデータをリアルタイムに画像化したクイック

ルック画像 (Q/L)と，そのデータを衛星軌道情報等で処

理した処理済みデータ (CCTデータ）である。

4. 1 システムの特長

4. 1. 1 Q/L画像

EOCが作成した Q/L画像を NTSC信号として入力し，

これを FM-TV波 (BS方式）でそのままリアルタイムに通

信衛星を介して全局に配信する。送信局は，観測衛星の到米

時間に通信liil線をオープンするだけでよく，受倍局では，同

画像がディスプレイモニタに表示されると同時に，自動的に

VTRが作動して録皿される。

4.1.2 CCTデータ

CCTデータは， 1ファイル（シーン）がlOOMバイト～ l 

Gバイト程度の容屎を持つが，衛星阿線用モデムとサーバの

経済1’生の観点から，衛星旧線速度を 6Mbpsとした。衛星阿

線便／1l料金の低減と同索柘尉言時の再送を極力1Ol避するため，

衛星IIII線のエラー率を 10→2以下の設計値とし，片方向通信

構成とした。このため，モデム及びモデムとサーバとの速度

整合（データバッファ）機能を果たすアダプタに，各々悦込

み符合とリードソロモン符合を採用した。

4.2 システムの構成

図5にシステムの構成を示す。このシステムは， Q/L皿

像と CCTデータを通信衛星を用いて伝送し， Q/L皿像は

定II-、『配信であり， CCTデータはユーザから虚話IL1I線で要求

を受けてから配信をする。 Q/L飢像は衛星トランスポンダ

30MHzを使用し， CCTデータは 6MHzを使Illして述／1l

され，同時連Il]は行わずに切換え述Iljとしている。

4. 3 サーバ

次に，このシステムの中枢であるサーバの機能について述

べる。

4. 3. 1 送信サーバ

(1) 裕利恨息能

CCTデータは，甚本的にはディスクにいったん将柏した

後に送信する方式とした。これは， CCTデータには 1本の

磁気テープ (MT)で完結するものと複数の MTで完結する

ものがあり， MT複数本の CCTデータの送信を考えた場合，

MTの巻戻し／次MTのセッティングの時間によって衛星

皿線がアイドル状態になるのを防ぐためである。蒋積に際し

ては，衛星への送倍に遥したデータ長を意識した蒋柏をする

ことにより，送信時の処理軽減を図った。

CCTデータ裕積時の処理Il寺間短縮の観点から，読込みプ

ロセス／ディスクヘの書込みプロセス／両プロセスを制御す

るプロセスの 3プロセスに分け， MT及びディスクヘのア

クセスを非同期に行えるようにした。また，読み／翡きにお

いては，バッファを二つ用怠し，ディスク書込み時，片方の

空いたバッファにデータを読み込む制御（ダブルバッファリ

ング）を行っている。

CCTデータは，通常の UNIXファイルとしてディスク

内に特栢され，一つの CCTデータに対して，管理情報ファ

イル／CCT実データファイル／フォーマット梢報ファイル

の三つのファイルで構成される。また， CCTデータは 1シ

ーン当たり 100Mバイト～ lGバイトの容賊があるため， 1

枚のディスクに格納できない場合がある。そこで送侶サーバ

においては， CCTデータの実データファイルは，ディスク

をまたがった蒋柏を可能としている。送信サーバは，最大7

Gバイト（ハードウェアイ直）のディスク容絨を持つ。

(2) 送信機能

送信に関しては， CCTデータをディスクに蒋積せずにオ

ペレータが送信する方法（手動直接送信）と，いったんディ

スクに蓄柏した CCTデータをオペレータが送桐する方法

54(192) 三浚屯機技報 •Vol.71 ・ No.2 ・ 1997 



（手動諮柏送信），及びオペレータが送信間始時刻を指定し

てその時刻に自動的に送信を開始する方法（自動送信）の三

つの送信方法がある。送似形態としては，特定の受信局に受

ィ言させる形態と， CCTデータの受信準備のできている受倍

局すべてが受信できる形態の二つの形態を持っている。いず

れの送信11軒も，読込みプロセス／衛星アダプタヘの送信プロ

セス／lilijプロセスを制御するプロセスの 3プロセスに分け，

CCT又はディスクアクセスと衛星アダプタのアクセスを非

同期に行えるようにした。ここでも，バッファを二つ用いた

ダブルバッファリング制御を行い，送信処理性能l{ll．ートを図っ

ている。

(3) 管理機能

管理機能としては，送似管理 (CCTデータの登録／削除，

配桐時刻設定等），送信統計取得／表示／出力，障害履歴取

得／表示／ili力等の機能を持つ。いずれの機能も，サーバ両

面からのメニュー形式によって筒単な操作で実現可能である。

4. 3. 2 受信サーバ

(1) 受信機能

受信では，衛星経由で送桐された CCTデータを送信速度

以上でディスクに格納する必要があるため，ここでもデータ

を受椙するプロセス／格納するプロセス／両プロセスを制御

するプロセスの 3プロセスで構成し，ダブルバッファリング

制御を行っている。これらのプロセスをメモリに常駐させる

ことにより，受信間始直後でもフルに動作可能とし，処理性

能を向l̂．している。

ここでは CCT実データの加工は行わず，管理情報の作成

も受信終了時に実施し，処理性能のネックとなるディスク

アクセス1III数を減らすため， UNIXファイルのブロック化

係数を大きくしている。

受信した各種データは，送信サーバと詞様に，通常の

UNIXファイルとしてディスク内に将積さ几一つの CCT
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データに対して，管理情報ファイル／CCT実データファイ

ル／フォーマット情報ファイルの三つのファイルで構成され

る。

(2) IH力機能

受信した管理惰報／CCT実データ／フォーマット情報を

基に， CCTデータを復元する機能である。ここでも，ディ

スク読込みプロセス／MT出カプロセス／lilijプロセスを制

御するプロセスの 3プロセスで構成し，ダブルバッファリン

グ制御を行っで性能向上を図っている。

(3) 笠理機能

管理機能としては，受信管理 (CCTデータの削除， MT

ラベルl,．li力筈），受信統計取得／表示／ltli)J，障害股歴取得

／表示／ll＼力笠の機能を持つ。いずれの機能も，サーバltfilifli

からのメニュー形式によって簡単な操作で実現可能である。

5. むすび

術星通信分野におけるマルチメディア化への対応において

画像伝送のニーズは高く，画質の目的に応じて HDTVクラ

スの動画像から静止両まで多岐にわたっている。ディジタル

皿像圧縮技術の向上に伴い， より高両質のものをよリ少ない

回線骰Jllで実現可能となり，衛星のメディア特性をll：かした

システムが数多く出現している。オ叶翡で述べた二つのシステ

ムは医療情報ネットワークの高度化と地球観測データの配信~

を目的としたものであるが，このシステムをベースとして今

後のマルチメディア通信のニーズに対応していきたいと考え

る。

参考文献

(1) （財）衛星通信教育振興協会教育活川検討委員会：辿イけ衛

星の教育利JTJ (1996) 
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電力分野へのマルチメディア技術の応用
仲谷善雄＊ 寺岡照彦＋

神尾重幸＊＊ 三輪祥太郎＋

大 井 忠＊＊＊ 清水智也＊＊＊

要旨

電力分野には発電 ・送変電 ・配電などの設備のそれぞれ

に運転・保守・教育訓練などの活動領域が存在し，そこで

の運転員や保守員のニーズは非常に多岐にわたる。運転や

保守では，プラントに関するリアルタイム情報収集，情報

の直感的理解，協調作業における情報共有，使用計算機の

種類を問わないマルチプラットフォーム化などである。教

育訓練では直感的理解，擬似体験，個人的学習の支援など

のニーズが高まっている。

三菱電機（株）では，このようなニーズに対応するため，マ

ルチメディア技術の適用を強力に進めている。直感的理解

や擬似体験のためには，立体視や，ウォークスルーなどに

よる人工現実感 (VirtualReality : VR)，拡張現実感

(Augmented Reality : AR)，データ可視化などの技術を

開発している。情報共有やマルチプラットフォームのため

には，インタ ーネッ ト，イ ントラネッ トやJavaなどのネ

ットワーク技術及び大画面利用を開発している。 リアルタ

イム情報収集のためには，インターネットやモバイル端末

による協調作業・現場作業支援技術を開発している。

これらの技術を組み合わせて，原子力発電向け運転監視

支援システム，系統隔離支援システム，運転保守教育支援

システム，送変電向け運転支援システム， GIS（ガス絶縁

開閉装置）保守教育支援システム，配電設備管理システム

などを実現している。

＼
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電力分野でのマルチメティア応用システム

電力分野では，発電 ・送変電 ・配電などの領域で， 運転 ・保守 ・教育などの目的に，仮想現実感，テータ可視化，WWW(Wo「|dWide 
Web), c.Javaなどのメルチメディア技術の応用を精力的に実施している。
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1。まえがき

屯力分野には発屯・送変屯・配屯などの設備のそれぞれに

述転・保守・教育訓練などの業務が存在し，そこでの連転員

や保守員などによる作業は非常に多岐にわたる。作業形態の

点からは，担刈者個人で完結する活動と，複数人の協調作業

がある。後者はさらに，同じ空間l内で作業する対面的協調作

業と，｝雅れた部阻やサイトのI廿lでの遠隔協調作業に分類され

る。時1：り］特性の点からは， リアルタイム処理を要求されるオ

ンライン作業と，オフライン作業に分類される。オンライン

作業は，拠常発生時などの緊急、11-、芋作業と，平常時作業に分類

できる。

これらの作業はプラントに関する情報の収集． I里解・編

集・管理・伝逹などを含んでおり，作業特性にマッチした効

果的な情報処理支援が必要である。特に最近のコスト低減及

び安全1•生への強い要求を受けて，新たなニーズが廿＼てきてい

る。例えば運転や保守においては，プラントに関するリアル

タイム情報収集，情報の直感的理解，協調作業における情恨

共有，使用計邸機の種類を間わないマルチプラットフォーム

化などである。教育訓練においては，直感的理解，擬似体験，

個人的学習の支援などのニーズが高まっている。

当杜では，このようなニーズに対応するため，マルチメデ

ィア技術の適）llを強力に進めている。マルチメディアの定義

は定まっていないが，本稿では，従米はアナログ処狸してい

たマルチモーダル（五感的）な情報をディジタル処狸する技

術をJl]いて，時1廿lや窄Ii}］の制約を超えて，人1！りの梢報処軋活

動を支援する技術ととらえる。

に記のニーズにこたえるマルチメディア技術を表 1にポす。

表の MobileComputerは携甜墾小J['!JI籾機端末で， Il的

特化したインタフェースを持つ身休装杵型を特に Wear-

able Computerと呼ぶ。）＼［現実感 (VR)は，＼＇直浪や平

l(li三次元表ポなどの表示技術と，データグローブなどをlllい

たウォークスルーや操作，）J少也フィードバックなどの仮想操

作技術で構成される。＂［視化技術は軍流などの兄えない対象

を目で見える形式で表ぷする技術， ARは対象の実写皿像及

び関連情報を VR技術などを用いて爪ね合わせ表ぷする技

術である。立体視， WearableComputer, VRなどは研

究途上の技術であるが，実証レベルにあり，近い将米に実）IJ

化が期待されるものもある。

表 1. 適用可能なマルチメディア技術

以下では，表に示す技術の適用対象として有望視される事~

例を紹介する。発屯・送変屯・配‘心という対象での運転・ 1某

守・教育分野に適｝廿している。これらはあくまで例であり，

より広い適用が可能である。

瓶子力を始めとする発屯プラントでは，プロセスを制御す

るために多数のセンサやアクチュエータが設附されており，

述転員が監視の対象とする設備が膨大となっている。また，

こうした設備の保守を含めたプラント連用にかかわる部11「]に

は，発屯所サイト，本店，公的機関，メーカ等があり，サイ

ト内はさらに現場，運転， 1謁参笠の担内部門がある。

この店では，プラントにおける述転監視と保守タスクの負

荷を軽減し， より高度な監祝・連J1]を実現するとともに，そ

れらについての教育を支援するためのシステムを紹介する。

2. 1 原子カプラント還転監視支援

2. 1. 1 背

2。発電

景

プラント運転監祝においては，連転員がより理解しやすい

形でデータを集約することを支援するために，これまで，人

間］刀．学に配廊した制街聰や CRTを主体としたプラント中央

計装システムが開発されてきている。刈杜は，通硲省補助市

業“セーフティサポートシステム開発”の中で，プラント監

祝情報の多様化と監祝負荷の軽減を目的とし，プラント状態

をより分かりやすい形で提供するヒューマンインタフェース

システムを開発している。これは，従米のプロセスデータに

よるプラント監視機能に現場の機器監祝映像などのマルチメ

ディアデータ表示機能を融合したものである。

2. 1. 2 機能

このシステムの特長は次のとおりである。

(1) プロセスパラメータと現場機器ぐりの動作状態を両像・ i'i

臀！などのデータとリンクさせ， リアルタイムの監視に適）廿で

きる。

(2) プラントパラメータ，機料の動作状態を反映した両像梢

報窟を周期的にデータベースに格納し，偲常徴候が検知され

た際に，必要に応じて拇常発生推定Il-，『にさかのぼって関連梢

報を統介して提供する。

2. 1. 3 実現技術

要求 ’li項

リアルタイム1廿報収集
直感的理解

1l'i fli jし1i 
擬似体験

個人学料環塙

マルチメディア技術

インターネット， Wearable/Mobile Computer 
)¥. ［現実感 (VR)，データ 99j観化，拡販現実感 (AR)

大llli1lfli，インターネット， Java
人［現実感 (VR)

人［現実感 (VR)、インターネット，データ JI［視化

マルチプラットホーム 1インターネットプラウザ， Java

従米の監i祝作業について芳えると，運転員は児常’li象をIHJ

定する場令，腎報の動作状況から大まかな発生’l-i象の仮説を

立て，その仮説4i象を検証するために必災なパラ

メータを CRTからトレンドグラフぐ加の形態で取

得し，検証し，詞定を行っている。しかし発生’li

象が単ーであっても，その'l_i象に応じて1・1動で多

数の機賂が作動するなど，多くの付随的な'li象が

発生する。特に））；t-T炉非常倅＿LI_^．や安全i主人動作を

伴う’li象の場合には，瞬間的に複数の腎報が発生

し，パラメータの変化も大きい。また述転員は，

屯力分野へのマルチメディア技術の応川・仲谷・・神尾・大JI: ．;『 |/ii] ・三輪•清水 57 (195) 
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非常1•序l卜や安全注入』））作に伴って動作する機賂が正常に機能

していることをまず確認する必要があるため，この間発生し

た事象も含めて，プラント挙動の把捏，事象の判定，対応操

作を行う必要がある。

このシステムのプロトタイプシステムの表示例を図 1に示

す。このシステムでは，任怠の時点，任怠の時間］輻における

各パラメータの推移，現場から得られる ITV画像情報，腎

報発生梢報等を統合して提供でき，事象が発生した瞬間及び

それ以前のプラントの情報を提供して，この事象同定を効果

的に支援できる。また，故間部位（機器）に対して保修を行

う場合も，故障時の状況把捏が容易になると期待できる。

2. 2 系統隔離支援

2. 2. 1 背景

当社では，プラント運用高度化の一貫として，監視操作，

保守時に種々の怠志決定を行う作業者間の円滑なコミュニケ

ーションの実現を目指し，協調作業支援システムを開発して

いる。例えば，原子力発電プラントでの定期点検（定検）で

は，多人数が期間内に集中して，原子炉燃料の交換や機器の

点検整備等を並行して行っている。定検作業は，作業計画書，

作業要領書やチェックシートの作成，系統や電源の隔離業

務。現場の保修叶乍業及び復1日作業など多くのエ程から成り立

っており， 1尉多課や現場中央制御室等の各スタッフは，保

修状況，隔離状況，設計情報，点検｝閲埜等の情報を入手する

とともに，連携して作党逹刈翌）る必要がある。特に現場との

コミュニケーションや広範な作業状況を認識するための情報

共有手段が重要である。

2. 2. 2 機能

間発を進めている協調作業支援環境の特長は次のとおりで

ある。

(1) 仮想的，統一的操作環境を持つ協調作業空間の提供

離れた場所間に仮想的な協調作業空間を提供し，あたかも

詞じ場所で作業を行っているかのような状態にする。

(2) マルチメディア技術を適lllしだ情報共有機能

文書や電話でのコミュニケーションだけでなく，直感的に

把握できる図形・皿像等のマルチメディア情報を利用するこ

図1. プラント監視画面表示例

58 096) 

とによって，自然なコミュニケーションを実現し，同一情報

を共有して作業状況を認識する。

(3) 対話股歴を利用する合怠形成支援機能

プラント連川時の処理の決定に際しては，過去のプラント

情報が重要であるため，協調作業皿而での履歴データを効果

的に利用することによって各作業者間の合怠形成を支援し，

合怠に従った連携作業を行う。

2. 2. 3 実現技術

協調作業支援機能の有効性を検証するために，分散環境下

で梢報共有と合怠形成支援を行うプロトタイプシステムを試

作した。各部I―911の担当者に対して協調作業を行うための共有

空1ill（協調作業皿而）を提供し，協調作業皿面でプラント情

報の取込みや翡込み等を行うことによって，翡iiiれた部『']|hlの

梢報共有機能を実現した。また，協調作業圃lfli上での作業履

歴を保存し，すべての対話履歴の管理を可能にした。作業者

廿｝］の合怠形成を支援するトレースバック機能については， ト

レースバックの災求があると，該当する履歴データを検索し

て内部データを取り出し，過去の作業を再現する。これによ

って，第三者への作業レビューや過去の作業確認等を容易に

行うことができる。

このシステムによる定検時を想定した協調作業支援画雁例

を図 2に示す。中央制御室の定検端末では，隔離状態を示す

系統図を表示することによって機器状態の確認を行っている。

定検時は複数のチームで複数の作業が並行して行われており，

お互いの関連作業状況を確認しながら作業を進める必要があ

る。提示情報に応じた大型表示画面を提供することによって，

広範圃の作業状態を索早く確認できるとともに，複数の作業

者で共通情報を認識することができる。また，現場月］に持ち

運び可能な携帯端末を用意することによって，設計情報等の

入手や点検結果の入力を支援する。中央制御室のオペレータ

と現場の作業者が対話する場合には，定検端末と現場の携帯

端末間に協調作業空間を設定する。オペレータが系統図のイ

メージ情報を取り込み，その上に書き込み，音声情報ととも

に現場に提供すると，現場の作業者も書込み等を行って現場

の状況を報告する。このように協調作業空1、li]を介して，中央

制御室と現場刷で容易に情報交換を行える。

図2.協調作業支援画面例
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2. 2. 4 課題

今後は，これらのシステムを核として， より一府の情報共

有の実現，すなわち，プラント運転監視保守梢報をプラント

サイト内のイントラネットで共有するための枠糾みとして，

Javaをベースとした分散環境の構築を進める。

2. 3 マルチメディア対応知的教育支援システム

2. 3. 1 背景

た。

(2) ダイナミックハイパリンク

WWWでは，関連情報へのハイバリンクは情報記述言語

Hyper Text Markup Language (HTML)中に静的に

埋め込まれる。学習者の習熟度に応じで1行報検索の誘砕を動

的に変化させるため，教材の提1期寺にリンク先を決定して埋

め込むダイナミックハイパリンクを実現した。

試作システムの実行匝lihi例を図 3に示す。図では，油習Ilil

題に対する学背者の1且l答に対して，システムがその説明を求

めている。このような擬似討論によっで学習者自身の知識整

理が促進されるので，学習効果向上に寮与するものと期待さ

れる。

屯カプラントの安全性を更に高めるには，機械系・計装系

の高度化に加え，運転員・保守員の知識・技術の向上と維持

が不可欠である。そのため，連転員・保守員の学判を助ける

教育支援システムヘの期待が高まっている。ユーティリティ

での教育制度は，訓練センターでの教育課程の履修， OJT

(On the Job Training)，及び自己啓発の三つから構成さ

れることが多い。このうち自己啓発は，課程履修及びOJT

で得た知識・技術を整理し，深堀りし， 自己に定着させる重

要な過程と考えられる。そこで，主に自己啓発の支援を目的

とした学習支援システムの検討を行っている。

2. 3. 2 機能

自己啓発の翅笈には次の機能が必要と考えられる。

(1) 多様な形態の教材の提供

同じ知識を得るにも，ある学習者には数式の解説がよいが，

別の学習者にはグラフによる説明がよいというように，最適

な教材の形態は学背者ごとに堤なる。

(2) 学習者の習熟度を考應した教材検索支援

同じテーマに対する学習であっても，背熟度によっで学習

者の望む教材は異なる。また，多過ぎる知識は整理を難しく

する。支援システムは学習者の教材検索を適切に誘禅する必

要がある。

(3) 擬似討論

他者との討論が知識の整理と定着に有効であることは広く

認められている。支援システムの提供する演習問題を学習者

が解くだけではなく，支援システムから学習者への逆質問と

いった擬似討諭が行える必要がある。

2. 3. 3 実現技術

知的教育支援システムの実現技術として WWW技術の適

用を検討している。 WWWは，文字・表・グラフ・静止阻i1．

動画といった多様な形態の虚子情報を表示可能である。また，

情報検索を誘導するハイパリンク機能や，文字入力やメニュ

ー選択といった対話機能をも備える。

一方， WWWは特定多数のユーザに均ーな情報を提供す

ることを想定しているため，学習者の習熟度に応じた教材提

供や検索の誘導という，知的教育支援に要求される枠組みは

持っていない。そこでWWW上に次の枠組みを構築した。

(1) URLの仮想化

WWWでは，虚子情報は UniformResource Loca-

tors (URL)で識別される。、学習者ごとに教材である屯子梢

報の形態や内容を変化させるために， URLの仮想化を行っ 図3.教育支援システム画面例

3. 送変電

近年の屯力設備の1言頼性向上とともに設備の故障率は低下

し，運転員が実事故によって経験を積むことが困難になって

きている。その結呆，運転員が効果的に経験を積むためのオ

フラインの模擬訓練機能力吋ミめられている。この章では，送

変霞所業務に対するオフラインでの訓練と支援機能に着目し，

変屯所運転支援システムヘの 3Dグラフィックスの適用例と

VR技術の GIS保守作業支援システムヘの適用例を紹介す

る。

3. 1 変電所運転支援

3. 1. 1 背 景

変屯所の運転支援システムは，拠常発生時に推定故障箇所，

及び巡視／復1日手順のガイダンスなどの表示を行うことによ

り，運転員の迅速・正確な状況の把捏を支援し，迅速に復1[l

を行うことを目的とする。現在の運転支援システムでは，故

障箇所や巡視／復1日ガイダンスなどの表示に，文字情報・ス

ケルトン図・機器I祈面図・イメージデータなど複数の表示方

法を切り換えて用いている。多くの場合，このような表示の

切換えは不辿続であり，運転員の表示情報間の関係の理解，

さらには表示情報自体の理解を妨げる一因となり得る。そこ

で， 3Dグラフィックスを川いて，情報表示の連続的な切換

えの実現，及び作業対象の三次元モデル化による運転支援シ

,,じ力分野へのマルチメディア技術の応用・仲谷・神尾・大Jト・寺岡・三輪． ii『水 59 (197) 
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ステムの実作業支援機能の実現を試みた。

3. 1。2 機能と実現技術

このシステムでは次の機能を実現した。

(1) 視点移動による両而間の連続的切換え

物体に近づくにつれて詳細な情報が見えてくるというのは，

私たちがl1常感じる自然な感此である。そこで，この空1、li]内

での移動と情報の詳細性との関係を利用して，まず空中から

の祝点としてスケルトン図による拠常設備の表示から始まり，

地面へ接近するにつれて設備の中でも実際に拠常を起こした

機悩の機悩配置図，そして最後に地而に降りた視点では，児

常を起こした機悩自体の両面へと連続的に切り換える。

(2) 巡視作業の体験

実際の機悩l且ill{Iiには作業機料の 3Dモデルを川いることで，

上記(1)の視点移動による地上での機僻皿而に移ったところか

ら，引き続いてウォークスルーに移行して巡祝ルートの体験

を，作業箇所に着いてからぱ芙作業の実行を可能とする。

図 4に空中から降下中の皿而例を示す。この図に兄られる

ように圃面I廿1の切換えは，表示惜報の透明度を変化させて次

の皿而へと連続的に切り換わっていく。

3. 1. 3 課題

現在のプロトタイプシステムを更に進展させるために，

(1) 効率的な 3Dモデルデータの生成や既存データからの変

換方法

(2) 3Dグラフィックスによる支援機能の拡充

などを検討する必要がある。

3.2 GIS保守教育訓練システム

3. 2. 1 背景

屯カシステムの信頼性の向上には，システムの自動化が大

きな役割を果たしてきた。しかし，設備の保守作業などは，

依然として人の関りする部分が多く残されている業務であり，

この設備の保守技術を修得するには，実際に現場で作業を行

うことが効果的である。またこのとき，個々の保守技術の修

得だけでなく，各保守技術の適用される状況を認識して，適

切な状況下で適切な保守作業を行えることも必要である。そ

こで，このシステムでは，保守作業内容の体系的学習と実作

図4. 空中から降下中の画面表示例
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業による学習とを糾み合わせた保守教育支援システムを試作

した。

3. 2. 2 機能と実現技術

このシステムは，保守シナリオを管理する EWSと作業環

境を仮想lit界として提供する GWSとからなり， EWSと

GWSはイーサネットによって接続されている。図 5にGIS

の保守作業の EWSの両而例を，図 6に視点移動中の GWS

の画面例を示す。

システムは次の機能を持っている。

(1) 認知的考察に基づいた保守シナリオ管理インタフェース

の提供^

EWSの両而は認知的考察に基づいて設計された四つの画

面から構成されており，これにより， 3Dグラフィックスを

用いた作業焼や危険度の表示，保守作業の故障原因やその対

象機料といった概念的な視点の提供など，保守作業の体系的

な学習を支扱する。

(2) 臨場感のある作業環境の提供

GWSは保守作業対象の三次元データを管理し，このデー

タを用いて，保守作業環境を 70インチの大型プロジェクタ

に立体祝を用いた仮想lIt界として表示する。

(3) 保守作業シナリオと実作業とのリンク管理

EWS上で管理されている保守作業シナリオに基づいて

EWS, GWSは相互に辿動して動作する。

図5. GISの保守作業画面例

図 6.視点移動中の画面例
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移動車両 携帯パソコン

図7. システムのイメージ

図8.WWWを利用したシステムの画面例

3. 2. 3 課題

システムの機能拡張として，現在の保守員による自習スタ

イルではなく，保守員はGWSの提供する仮想1lt界の中で

作業を行い，チュータはネットワーク」この EWSの画面を用

いて保守員の行動を監視しながら，その学習のガイドを行う

というスタイルが考えられる。

4. 配電

4. 1 背 景

氾力会社は，配虚設備を始め様々な設備梢報を管理してい

る。これらは，地図・写真・文曹節のマルチメディア情報か

らなり，本店や虚）J所などで分散して保持している。

従米これらを管理するための設備管則システム笠はワ

ークステーションをベースに非分散的に構築されてき

たか，現状では次のようなニーズが高まっている。

(1) パソコンの利用，マルチプラットフォーム化

(2) ネットワーク化・モバイル化による利川佃所の拡

大

(3) マルチメディア惜報の統合的な利用

ここではこのような背景の下で，設備管理システム

にWWWを適川して，先のニーズに対処する可能性

について述べ，簡単な適用例を紹介する。

4. 2 電力設備管理システムの機能と実現技術

WWWはインターネット上の情報検索システムで

あり，各情報は HTMLで構造が記述されている。

この情報はマシンや OSを問わず，ブラウザさえあれ

ば表示でき，また文書。画像 •CG· 音声等が混在し

たマルチメディア情報を関連付けて筒単に利用できる。

さらに， VRML(Virtual Reality Modeling Lan-

guage)やJavaによって対話性・拡張性を向上でき

る。ネットワークに接続する環境さえあれば，遠隔地

でも利用できるようになる。以上のように WWWを

プラットフォームにすることにより，前記ニーズに対

処する設備管理システムを構築できる（図 7)。

パソコン上で構築した簡単なシステムの画面例を図

8に示す。図の左上フレーム（分割ウィンドウ）内で

は，ベクトル地図を Javaによって処理し，表示する。

各設備及び領域に対応する HTML, VRMLデータ

が管理されており，マウスでクリックすると，左下フ

レームに対応する三次元モデル (VRMLデータ）を

展開して表示する。ユーザは画面上で対話的に移動・

旧転等が行える。さらに，各設備の数値・文曹情報は

右フレームに呼び出して表示する。また，画像のほか，

CADの設計図等も plug-inソフトウェアによって処

理が可能である。

現状ではセキュリティ管理など課題は多いが，システムの

オープン化・ネットワーク化を図るために， W WWをプラ

ットフォームに利用することによる可能性について示した。

5. むすび

ここで紹介した以外にも，現在，インターネットを用いた

異常報知／情報提供システムやARを用いた携幣型保守現

場情報提供システムなどの計両がある。今後ともマルチメデ

ィア技術応用システムの研究開発を鋭怠進めていきたい。
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社会・公共システムにおける

マルチメディア応用技術
築 山 誠 ＊ 末吉尊徳＊＊＊

野沢俊治＊＊ 城島登士治＊＊＊

熊沢宏之＊＊ 浅野光雄＊＊＊

要旨

道路，交通，上水，下水，ビル等の社会・公共システム

と呼ばれる分野では，地域へのサービス向上，緊急時の迅

速な対応，設備の効率的運用，オペレータの教育・訓練が

求められている。 これらの要求を実現するため，最新のマ

ルチメディア技術を応用することで，人にやさしい新しい

監視制御システム及び広域情報管理システムを開発してい

る。

下水道の雨水排水ポンプ運転支援システムは，プラント

監視信号のほか，地上雨鼠計，雨量 レーダ情報等の広域な

監視情報と ITV映像，流入予測シミュレータを統合した

監視により，安全確実なポンプ運転を可能とする。双方向

マルチ大画面システムの開発は，共同意思決定など従来の

監視制御環境にない柔軟な監視制御を可能にした。

ビルの三次元マクロ監視システムは，監視したい位置を

コンピュータグラフィックス (CG)画面上で指定すること

で適切なカメラを自動的に選択し，画角を調整し，さらに

画面で確認した不審者の移動方向を指示することで自動的

に適切なカメラを選択して順次切り換え，追跡監視を行う 。

道路トンネルの火点位置検出支援システムでは，単眼の

監視用ITVカメラでとらえたトンネル火災映像を用いて，

火点位置を検出して対応するスプリンクラを特定し，映像

監視データベースのトレースバックによって煙が充満する

前の映像で現場把握することで，確実な水噴霧放水を支援

する。

亡 広域道路施設管制システム

火

トンネル・防犯
防災

三了ルチ竺
トレース豪雨時ポンプ運転

プイアプ

ータ統合
双方向マルチ大画面

下水道ポンプ運転支援システム

（
 

道路・上下水・ピル分野のマルチメティアシステム

三次元CG技術を使って見やすく表示する総合的な火点位置検知支援マンマシンインタフェース，複数カーソルによる大画面上のズブジェク
ト操作と大画面—手元CR丁漉末間をウィンドウが自由移動する双方向マルチ大画面システム， 監視点や発報地点の三次元空間中での位習把握
が容易に行える三次元マクロ監視システムを構築した。
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1。まえがき

道路，交通， 上下水道， ビル笠の社会・公共システムと呼

ばれる分野では，常に新しい技術を適用した地域へのサービ

ス向上，設備の効率的連用，緊急、時の迅速な対応，さらにオ

ペレータの教育・訓練が求められており，進歩が著しく実Jll

化の段階に入った最祈のマルチメディア技術を応川した監視

制御システムや広域の'l青報悴理システムが必要となっている。

これらのシステムの構築においては，マルチメディア応用技

術（産業）llマルチメディア技術ともいう。）が必要である。

才燿，iでは， これらの分野におけるマルチメディア応用技術

のニーズと動向，及び社会・公共システム分野で代表的な上

水・下水監視制御システム，ビル連川管理システム，広域道

路施設管制システムを取り上げ，マルチメディア機能を効果

的に応用した先進的システムコンセプトと，そのシステム構

築に必要なマルチメディア応用技術について述べる。

2。 マルチメディア応用技術へのニーズと動向

2. 1 社会・公共分野のニーズ

杜会。公共システム分野における監視制御・管理システム

では，

(1) プラントのオンライン監視制御だけの機能から設fiii管理

と施設紺翡管理も含めた，いわゆる情報管理機能を取り

込んだ統合化システム

(2) 従米の，工場内，下水処理場内，公共サービス施設内等

の一つの構内に限定された監視制御・管理システムから，

市内，流域，さらに全国にまたがった全管理区域を統合

的に管理する広域監視制御・管理システム

の二つのニーズが顕苦になってきている。

このため，オペレータが従米以上に広範囲の業務を担当す

る必要がIliてきており，

eオペレータに負担をかけず，分かりやすい表現，確実

な操作性

R通常時はもとよリ，緊急時・拠常時に確其な操作がで

きるように適切な支援機能

R緊急、時・拠常時対応の教育・訓練機能

笠が，監視制御・管理システムにおいて必す（狽）機能とな

っている。

2. 2 マルチメディア応用技術と動向

映像音声，及びデータを有機的に扱えるマルチメディア

技術の進炭は，臨場感，時間の超越，質の高い梢報提供をも

たらし，監視負荷の軽減と児常II非に対する迅速・的確な判断

に貢献できるものとなってきた。このような状況で，前述の

ニーズを実現するために必要な主なマルチメディア応用技術

について述べる。

(1) マルチメディアデータの統合管理

監視制御で取り扱われるデータは，従米から，プラント

牛上集論文寸1-, 1 

号 (AI/AO, DI/DO, PI/PO箇），音声信号／音（音

声野報，ベル，ブザー等），映像情報 (ITV映像箇），イメ

ージデータ（図面データ等）などの，いわゆるマルチメディ

アデータで梢成されていた。

しかし，従米は，これらのマルチメディアデータを統合的

に処理する手段がなく，個別に処理せざるを得ない状況であ

った。近年，計邸機技術及びネットワーク技術の進歩で高

速・大容祉データの処理が可能となり，これらのデータを統

合的に処理できるようになってきた。特に， ITV映像情報

をプラント信号とリンク付けて蓄柏し，後で必要なときに検

索して再表示することが可能となり，事故）原因の前昨斤・究明

や，緊急時対応の教育訓練に有効な手段を提供することがで

きるようになってきている。

(2) 三次元 CGの応用

CG技術を利用することにより，本米見ることのできない

情報を可視化することができ，プラントの状況把捏を容易に

することが可能になってきている。

具体例として，上水道の配管網の圧力分布を三次元CGで

表現することにより，一目で，市内全域の管網圧力を知るこ

とができるようになってきている (1)0

(3) 双方向マルチ大皿而システム

従米，中央監視室にはグラフィックパネルや中央監視盤が

設罹され，プラントの全体監祝の一炭を担っていたが，これ

に代わり得るシステムとして，双方向マルチ大皿而システム

の利用が注目されている。このシステムでは，大皿面装附と

手元の CRTを有機的に接続することにより，複数のオペレ

ータ間の協調作業やオペレータの運転支援をより強力に実現

でき，また，大画面上に監視画面，現場ITV映像，地図，

さらにテレビ映像や雨賊レーダ情報等の監祝に必要な多種類

の情報を『］時に，かつ，同一画而上に表示できるようになっ

てきている。

これらのマルチメディア応用技術を適用した，社会・公共

分野における監祝制御・管理システムの具体的間発事例につ

いて以下に述べる。

3. 上水・下水監視制御システムにおける

マルチメディア応用技術

上下水道分野では，双方向マルチ大皿面，協調作業支援，

映像蓄柏・検索・配信（トレースバック機能）のマルチメデ

ィア応用技術を活用したシステム製品を11}］発しており (2)～（4)'

ここでは一例として，下水道向け監祝制御システムについて

述べる。

3. 1 ニーズとコンセプトシステム

都市部では，豪雨時の排水設備の運用が大きな課題となっ

ている。豪雨時には流入雨水が急激に贈加するため雨水排水

ポンプ運転の自動化が困難であるので，洪水や浸水を防ぐ安

全なポンプ運転には人の高度な判断が不可欠である。ところ

社会・公共システムにおけるマルチメディアr)も！ll技術・築lll•野沢・熊沢・末吉・城島・浅野 63 (201) 



が現状では，監視範[)tIはポンプ場内に重点が附かれており，

監視情報は数値データが中心的に使われている。操作員の的

確な状況判断を支援するためには， より高度な監祝情報提供

機能が望まれる。

そのため，マルチメディア技術を応用して監祝情報をより

広範岡，詳細， リアルにすることにより，雨水排水ポンプの

安全確実な運転を支援する監視制御システムが必要となる。

コンセプトシステムを図 1に示す。広域光監視ネットワー

クを介して，プラントデータのみならず，排水区域に点、在す

る地上雨屈計やレーダ雨械計からの降雨情報等の，より広域

な監視情報を提供する。これらの数1直情報と監柳映像を統合

して扱うことにより，排水区域全域の監祝を可能とする。

コンセプトシステムの機能概要と

マルチメディア応用技術

3.2 

(1) センサ／映像併用アラームによる迅速な緊急時対応

緊急事態発生時に自動的に現地映像を表示するので，的確

(2) 

(3) 

な状況確認と迅速な対応が可能である。

蒋柏された映像とセンサデータの統合管：理による監視股

歴の布効活Jll

記録済みの映像データとセンサの数値データを辿動して再

生できるので，緊急事態のJj•~後確認や監視制御の擬似体験に

よるポンプ運転訓練節に監視）i砒脊を活用できる。

監視情報に基づく各種運転支援シミュレーション

地上雨鼠計やレーダ雨｝化計など多穂類の監祝データを基に，

雨水流入批予i[lll，ポンプ井水位予測筈のシミュレーションと

その可視化を行うことにより，ポンプ運転を強力に支援する。

(4) 緊急事態対応のポンプ運転支援

台風接近ll詐に，気象情報，ポンプ場水位，ポンプ稼働状態

呼の重災なl青報を映像，グラフ，グラフィックス宵で提供す

ることにより，的確なポンプ連転を支援する。

(5) マンマシンシステム

これら緊急時運転支援，映像監視，連転支援シミュレーシ

きょ（渠）

＼ 

管渠水位，流昼

マルテメディア
雨水排水ポンプ監視制御システム

に←叫

I I II II I I 
ff//!!!! ’’’’’'： : 

亨
地上雨量計

屯

m
 

監視カメラ

数値センサ

I I I! II I 
! 1 ! 1, ！ ！ ．．，．．．． 

排水区域全域
I監視履歴総合再生 1

|〗已〗レーノヨ／ 1 

I緊急時ポンプ制御 I

図 1. コンセプトシステム

く手元CRT-A> く手元CRT-B>

図 2. 双方向マルチ大画面の画面例
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ョンではマルチメディアマンマシンシステムが重要となり，

その中で，図 2に示す双方向マルチ大皿面システムは実用化

段階にある。複数カーソルによる大画面上のオブジェクトの

操作や，大皿而ー手元CRT端末間のウインドウの自由移動

により，大圃面を使った共同怠思決定など，従米の監視制御

環境にない柔軟な監祝制御が可能となっている。

4. ビル運用管理システムにおける

マルチメディア応用技術

ビル連用管理システム分野において，マルチメディア技術

を適用する視点としては，

(1) 防災／防犯監視のマルチメディア化（映像監視）

(2) 設備監視制御，述用管理情報のマルチメディア化

(3) ビル内情報サービス，テナントサービスのマルチメディ

ア化

(4) 保守・管理人用携帯端末のマルチメディア化

等が考えられる。ここでは代表例として，防災／防犯分野で

のマルチメディア技術を応用したコンセプトシステムについ

て述べる。

4. 1 ニーズとコンセプトシステム

現状でも ITVカメラによるビル内の映像監視が行われて

いるが，現場の ITV映像を一方的に流しているだけである

ため，監視点数が削えると，管理者にとって必ずしも有効な

監祝手段となっていない。真に有効な映像監視システムを構

築するには，各種センサ情報と連動し，必要な映像を必要な

時に伝送・表示する仕組みが不可欠である。さらに，管理者

が情報を空間的かつ直感的に容易に把捏できる形で提示する

ことも重要となる。

そこで，従米のアナログ伝送による映像監視に代わり，映

像のディジタル化技術のメリットを生かしたアラーム映像監

視システムと，三次元 CG技術を応用した三次元マクロ監祝

技術（図 3)を組み合わせた次匪代ビル運用管理のコンセプ

トシステムを構築した。

4.2 コンセプトシステムの機能概要と

マルチメディア応用技術

(1) アラーム映像監視システム

防災／防犯関連アラーム発生時に，現場映像を自動的に中

央監視センターに表示する。このため，ローカルサイトに実

用化段階にあるメディアコントローラ (5)を配岡し，防犯セ

ンサやドア開閉センサ，現場のITV映保の画像処理による

侵入検知等の信号と連動して自動的に奥常発生現場近：傍のカ

メラ映像を選択して伝送し，センター側にリアルタイムに表

示する（リアルタイム伝送・蒋積・表示技術）。これにより，

侵人や火災発生の現場確認力瑯祖寺に行えると同時に，管理者

が常ll苗映像を監視する必要がなくなる。また，必要に応じて

センサ発報直前にさかのぼった画像を検索・再生・表示（ト

レースバック技術）することで，発報原因の特定が容易に行

える。

(2) 三次元マクロ監視技術

防災／防犯監視においては，監視点や発報地点の三次元空

間中での位閻把握が容易に行えることが，以後の対応を間違

いなく迅速に行う上で極めて重要である。

そこで， ITVカメラの位置画角，発報センサの位附等

をビルの三次元CG画像上で表示して，現在表示中の監視映

像がビルのどの部分であるのか容易に理解できるようにする。

逆に監視したい位置を CG画面上で指定することで，適切

なカメラを自動的に選択し画角を調整する。また，圃面で確

認した不審者の移動方向を指示することで， 自動的に適切な

カメラを選択し，順次切り換えて追跡監視が容易に行える。

図4に追跡監視の皿面例を示す。

三次元空間利用の操作・表示

0空調設備等の連動状態
0温度や煙等の空間分布
0監視映像，音響データ

二〉
マクロな視点で直感的・物理的な把握・操作

0圏形表現による直感的把握

〇リアルな表示・操作による現場臨場感
R実世界と対応した監視制御データ把握

”CG 
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図3.三次元マクロ監視のコンセプト
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図4. 三次元マクロ監視の画面例

5. 広域道路施設管制システムにおける

マルチメディア応用技術

5. 1 

社会賽本としての高＾速道路網の管理は，道路延伸計訓に基

づく道路網の拡大と，管理の省）J化・迅速化等の様々の要因

から，広域化。集l'9|1化せざるを得ない環境となってきている。

また， トンネル市故等の提常事態に対する更なる安全1•It確俣

も必要とされている。

ニーズとマルチメディア技術

このためには，広域に散在する各種道路施設をセンサやカ

メラ官からの多種多｝化な情報をJ1]いて監視し， 惰故等の拠常

状態の州期検知や迅速な対応を行わなければならない。

このような広域道路施設怜制システム (6)を実現するため

のマルチメディア技術として，マルチメディアマンマシン技

術 (CG,映像， 行声応答・認識），マルチメディアデータベ

ース (DB)技術（設備DB,図l（IiDB，映像DB)，述転保

守支援技術(「l』)Jガイダンス， 1行！lll保全，換気・給配水官の

オンラインシミュレーション），映像監視技術・ llhl像処雌技

術（突発'li象検知，火、点位附検出），マルチメディア応JIl』II

錬シミュレーション技術（』1|練システム，評価システム）匁；；

が栄げられる。

この収では，次IIt代広域j雌各施設笠制システムの中で代表

的な，火、191ii屯；；り検出システム及び映像監視DBシステムのコ

ンセプトにおけるマルチメディア技術について述べる。

コンセプトシステムの機能概要と

マルチメディア応用技術

5.2 

広域迎格施設悴制システムで牡徽的なli柄として，監祝Jll

ITVカメラが非常に多いことが帝げられる。例えば，

トンネルでは約 200mピッチでITVカメラが設附されてお

l~大

リ，管湘llセンターで監視且が常ll,『モニタしている。ここでは，

トンネル火災発生ll炸を想定して，現場の ITVカメラ監祝映

像を打効利！llした悴制センターの監視員の連転支援について

(2) 

,’
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図5. ITVカメラの撮像模式図

火点位附検出支援システムは，単眼の監視用 ITVカメラ

でとらえたトンネル火災映像を川いて， ITVカメラから火

災発生位岡までの距離を叶測し，火災地点に対応するスプリ

ンクラを特定することによリ，確実な水哄弱放水を支援する

システムである。

図 5はITVカメラが現場を撮像する仕糾みの模式図であ

る。ここで，現場を道路Ihi(Y= 0)に限定すると，徹像索

子の座標と現場の附椋とが1対 lに対応し，その結呆として，

距離計測が可能であることが分かる。

撤像索子と測定点の対応関係の定式化は，監視川 ITVカ

メラの設附条件（設iiti:i:iさ，アングル，カメラ諸Jじ）を，没閥

II午の調整によって初期設定して行う。また，経年変化に対し

ては，例えは，撤像l雌像中の平行線が 1点に交わる、＇，応すな

わち， ii'i失、点の座椋からカメラパラメータを求めるカメラキ

ャリブレーション技術などによって調整IlI能である。

図 6は火、点位ifi,検出支援のマンマシンインタフェースをぷ

している。ここでは，監視員が距離；感此を得やすいように，

監札』映像じに距離；1|盛りを設定している。そして，監視員が

火災発生位附の道路而をマウスなどで指定すると，指定され

た，点の二次心喉標，すなわち，撮像索fl：の！喉標から道路‘I;_

(1) 

述べる。

火），＇，（位；；閉検出支援システム

lhi lク）三次Jじ），.i外襟を求め，距離計測llを行う。

なお，図ではマウスカ斗旨定した位附に対応するスプリンク

ラから水II{'噂放水を行ったときに，放水の行われる区ii川を網

I lt岱様でぷすようになっている。

映像監視DBシステム

l孤^11じ火、1仄位；；り検出支援システムの実述JIll：の間題、点として，

トンネル火災をとらえた現場1爽:1象からは，煉のため現場1’l体

が兄えないということ力叫i！定される。これに対処するため，

従米はモニタ表ぷのみであった映像を，ある一定期間ディジ

タル映像）l_^ ム」縮技術を川いて将柏しておき，火災発生前後の映
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図 6．火点位置検出支援マンマシンインタフェース

像を）f珈酎再生することができる映像監視DBシステムが必要

となる汽

この映像監視DBをトレースバックして兄ると，火災発生

時点では煙の発生も少なく，現場をクリアに確認できるため，

より確実な火点位骰検出が＂［能になると考えられる。

図 7は，その一例として，火点位骰検出支援システムと監

祝映像DBシステムによって火災位附を特定し，三次元CG

技術を使って監視員に見やすく表示する総合的な火点位附特

定支援マンマシンインタフェースを示している（8)。図にお

いて，右下の火点位．置検出支援マンマシンインタフェースで

は，映像監視DBから得られた火災発生時点の映像を用いて，

火災位附の特定を行っている。

なお，映像監視DBシステムにおける映像の蓄積・検索の

基本技術は，前述のビル述用管理システムのアラーム映像監

視システムで灼11化されている。

6。むすび

以上，杜会・公共システム分野の監視制御・管埋システム

におけるマルチメディア応用技術について述べてきたが，こ

れら技術は，最近の社会・文化の急速なマルチメディア化に

辿動して，ーJ怜社会生活に身近なものになっていくと考えら

れる。

今後，これらの技術辿歩をいち早く取り入れて，杜会基盤

の整備と盟かな社会生活を実現する，人に優しい監視制御・

管理システムを開発していく所存である。
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特 集論文、一
マルチメディアプレゼンテーション

制作支援技術

（
 永沼和智＊ 土田泰治＊

横里純一＊ 脇本浩司＊＊

鈴木靖宏＊

要旨

近年，パソコン，インタ ーネット等の爆発的な普及と発

展により ， ビジネスマン，教師，学生など様々な人々が，

様々な目的でマルチメディア情報を利用できる環境が整い

つつある。 しかし， それらのマルチメディア情報を利用し

て利用者の用途に合った独自のプレゼンテーション用コン

テンツを制作しよ うとしても ，入手した新たな素材やコン

テンツを利用者が所有するコンテンツに組み入れることが

不可能であったり ，プレゼンテーション制作の専門家でな

いと制作ができないなどの課題がある。

これに対し，ソフ トウェアごとの通信機能の違いや通信

方式の違いを機能変換及び通信方式変換によるクラス化技

術又は直接接続するこ とのできなかったソフ トウェアを外

側から監視 し，制御を行うラッピング技術により，異なる

ソフトウェアの情報間の関係付けを実現した。 この異なる

ソフトウェアに関係付けだ情報を自 由にた どっていく ，ハ

イパーメディア型のプレゼンテーションの制作支援技術 を

開発 した。 これにより ，多様なユーザ要求や新しいタ イプ

のデータに対応することが可能となった。

また，プレゼンテーションのソフ トウェアの情報間の関

係を ビジュアルに表示し，その関係付け，削除， 編集をマ

ウス操作のみで行うことと，ィンタ ーネッ トから収集した

情報をパソコンに蓄積されたローカルなデータと一括管理

し，収集 したアドレスや日付 を基に日々変化するインタ ー

ネット情報の更新状況の把握を行うことにより ，プレゼン

テーション制作をより容易なものとする。

今後，関連部門と協力して， この技術 を応用して開発し

たマルチメ ディアプレゼンテーション制作支援システムの

製品化を目指す。

ハイパーメディア型マルチメディアプレゼンテーション l
Directorコンテンツ ビデオデータ 30-CGデータ インターネットホームページ 文書データ

ソフトウェア
ラッピング技術

立品召コを全—-·.:9、. co··
:，・ご--. *•” - .—· 
デ去季己"・-五一王占:‘

三某孟猛手ぎピ.,．̀只...←
翌てそ立＃芸戸云玉

な---—.. -． 

ソフトウェア間の情報関係付け技術
リンク技術― ソフトウェアクラス化技術

素材収集支援技術 コンテンツ作成支援技術
”“° 重墨〇 景や” ”わ"’ ",... ＂叫'’’II'町＇’J’↓,99.l叫

”“0 ・鳥°̀’̀‘’ 阻丑
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ハイバーメティア型プレゼンテーション制作支援技術

ワープロゃWWW(Wo「IdWide Web)ブラウザを始めとする様々なソフトワェアをクラス化又はラッピングすることにより，それらソフト
ウェアの庸報閻を関係付けることを可能にする。この異なるソフトウェアの清報間の関係付けにより，様々なデータを追加，組み込むことので
きる，上記のような八イパーメティア型プレゼンテーション制作支援技術を開発した。
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1。まえがき

近年，パソコン，インターネット等の煤発的な普及と発炭

により，ビジネスマン，教師，学生など様々な人々が，様々

な目的でマルチメディア情報を利用できる環境力咽tいつつあ

る。しかし，それらのマルチメディア情報を利用して利用者

の用途に合った独自のプレゼンテーション用コンテンツを制

作しようとしても，入手した新たな索材やコンテンツを利）ll

者が所有するコンテンツに糾み入れることが不可能であった

り，プレゼンテーション制作の専門家でないと制作ができな

いなどの課題がある。

本稿では，このような間題を解決するため，だれもが容易

に様々な市販ソフトウェアで制作されたマルチメディアデー

夕及びコンテンツを関係付け，プレゼンテーションに利J1]で

きるシステムをユーザに提供することを可能としたマルチメ

ディアプレゼンテーション制作支援技術について述べる。

2. マルチメディアプレゼンテーションの

現状と必要条件

現在マルチメディアプレゼンテーションの制作で最も一般

的に使われている製品は， Microsoft社の PowerPoint国 1)

とMacrornedia社の Director（注2）である。

PowerPointは，スライド形式のプレゼンテーションを

プログラムなど特殊な記述を必要とせずに筒単に制作する機

能を提供する。ただし， PowerPointで制作可能なプレゼ

ンテーションは，基本的にテキストとグラフィックスによる

スライドだけであり，動両や CG(Computer Graphics) 

といった祈たなデータを糾み込むことや，紙芝居的に流れて

いくのではなく，操作に応じてインタラクティブに変化する

プレゼンテーションは制作できないという課題がある。

これに対し Directorは，動両やアニメーション等の動き

があり，視此的効呆の高いデータを作成して糾み込むことが

II[能であることと，ユーザの操作によってインタラクティブ

に表示を変えることができる、点から，プレゼンテーションや

CD-ROMタイトルの制作に広く使川されている。

しかし，近年大きく発炭しているインターネットで提供さ

れるホームページ奴)i, Directorが対応していない祈しいデ

ータをプレゼンテーションに組み込むことはできない。

また，インターネットで提供される情報を利川する場合に，

インターネットから情報を見付けてくる作業が非常に手間が

かかったり， II々 変化するインターネット'|青報の更新状況を

把捉するのは難しいという問題がある。

以I?：を）店に，これからのマルチメディアプレゼンテーショ

ン制作の必要条件を東各且I！する。

(1) 今までになかった祈しいタイプのデータや他のツールで

制作したプレゼンテーションを追加し，糾み込むことができ

る。例えば，バーチャルリアリティ (VR)やアニメーショ

特集論文
‘I | 

ンといった，祝党的効呆の高いデータを利用できる。

(2) プログラム等の特殊な記述を必要とせず，ビジュアルに

インタラクティブなプレゼンテーションが制作できる。

(3) インターネットからのマルチメディア情報収集とその管

理が容易に行え，その情報かプレゼンテーションで利用でき

る。

3. マルチメディアプレゼンテーション制作

支援技術の特長

前記必要条件を満たす次のマルチメディアプレゼンテーシ

ョン制作支援技術を，パソコンのWindows95（注l)＿l:.でl')f.J発

した。

(1) 様々なソフトウェアを統合し，それぞれのソフトウェア

の情報間の関係付けを行い，ューザがその関連を自由にたど

っていくハイパーメディア型のプレゼンテーションを制作す

ることにより，多様なユーザ要求や祈しいタイプのデータに

対応する。具体的には， Director等の市販のツールを用い

て制作したプレゼンテーションやバーチャルリアリティ，さ

らには今後/11,てくる新たなデータをも利用可能とすることで，

リアルなプレゼンテーションを実現する。

(2) 上記のハイパーメディア型プレゼンテーション全体のリ

ンク構造をビジュアルに表示し，その」一ー：でプレゼンテーショ

ン制作をマウス操作のみで行う。

(3) インターネットから収集しだ情報をローカルなデータと

一括して管狸し，収集したアドレスと ll付を基に， ll々 変化

するインターネット上の情報の更新状況の把捏を行う。

マルチメディアプレゼンテーション制作支援技術は，ハイ

パーメディア型のプレゼンテーションを実現するソフトウェ

ア統合技術，ューザのプレゼンテーション制作を支援する情

報収集支援技術，コンテンツ制作支援技術，プレゼンテーシ

ョンを構成するソフトウェア群からなる。マルチメディアプ

レゼンテーション制作支援技術の概念を図 1に示す。

次に，これらの特長を実現するための技術の概要を述べる。

3. 1 ソフトウェア統合技術

（注 1) "Powerl'oint""Windows95""Word""Excel"は， Mi-

crosoft Corp．の倍i椋である。
（注 2) "Director"は， MacromediaInc.の麻椋である。

Na'<gat,on" il, Netscape Commuc,cat,on Cocpの

図 1. マルチメディアプレゼンテーション

制作支援技術の概念
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この技術の大きな特長の一つであり，このプレゼンテーシ

ョンの碁盤となっているのは PACKAGEFRAME 0)のソ

フトウェア統合技術である。 PACKAGEFRAMEは，ハ

イパーメディアの考え方を拡張し，ソフトウェアの着脱が容

易なシステム構築基盤を実現した。旧米のハイパメディアで

は，利用可能な情報が制限されていたり，ソフトウェアの統

合ができないなどの間題があった。そこで，ハイパーメディ

アの考え方を，データ間の関係だけでなく，機能間の関係ま

で広げ，ハイパーメディアの良さを生かしながらプレゼンテ

ーションに適）廿できるのがPACKAGEFRAMEである。

P ACKAGEFRAMEは，通信マネジャとリンクマネジ

ャから構成されているが，さらに連携可能なソフトウェアを

拡張するため，今回，ソフトウェアラッピング技術を開発し

た。

それぞれを次に示す。

(1) 通信マネジャ（ソフトウェアクラス化技術）

通信マネジャは，市販ソフトウェアや独自に開発したソフ

トウェアを統合する機能である。ソフトウェアごとの通信機

能の違いや通信方式の違いを機能変換及び通信方式変換によ

ってクラス化し，吸収する。

(2) リンクマネジャ（情報統合技術）

リンクマネジャは，ワープロやWWWブラウザなどの拠

なるソフトウェアの情報間を関係付け，その関係情報を）廿い

で情報検索を行う機能である。ソフトウェア間の関係情報を，

それぞれのソフトウェアの内部でなく PACKAGE

FRAMEに共通にf尉寺することにより， ili販ソフトウェア

や開発ソフトウェアのデータ構造を変更せずに，ソフトウェ

アの情報間の関係付けが可能となる。

(3) ソフトウェアラッピング技術

ソフトウェアラッピング技術は，上記(1)の通信マネジャ

のソフトウェアクラス化技術において，クラス化の行えない

ソフトウェアを外部からラッピングして統合を行う技術であ

る。通信マネジャでクラス化できるソフトウェアの条件•は，

Windows上のソフトウェア間通桐手段である OLE(Ob-

ject Linking and Embedding)/ DDE (Dynamic Date 

Exchange)通信機能を持っていることと，アンカ作成と通

信制御の行えるマクロ言語を持っていることである。 OLE

/DDE通信機能を持っていないツールで制作されたコンテ

ンツや，編集が行えずアンカの作成ができない実行形式のコ

ンテンツ（例えば， Directorの実行ファイル）に対して，ア

ンカ作成・削除・検索機能を提供する。

ソフトウェアラッピング技術は，対象ソフトウェア外部に

透明ウィンドウを設け，その透明ウィンドウ上にアンカを表

示・作成・削除・編県の処理及び実行を行う機能，対象ソフ

トウェアを制御する機能を1外l発し，さらに，対象ソフトウェ

アに現在表ボしているページやフレームといった表示IW冷技を

取得する機能を付加することにより，対象ソフトウェアの表

70 (208) 

示内容に応じたアンカの作成・表示，及ぴアンカから他のソ

フトウェアの情報の呼出しを可能にした。

3. 2 素材収集支援技術

索材収集支援技術は，インターネットから収集しだ情報を

ローカルなデータと一拮管して管理し，収集したアドレスと

日付を基にして，日々変化するインターネット 1̂^．の‘IW報の更

新状況の把捏を行う。現在では，インターネットからのロー

カル情報によらず，静止圃・動両・ホームページなどコンテ

ンツの索材となる情報があふれているが，それらの大焼の情

報を収集し，管理することは容易ではない。今lll||｝tl発した技

術によって，インターネット情報とローカル情報に限らず，

俯報を日的別に収集して一元的に管理することができる。

索材収集支援技術の特長を挙げる。

(1) 索材収集，編集作業の支援

コンピュータに関する詳細な知識を持たない一般的なユー

ザにも筒単に索材の収梨・編集が行えるように基本操作は

すべてマウスの操作で行う。ホームページ自体やそこに合ま

れる憎止皿などの索材も容易に取得できる。

(2) インターネット情報更新支援機能

インターネット上からローカルに取得してきた索材につい

て，取得元情報として URL(Uniform Resorce Locater) 

と11付を管理する。そして， H付をチェックすることによっ

てインターネット情報を直接参照せずともその情報が更新さ

れているかをチェックすることができ，簡単にコンテンツに

反映できる。

この技術により，用途別にデータを収集・将積しておくこ

とでl胄報の整理が行える。

3. 3 コンテンツ制作支援技術

コンテンツ制作支援技術は，ハイパーメディア割プレゼン

テーションで使用する索材（各ソフトウェアのファイル）を

コンテンツ編集ツール上で並べ，そのI.lilにソフトウェアの情

報I.i•ilの関係を設定することにより，コンテンツ全体の構成を

見ながらビジュアルにコンテンツの制作が行える技術である。

この技術によリ，様々なソフトウェアで作成した索材やコ

ンテンツなどを統合して，コンテンツをシナリオを検討しな

がら制作することが可能となった。また， 3.2節のインター

ネット情報更祈支援機能と連携することにより，プレゼンテ

ーションコンテンツの中で使われているインターネットから

取得した索材の更新が容易に行える。

図2に，索材収集支援技術とコンテンツ制作支援技術の概

念を示す。

3. 4 動画ハイパーメディア技術

動皿ハイパーメディア技術は，動両内の移動する特定の対

象にマルチメディア情報を筒iltにリンク付け可能にする技術

である。従米，重｝Jl[I.i1をJ1]いたプレゼンテーションは単に動両

を再生するだけのものが多かったが，この技術によって，受

け手が必要に応じてt体的に情報を取り出すインタラクティ

三蕊 ‘1い機技報 •Vol.71 ・ No.2 • 1997 
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図2.素材収集支援技術と

コンテンツ制作支援技術の概念

ブなプレゼンテーションが制作可能となった。ユーザは動圃

中の対象が現れる開始フレームと，その対象が動皿から消え

る終了フレームにおいて，その対象を圃むようにアンカを設

定する。動皿ハイパーメディア技術は，聞始フレームから終

了フレームまでの対象の動きを検出することにより，その間

のすべてのフレームに対してアンカを設定し，動皿再生中の

どのタイミングでもその対象を特定することを可能とする。

この技術により，パソコンに取り込んだ動画の中の特定の

対象にアンカを設定し，それに対して他のマルチメディア情

報を関連付けることにより，動画を糾み込んだインタラクテ

ィブなプレゼンテーションの制作が可能になる。

3. 5 バーチャルリアリティハイパーメディア技術

バーチャルリアリティハイパーメディア技術も動画ハイパ

ーメディア技術と同様に，仮想三次元空間の対象をアンカと

して設定し，その対象に対してマルチメディア情報を関係付

ける技術である。この技術により，バーチャルリアリティを

糾み込んだインタラクティブなプレゼンテーションの制作が

可能になる。

4. 適用

マルチメディアプレゼンテーション制作支援技術を用いて，

3章で述べた特長を描えたマルチメディアプレゼンテーショ

ンシステム VISUALSHOCKを開発した。 VISUAL-

SHOCKは，ソフトウェア統合技術PACKAGEFRAME

を基盤とし，梢報収集支援技術とコンテンツ制作支援技術に

よる VISUALSHOCK-BASIC及びソフトウェアラッピ

ング技術によって Directorを接続した VISUALSHOCK -

AUTHOR,巫｝訊ハイパーメディア技術による VISUAL-

SHOCK-MOVIEとバーチャルリアリティハイパーメディ

ア技術による VISUALSHOCK-VRからなる。図 3に

VISUALSHOCKのシステム構成を示す。

VISUALSHOCKは，その特長を生かして，学校教育な

“WorId TooI K1『は， SENSE8CorP・ り）侶心である

Wmdows 95 エクス

図 3. VISUALSHOCKのシステム構成

どでの教育川プレゼンテーション作成支援システムとして応

川していく。

5. む す び

マルチメディアプレゼンテーション制作支援技術は，動皿

やバーチャルリアリティといった祝詑的効果の高いデータや

インターネット上の情報を利用したインタラクティブなプレ

ゼンテーションがビジュアルに制作できることと，今までに

なかった新しいタイプのデータや他のツールで制作したプレ

ゼンテーションを追加して組み込むことができることから，

今までにない柔軟なプレゼンテーションの制作が可能となっ

た。

今後の課題として，プレゼンテーションを共有利用した場

合のユーザやプレゼンテーションの管理，遠隔からのプレゼ

ンテーションの利用， WWWサーバと有機的に連携したプ

レゼンテーションの実現力噂きげられる。

今後，これらの技術開発を進め，関連部門と協力して，こ

の技術を応用して開発した VISUALSHOCKシステムの製

品化を目指していく。
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特集論文、一
デスクトップ用大画面・高精細15.1型

XGA TFT-LCD 

（
 川戸富雄＊ 沼野良典＊

寺澤毅＊津村顕＊＊

西村優＊

要旨

パソコンの表示画面は，操作性改善の要求とグラフィッ

クス処理能力の向上により，大画面・高精細の方向に進ん

でいる。 しかし，現在のCRTモニタでは，机上の占有面積・

質鍼 ・消費電力などが大きくなる欠点があった。一方，液

晶ディスプレイ (LCD) は，薄型・軽量 ・低消費電力のメ

リットがあるが，これまで携帯用のノートパソコン向けの

開発に主眼が置かれていたので，表示画面サイズ，画面輝

度共に制約されていた。 そこで，新たな展開として，

CRTの置換えをねらったデスクトップ用大画面・高精細

TFT-LCDを開発した。

表示画面サイズは，パソコンの主流となる 15型 (CRT

17型に相当），解像度はXGA(1,024 x 768画素）で， 200

cd／面の高輝度，従来のLCDよりも広い視野角（水平：

士60゚，垂直： ＋40~-60゚）で，広い色再現性， 26万色の

色数などの高画質を達成し，十分に CRTに対抗できるも

のとなった。さらに，インタフェ ースとして，従来の

CMOS-TTLのほか， EMI(Electromagnetic Interfer-

ence)の低い LVDS (Low Voltage Differential Signa-

ling) も選択できる。バックライトには変換可能な熱陰極

管ランプユニットを開発した。内蔵インバータによって

4: 1まで調光可能である。

テスクトップ用大画面・高精細15.lインチXGA-TFTLCDの外観
外形寸法 ：福355.2X高さ269.BX奥行き21.D (mm) 

表示画面寸法 ：（日）307.2x(V)230.4 (mm) 
モジュール質量 ：2.000g
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1。まえがき

パソコンの表示画面は，操作性改善の要求とグラフィック

ス処理能力の向上により，大画面・高精細の方向に進んでい

る。現在の CRTモニタは曹及版が14~15型であり， 1ラ

ンク大きい 17型が普及しつつある。しかし，机上の占有而

積・質鼠・消骰屯力などが大きくなる欠点があった。一方，

液品ディスプレイ (LCD)は薄型・軽批・低消骰屯力のメリ

ットがあるが，これまで携幣用のノートパソコンヘの応用を

主眼に附いた開発がなされてきたため，表示皿面サイズは

A4に納まる 12型程度に，両而輝度はバックライトの消骰

霞カカ噌午す 70-100cd／面程度にそれぞれ制約されてい

た。

そこで LCDの新たな展開として，ノートパソコンで培っ

てきたプロセス技術を大皿而化に適用し，発展させるととも

に，画質においても CRTに匹敵する師度・視野角・色再現

性を実現することにより， CRTを置き換えるデスクトップ

用LCDを開発したので，その適用技術と光学特性を述べる。

2。 開発のねらい

デスクトップ川 LCDを開発するに当たり， LCDの特長

を生かしつつ，表示画面サイズを大きくし，光学持性を改善

することを目的とした。具体的には，表示画面サイズはパソ

コンの主流となる 15型 (CRT17型に相当），解像度は

XGA (1,024 x 768画索）を目標とした。光学持性について

は， CRT以上の性能として高輝度 200cd/1面を第一とし，

従米の LCDよりも広い祝野角でCRTに迫るとともに，広

い色再現性， 26万色の色数など高画質を日標とした。さら

に，インタフェースに EMI対策を施すこととした。

今桓l開発したデスクトップ用 15.1型XGATFT-LCD 

の仕様を表 1に，製品の外観を図 1に示す。

3. 適用技術

3.1 TFTアレー技術

表 1. 製品仕様

製 品川途 15.lXGAモニタ

製品方式 a-Si TFT /TN LCD 

モジュール寸法 (mm) CW) 355.2X (H) 269.SX (D) 21.0 

モジュール質：ht (g) 2,000 

圃ifli寸法 (mm) (H) 307. 2 X (V) 230. 4 

祖1 （対角mm) 15.1 (384) 

両索数 (I-I) l,024X (V) 768 

色配列 RGB縦ストライプ

ドット寸法 (μm) (H) 100 X (V) 300 

表示色 26万

インタフェース LVDS又はTTL

ラ ンプ HCFL¢6. 2mm 2灯（交換可能）

総泊骰屯）J 17.4W 

大皿而・高精細モニタ対応の TFTアレー設計では，配線

抵抗と負荷容鼠の増加や 1ラインの選択時間の減少により，

ゲート信号の遅延に注意が必要である。遅延時間が大きい場

合，ゲート信号入力側から徐々に輝度が変化する輝度傾斜や，

他の皿索に書き込まれる侶号の影評を受けて輝度が変化する

クロストークの圃質低下が起きる。一方，遅延時間を短くす

るために配線輻を広くして配線抵抗を下げると，開日率の低

下を招く。したがって，ゲート信号の遅延を抑えて開I□I率を

高くする TFTアレー設計が重要である。今阿取り入れた要

索技術は，ブラックマトリックス (BM)のTFTアレー配

骰， TFTオンゲート， Cs共通配線の三つである。

図2に1皿索の平而図の模式図を示す。従米，カラーフィ

ルタ (ColorFilter: CF)枯板上に BMを設けているが，

皿索屯極とソース配線間隔からの漏れ光を完全に遮光するた

めには TFTアレー基板上の皿索虚極より直ね合わせ精度

(5μm)分だけlj卜］日部分が小さくなる。そこで， BMとして

Cs共通配線を TFTアレーに配置することにより， lμm程

度の重ね合わせを行い，高間fJ率化を図った。

また，ゲート配線上に TFTを形成すること (TFTオン

ソース線

図 1. XGA TFT-LCDの外観

デスクトップ川大両面・高精細15.1型 XGATFT-LCD ・川戸・寺澤・西村・沼野・津村

画素電極

ソ

(a) BMオンアレ一方式

図 2. 画素平面図

画素電極

ゲート線

(b) 従来方式
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ゲート）で，従米ゲート線から TFTがll岡索内にはみ出てい

たことによるI}tll.-1率低下をなくした。

さらに，ゲート信号迎延による両質低下を防ぐため，液晶

容屈に付加する将栢容斌 (Cs)を，ゲート配線上に形成せず，

別配線とする力式を採jllした (Cs共辿配線方式）。また，

Cs共通配線をソース配線と訓索虚極の間に配附することに

より， B1VIの役割だけでなく，ソース配線と両索屯極l-lilの

奇生容械を低減することができ，これによってソースイ言号の

引込みによるクロストークも防止している。

3.2 インタフェース

最近， Ili]辺機悩に悪翡笏停をりえる虚磁ふく（輻）射が問題

となっている。一）i, XGAの高解像度データをディジタル

伝送した場令，通常の CMOSレベルではパソコンからモニ

夕までのケーブルからの軍磁輻射が大きくなるとf想される。

このため， EMI対策として，ディジタルインタフェースの

LVDS方式を採）廿した。

LVDS-Ji式について説明する。図 3にこの製品のブロッ

ク図を示す。伝送仏号振輻が300mVで従米の CMOS-

TTL力式の 3,3Vに比べて約 1/10の小振輻で，かつ，差

動ペアラインによって発生した屯磁輻射が打ちiiりし合うため，

EMI雑音の低減が図られている。また，差動ペアラインに

より，外部からの EMC(Electromagnetic Compatibil-

ity)雑行にも強い。さらに，パラレル／シリアル変換により，

伝送線数を従来の 40本から 16本に削減した。

現在，インタフェースは，既存のアナログ伝送からディジ

タル伝送への過渡的状況にある。そこで， LVDS方式に加

えて， A/Dコンバータ Ii',力を直接受けられるように

CMOS/TTLインタフェース版も製作した。

ピデオグラフィソクス刀ート

LVDSインタフェース

ロ
Ref・CJ Kl 

PaicO 

Paicl 

Paic2 

!Scf-Cl K2 

Paic3 

Paic4 

Paic5 

LVDS 
レン‘ー） ＼ 

3.3 バックライト

高輝度を実現するために，この製［協のバックライトとして，

従米の冷陰極管に比べて高輝度が可能な熱陰極管を採）1］した。

熱陰極悴と冷陰極管の比較を表 2に示す。 15型以上の大l圃

而に対応するために必要なランプ長は長辺側で 300mm以

上となリ，冷陰極管の放虚間始に必要な印加虚I王がl,OOOV

以上必要で，インバータのI1il路規模が非常に大きくなる。一

方，熱陰極笠は放軍間始印加屯圧は 700V程度と低い。ま

た， 1灯刈たりの消骰屯力は熱陰極管の方が高いが，伺じ総

光束械で比較すると熱陰極管 l灯に対し冷陰極管は 2灯とな

り，総消骰屯）Jはむしろ低くなる。

この製1'ii11では，インバータを内蔵とし，パルス調光方式に

よって 20-100％の辿続調光を可能とした。また，長期使

川を考虚して，ランプ交挽が可能な構造とした。さらに，バ

ックライトの構成を工夫することによって，指向性を改苦し

た。

4. 光学特性

図4に，バックライトのレンズ構成を改良した今1川の製品

と従米のレンズ構成品の，白表示での左右方向の祝野角特1生

表 2. 熱陰極管と冷陰極管の比較

総光柘

大訓 Ifri

熱腔

約2~3

300mm以」，．．［！［能

6.2mm 

48W 

15,000h 

TFT-LCDモジュール

ソースドライバ

l,024X3X768 

冷陰極管':

1とする

300mm以上は難しい

¢,2.0mm 

3.85W (1灰］―：litこり）

15,000h 

DC二
DC□I BLインハータ

システム

図 3. 製品のブロック図 (LVDSインタフェース）
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図4.左右方向の視野角特性

二CR=lO40~ 

コントラスト比 150 

色 I ン{，: 、¥'. y 

I’I 0.30 0.34 

緑 0 30 0.60 

叫＇＼し。|' I 

I赤 0.60 0.36 
I I I I I'I  

， 
60' -40 -20 0 

I'i• 0.15 0.11 

視野角 1、I：イi -60 ° ~ 6 0° 

CR>lO l ・. I< -60° ~ 4 0° 

視野角 左イi 40" 40 

正1(Ii輝皮50% l一上 ド -30-30' 

図5。全方位のコントラスト比特性

を示す。この製品は正而輝度 ZOOcd/1112以上の高輝度を逹

成し，輝度が50％となる視野角を従米品の 25゚から 40゚ に改

節した。図 5に全方位のコントラスト比特1’ltを示す。光学補

償フィルムの採用により，視野角ll:Ihiコントラスト化が150

以l•こ，コントラスト比 10以 l：の視野角が左右 60'以」•••9 -l: 

60゚ ，下50゚ となり，従米品の左右 50゚ ，上45゚，下20゚ に比べ

て広い視野角を実現した。また，図 6に示すように，色再現

‘性を高色純度CFの採用によって従米品に比べて笞しく改蒋

し， CRT並みの色ni現 I’生を実現した。

表3にこの製品の光学朱ヤ性を示す。光学1年性は十分CRT

のliliI質に対抗できるものになった。

＞、
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3

2

1

 

••••••••• 0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0.2 0.4 。.6 0.8 

X 

図 6. 色再現l生

表 3. 開発品の光学特性

5. むすび

デスクトップ）l]15.1型XGATFT-LCDについて，適

応技術と光学持性を述べた。この製IIII＼は喝社における LCD

製品のデスクトップ川モニタ市場への参人の第 1歩であり，

これからも将米あるべきモニタの恣を椋索しつつ，“マルチ

メディアの顔”にふさわしい1枠l発をしていく所・{fである。

最後に，この製品の開発に,I,1たりご協力いただいた(t,j<)ア

ドバンスト・ディスプレイの関係各位に対して深く感謝の怠

を表する。
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高精細CRTディスプレイモニタ

“ダイヤモンドトロン”

（
 井之上章＊長峯 卓＊＊

村田瑞樹＊ 久岡靖＊＊＊

西野浩章＊

要旨

当社が開発製品化したディスプレイモニタ“ダイヤモン

ドトロ ン’'は，視認性や解像度など表示性能の高さの点か

ら，様々な用途において高い評価を受けている。しかし，

近年のワークステーションの普及やコンピュータ性能の向

上，またマルチウィンドウアプリケーションの普及により，

ディスプレイモニタとしてより表示容菫の大きいものが求

められるようになってきた。我々はその要求に対応するた

め，高解像度の新ダイヤモンドトロン CRTを搭載 した高

精細 CRTディスプレイモニ タ“ダイヤモンドトロン”を

開発した。

本稿では， CRTに関する 高精細アパーチャグリル， 高

フォ ーカス電子銃，高精度偏向ヨ ーク技術，及び高周波対

応回路技術について述べる。

新ダイヤモンドトロン CRTでは，シミュレーションに

よって構造決定を行った新フレーム構造による 0.26mm  

ピッチの高精細アパーチャグリル，新光学構成による高性

能電子銃 “P-NX", 一方向組立てによる高精度偏向ヨー

クを採用 し，高解像度化を実現した。

また，モ ニタシャー シは高周波対応とするため，コン

バージェンスとひずみ特性をディジタル的に補正する波形

を生成・制御することによって高画質化を実現すると同時

に，高周波化によ って問題となる放熱対策も施した。

（
 

高精細CRTティスプレイモニタ“ダイヤモンドトロン'’

高精紐アパーチャグリル，新光学構成電子銃，高精度偏向ヨークを採用した0.26mmピッチビlインチ高解像度CRTを搭載した高精細CR丁デ
ィスプレイモニタ“ダイヤモンドトロン”を開発した。
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1。まえがき

当社が開発製品化したディスプレイモニタ“ダイヤモンド

トロン”は，祝認性や解像度など表示性能の高さの点から，

様々な用途において高い評価を受けている。しかし，近年の

ワークステーションの曹及やコンピュータ1生能の向上， また，

マルチウィンドウアプリケーションの普及によリ，ディスプ

レイモニタとしてより表示容絨の大きいものカ<；Rめられるよ

うになってきた。我々はその要求に対応するため，高解像度

の新ダイヤモンドトロン CRTを搭載した高梢細CRTディ

スプレイモニタ“ダイヤモンドトロン”を開発した。

本稿では，新CRTに関する高精細アパーチャグリル，高

フォーカス霞子銃，高精皮偏向ヨーク技術，及び高開波モニ

夕対応回路技術について述べる。

2. 高精細アパーチャグリル

アパーチャグリル方式 CRTでは， CRT製造工程におけ

る熱I程で生じるアパーチャグリルの過大な応力変化はグリ

ルの微細なねじれを生じ，その結果“すじむら”として

CRTの画面品位を損ねることとなる。新ダイヤモンドトロ

ンCRTでは， 0.26mmピッチ高精細アパーチャグリルを

採用しており，この現象がより顕著に現れる。その対策とし

て，フレーム Vメンバ底面にフレーム Vメンバと異なる熱

膨脹係数を持つ STC(Self Thermal Compensation)プ

レートを付加し，この STCプレートとフレーム Vメンバと

によるバイメタル作用から熱工程中のグリル応力を緩和し，

応力変化を抑制するフレーム構造を採用した。

表 1にフレーム Vメンバ形状， STCプレート形状，及び

グリル応力緩和賊とのシミュレーション結果の一例を示す。

このシミュレーションによ

能も併せて備えることができた。 STCプレートの有無と温

度ドリフト補正姑とのシミュレーション結呆では， STCプ

レートありの場合， STCプレートなしに比べて温度ドリフ

ト補正批は約 11％改善された。また，実験結呆においても

ほぼ同様の効果が確認できた。図 1にフレーム Vメンバと

STCプレートとのバイメタル作用の模式モデルを示す。

3. P-NX電子銃

1, 600 X l, 280ドットクラスの高精細画像を鮮明に映しtl,1

すためには，虚子ビームをより徴細に集束させる必要がある。

新ダイヤモンドトロン CRTでは，屯子ビームの集束I生能を

改善した新霞子銃“P-NX"を搭載した。

一般に，セルフコンバージェンス偏向方式を用いるカラー

CRTでは，偏向磁界に合まれる六極磁界成分が屯子ビーム

に対して水平方向に凹レンズとして作用し，水平倍率を増大

させる。そのため，画面の中央から周辺部へ向かうにつれて

水平解像度が次第に低下する傾向があり，その改善が高解像

度モニタ用 CRT開発の上で重要な課題であった。

偏向磁界による水平倍率の櫓大を屯子銃の光学系で減殺し

ようとするとき，倍率と収差の相反性が問題となる。つまり，

光学系を単に低倍率構成にするだけでは，電子銃の最終段で

ある主レンズ領域で屯子ビームの広がりが大きくなり，開1二I

収差が増大するので，水平解像度は向上しない。 P-NX電

子銃は，図 2に示す構造の低収差主レンズを備え，低い倍率

での結像を可能とした。

主レンズの構造上の特長は， 3個の大日径レンズ孔を配し，

また対向する二つのレンズ屯極の端而に傾斜面を設けたこと

である。

レンズの開日収差はレンズ孔の開口径に強く依存する。そ

って熱工程中のグリル応力

緩和批が最適となり，また

フレーム軽屈化に寄与する

形状，すなわちパイプ形状

Vメンバ及ぴSTCプレー

ト形状を得ることができた。

一方， STCプレートは，

CRTの動作中にもフレー

ムとのバイメタル作用が生

じる。このため，アパーチ

ャグリルの温度変化によっ

て氾子ビームの蛍光面への

到逹位附がCRTの動作時

間経過又は環境温度で変化

し，色純度が低下する問題

（経時変化特性，環境温度

ドリフト特性）への補正機

＼＼ 
Vメンバ STCプレート グリ ）レ

断面構造 Z方向 断面構造
長さ

弾性係数 熱膨脹係数
応力低減

輻x高さ オフセット 輻x高さ
(mm) 

at 733K at 733K 
(kgf/mn廿）

(mm) (mm) (mm) (kgf/11111廿） (／k) 

ケース1 16.0Xl6.0 0.0 13. 0 X 3. 0 220.0 16.5 18 7.6 

ケース2 16.0Xl6.0 0.0 13. 0 X 3. 0 253 0 16.5 18 11. 4 

ケース3 18.0Xl6.0 0.0 16.0X3.0 220.0 16.5 18 8.5 

ケース4 18.0XlS.O 0.0 16. 0 X 3. 0 220.0 16.5 18 11. 8 

ケス5 18. 0 X 18. 0 0.0 16.0X4.0 200.0 16.5 18 13.3 

グリ）レ

Vメンバ

STC(゚レート ／ 
ハ ↑ 

溶接点3か所

常温状態時

表 1. グリル応力緩和量シミュレーション結果

〔

温度上昇時

図1.STCプレートの作用モデル

高栢細CRTディスプレイモニタ“ダイヤモンドトロン”•井之上・村田・西野・長峯・久liil

固 2. 主レンズ形状
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のため従米の主レンズ設計では， レンズfLの形状に直点を附

いた検討がなされてきたが，主レンズに諜されるほかの災化

すなわち①非点収為②こま収差，③スタティックコンバ

ージェンスにかかわる条件が制約となり， レンズ孔の形状に

ill rll度が乏しいという難、点があった。今llll導入した傾斜l(li構

造によれば，これらの語条件はレンズfLの形状にかかわらず

狐＇！：に適正化することができ，大 l幅な1jflIl収），各低減がn［能と

なった。

この祈しい主レンズは， iじ子光学ーに基づく収差解析CAE

の援川の下に最適化されたもので， ‘I,I杜従米の屯子銃のiミレ

ンズと比餃して1}｝l11収差係数は約 40％低減されている。

図 3にP-NX虚予銃の光学構成を示す。偏向信号と1ii]期

して動作する11:＿いに逆極性の二段のダイナミック四極レンズ

をじレンズの1iij段に備え，偏向磁界の持つ非、点レンズ作）1jと

俳せて」ー［角結像性の晶いトリプレット四極子光学系が構成さ

れる。前段のダイナミックIJしl極レンズがlfl-i1lfli周辺部での水平

倍率J曽大を補f買し，後段のダイナミック四極レンズが偏向非

点収差を補＿I[する役割を担う。

なお，一般にこのような二段四極了構成の屯子銃は，単段

四極子構成の虚子銃に比べて必要なダイナミックフォーカス

屯圧が高くなるという短所を併せ持つが，乖直方向の倍率変

調感度をプリレンズで抑制することにより，これを極力軽減

した。

表 2にP-NX虚［銃の屯子ビームスポット径持性を示す。

4． 高精度偏向ヨーク

マスクピッチが細かくなり，虚j'銃のフォーカズ性能が向

上してくると，コンバージェンスエラー (RGB3色のillilfli

他ぶ9.
レンス 桃i:/ン又 •i. 、／/‘< 

図 3. P-NX電子銃の光学構成

表 2. P-NX電子銃のスポット径特性

Vィ予oi:：In::II I r[; イ/‘〗;lm) I \「~ml

表 3. 一方向組立ての特長と効果

l.91: 」こ 効呆

H/Vコイルスリット巻線 巻線柏度と安定性l{IJI•~9 99知 1・ 1'11111文拡大

＿上での位附ずれ）が解像度に大きく影牌してくる。これを防

ぐため，高粕細なコンバージェンズ性能を安定して得ること

ができる祈しい構造の偏向ヨークを開発した。

従米のディスプレイ）ll偏向ヨークでは，巻金型を用いて巻

線した水平▲ (H)コイルと乖直 (V)コイル各々 2個を，それ

ぞれ拠なる）j向から糾み合わせ，さらに 2分割したフェライ

トコアをその外側に配附する条lt立構造であった。 しかし，こ

の構造では巻線梢度及び組立位置梢度が得にくいため，コン

バージェンスの製造ばらつきが非常に大きくなる。この対策

として，磁界分布を徽調整するためにフェライトシートをコ

イル内面に張り付けるというコンバージェンスの調整が必要

であり，製造而・品質jfri・コスト面で大きな間題になってい

f‘ ~o 

今Inl祈ダイヤモンドトロン CRT用偏l{i]ヨークの間発に当

たリ，更に厳しくなるコンバージェンス規格に対応するため，

巻線・糾立精度を徹底的に追求し，一方向組立てを基本とし

た全く祈しい糾立構造を採Jllした。図 4が今lhl開発した祈構

造偏向ヨークの糾立図であり，水平と乖直両方のコイルに1翡

度の高い成型品にiili接巻線するスリット巻線を採川し，非分

割コアを基準としてコイルが梢度良くかつ自動化に対応しや

すい一方向に糾み上げられるという設計息想に基づいている。

この構造の牛『長と効呆は表 3に示すとおりである。

この新構造の採J1Jにより，巻線と組立精度が大I/幅に向上し，

コンバージェンスのばらつきが30％以上低減でき，従米全

数行っていたコンバージェンス調整□［程を大輻に筒略化する

ことが可能となった。また，一方向紺立てによって自動化等

の糾立工程合理化を推辿でき， 1生能とコストの両1hiで大きな

成呆が得られた。

次に，ディスプレイモニタのコンバージェンスとひずみ性

こ 8父コイイレト

三ネノ

□□[ 
ット

Hコイルホピン
（スクリーーン測）

非分割lコア 、「叫虞lh]1••，コストダウン，ー）il鳩ll立てに対応

-）j向組立て 崩Il¥，f．位；悦粕／文lh]|••，糾立 1’I 』)J化対応

環状一休成ji,I品 巻線位附柏皮lh]I•^，糾如訊汲低減 図4.一方向組立て高精度煽向ヨーク
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図6．内部シャーシ構造

図5. 高周波対応回路ブロック図

能を向l：させるためには， CRTと偏向ヨークとの糾合せ調

整の精度を向上させる必要がある。この凋整は ITC(Inte-

gral Tube Component)調整と呼ば几従米はスポイラと

呼ばれる補正Jl]磁I’It}ヤを CRTと偏向ヨークの間に抑人した

り，補il”9:［flマグネットを張り付けたりしてコンバージェンス

とひずみを調整していたが， ［1動化笠の合珊化が困難で，多

大な調整Il寺間を必要としていた。

この従米）j法では，今IIll1 ]標のllllll(ri全域 0.2mm以内の

コンバージェンズ性能を得ることは極めて困難と判浙し，今

|Il|，偏向ヨークにコンバージェンスとひずみヤII]］［川の 8極コ

イルを搭載した。この 8極コイルを川いた補正によ l)，1:9:h'ir¥

位なコンバージェンスとひずぷ性能が褐られるだけでなく，

従米多くのIl・年間を必要としていた ITC調整の [1動化が可能

となった。

以卜のように，今lil||｝tl発した祈構造偏向ヨークにより，偏

向ヨーク木体のコンバージェンス粕度を翡めるとともに， 8

極補助コイルを搭載して ITC調整の粕皮アップとイ料理化に

対応したことにより，ディスプレイモニタとして 0.2mm

以下の高精細コンバージェンス特性を効率良く得ることが11[

能となった。さらに偏lfllヨーク凩休としては，製造令珊化に

対応した構造設計により， 8極補助コイルを搭叔しながら）く

輻なコストダウンが逹成できた。

5. 高周波対応回路

モニタの位i]，Ii]波化や高解像度化に伴い，従米の技術では位i

圃質を実現することが難しくなってきた。ダイヤモンドトロ

ンでは，ディジタル的に補II:．波形を生成・制御することによ

り，これを解決•した。ひずみ補正では，図 5 の高周波対応IIl]

路ブロック図の補l［波形'1・：成111]路と波形制御lIIl路にぷすよう

な任、t揺波形が牛成II［能なディジタル波形生成）j式によって晶

梢度な左右ひずみ補11,：を実現した。また， lnl様の制御をフォ

ーカス補正波形に対して適川することにより，令lfliにおいて

良好なフォーカス特性を得ている。なお，’|謹ライントの調

整操作は CCDカメラをJ1]いた1r_-l動）h汁測・調整を行っており，

短II非間できめ細かい調整を実現している。さらに， この波形

生成1IIl路にはアナログ／ディジタル混載型カスタム LSIを

川いており，部，i内点数を低く抑えて高生産性を実現している。

水平周波数も lOOkHzを超えると，放熱対策にも留怠す

る必要がある。モニタではファンを使わない自然対流での放

熱が必災なため，・ドからl̂．への対流を最大限に生かすシャー

シ構造，ラジェータ配附とし，偏向ヨークの発熱も従米モデ

ルより 15％低減している（図 6)。

また，コンバージェンス及びひずみ特1生については， ダイ

ナミックコンバージェンス制御IIII路でlllillhiの位i府に合った補

l1:.hしを順次出力して， lllillhi全体にわたって補ii派を細かく調

柊することができる。補I|：はlIll1|（iiを128X 128笠分に分割し，

その交点の補l[htをDSP(Digital Signal Processor)に

よって翡辿に油籾し， 8極コイルに1,l,jJ(lj位;;,'［に介った最適な

補1f:,1じ流を流すことで実現している。

6。むすび

以 l：のように， 0.26mmピッチ1・.":j粕細 CRTと位凋波対

応モニタシャーシの間発により， I|i場から強く求められてい

る1,600X 1,280ドットクラスの表ぷが可能となった。し

かし，これからのマルチメディア社会に向けて，マンマシン

インタフェースとしてのディスプレイモニタヘの災求がます

ます高まってくるとガえられる。今後も，これらの変求に対

応できる，晶栢訓だけでなく CRTの特長である1:':j11ti1質に更

に窮きをかけたディスプレイモニタを1}｝l発してい</iJi在であ

る。
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特集論文、一

シームレスマルチスクリーンディスプレイ
岩田修司＊ 辰己賢二＊＊

足立明宏＊＊ 江崎光信＊＊

森本幸博＊＊ 今村恒治＊＊

要旨

マルチメディア社会では，多くの社会，生活の場が光フ

ァイバをベースとしたマルチメディアネットワークによっ

て連結される。このような社会では画像・映像情報が伝達

メディアの中核を形成する。ディスプレイはこれらの情報

を可視化して，人間が認識できる形に変換できる最も効果

的なマンマシンインタフェースツールであり，今後もます

ます発展が期待されている。特に，ネットワーク中の多量

かつ多様な情報を複数の人間に同時に提示できる大画面デ

ィスプレイは一層重要となる。ここに求められる大画面デ

ィスプレイは， NTSCレベルの映像情報から印刷・写真メ

ディアの超高精細レベルの画像・映像情報までいかに美し

く表示できるかにある。ところが，現在，開発し，製品化

されている画面サイズが100~200インチクラスの大画面デ

ィスプレイでは，印刷・写真の紙メディアの画像を家庭用

TV並みの明るさで，超高精細に，全画面にわたって一様

な輝度で，しかも薄型で表示できるものがない。今回， こ

の目的を達成するために，シームレスマルチスクリーンデ

ィスプレイ (SMD) を開発した。

SMDは，画面サイズが35インチのリア型液晶プロジェ

クタ（投写ユニット）を横4面，縦4面の16面に配列したも

ので，画面サイズが140インチのマルチビジョンである。

従来，マルチビジョンでは，投写ユニット間の目地幅や輝

度，色ばらつきによって単ースクリーン並みの画質が得ら

れなかった。 SMDではリア型液晶マルチビジョンであり

ながら，光ファイバによる光源光分配方式の開発，レンズ

系特性のシェ ーディング逆補正処理による信号処理技術の

開発，スクリーン構造の最適設計によってこの問題を解決

した。また，従来から避けることができなかった投写ユニ

ットの光源部の故障による完全消灯がなくなる等，数多い

特長を持っている。
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C 用途 ノヽ

●プロジェクタ

♦シミュレーション
●集中監視・制御 ●プレゼンテーション
●CAD/CAM 

●コンピュータ1（●CRT・放電管（屋内外） ●LED 
教育 ●直視LCD（屋内） ●プロジェクタ

C-

●プロジェクタ
●直視型LCD

◆ホームシアター
◆小ホール
◆学校 ◆会議室

◆ショッピングセンター
◆駅・コンコース
◆コンベンションホール
◆体育館 ◆野球場
◆競馬・競輪場 ◆各種競技場

スクリーンのシームレス
化によって超高精細、高
輝度、薄型の液晶マルチ
ビジョンを実現、新たな
応用展開が期待される。

100 500 1,000 

画面サイズ（対角サイズ：インチ）

開発したSM□とその用途

シームレスマルチスクリーンディススレイ (SM□)は画面サイズが140インチで，表示画累数が約500万 (2_560X],8ビ0)画累の超怠精細表
示ができる。即刷，写真，医療分野への応用が期待される。なお，輝度は？OOcd/m又巨地幅なし，奥行きは60cmである。
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1。まえがき

マルチメディア杜会にふさわしい大両而ディスプレイとし

て (I), NTSCレベルの映像情報から印刷・写真メディアに

おける超高精細レベルの画像・ ll央像情報を高画質に表示でき

るSMDを開発した。

SMDは，従米のマルチビジョンの欠点である目地輻，輝

度，色のばらつきを解消した液品マルチビジョンであり，超

高精細・高輝度・均一輝度・薄型を逹成した。

2. 構成と特長

図1にSMDの基本構成を示す。画面サイズは 140インチ

である。 35インチのリア型液1晶プロジェクタを横4雁，縦4

面の 16面を配列して構成する。

構成上の特長は次のとおりである。

(1) シームレススクリーンを実現

フレネルレンズ，透明スペーサ，拡散スクリーンとで構成

したスクリーンの最適設計，光ファイバによる光源光餓の均

一分配， レンズ特性の逆補正特性を発生する信号処理の組合

せにより，画面ユニット間のシームレス化を実現した。

(2) 光ファイバ光源光分配方式

5個の光源からの光をバンドルファイバによって集光し，

構造・筐体
スクリーシ

ミ＝.,,,I 

光源 ファイバ

図 1. SMDの基本構成

表 1. SMDの主な仕様

項 目 性能・仕様

画面サイズ（インチ） 140 

皿索数
輝度 ： （水平） 2,560 x（亜直） 1,920

カラー： （水平） 2,560/3X（垂直） 1,920

白平均輝度 (cd/mり 200以上

暗輝度 (cd/m') 1.5以下

奥行き (cm) 60 

Kフレネルレンズ
スベーサ
スクリーン

140" 

ミキシングして，均等に 16組の LCDパネルに照射する方

式である。これにより，各光源の光束餓や非命特性のばらっ

きによる飢面ユニット間の輝度と色のばらつきを解消した。

また，個別光源の故障による特定画面の完全消灯をなくした。

(3) 奥行き 60cmの薄型

光ファイバ光源光分配方式の採用による光源の最適空間へ

の設岡と，投写ユニット，信号処理碁板，屯源の最適位附取

りの構造設計により，奥行き 60cmを実現した。

表 1にSMDの主な仕様を示す。

3. 光源，ファイバ

ランプ数を n1，スクリーン数を n2とすると， SMDに

おいてはその間を n1X加の多分岐バンドルファイバで結

合する構成としている。このような系においてランプ1個の

放射光屈をれとすると，各スクリーンヘの照射光盤P2は式

(1)で与えられる。

nl 凡＝ P! ゜刀 in• Tr• TP ・ Ts·~ ............ (1) 
n2 

ここで， Tr, Tp, ［は，それぞれバンドルファイバ，

投写ユニット，及びスクリーンでの光利用効率である。

また， 77inはランプとバンドルファイバの結合効率であり，

式(2)で与えられる。

f゚ef'r・ 0 ・ B(r, 0)drd0 
刀in=T1・。～゚～

1=1=r・ 0・B(r, 0)drd0 
0 JO 

............ (2) 

ここで， T1: ランプ全光束に対する集光面での

光束の割合

B (r, 0)：集光面におけるランプの輝

度分布

rl ：バンドルファイバの結束部半径

図2に以上の関係を用いて計算した規格化プンプ

数 (n1/n2)とスクリーン輝度の関係を示す。こ

こで，ランプとしては発光輝度が高い 900Wキセ

ノンランプを，ファイバとしては耐熱性が高く伝搬

700 

す、 600

3 ~ 500 
／／  ..--

駆 400

葉
,¥ 300 ／． ／ ． 
I 
='ぐ、 200 

／ ． 
ぺ 100 ‘゚‘’ ．゚ .. 

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 

規格化ランプ数 (n,/n2)

固 2.規格化ランプ数とスクリーン輝度の関係
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損失の小さい石英系ファイバを用いた。図から，目標スクリ

ーン輝度200cd/m2を達成するためには規格化ランプ数を

約 0.3以上とすればよいことが分かる。今回のスクリーン数

は16であるので，これにより，今旧のランプ数を 5に設定

した。

表 2に光源，表 3にファイバの主な諸元を示す。

4。 投写ユニット

図3に投写ユニットの構成を示す。ミキシングロッド端面

から射出した光は，照明光学系と分離用偏光ビームスプリ

ッタ (PolarizingBeam Splitter : PBS)を通過後， 2糾

のLCDパネルに照射される。分離用 PBSは，入射光を

LCDパネルに必要な直交する偏光成分に分離する。 LCDパ

ネルの透過率は，パネルに屯気的に書き込まれた画像信号の

大きさに対応する。したがって，パネル通過光は光濃淡画像

を形成する。合成用 PBSでは，輝度信号廿JLCDパネルと

色信号JIJLCDパネルの通過光を合成し，投写光学系に蒋く。

投写光学系はスクリーン上に光濃淡画像を拡大投影する。

照明光学系は，平行照明光を得るテレセントリック系を採

用し，分離用 PBSへの入射角に依存する画像コントラスト

表 2. 光源の諸元

種類

ランプ汁噂屯）J

放射光束

ア ー ク 長

イ1.11 数

キセノンショートアークランプ

900W 

21,150 lm 

2mm 

5個

の低下を軽減した。

投写光学系は， 71.5と広画角にし，スクリーンまでの投

写距離を短溜訂するとともに，わい（歪） llりや周辺光賊の低下

を低減し，隣接する画面間のシームレス化を実現した。

表 4に照明光学系と投写光学系の主な諸元を示す。

5. スクリーン

マルチビジョンでは，スクリーンに投写される個々の画而

を連結し，あたかも 1枚の皿面で構成されているかのように

兄せるため，各皿而I間の日地を小さくすることが必要である。

ここでは，目地を小さくするため，隣接する投写両像の両索

を光学的に重ね合わせ，信号処理によって重ね合わせ部分の

輝度をその周辺部分と同じレベルにしている。

図4はスクリーンの構成図である。スクリーンは，各投写

ユニットに対応した複数のフレネルレンズ， 1枚構成の透明

スペーサ，及び拡散スクリーンで構成されている。

図5にスクリーンの斯而構造及び投写ユニットの No.n

とNo.n+lとの関係を示す。各投写ユニットからの投写画

像は発散光束として射l_-liされ，フレネルレンズに入射するこ

とによってほほ平行光束に変換されて透明スペーサを通り，

拡散スクリーン上で結像する。フレネルレンズと拡散スクリ

ーンの間に透明スペーサを設けることにより，フレネルレン

ズに入射する最外光束を，フレネルレンズの隣接する境界に

入射することなく，拡散スクリーンに蒋くことができる。透

明スペーサを設けた構成によってフレネルレンズの射出而と

拡散スクリーンとの1i}lに余裕ができるので，隣接する投写両

表3. ファイバの諸元

口：□| マクラッドイ漢ファイバ

ロ本
投写光方向

r 

複数フレネル

レンズ
＼ 

ミキシングロッド

ン

3
'

）
 

学

一

用

ル

ゲ

l

号

ネ

ス

光

―/
投
刀
〗
ヅ

観察方向
、

平面度維持用

スクリーン

図4. スクリーン構成

図5. スクリーン断面構造と

隣接画素の重ね合わせ

分離用PBS

図3.投写ユニットの構成

表 4. 照明光学及び投写光学系の

主要諸元

!！（｛11）1光学系

焦点 WIi iiilI; 

イi効 Fflli I 1. 0 

1脊斗1 I 3. 75 

投‘/j光学系

22.9mm 

3.6 

26.9 図6. 信号処理回路構成
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LCD印加電圧

図7. LCDの耀度特性（透過率）

像を両索単位で精度良く重ね合わせることを可能とした。

6. 信号処理

図 6に信号処理厠路構成を示す。図に示すように，投写ユ

ニットの No.l-No.16で16面の表示が可能なマルチス

クリーン構成とした。 1面は水平640画索，垂直480ライン

スクーン全体で水平2,560画索，垂直1,920ライ

ンの表示が可能である。各ユニットは 2入力 (Video

Graphics Array : VGA)を備え，各々のユニットの制御・

調整データがパソコンからダウンロードされる。

以下，重点課題であるスクリーンのシームレス化を実現す

るための信号処理方法について述べる。

(1) 画面間の連続性（重ね合わせ処理）

画面間の継ぎ目は機械的になくすことができないので，前

述したように，画面間の継ぎ目を光学的な重ね合わせを行う

ことによってシームレス化を実現した。信号処理では，この

重ね合わせ（水平 l画索，垂直lライン）部分の暉度を各圃

面共に約 1/2とし，画面間の連続性を確保した。

(2) 両面内輝度の均ー化（シェーディング補正）

投写光学系では，投写レンズとミラーによってシェーディ

ングが発生する。画面内輝度を均ーにするため，シェーディ

ングの補正を光学系だげぐなく信号処埋l叫l路でも1丁つよっに

した。シェーディング補正は， ROMテーブル (R, G, 

w)と釆尊。加邸回路で構成した。

(3) 画面間の色・輝度調整

図7にLCDパネルの輝度特性を示す。輝度特性は図に示

すようにばらつきがあり，画面間の色と輝度のアンバランス

が生じる。特性のリニア化 (y補正）を行い， 16面の特性を

そろえることによって面間の輝度差を 2％以内に調整した。

表示で，

且

7. 構造， 筐体

構造，きょう（筐）体の最大のポイントは，シームレスマ

ルチスクリーンを実現するための，筐体への取付方法を含め

たスクリーン構造の開発にある。

スクリーンはフレネルレンズ以外は 1枚構造であるので，

(1) 谷

140 

スクリーン

図 8.

引張定荷重ばね

冒
スライド構造

フレーム

伸縮中心

スクリーン保持機構

課題は 16而をつなぎ合わせるフレネルレンズにある。主な

課題を以下に示す。

(1) 16面フレネルレンズの接合輻を限りなく 0にする。

(2) フレネルレンズの平面度を維持する。

(3) 温湿度によるフレネルレンズの仲縮に影粋を受けない構

造にする。

上記(1)については，最前面の平面度維持用スクリーンと

最後面の補強用スクリーンとの間に， 16面のフレネルレン

ズを挟み込む構造にした。この構造は，物理作用だけで接合

するので，従米から用いられている接着樹脂のはみ出しがな

く，最小限の接合輻に抑えることができた。

上記(2)については，スクリーンを平面度良く保持するた

めに，図 8に示すように，スクリーンの四辺を比校的強力な

定荷重ばねで引張り，スクリーン中央部にも力が均等に伝搬

する構造にしてこの間題を解決した。

(3)については，引張ばねによるスクリーンの保持をスラ

イド構造にするとともに，スクリーン四辺の緑の中央に仲縮

の中心を置いた構造体を設けることにより，スクリーンに仲

縮があってもそのー評を最小限に抑えるようにした。

8. む す び

液晶プロジェクタを多数配列したシームレスマルチスクリ

ーンディスプレイを開発した。これにより，単ースクリーン

並みの画質を持つ大画面の液晶マルチビジョンを実現するこ

とができた。このディスプレイは， NTSCレベルの映像情

報から印刷・写真メディアにおける超高精細レベルの画像・

映像情報を高品質に表示できるので，マルチメディア社会の

中核ディスプレイとしてディスプレイ市場の開拓か期待され

る。

参考文献

千束：情報メディア文明と次匪代ディスプレイ，デ

ィスプレイアンドイメージング， 3,No.l, 133-

(1994) 
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特集論文、_
MPEG2応用映像伝送システム

松崎一博＊ 本多孝司＊＊

浅野研一＊佐々木源＊＊＊

本間洋＊

要旨

MPEG2 Video（映像符号化方式）， Audio（音声符号化

方式）， Systems（メディア多重・同期再生方式）規格は，通

信・放送・蓄積分野等の種々のアプリケーションに適用可

能な汎用方式を規定している。衛星を利用した放送サービ

スでは，有線通信サービスと比較してインフラ整備の負荷

が小さくて済むため， MPEG2規格を用いた高品質ディ

ジタル映像伝送技術の導入が急速に具体化し，拡大されつ

つある。一方，通信分野においては， ATM網に対応した

広帯域映像伝送システムの開発と実用化が着実に進められ

ている。

当社は MPEG2規格化作業に当初から参画し，種々の

技術提案を行って規格成立に貢献してきた。また，他社に

先駆けて放送局向けディジタル SNG(Satellite News 

Gathering)システムや防災用映像伝送システムなどの

MPEG over PSKシステム， ATMネットワーク対応コー

デック (MPEGover A TMシステム），マルチエンコーダ

システム， HDTVコーデック等の研究開発を進めてきて

いる。

本稿では， MPEG2応用映像伝送システムの要素技術

について述べた後， MPEG2応用の観点から上述の映像

伝送システムの幾つかを取り上げて紹介する。

可搬

車載局

口
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デイジタル

衛星放送

/ ̀‘ •9ゴ

贔門ニキ馬） 江盆ル
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MPEG2映像伝送アプリケーションイメージ

MPEG2の規格化は，伝達メデイア（過信系・放送系 ・蓄積系などの肩報伝達手段としてのメデイア）の異なる種々の映像伝送システムにお
いて，情報源符号化処理・多重化処理の共通化を可能にした。これにより，システム閻の相互接続性，異種伝達メディア間でのコンテンツの相互
流通性が確保されようとしている。
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1. ま えがき

通信・放送•特柏分野等の種々のアプリケーションを包合

する汎川映像符号化方式 (ISO/IEC13818-2, ITU-T 

H.262:以下 “MPEG2 Video"という。）及び汎用メディ

ア多重。同期再生方式 (ISO/IEC 13818-1, ITU 

H.222.0:以下 “MPEG2 Systems"という。）が， 1994年

木から'95年にかけて ISOとITU-Tの共通テキスト形式で

制定された。これに伴い，デイジタル映像伝送サービスが怠

速に現実化し，拡大されつつある。

本稿では，当社の MPEG2応用映像伝送システムについ

て，要索技術と間発’l_i例のiilijifliから述べる。

T
 

2. MPEG 2応用映像伝送システムの要素技術(1)(2)

2. 1 システム構成

図 1にMPEG2応J廿映像伝送システムの基オ靖粋成を示す。

MPEG2の規格化により，伝逹メディア（放送系。通倍系。

蓄梢系などの情報伝逹手段としてのメディア）の拠なるシス

テムにおいて，情報源符号化。多重化処理を共通化できるよ

うになった。

2.2 

(1) MPEG 2 Video規格

動き補散予測と DCT(Discrete Cosine Transform)を

ベースにした映像符号化方式を規定し，多様なアプリケーシ

ョンに対応するため，表 1に示すような複数のプロファイル

とレベルが定義されている。この規格は， MPEGlVideo 

規格との互換性を持つはか， MPEGlVideo規格や ITU-

T H.26HJ]苫ではサポートしていなかったインタレース画

像の符号化が可能である。動き補償予測及びDCTの処理を

フレーム／フィールドで適応的に切り換えることにより， i閲

MPEG 2技術

品質・高｝王縮を実現している。

(2) MPEG 2 Audio (ISO/IEC 13818-3)規格

ステレオ背声符号化方式を規定し，符号化アルゴリズムと

してレイヤ 1~3が定義されている。レイヤ 1及び2では，

スケールファクタ，適応ビット割当てなど札柑或夕｝割l各f号ィヒ，

の技術を組み合わせ，聴此心理的特性を利川して高圧縮を実

現する。レイヤ 3では， レイヤ lと2で用いた技術に力llえ，

MDCT (Modified DCT)や非線形坑子化などの技術を用

いて符号化品質のl{:i]上を図っている。

MPEG 2 Systems規格

メディアごとの符号化ストリーム (Elementary

Stream: ES)の多重及び同期再生方式を規定している。メ

ディア多菫化は，パケット単位に行われ，図 2に示すような

トランスポートストリーム (TS)とプログラムストリーム

(PS)の2種の多重化ストリームを定義する。アコータにお

けるメディア1i}］の同期印l・・：は， PES (Packetized Elemen-

tary Stream)ヘッダに付与されたタイムスタンプ情報を｝1J

いで其現される。

2. 3 誤り訂正技術

伝送路の誤りによる情報損失対策として，誤り訂正符号を

付与しで情報を伝送する。特に強固な誤り耐性が要求される

(3) 

伝
達
メ
デ
ィ
ア
横
断
的
処
理

伝
達
メ
デ
イ
ア
依
存
的
処
理

ピデオ オーティオデータ

悶霊{

多菫化

スクランプ）レ，

誤リ訂正，
フレーミング，
変調など

［口＿―-口[口J,

厚亨←
デイジタル放送システム

AAL.'ATM Adaptat,on Layer 
ATM : Asycchronous Transfer Mode 

AV :、 Aud,o-V,sual

OFDM : Orthogonal Frequeccy Division Mult,plex 

PES : Packet,zed日emectaryStream 

PS : Prngram Stream 

PSI 

QAM 

QPSK 

SOH 
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Transport Stream 

図 1. MPEG 2映像伝送システムの基本構成

表 1. MPEG 2のプロファイルとレベル

レロ：＼だ□□／レ
シンプル メイン

SNR 空間
ハイ 4: 2 : 2 

スケーラブル スケーラプル

ハイ 未定義 MP@HL 未定義 未定義 HP@HL 未定義

ハイー1440 未定義 MP@Hl4 未定義 Spt@Hl4 HP@Hl4 未定義

メイン SP@ML MP@ML SNR@ML 未定義 HP@ML 4: 2: 2@ML 

ロー 未定義 MP@LL SNR@LL 未定義 未定義 未定義

符
号
化

片方向予測

両方向予illll
SNRスケーラプル

4 : 2 : 0 

注

片方向予測：片方向予illll: 

：両方向予測：

: 4: 2 : 0 : 

士．記以外にマルチビュープロファイルが定義されている。

4: 2 : 0 

MPEG 2 /,も IIl映像伝送システム・松崎・浅野•本間•本多・イ左々木

片方向予測

両方向予測
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空間スケーラブル
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SNRスケーラプル
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4 : 2 : 0 

4 : 2: 2 
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特集論文
‘I,9 9, I 

Iヽ 符号化データストリーム ［ 
¥/PESヘッダ（可変長）

ES な利点が得られる。

(1) 高能率1丘疇宿技術により，従米の

アダプテーションフィールト
（可変長） ー一ー

-PES膨』」[[ES9ケノ:トデータハイト（可変長）

------- -------9:/’ /9/-／アこ--~;-~,-~Dニ ノクロ巳三ロ-し上二
PS~ノク 1ニノク 1．・・ |パノク 1：尻；：卜 1

アナログ方式の 1/2の伝送幣

域で映像・音声が伝送可能

(2) ディジタル変復調技術や誤り訂

正技術と組み合わせることによ

り，送信屯力の低減と降雨耐性

の強化
PSI プログラム管理清報 (ProgramSpecific Information) 

[TS多重］ [PS多重］

(4バイト）

3. 2 SNGコーデック

図2.MPEG 2 Systems TS/PSによるメディア多重化 放送業務用システムに適用するた

図3. SNGコーデック VX-3000 （左：エンコーダ， 右：デコーダ）

TSパケノト［□三ロニ し一三二ニ一 げ］卜:イラ

//ATMヘッダ

CPCS PDu | ，，， 9 :7611、イト、 、 、廿 (5ハイト）

，＇ ，9,＇／ ，／ ＼ヽ＼ 、＼、、：s、姿、ミロミ、ミヽミミ、こ、こミ、ミ、ミ、ミ/こ-4[J ＼イト

ATMセルロロロロロロロ□
CPCS-PDU : Common Part Convergence Sublayer-Protocol Data Unit 

図4.AALタイプ5におけるセルマッピング

衛星伝送では，外符号（情報源側）と内符号（伝送路側）の二

璽の誤り訂正符号が付りされる。通常，外符号としてリード

ソロモン符号などのブロック符号が，内符号として悦込み符

号が使用点れる。

3. MPEG over PSKシステム(3)

MPEG2が対象とする数Mbpsから数十Mbpsの僻域で

現在最も栂及している伝送媒体は衛星である。衛星通信の持

つ広域性・同報性・可搬性などを活用し， MPEG2のビット

ストリームを PSK(Phase Shift Keying)変調によって伝

送する MPEG2応用システム (MPEGover PSKシステ

ム）が，数多く実川化されている。ここではその代表的なも

のとして， SNG(Satellite News Gathering)システムに

ついて説明する。

3. 1 システム構成

SNGは，放送局のニュース索材伝送や局1iil配信を行うシ

ステムである。各放送ネット系列ごとに，通信衛星を用いた

SNGネットワークを構築している。

SNGにMPEG2技術を適川することによリ，次のよう

86 (224) 

め， SNGコーデックには次のよう

な機能・性能が要求される。

(1) 放送索材として十分な画像品質

(2) 中継現場とスタジオとの掛け合いを円滑に行うた

(3) 

(4) 

(5) 

め，符号化処理遅延を短縮 (lOOms程度）

他の放送設備との整合を図るため，

リアル入出力を装備

ディジタルシ

システムの機動性を高めるための小型・軽賊化

車載などの過酷な使用条件に耐え得る高信頼性

以上の要求を満足した SNGコーデック VX-3000

を図 3に示す。映像符号化には，約 lOGOPSという

非常に高い処理能力が必要なため， 3種類の LSIを新

規に開発して装附の小型化を図っている（エンコー

ダ： （W) 430X (H) 133X (D) 520 (mm)，デコー

ダ： （W) 430X (H) 88X (D) 520 (mm))。また，変

復調部にはスレッショルド C/Nの低い QPSKと伝

送効率の高い 8相PSKを搭載し，圃線状況に応じて

使い分けることが可能になっている。 VX-3000は既

にフジテレビ系列の SNGネットワークなどに採用され，索

材伝送に威力を発揮している。

4. MPEG over ATMシステム(4)

MPEG2ビットストリーム (TSパケット）を ATM網を

介して伝送するシステムを，一般に MPEGover A TMシ

ステムと呼ぶ。

ATMの下位レイヤプロトコルは，物理レイヤ， ATM

レイヤ， ATMアダプテーションレイヤ (AAL)で構成され

る。 MPEGover ATMシステムでは， AALとしてタイ

プl又はタイプ5を採｝llしている。 AALでは， TSパケッ

トの ATMセルヘのマッピング（セルマッピング），晶り訂

正，伝送タイミングli11復などの処理を行う。セルマッピング

は， AALタイプ1と5で奥なる）j法が採られる。 AALタ

イプ5での桔本的なセルマッピングを図 4に示す。これは，

ATMフォーラムの規格に準拠するものである。

ATM網対応高皿質MPEG2コーデック BC-2000の：i：

要諸元を表 2に示す。この装附は， ATM網で発生するセル

廃菓や揺ぎ，ェラーなどへの対策として，平均レート制御，

三浚虚機技報 •Vol.71 ・ No. 2 ・ 1997 



特集論文
‘I I 

表 2.ATM網対応高画質MPEG2コーデック BC-2000の主要諸元

項 H 仕様内容

アナログ：コンポーネント／コンポジット

入出力信号 ディジタル： SMPTE 259Mシリアルコンポーネント

（いずれも13.5MHz両索サンプル， NTSC)

ピデオ ピクチャ構造 フィールドストラクチャ／フレームストラクチャ

クロマフォーマット 4:2:0/4:2:2 

符号化方式，符号化速度 MPEG2 Video, -30Mbps 

オーディオ 符号化方式，符号化辿度 MPEGl Audioレイヤ2（ステレオモード）， 256/384kbps

メディア多重 方式 MPEGZ Systems TS多重

タイプ AALタイプl／タイプ5
"／t ~J/ J 

AAL  
誤り訂正処理 〇当社独自方式／1.363ロングインタリープ方式 (AALl)
（セル損失，バイト娯り） @CRCチェックによるCPCS-PDU廃棄 (AAL5)

タイミング回復 網クロックl"1期，又は適応クロックによる皿復

ATMレイヤ コネクション PVC 

物理レイヤ lfil線種別 155. 52Mbps A TM UNI (SO NET /SDH) 

,----------, TS ， 
I 
I 
l 

L レ̀乍＼4:二h

三

プ
ロ
グ
ラ
ム
多
重

伝
送
路
符
号
化

与s
 

T
 

国
線
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

2 Systems規格をベースとしたマルチエンコーダシステム

の研究開発を進めている。システムの構成例を図 5に示す。

プログラム多重部では，各プログラムのビットレート，情報

発生パターン，遅延に対する要求等，種々の特性に対応して

最適なリソース割当てを行う。

6. む す び

図 5. マルチェンコーダシステムの構成例

セル遅延変動の吸収，セル損失／誤挿入／ランダムエラーに

対するlhl復等の処理を行っている。 '95年秋に実施された

ITU-Tの相互接続実験及びOLU(On-Line University) 

における多地点大学間の涼隔講締実験の双方に供され，動作

の安定性と他社端末との相互接続性が確認されている。また，

“テレビジョン学会平成 7年度技術振興賞”を受賞している。

5. マルチエンコーダシステム

MPEG2を応用した今後のディジタル映像伝送システム

として注目されているディジタル多チャネル放送サービスや

ISDB（統合デイジタル放送サービス）等においては，複数

番組（プログラム）を多重伝送するマルチェンコーダシステ

ムが必要となる。マルチェンコーダシステムでは，ビットレ

ート，惜報発生パターン等の特性が拠なる多種多様なプログ

ラムをいかに柔軟かつ効率的に多爪化するかが重要な技術的

ポイントとなる。また，展なる時間軸をベースとした複数ス

トリーム1-i_ilでのタイミング補償，さらに各種ID,制御テー

ブル笠のシステム管理情報の一元管理が必要となる。

当杜では通信・放送分野への適｝llをターゲットに， MPEG

MPEG2)／心｝廿映像伝送システム・松崎・浅野•本 1 り］ •本多・イ左々木

MPEG2応用映像伝送システムの要索技術について述べ

当社で開発した映像伝送システムの幾つかを紹介した。

MPEG2の規格化により，各種アプリケーションシステ

ムにおける情報源符号化処理・多重化処理の共通化が辿展し

た。今後，異種システム間の相互接続性やコンテンツの相互

流通性の確保を推し追め，多様化するニーズに柔軟に対応で

きる高度なデイジタル映像伝送システムの研究開発を行って

しヽく。

(1) 

(2) 
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次世代映像技術
越地正行＊ 浅井光太郎＊

鈴木隆太＊

関口俊一＊

要旨

21世紀に向けた次世代の映像技術 として，超高精細画像

とMPEG4(Moving Pictures Experts Group Phase 

4) を取り上げる。

HDTVの解像度を超える超高精細画像は放送，通信，

蓄積，情報， 印刷・ 写真などの従来個別に扱われていた画

像メディアをディジタル化 して統合し，臨場感あふれる高

品質な画像情報を提供するものであり，広帯域ISDNを利

用 した画像通信メディアとして期待されている。

一方MPEG4は，通信，コンピュータ，オーディオ ・ビ

ジュアルの三つの分野でのアプリケーションをタ ーゲッ ト

とした映像 • 音声及びシステムに関する符号化・ 多重化方

式に関する国際標準化方式であり ，1998年11月にISO/

IEC/ JTC1/SC29/WG11によ って標準化完了の予定で

ある。

本稿では， この超高精細画像と MPEG4について，そ

の概要， 必要 とされる要素技術，タ ーゲットとする市場分

野について述べ，これらに対する開発成果として，超高精

細画像については超高精細画像特殊効果表示装置の概要を，

MPEG4については提案 しているビデオ符号化方式の概

要を紹介する。

ビデオフオン
圃戸ョ門EEE3日にl

◄ ► 

ロ
ニ

[CJ 
/: 

ロ電子美術館

データベース

次世代映像通信のアプリケーションイメージ

A丁Mによって通信網とコンピュータネットワークは融合し，高速 ・大容量なデータの伝送が必要な超高精細画像を用いた医療や美術分野のア
プリケーションや，MPピG4に準拠した超低ビットレートでの映像通信アプリケーションが混在している。
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1。まえがき

21 llt紀に向けたマルチメディア社会のインフラストラク

チャを構築するためには，高度な映像技術が不可欠となる。

喝杜はこれまで，テレビ会議システムの開発を他社に先駆け

て行い，通伯・放送・蒋積系に共通に適用され市場拡大力哄月

待される MPEG2関連製品の開発においても，先行的に間

発した製品を市場に投入している。

一方，次匪代の映像社会を考えた場合，最も重要な要索の

一つはネットワーク化，特にコンピュータとの結び付きであ

ろう。この場合，アプリケーションによって，無線ネットワ

ーク，インターネット，超高速光ネットワーク等が使い分け

られることが予想される。

すなわち，遠隔医療でのレントゲン写真の伝送や屯子美術

館のような臨場感股かな高品質画像の伝送の場合には，数ギ

ガビット／秒クラスの伝送路を介した超高梢細画像端末が使

われる。一方，移動体での皿像通信では，無線を用いる関係

上，数十キロビット／秒程度の超低ビットレートで画像伝送

を実現する高1五縮技術が不可欠となる。また，今後も爆発的

に普及力憫待できるインターネットでも，ビデオメールによ

る画像伝送等，画像通信に対するニーズがますます高まるこ

とが予想される。

そこでオ叶腐では，次1せ代の映像技術として，臨場感あふれ

る高品質な画像情報を提供する超高精細画像技術と，映像・

音声梢報のI王縮，編集，加工等の技術を実現する国際標準化

方式MPEG4関連技術について述べる。

2. 超高精細画像技術

2. 1 超高精細画像

HDTVの解像度を超える超高梢細画像は，放送，通信，

蒋積，情報，印刷・写真などの従米個別に扱われていた両像

メディアをディジタル化して統合し，臨場感あふれる高品質

な両像l胄報を提供するものであり，広幣域ISDNを利用し

た次1仕代の両像通信メディアとして期待されている (1)。

この追高精細皿像に要求される最も爪要な条件は，空間解

像度及び時椙l解像度の高さである。空間解像度は， h伯l_：訓像

では 35mm写真フィルム以上又は A41原稿の，品質を保証し，

動圃像では等身大の表示を行っても違和感が生じないことが

要求される。また，時間解像度については，ちらつきを感じ

ないレベル，すなわちフリッカ検知限界以下であることが要

求される。これらの要求をii:li足するためには， 2,000皿索x

2,000ライン以上の空Ihl解像度， 60フレーム／秒（順次走

査）以＿l-ー：の時ii_ll解像度が必要とされる (2)。

2.2 超高精細画像のキーテクノロジ

超高梢細皿像データを扱う装附を開発するに刈たってキー

となる技術のうち，代表的なものを以下に学げる。

(1) 高速Iril路技術

次Ill：代映像技術・越地・鈴木•関 II· 浅）！：
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超高精細画像の画索レートは，その高い解像度を満たすた

めに非常に高いものとなる。例えば空1-i}］解像度を 2,048皿

索X2,048ライン，時1iil解像度を 60フレーム／秒とすると，

阿索レートは約357Mサンプル／秒にもなる。したがって，

この速度で信号を処理する高速阿路技術は必す（須）である。

これに対して我々は， ECL(Emitter-Coupled Logic)を

ベースとした1叫l路技術及び並列処理技術によって対応してい

る。

(2) 表示品質の確保

超高精細皿像を表）ぶする際に最も重要となるのはその表示

品質であり，蒋梢された訓像データの持つ梢報をできる限り

損なうことなく表示しなければならない。表ホ品質には，訓

像データをディジタル／アナログ変換した後のih)Jビデオ信

号の特性 (SN比， RGB位相など）が大きく影粋する。そこ

で我々は，配線パターンの等長化と綿密なシミュレーション

によってピコ秒単位での位相合わせを行った。また，ディジ

タル1ii]路部分などからの軍磁気的な干渉を極力抑えるように

努めている。

(3) 高速データ転送技術

超高精細皿像は，そのデータの拭が1枚当たり十数メガバ

イトと非常に大きいため，装附と外部とのインタフェースは

できる限り高速でデータ転送を行う必要があり， ATM

(Asynchronous Transfer Mode)等の高速なネットワー

クヘの接続も必要である。

2.3 超高精細画像特殊効果表示装置

超高梢糾詞像は 2.1節で述べたような次Ill：代の皿像通信メ

ディアとして期待されているばかりでなく，現在においても

叫翡細な皿像を必要とする分野においてはその解像度や再現

性に対する期待は高い。例えば，医療分野では X線写真や

CT, MRI両像の保存や辿闘攣・病理診断などに，印刷分

野ではカラー皿像も含めた虚f校il_：などに，災1肘分野では美

櫛品のアーカイブ化や屯子美術館などへの応用が芳えられて

いる。

当社では 1990年度から超高1翡細liil]像テ‘ータを将積し表ぷ

する装附の研究・ 1}廿発を行っておリ，＇ 94年度に1}t-l発した超

邸枯細両像サーバ“SD-1000” は2,048 X 2, 048両索の超高

粕細両像を最大で256枚将積し， 60フレーム／秒の表ijーミ辿

度での静止llliIのランダムアクセス表ポ及び約4秒間の動訓表

ポ能力を持ち，実際に辿隔阪燎や印刷の実験に使IIlされてい

る。

そこで今Ili]，特に美術分野を対象として機能・、性能の検ii寸

を行い，超高粕細両像特殊効果表ぷ装附 “SD-2000"を'95

年壮どに1}t-l発した。この装附の外観を図 1(il:l)に， 杞災な滸元

を表 1にポす。

この装附ぱ心（美術館や展示会笠でのプレゼンテーション

（注 1) モニタの表jJ"ミ両像は，高梢細カラーディジタル椋準lliji像

データ (ISO/JIS-SCID)を使Illしている。
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図 1.超高精細画像特殊効果表示装置SD-2000

をターゲットとし，特に表示機能に重点を四いたものとなっ

ている。装置の第一の特長は，表示画像の切換え時に，ワイ

プ，フェードイン／フェードアウト，ディゾルブ等のリアル

タイム特殊効果表示を実現したことである。リアルタイムで

特栖朱効果表示処理を行うためには，表示メモリに対する高速

なアクセス，及び画索レートでの高速演雛を行わなければな

らない。この装岡ではこれを実現するために，クロスバスイ

ッチ機能付きの高速双方向直並列変換LSIと高速積和演尊

LSIの2種の GaAsLSIを開発し実装した。また，表示メモ

リは 3枚構成とした。この構成は， LSIのクロスバスイッチ

機能により，任意の表示メモリ 2枚を演罪のための入力画像

用として，残り 1枚は演靡結果を格納するためのものである。

この装憐のその他の特長としては，次のものが挙げられる。

(1) 小型化

高速演算部の LSI化を行い，これらを 20層にもなる多層

基板上の回路に実装することにより，約 450mmX450

mmX160mmとデスクトップサイズを実現した。

(2) 高速インタフェース

装四の外部インタフェースとして，高速な Fast/Wide

SCSI-2を採用した。

(3) オーバレイ表示

表示メモリのほかにオーバレイ用のメモリとプロセッサを

実装しており，マウスポインタの表示や文字の重悦表示が可

能である。

3. MPEG 4関連技術

3.1 MPEG4の目指す応用分野

従米の標準化方式，例えばMPEGlはカラオケ等にピデ

オCDとして用いられており， MPEG2は，主に放送局使

用レベルの高品質な映イ象・音声を扱い， ビデオオンデマンド

や DVD等の機器にも使われている。ところがMPEG2で

は，コンピュータ上で画像の編集や記述といった操作をイン

タラクティブに行うことができない。またMPEG2は，高

品質な映像を扱う関係上，対象となる符号化ビットレートが

90 (228) 

表 1.SD-2000の主要諸元

項 II 諸 元

出カレベル
RGB : 0 714Vpp 500 

ビ HD_VD: TTL負極性 750 
デ 2,048画索X2,048ライン
オ 解像度
出 24ビットカラー
)J リフレッシュレート 60 フレーム／秒 (II〖i次走査）

ピクセルレート 357Mサンプル／秒

招梢メモリ 最大32フレーム (2,048X 2,048時）

表示メモリ 2,048X4,096但胆糸： 3杉父村III戎；

特
ワイプ 60フレーム／秒 40パターン

>‘
フェード／ディゾルプ 60フレーム／秒

呆 ズーム 60フレーム／秒 1,2,4,8,16倍

表 スクロール 60フレーム／秒
刀ーニヽ

オーバレイ ポインタ表示，文字表ぷなど

編 非線形変換 ソフトウェアLUTによる

集 コピー＆ペースト ハードウェア合成

ホストインタフェース Fast/Wide SCSI-2 

サイ ズ 約(W)450 X (D) 450 X (H) 160 (mm) 

斤L斤4 械 約20kg

消骰屯）J 約300W

図 2. MPEG4の応用分野と技術

非常に高く，低レート符号化には向かないという問題点があ

った。

MPEG4は，正に上記のようなニーズに合った，コンピ

ュータ上での使用を想定したオブジェクト単位の符号化や，

インタラクティブな符号化が可能で，さらに 64kbps以下

の超低レート符号化技術を検討している（図 2)。昨今の国

際標準化を取り巻く環境においても，パソコン及びそれと結

び付いたインターネットや PHSを始めとする携帯型・移動

通信屯話の爆発的将及によって， MPEG4に対するニーズ

が増幅されつつある。

3. 2 MPEG 4のキーテクノロジ

MPEG4が3.1節で述べたような要求条件を満足するた

めに必要とされるキーとなる技術は，以下のとおりである。

(1) 高1且宿率

動画像の超低レート符号化には高圧縮がィ＼可欠である。現

在検討されている方式は， i：j梢度動き補憤予測方式のほか，

三蕊屯機技報・ Vol.71 ・ No.2 ・ 1997 



ウェーブレットのような周波数と時間成分の解析を行う方式，

あらかじめ用怠した背景画像プレーンを用いる方式等がある。

(2) オブジェクトベース

MPEG4が従米のMPEG1, MPEG 2と最もその性格を

晃にするものが，オブジェクトベース符号化である。これは，

画像の構成要索であるオブジェクト（例えば，シーン中の人

物画像オブジェクト等）単位に，符号化／処理を可能にする

ものである。符号化ビットストリームからオブジェクトごと

の情報か抽出できれば，その後で画像オブジェクトの編集・

加」，．。合成等の処理が自由にできるので，従米の標準化方式

では実現し得なかったことが可能になる。また，オブジェク

ト画似の符号化に必要となるオブジェクトの輪郭（シェー

プ）を符号化する手法も検討されており，二次元MMR

(Modified Modified Read)法， Vertex法，ポリゴン近

似法等が有力な手法である。

(3) エラー耐性

移動体通信等の無線を利用した画像伝送の場合には， lo-2

~lo-3という非常に高いエラー発生率に対処しなければな

らない。そのため， BCH(Boss Chaudhuri Hocquengh-

em)やReedSolomon等の一般的な誤り訂正符号を用いた

手法だけでは対応することができない。

現在 MPEG4で検討されている方式には，ランダムエラ

ー，バーストエラー，パケットエラーに対しても索早く再同

期をかけて復号化画像を復元する手法 (ErrorResyn-

chronization)や，エラーによる劣化画像を目立たなく表示

するための手法 (ErrorConcealment)がある。これらは

基本的には，画像の構成要索であるスライス又はマクロブロ

ック単位に再同期語を埋め込み，各処理単位にエラー検出を

行うことで，強力なエラー検出機能及び再同期機能を備えよ

うとするものである。

3. 3 MPEG 4ビデオ符号化方式

現在， MPEG4ビデオグループで当社は柏極的に方式提

案を行っており，それらは現在， CoreExperiments（共

通実験）として VM(Verification Model :検証モデル）

に組み込まれる方式の有力候補となっている。提案方式の要

点は次のとおりである。

R超低ビットレート (48kbps以下）での動画像符号化

の実現

◎オブジェクト皿像領域の境界線を利用したブロック細

次祉代映像技術・越地・鈴木•関 Il ．浅井

分割，及びそれに伴う動き予測効率の向上

＠背景予測の砕入による，オクルージョンに対しても高

い予測性能の保持

〇両方向予測と背景予測との適応切換えによる符号化効

率の向上

R簡易な回転・変形を伴う予測画像プレーンの生成と予

測効率の向上

また MPEG4を用いた開発か想定される製品例としては，

PHSの32kbps圃線等を利用した低ビットレート簡易画像

伝送装置（固定・携帯・移動型），テレビ会議システム，監視

型コーデック，低ビットレートパソコン会議システム，イン

ターネット動画伝送システム等がある。

4. むすび

21世紀に向けた次1せ代の映像技術として，超高精細画像

及びMPEG4について，それぞれの概要からキーとなる技

術と応用分野について述べ，これらに対する当社の開発成果

として，超高精細画像特殊効果表示装岡及びMPEG4ビデ

オ符号化方式について紹介した。

今後は，超高精細画像に関しては，更に適用分野を広げて

いくために， ATMなどの高速ネットワークに適したデー

タ転送プロトコルや圧縮方法などの研究開発を， MPEG4

に関しては，標準化活動への積極的な参加と規格に準拠した

製品の開発を行っていく。
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特集論文ヽ＿
綱島健次＊ 渡部美代ー＊

デイジタル放送受信機 ATV
細谷史朗＊＊

田中康＊

要旨

近年，米国では，ディジタル伝送技術を用いた次世代テ

レビ (AdvancedTelevision : A TV)技術の開発が活発

に進め られ，現行のテレビ伝送規格であるNTSC規格に代

わる新たなディジタル地上波放送としてATVの規格化が

検討されている。ATV規格については， 1997年春 までに

最終決定がなされ，＇ 98年には本格的な放送が始められる

と予想されている。

提案されているATV規格には下記のような特長がある。

(1) MPEG2に準拠した画像圧縮技術により，アスペクト

比16:9のワイドな高画質映像HDTV(High Definition 

Television)を現行のテレビ lチャンネル分の帯域幅 (6

MHz)で伝送する。

(2) 同じ伝送帯域の1チャンネルを使って複数のSDTV

8VSB 
地上波放送

一

(Standard Definition Television) プログラムを伝送す

ることが可能である。

(3) 5.1チャンネルディジタルサラウンド音声を導入。

当社では， ATV規格に準拠したATV受信機を構築する

に必要なチッ プセットを米国 LucentTechnologies社

（元AT&T社の通信機器，半導体製造部門）と共同で開発

を進めると同時に，開発中のチップセットを導入したディ

ジタル放送受信機のシステム開発を行っている。

ATV受信 機は， ATVチューナ， SVSB(Vestigial 

Side Band)用 DEMOD(Demodulator), MPEG2シ

ステムDEMUX(Demultiplexer), HDTVビデオデコ

ーダ，ディス プレイプロセッサなどで構成される。

アンテナ

デイジタル放送受信機

＼ 

---------こ1I HDTV 
I Display : 

藝わ—]→ DEMux ニ→丘=→/ i
！ 二］→〔）））!

l Speakers 
l--------------------------------＿」

ATV受信機のシステム構成

ATV受信機は，6種類のLSIからなるコアチップセット，ATVチコーナ，マイク ロプロセッサ及びSORAM(Synch「□nous
ORAM)で構成される。ホストマイクロプロセッサは， ドCバスを介して，各機能ブロックと制御信号及びデータの受け渡しを行う。
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1。まえがき

米国， r―1本などで，今ll，一般に兄られているテレビは，

1941年に米国で制定された NTSC規格に基づいて放送され

ている。 NTSC規格は，＇ 53年にカラー化がなされて以米，

音声多重化など小改善は行われてきたものの， 40年以上に

わたってほぽ今rlの姿を保ち続けてきた。

'80年代前半， NHKは，垂直，水平両方向に NTSC方

式の約2倍の解像度を持つ HDTVの伝送規格MUSE方式

を提案した。

これに触発されて，米国においても'87年に放送業者の要

求を受け， FCC(Federal Communications Commis-

sion)は，次匪代テレビ (ATV)に関する規則制定に向けて

の動きを始め，放送規格を検討するための委員会ACATS

(Advisory Committee on Advanced Television Ser-

vice)を設けた。当初， 23のシステム提案がACATSに提

出された。これらはすべてアナログビデオ伝送技術を用いて

いたが，＇ 90年には， General Instrument (GI社）から，

初めてのオールデイジタル方式を採用したシステムか提案さ

れ，続いて，更にオールデイジタル3方式の提案がなされた。

提案の中には，既存のチャンネル内で，又は追加スペクトラ

ムを用いて， NTSC放送の画質改善を図るための付加情報

を送る EDTV(Extended Definition Television)シス

テムと， NTSCとは無関係に別のチャンネルで送信を行う，

いわゆる “Simulcast"HDTVシステムが含まれていた。

'90年には， ATVには現存の NTSC技術とは独立な設計

思想を採用する SimulcastHDTVシステムを選択するこ

とを FCCは決定した。続いて，これら提案のうち 6方式

（うちオールディジタル4方式）が実機テストによって評価

され，その結果として ACATSは，＇93年 2月，今後の検討

をオールデイジタル4方式に絞り込むことを決定した。しか

しながら，オールディジタル4方式の優劣はつけられず，

'93年 5月， ACATSの提案に沿った形で，各オールディジ

タル方式の長所を生かし，最良のシステムを構築するためオ

ールディジタル方式提案グループ，すなわち， AT&T,

Zenith, GI, MIT, Philips, Thomson, David Sar-

noff Research Centerが， ‘‘DigitalHDTV Grand 

Alliance"と呼ばれるコンソーシアムとして，共同で検討を

辿めることとなった。そして，その後，約 2年半の間，

Grand Allianceシステムの検討とテストが続けら几 '95

年 11月に ACATSは最終報告をまとめ， GrandAlliance 

システムに基づくデイジタルテレビジョン規格を米国ATV

放送規格として採用するよう FCCに勧告した。

現在， FCCによって最終的な ATV放送に関する規則の

検討が進められており，＇ 97年春までに結論が出さ几 '98

年には本格的な ATV放送が始まると予測されている。ま

た，＇96年 7月から米国内の二つの放送局において ATVの

ディジタル放送受侶機 ATV ・綱島・細谷•田中・渡部

試験霞波の送出が始まるなど，放送業者も ATV放送に積極

的な取組姿勢を示している。

本稿では，現在FCCに提案されている米国ディジタルテ

レビジョン技術規格と，当社で開発中の ATV受信機のシス

テム構成とその主要構成要索である ATVHJチップセットの

概要を述べる。

2. ATV規格提案の概要

Grand AllianceのATV規格は，標準テレビ伝送僻域

(6MHz) 1チャンネルで高品質映像，行声及びデータを伝

送するように設計されたシステムを記述している。このシス

テムでは，地上波放送モードおいて SVSB変調方式を採用

することにより，幣域輻6MHzの 1チャンネルで約 19

Mbpsのデータレートを逹成している。このデータレートで

HDTV映像を伝送するため， MPEG2ビデオ規格の Main

Profileに準拠した画像圧縮技術を消人した。さらに，オー

ディオについても DolbyAC-3デイジタルサラウンドオー

ディオ技術に基づく圧縮を行っている。 DolbyAC-3シス

テムは，サラウンド 5チャンネルとサブウーファチャンネル

(5.1チャンネル）をサポートする。

ATVでは，表 1に示すように， HDTVと，いわゆる

SDTVの双方を含むマルチ画像フォーマット規格となって

いる。 HDTVフォーマットでは，アスペクト比（画而縦横

比）を， NTSC方式の 4:3から 16:9へとワイド化を実現

している。また，従米 NTSCなどで用いられてきたインタ

レース走査フォーマットのみならず， コンピュータ圃而との

コンパチビリティが高いプログレッシブ走査フォーマットも

含まれている。

SDTVフォーマット (704皿索 X 480ライン又は 640画

索 X 480ライン）は，標準テレビ伝送幣域 1チャンネル内で

複数のプログラムを同時伝送することを意図して設けられた

ものである。

伝送されるビットストリームは， MPEG2システム規格

に準拠したトランスポートストリームとなっており，ビデオ，

オーディオ，及びデータパケットを自由に多重することが可

能である。各パケットは 188バイト長で，このうち 4バイト

表 1. ATV規格提案に含まれる画像走査フォーマット

ライン数
水平訓索数

アスペクト比 フレーム（フィールド）レート
／ライン

1,080 1,920 16 : 9 60I 30P 24P 

720 1,280 16 : 9 60P 30P 24P 

480 704 16 : 9 4: 3 601 60P 30P 24P 

480 640 4: 3 60I 60P 30P 24P 

（注） 60Iは60Hzインタレース， 60Pは60Hzプログレッシブ， 30Pは30
Hzプログレッシブ， 24Pは24Hzプログレッシブを紘味する。ま

た，フレーム（フィールド）レートについては， l?：表に心された
整数値のほかに， l,000/1,001倍したレート (59.94Hzなど）も
含まれる。
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表 2.ATVシステム概要 5.38MHzに変換するダウンコンバー

映像
圧縮 MPEG2 (ISO/IEC13818-2) Main Profileに準拠 タを含んでいる。後述するように

DEMODは，ダイレクト IFサンプリン

グを採用しているため，第三中間周波数

にダウンコンバートした後， A/D変換

器でサンプリングしている。

ビットレート ~19.4Mbps （地上波放送）

圧縮 Dolby AC-3 

ュ日9:／ 1vi 
ビットレート ；；；；384kbps (Main Service又は AssociatedService) 

チャンネル数 5.1 

サンプリング周波数 48kHz 

トランスポートシステム MPEG2 Systems (ISO/IEC13818-l) 準拠のサブセット (2) DEMOD 

チャンネルバンド輻 6MHz 

シンボルレート 10.76Mサンプリング／秒

伝送 変調方式 SVSB（地上波放送）

Reed Solomon FEC t 10 (207, 187) 

Trellis FEC 2/3rate（地上波放送）

12c 

Host M,croprocessor 

こコ Core Chip 

図 1.ATV受信機の構成

がヘッダで， 184バイトがペイロードになる。

ATV地上波放送システムの概要を表 2に示す。

3. ATV受信機の構成

| 
NTSC 

図 1に現在開発を進めている ATV受信機の構成を示す。

ATV受信機は， 6種類の LSIからなるコアチップセット，

ATVチューナ，マイクロプロセッサ及びSDRAMで構成

される。ホ入トマイクロプロセッサは， FCバ人を介して，

各機能ブロックと制御信号及びデータの受け渡しを行う。

(1) ATVチューナ

ATVチューナには， UHF及びVHF帯のテレビ放送を

受信するダブルコンバージョンタイプを採用する。第一中間

周波数は 920MHzに設定されており，イメージ周波数が 1

GHz以上となるため，イメージ妨害を容易に除去できる。

また，局部発信の周波数も 977-1, 723 MHzとなるため，

チューナフロントエンドからのリークも入力部のフィルタで

除去される。さらに， UHFチャンネル (470-860 MHz) 

の第2次高調波も第一中間周波数幣に入ってこない。第二中

間周波数としては，現行テレビとほぼ同じ僻域， 44MHz

に設定する。

図に示す ATVチューナブロックには， 44MHzSAW 

フィルタと， SAWフィルタ出力をさらに第三中間周波数
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HDTV 

Video Output 

5. lch Audio 
Output 

Upconverted 
Video Output 

チューナで選局されたJ應上波ATV放

送 (SVSB信号）は， 5.38MHz中間周

波数へ変換された後に 21.5MHz（シン

ボルレートの 2倍）で 10ビット精度に

サンプリングされ， DEMODに供給さ

れる。 DEMODは，復調・誤り訂正さ

れた MPEG2トランスポートストリー

ムを出力する。また，チューナヘ， AG

C信号を PWM又はシリアルデイジタ

ルデータとして，フィードバックする。

(3) DEMUX 

DEMUXは， MPEG2システムのト

ランスポートストリームをサポートする。

その動作は外部のマイクロプロセッサに

よって翻卸される。 トランスポートスト

リームに含まれる情報の蓄積又はリップ

シンク（オーディオービデオ間の同期）の

ために，オーディオデータに遅延を与え

ることを目的に，外部マイクロプロセッサからもアクセス可

能な最大］ Mバイトの DRAMが接続される。また，外部

にvcxoを接続することにより， トランスポートストリー

ムに含まれる PCR(Program Clock Reference)から 27

MHzシステムクロックを復元することができる。

(4) ビデオデコーダ

HDTV画像のデコードでは，外部メモリとのデータのや

り取りを合め，非常に高辿なテータ処理か要求されるため，

2個の同ービデオデコーダチップを並列動作させることによ

り， HDTVをデコードする構成を採った。 2個のビデオデ

コーダを組み合わせることにより， MPEG2 MP@HLの

デコードが可能になり， 1,920 X 1, 080, 60フィールド／

秒のインタレース画像又は 1,280X 720, 60フレーム／秒

のプログレッシブ画像に対応可能である。それぞれのデコー

ダチップには， リファレンスフレームやビットストリームの

一時記樟に使われる 3個の 16Mピット SDRAMが接続さ

れる。

ビデオデコーダの動作は，外部マイクロプロセッサによっ

て制御される。 MPEG2圧縮ビデオデータの中の上位レイ

ヤ（シーケンスからピクチャレイヤまで）は，外部マイクロ

プロセッサで解析さ几また，それ以下（スライスとマクロ

ブロックレイヤ）については， ビデオデコーダ内部で1附所を
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行う。 DEMUXか ら は PES(Packetized Elementary 

Stream)の形でデータが供給され，外部マイクロプロセッ

サによって与えられる STC(System Time Clock)を桔

準にデコードのタイミングを決める。

デコードされたビデオデータは，マクロブロックのフォー

マットのままでビデオデコーダから出力される。

(5) オーディオデコーダ

オーディオデコーダは， 5.1チャンネルDolbyAC-3ビ

ットストリームをデコードする。 DEMUXからは， リップ

シンクを考胞したタイミングでオーディオ ES(Elemen-

tary Stream)を供給する。オーディオデコーダは ESの形

でデータを受けることになるため， DEMUXから受けるオ

ーディオデータは， DEMUXにおいて，あらかじめビデオ

デコーダ及びオーディオデコーダでのデコード遅延を考應し

たタイミングで受け渡しがなされるように制御がなされてい

る必要がある。

(6) ディスプレイプロセッサ

ディスプレイプロセッサでは，ビデオデコーダから供給さ

れるマクロブロックフォーマットのビデオデータを，モニタ

上の表示に適したラスタスキャンフォーマットに変換して出

力する。このとき， HDTVフォーマットについては，接続

されるディスプレイの種類に応じたフォーマット変換を施し，

1,920 X 1,080インタレース，フィールドレート 60/59.94

Hz又は 1,280X 720プログレッシブ，フレームレート 60/

59.94 Hzの皿像として出力する。また， SDTVフォーマッ

トについては，補間処理を施し， HDTVディスプレイに適

したフォーマットに変換して出力する。なお，ディスプレイ

プロセッサはD/A変換悩を内蔵しており，出力は RGBア

ナログ信号となる。

ディスプレイプロセッサには，フレーム／フィールドレー

ディジタル放送受佑機 ATV ・綱紛・細谷• HI中・渡部

ト変換，及びマクロブロックーラスタ変換などを行うため，

4個の 16Mビット SDRAMヵ吋妾続される。

4. むすび

現在，米国では新放送規格として採用が検討されている

"Digital Television Standard"に準拠した ATV受信機

の開発が進められている。 ATV受信機の製品化には， 8

VSBに対応した DEMOD, MPEG2 MP@HLに対応し

たビデオデコーダなどの大規模な専用チップの開発が不可欠

である。

当杜では，米匡の LucentTechnologies社と共同で，

ATV受信機川チップセットの開発を進めており，他社に先

駆けて'96年6月に発表した。このチップセットは， ATV

の普及に貢献するものと期待されている。今後もシステム検

証を継続するとともに，チップの開発と並行して， ATV受

信機の製品化開発を進める所存である。

参考文献

(1) Federal Communications Commission Advisory 

Committee on Advanced Television Service : 

Advisory Committee Final Report and Recom-

mendation (1995) 

(2) Federal Communications Commission Advisory 

Committee on Advanced Television Service : 

Final Technical Report (1995) 

(3) ATSC Digital Television Standard (1995) 

(4) Guide to the Use of the A TSC Digital Tele-

vision Standard (1995) 

(5) Stan Prentiss: HDTV High -Definition Tele-

vision, 2nd Edition, TAB Books (1994) 
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特集論文、_
インターネットTV

石井良典＊ 齋藤正史＊＊＊

山口典之＊ 油 陽一郎＊＊＊

梶村潔＊＊

要旨

インタ ーネットは大衆のメディアとして認知されてきて

いる。テレ ビ放送や雑誌の広告では，インタ ーネットの

WWW (World Wide Web)のアドレスが表示されるの

が日常的になっている。その意味で，インタ ーネットは大

衆の新 しいコミュニケーシ ョンのためのメディアとして成

長してきている と言える。

本稿は， この新しいメディア，インターネットのサービ

スを家庭でテ レビを見る のと同等の感覚でアク セスするた

めの端末として開発した28W-MM1の製品コンセプトと

特長について述べたものである。

家庭の居間で， 家族皆でリラックス してインターネ ット

アクセスを行うために，イ ンタ ーネッ トアクセス機能をテ

レビに内蔵し，軽量・小型のリモコンで操作することとし

た。継続的に機能拡張がなされているインタ ーネットサー

ビスであるが，機能の多様さよりも使いやすさを優先し，

基木的なWWWデー タの表示と電子メ ールサービスに機

能限定している。

28W-MM1は，インターネット機能だけでなくテレビ

機能の面でも機種最上位に位置付けており，多様な2画面

表示機能， 2画面録画機能，文字放送の受信， ハイ ビジョ

ン放送の受信など，従来テレ ビの機能をほと んど具備して

いる。

、／

ーヽノ

テレビにインターネッ
トアクセスの機能を内
蔵し、テレビのチャン
ネルを変更するのと同
じ感覚でインターネッ
トの WW Wホームペ
ージの閲覧、電子メー
ルの送受信が可能

インターネッ
ト、文字放送
とテレビ放送
を同時に見る
ことができる
2画面表示モ
ード

HTMLタグは、
HTML2.0及び
標準的に用いら
れている
Netscape l. l 
の拡張機能に
対応

キーワードの一括
入力をサポートす
るソフトウェアキ
ーボードにより、
リモコンを用いて
英字、数字、ひら
がな、カタカナの
入力可能

ーヽノ

ハイビジョン放送、
クリアビジョン放送
も、より高品位な映
像で受信可能

ニュース、天気予報
などの項目や使い
方、検索一覧など、
初めての人でも分か
るインターネットメ
ニュー画面

文字も鮮明に表示可
能な28型のワイド
テレビ

小型軽置のイン
ターネットアク
セスと文字放送
専用リモコン

インターネットTVの外観及び主要機能
一般家庭のテレビューザが簡単にインターネットアクセスを行うことができるインターネット丁V (28W-MMI)は，閻単なメニュー操作を

始めとした使いやすいユーザインタフェースを備えている。インターネットアクセスだけでなく， E画面表示機能，MLJSピN丁8Cコンバータ ） 
の内蔵など，最新機能を貝備した新コンセプトのテレビである。
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1。まえがき

一般家庭にもパソコンが急速に将及し，屯話回線を経由し

で家庭からインターネットにアクセスするユーザが急贈して

いる。これは， W WWブラウザの登場により，＿I忙界中の梢

報サーベ上の最新l胄報を，家庭に居ながらにして閲覧できる

ようになったことが主な要因である。

ところが，パソコンを使いこなすためにはかなりの知識が

必要であるため，だれにでも手軽に利川できるというわけで

はない。そこで，一般家庭のユーザが簡車にインターネット

アクセスを行うために，テレビにインターネットアクセス機

能を内蔵することとした。

本稿では，インターネットをテレビ放送，文字多重放送に

次ぐ家庭向けのメディアとしてとらえて開発したインターネ

ット TV"2SW-MM1”の特長について述べる。 2SW-MM

］は，テレビのi立l-` ．位機種として位置付け，インターネット

アクセスを従米のテレビ番糾のチャンネルがHiえたような感

、iむで実現することを目指したものである。

2. ィンターネットアクセスの現状

インターネットは， とりわけ米国では大衆のメディアとし

て認知されている（1)。例えばテレビ放送や雑誌の広告では，

インターネットの WWWのアドレス (URL)が表示される

のが11常的となっている。 1―1本においても，最近では詞様の

傾向が見られ，大衆の新しいコミュニケーションのためのメ

ディアとして成長しつつある。インターネットが11常的なメ

ディアとなる Ilも近い。個人のホームページなどを通しても，

その成長の度合いを見ることができる。

ところが，パソコンからのインターネットアクセスは設定

が難しく，依然として籾9l}が高い。また，パソコンを購入し

ても余り活J-llされずにII艮っている場合も多い（2)。つまリ，

人衆メディアの端木としてのインターネット端末が，メディ

アの成長のためにもイ<III欠である。

3. ィンターネット TVのコンセプト

3. 1 28W-MM1の位置付け

2SW-MM1は，インターネットの家庭のメディアとし

てアクセスするための端木として間発したものである。さら

に，テレビ装附としては，現行の製，’ii＼ラインの最I．．位機種と

して位附付けている。 したがって，ハイビジョン香糾のため

のMUSE-NTSCコンバータの内蔵，複数両1(li表ぷや文字

多屯放送の閲覧，衛星放送受イげ機の内蔵など，テレビのI・^位

機種がサポートしている機能を網羅している。

これらの機能に加え，一般家庭のI99}間で家族のだれもがイ

ンターネットアクセスを行えることを 11標としている。した

がって，高齢行・じ婦． f供などパソコンを他いこなすこと

が困難である人たちのために，容易な操作性に咽点を附いて

インターネットTV・ イi)l:• Il l l l．梶村・齋藤・；（l
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設計を行った (3)。

3. 2 ユーザインタフェース

2SW-MM]は，一般家庭の居間で，家族皆でインター

ネットを楽しむことを目標としている。リラックスした家庭

でのII-、芋間にキーボードやマウスなどの家庭にはなじみの薄い

機器を使うのは，それだけで使いやすさを阻害する。テレビ

と伺じ感党でインターネットをアクセスするためには，テレ

ビリモコンでの操作が必要である。また，インターネットア

クセス時には，常時リモコンを手に持っていることとなるの

で，軽鼠：・小型のリモコンとする必要がある。 2SW・MM1

はこの要求を満足するために，インターネット専用のリモコ

ンを利用することとした。

小型のリモコンでは，ボタンによる直核吋旨定できる機能は

限定される。また，機能限定を補うために皿而に表示された

メニューの選択を行うと，それだけ操作が複雑となり，使い

にくいものとなってしまう。そこで，プロトタイプのソフト

ウェアを作成し，利用頻度の高い機能の選足をユーザ計}Hiliiに

よっで決定した。

インターネットアクセスのためには，インターネット接続

会社による接続が必要となる。ところが，この接続や契約に

ついても非常に而倒である。そこで，接続会社として咋ドリ

ームトレインインターネット (DTI)を想定し，ューザ番号，

パスワードなどを工場｛｝｝御I寺に糾み込むこととした。購人者

は，虚話1iil線の種類と居住する場所を指定するだけで， 2週

間無料で利川することができる。

3.3 テレビ内蔵型装置

家庭のテレビの両而でインターネットを楽しむ機料の構成

として，テレビ内蔵型とセットトップボックス型がある。

セットトップボックス刑を採／11した場合には，任怠のテレ

ビを対象とする必災があるが，低価格のテレビでは表示品位

が低く， WWWブラウザのIllillhiを表示しても文字が兄にく

いことがある。ユーザが快適にインターネットアクセスでき，

満足してもらうために， i府ililil質のテレビに内蔵することとし

た。

辿常の屯話[II]線による接続では，パソコンでも WWWの

アクセスにII炉1:uがかかることが多い。このような場合にテレ

ビlllillfriを分割してテレビ番糾とインターネット lilil面を詞時に

表ぷすることにより，待ち時間を感じずにインターネットア

クセスを行うことができる。また，テレビでの URLの表ぷ

に応じて，関辿するホームページに簡車にアクセスできる。

パソコンやセットトップボックスの場合にはこの種の複令メ

ディアの端木としての利川に制限がでてくるII［能性もあり，

内蔵｝籾1の利、点に注））した。

4. 28W-MM1の特長

4. 1 28W-MM1の概要

2SW-MM1は，多機能・高訓質であるでけでなく，最新
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のメディアであるインターネットヘのアクセスが可能なテレ

ビである。インターネットにアクセスするために必要なソフ

トウェア，ブラウザはテレビ装置に内蔵され，同こん（梱）

されたモデムに接続し，さらにモデムに屯話線を接続するだ

けでインターネットにアクセスすることができる。難しい設

定も簡索化を図り，操作も専用のリモコンだけで行うことが

できる。また，文字多重放送のデコーダを内蔵し，インター

ネットアクセスと共通の小型リモコンを利用しで梢報を閲覧

することが可能となる。文字多重放送とインターネットアク

セスは，ほぼ同一のメニューと操作方法を実現しており，ユ

ーザは簡単に両機能を利用することができる。また，文字放

送は， VGA皿而に対してインターネット用の表示フォント

を使用して表示しており，これまでの文字放送に上り餃して高

品位表示を実現している。

また， 2画面表示機能を搭載し，テレビ映像のみならず，

文字多重放送，インターネットとの組合せも可能にしている。

これにより，テレビ番組を兄ながらその番組のホームページ

を呼び出すといった使い方が可能となる。

インターネットのホームページを指定し，ロードに時間が

かかっている間に 2皿面表示でテレビ番組を楽しみ，ロード

が終了した後に 1画面表示として内容を確認するといったこ

とも可能である。この機能はビデオ録圃とも辿動しており，

2画面をそのまま録皿可能としているだけでなく，その片両

面のみを表示することも可能としている。 28W-MM1は，

インターネットアクセスしたデータを保存する記億装置を内

蔵していないため，先にアクセスしたデータの記録のために

ビデオを利用している。

さらに，ハイビジョン番紐を手軽に受信するために

MUSE-NTSCコンバータを内蔵しており，通常の衛星放

表 1. 28W-MM Iの諸元

項 II { l • 椋 内 ,ベ" _,_. 

CPU 32ビットマイクロプロセッサ

RAM 2Mパイト

ROM 3Mバイト（フォントを含む）

ハードウェア
FROM lMバイト

モデム 外付け (V_32bis) 

表ボ VGA (640 x 480) 

カラーパレット 8ビット (256色）

ポインタ '，IJt)llリモコン

OS リアルタイムOS

ネットワーク TCP/IP/PPP 

ブラウザ 独I'l

HTMLタグ I-ITML2. 0 • N etscapel. l 

ソフトウェア イメージ形式 GIF ・ JPEG 

虚子メール
SMTP・ POP3 

プラウザ組込み

文字放送 独I'I

文字入）J
ソフトウェアキーポード（英数，

99じ号， ひらがな，カタカナ）
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送を兄るのと同じ感此ですべてのチャンネルが選択できる。

また，梢li)変信号と色信号の輪郭補正を改善し， より高品位な

映像の再現を可能としている。同様に，ワイドクリアピジョ

ンにも対応し，クリアビジョン放送受信時には自動的にワイ

ド匝面に拡大して映像表示を行うなど，ューザがメディアを

意識せずにテレビを利用できるという観点を満足している。

4.2 インターネットアクセス機能

28W-MM1のインターネット部分の諸元を表 1に示す。

28W-MM1は，インターネットアクセス機能内蔵テレビの

エントリモデルとして位附付けている。したがって，サポー

ト機能及び搭載ハードウェアは，最小限のものとなっている。

ところが，インターネットサービスは進化し続けている。と

りわけWWWにおけるデータ型や文翡の表現形式である

HTMLの進化は急速であり，これらの拡張に追随する必要

1生もある。 28W-MM1はエントリモデルであるため，拡

張性と高機能性を犠牲にはするが，完結性と容易な操作性に

注力した。その結果，アクセス可能なサービスを WWWと

氾子メールに限定した。

28W-MM1を購入して最初に使うときには，メニュー

皿而の指示に従って設定を行っていく。モデムの接続方法な

どについても皿面に設定方法が表示されるため，取扱説明書

を熟読する必要もなく設定を行うことができる。ユーザカ喘と

定を行う項目は， トーン又はパルスの虚話種別と設附都道府

県の指定，文字放送受信のためのチャンネル設定だけである。

これらの設定後に，自動的に DTIへの登録確認を行う。登

録確認を実施すると， 2週1-l}］無料でインターネットをアクセ

スすることができる。平均的なユーザは，ここまでの作業を

5分以内に完了することができる。

ユーザがインターネット機能を選択すると，図 1に示すイ

ンターネットのメニューが表示される。このメニューは，テ

レビの視聴者が興味を持つであろう分野として，“ニュー

ス”“天気予報”“スポーツ"“おすすめ”“使い方”“検索一覧”

に分類してある。このうちの一つをリモコンで選択すると，

自動的に1iil線を接続し，インターネットアクセスを開始する。

実際には，これらのメニューはインターネット」このホームペ

歪切断 1三菱インターネットTV

インターネットメニュー

とはじめて使うときはここ o設定の変更

oo/ooで選んで響を押して下さい

図 1.28W-MM Iのインターネットメニュー
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（大ボタン）
暉使中

四 1
てこ

ぶ テキス 9，イメ-ジ選択

マップ上の位閤指定

..;： 
¥, 

” ： ... <→ 

．．． ぐ1ーロ
<＇ 

西1象読込回線り店i ジャンブ メール 最初へ 文字大小□正］□三l□にl口こ］□□E三］
00で選んで〇を押してくたさい

図 2. アンカの選択方法

ホJ卜

前候補

次候補

中止

図3. ソフトウェアキーボード

メニュー近択， 

ージにリンクが張られており，その時々の話題については，

サーバ側のページを更新することによって端末側の操作を変

更することなく参照することができる。例えば，長野オリン

ピックに向けての情報を“おすすめ”メニューからリンクす

ることにより，ユーザは簡単に最新情報を閲院することがで

きる。

2SW-MM1のブラウザは， リモコンでの利用を考え，

WWWァンカの指定を順次選択する方式とした。これは，

二次元上での場所を示すマウスの機能と同等の機能をリモコ

ンで実現する方式は，選択する場所の位駕決めが難しく，待

ち時間も含めると使いにくいものとなるというユーザの計叶冊

結呆に基づいている。ユーザは， リモコンのボタンにより，

選択するためのアンカを次候補，前候補と移動することがで

きる（図 2)。なお，選択可能なイメージ情報（クリッカブル

マップ）を選択した場合には，その時点で十字カーソルに変

更され，位質を選択することが可能となる。

屯子メール機能は，ブラウザに組み込んだ形で実装してい

る。操作メニュー画面から“メール”を選択すると自動的に

インターネットに接続を行い，サーバ側の個人用メールポッ

クスの表題を表示する。表題から一つのメッセージを選択す

ることで，電子メールを読むことができる。電子メールのユ

ーザインタフェースは，ブラウザと統一して設計しており，

ユーザは同一操作で電子メールの送受を行えるのは言うまで

もない。

文字入力はソフトウェアキーボードを用いて行う。ソフト

ウェアキーボードは，カナパネルと英数パネルからなり，文

字の配列は初心者に分かりやすい順序を採用している。また，

インターネットアクセスでよく使用するであろうキーワード

インターネット TV・ 石井・山口．梶村・齋藤・泊

一行咀位の
スクロール

表 2.28W-MM Iの主な表示機能

対 象 モード名称 機 ムHヒt、

フル表示 2画面とも水平方向に対して圧縮
NTSCX2 表示

垂直圧縮 2画面とも水平・垂直方向圧縮で
NTSCX2 4: 3の2画面表示

2画面 フル表示 2画面を水平方向に圧縮して表示。
テレビ NTSC+MUSE MUSE画面は圧縮度合いが高い

垂直圧縮
2画面を水平・垂直方向圧縮で4:

3の2画面表示。 MUSE画面は垂
NTSC+MUSE 

直方向に圧縮表示

4: 3 画面中央にVGA画面表示

フル
VGA画面を水平方向に伸長し，

VGA  画面全1本に表示

2画面 NTSCの信号と VGAを垂直方向

NTSC+VGA 圧縮表示

を文字列として選択することも可能である。これにより，新

間などに記載されている URLを少ない操作で入力すること

が可能となる。ソフトウェアキーボードの英数パネルを図 3

に示す。

4.3 2画面表示機能

2SW-MM1は， 6種類のテレビ放送の 2画面表示機能，

3種類の VGA表示機能，静止画表示機能， 2画面録画・再

生機能をサポートしている。表 2に2SW-MM1の主な表

示機能を示す。

5. むすび

インターネットアクセスを提供するテレビ “28W-MM

1” の設計コンセプト及び主要な特長について紹介した。

28W-MM1は，マルチメディア時代におけるテレビに

求められる新機能の一つとして，インターネットサービスを

家庭から簡単にアクセスするための製品である。現在の仕様

は非常に限定的なものであるが，インターネットの情報サー

ビスをテレビによってアクセスできる新しいメディアとして

とらえていく予定である。

今後は，多様なデータ型の再生，及びインターネットサー

ビスヘのアクセス機能の拡張を行っていく予定である。

参考文献

(1) Miller, S. E : Civilizing Cyberspace, ACM Press 

(1996) 

(2) みんなの家にパソコンが・・，朝日新聞 (1996-9) 

(3) 泊 賜一郎，岡田伸輝，吉田玲子，齋藤正史：一般家庭

からのインターネット利用環境の構築，情報処理学会マ

ルチメディア通信と分散処理ワークショップ

(1996-10) 

(4) ローラ・リメイ： HTML入門—WWWページの作成と

公開，プレンティスホール出版 (1995) 
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スポッ 一
／ トフ ィト 1インターネットテレビ 28W-MM1 う

新しい情報源であり，かつ全世界的規模の双方向通信と

して注目され，急速に拡大しつつあるインタ ーネッ トに接

続を可能とした28型ワイドテ レピ28W-MM1を発売しまし

た。普通の家電のユーザが簡単にインタ ーネッ トを楽しめ

ることをターゲットに開発したものです。

特長

●インターネ ット機能

インタ ーネッ トの 2大機能であるホームページ閲党と電子メ

ールの送受信ができます。テ レビのユーザが電話回線につなぐ

だけで簡単にインターネットに接続できるよう，あらかじめ接

続プロバイダ契約やID及びパスワードの設定が入力されてい

ます。操作は専用リモ コンによってメ ニューを展開することで

希望のホームページにアクセスできます。

また，ユーザに快適なネッ トサーフィンを楽しんでいただ＜

ためにソフト面においても専用ホームページを用意し，分野別

メニュー等きめ細かいサーピスを行っています。

●文字放送受信

H常の情報源として手軽な，文字放送を受信することができ

ます。文字放送は，テレピ信号の垂直帰線期間に文字データ等

が重畳されており ，ニュースや天気予報や株式情報等を知りた

いときにすぐ知りたい情報を無料で入手するこ とができます。

●MNコンバータ内蔵（ハイビジョン放送受信）

現在BS-9chにて， MUSE方式で送られてくるハイピジョン

信号を現行TVのNTSC信号に変換し，ハイ ピジョン番組を楽

しむことができます。従来のM-Nコンバータで変換の際，発

生していた上下の画欠けをなくし，踊度信号及び色信号にガン

マ補正を施すことで高画質を実現しています。

●高画質 2画面

新メモ リアクセス方式に よって業界最高の高分解能を実現し

た2画面処理LSIを開発しました。このLSIにより ，VGA信号

をNTSCに変換するとともに，放送番組とインターネッ トや文

字放送との 2画面表示が可能となっています。

もちろん地上波 2チューナですので，見たい番組と裏番組を

同時に 2画面表示で楽しむことができます。

●スーパダイヤ トロン

インターネット等の高精細画像を表示するため，新設計のス

ーパダイヤ トロ ンCRTを開発 しました。ス ーパダイヤ トロン

CRTは， RGBピームを光選択吸収フィルタに通すことで色純

度を高め，コ ントラス トを向上させています。従来の 同等

CRTと比べ，ブラウン管の中央部で 6.2%，周辺部で 18.4%

の明るさがアップしています。

●スーパワイド三次元Y/C分離同路

Y/C分離を静止画部分に加え，動画部分も高精度に三次元

処理することで，動画部分での解像度を向上し， かつ画面のシ

マ模様などに現れるニジミやちらつきを抑えて美しい映像を再

現します。

ヽ
~

窒 切断 1三菱インターネットTV

インターネットメニュー

①はじめて使う ときはここ o設定の変更

00/ooで選んで m を押して下さい

ぶ

ーヽノ

曲 卜→II』↓咀Il

ノヽ
28W-MM1 
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有償開放についてのお問合せは

三菱電機株式会社特許センター

＝菱電機は全ての特許及ひ新案を有償開放しております1 匿薗 012O-787-200

冷蔵庫制御装置 （特許第1804903号，特公平5-6110号）

発明者 八木邦彦

この発明は，冷蔵廊の霜取りを制御する冷蔵庫制御装置に

関するものである。

従米の冷蔵庫の霜取制御装岡は，電源再投入時又は瞬ll甜亭

電時に，運転積邸タイマがリセットされ，霜取りの間隔が長

くなって冷却器に付着した霜が多くなり，冷却能力が低下し

たり消費氾カヵ咽える等の問題があった。

この発明は，この問題を解消するためになされたものであ

る。図に冷凍冷蔵庫の概略を示す。通常運転時は，圧縮機の

運転時間と冷却器近傍の温度とによって霜取制御を行う。電

源投入時は，冷凍室の温度を検出し，所定温度（例えば一

10℃)以下であれば，積算タイマに所定値をセットしてタイ

マカウントをあらかじめ進める。すなわち，長時間運転後に

短時間停止し電源を再投入したときや瞬時停電した後の再投

入時には，積算タイマなどの計廿寺手段の初期値を所定時間進

め，早く所定の計時積算値に達するようにして霜取りを開始

することができる。

この発明によれば，巽常な霜の付着を防止することができ，

冷却能力の低下を防止し，冷蔵庫内の温度を所定範囲に保ち，

より確実に霜取制御ができるので，食品を良好に保存するこ

とができる。

／
 

＼
 

1:冷凍室
4 :サーミスタ
5 ：温度検出部
6 :マイコン搭載の制御回路
9 :冷却器
12 :サーミスタ

大電流基板装置 （特許

この発明は，プリント碁板に大電流回路を形成できるよう

にブスバーを設けた大電流基板装置に関するものである。

従米の基板装置はブスバーとリード端子をハンダで接続し

ているので，溶融ハンダの浸漬が必要となり，その結果，製

造工程力哨えるのみならず，碁板とブスバーカ哨容融ハンダで

加熱されるので，その冷却後には基板とブスバーとの膨脹係

数の違いによってひずみ発生のおそれがある。また，ブスバ

ーのバーリング加工は非常にエ数が多くなるとともに，その

加工に特殊な設備が必要であった。

この発明は，従米の問題点を解消するためになされたもの

である。図の実施例に示す大氾流基板装置は，プリント基板

(6)にナット付きカシメ部品(12)をカシメによって取り付け，

大電流通屯用のブスバー（1）をねじ止めして取り付けている。

この方式により，溶融ハンダに浸泊することがないので，組

立て固定後の反りを完全に防止し，作業性力哨fしく改良され，

第1985758号，特公平7-16090号）

発明者 足立栄之査，高浜隆，中島博行

電気的・機械的信頼性が向上した。また，ブスバーを甚板か

ら浮かせた状態で取り付けているので，熱的信頼性も向上し，

大電流を流すことができる。さらにブスバーにバーリング部

を設ける必要もなく，ブスバーを碁板に固定するための銅は

く（箔）パターンが必要なくなるので，作業が簡索化され，

著しく生産性が向上し，用途拡大が可能となった。

6
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有償開放についてのお問合せは

三菱電機株式会社 特許センター

＝菱電機は全ての特許及び新案を有償開放しております1 蜃 0120-787-200

フレネルレンズの製造方法

この発明は，ビデオプロジェクタに使用されるフレネルレ

ンズの製法に関するものである。

従米のフレネルレンズは，金型内で加熱・加圧成形してい

たが，ひずみが発生しないように徐々に冷却するため，製作

に多大の時間を要していた。これに対処する手段として，紫

外線硬化樹脂を注入した後，紫外線を照射し，硬化させてフ

レネルレンズを成形する方法か採られていたが，透明度が悪

く，高価である欠点があった。

この発明は，これらの欠点を除去するためになされたもの

で，図について説明する。フレネルレンズ面 (1a)を持つフ

レネルレンズ金型(1)に，透明樹脂板(4)が省脱自在に取り付

けられている。真空ポンプによって排気l二I(3)から空洞(5)内

を真空引きしながら注入口 (2)から注入された紫外線硬化樹

脂は，空洞に充祉iliすると，紫外線照射装慨(6)から紫外線 (6

（特許第 1891651号，特公平 3-38091号）

発明者 足立栄之査

a)を照射されて硬化し，金型にセットされた透明樹脂板(4)

と互いに煎合接着して，フレネルレンズを形成する。

この発明によれば，紫外線硬化樹脂のみで形成したフレネ

ルレンズよりも透明度が向上する。さらに，紫外線硬化樹脂

の使用姑が半減するので，フレネルレンズの価格1尉咸にも貢

献する。

6¥ 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ i ↓ | | i i ↓ ←6a 

lB la 4 3 

- J 、、 9r / 9, 9‘ 、、 99 / 9 
-=  I I ,  I=--

2 / ¥ 
lb lA i 5 lb 

1 :フレネルレンズ金型

la :フレネルレンズ面

IA ：下型
1B:上型
lb―段蔀
4 ：透明樹脂板
5 :空凋
6a :紫外線
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女女女『三菱電機技報』読者の皆様へ女女女

日頃は「三菱電機技報」をご愛読いただきありがとうございます。

メディアミックスの試みとして，昨年の 2月号では CD-ROMを添付いたしました。

このたび，その第二弾としてインターネット (WorldWide Web)による電子版掲載を

開始いたしました。

つきましては，今後の編集の参考とさせていただきた＜，下記のアンケートにご意

見・ご希望をお聞かせください。

三菱電機技報社行

F AX:03-3137-0083 
E-mail: giho9 702@melit.melco.co.jp 

アンケート（該当する項目にレ印をつけてください）

Q1．三菱電機技報（本誌）をどの程度ご覧になっていますか？

□いつも見ている 口たまに見る 口めったに見ない

Q2．三菱電機技報ホームページをご覧になりましたか？

口見た(Q4へ） 口見ていない

Q3．インターネットをご覧になる設備がありますか？

口ある 口ない

Q4．インターネットについてお答えください。

(1)どこで利用することが多いですか？

口職場・学校 □自宅 □公共施設 □インターネットカフェ

ロその他(

(2)どのような機種をご利用ですか？

□Windows □Macintosh □その他（

Q5．三菱電機技報ホームページについてお答えください。

(1)どこで知りましたか？

口三菱電機ホームページから 口検索エンジンから 口人から聞いた

□その他（

(2)どの程度ご覧になりましたか？

口じっくりと全部見た。 口あっさりと全部見た。 口じっくりと2~3項目だけ見た。

ロあっさりと2~3項目だけ見た。 口すぐに止めた。

Q6．その他（本誌も含めたご意見をお聞かせください。）

ご協力ありがとうございました。

お名前 1年齢 1 歳 1ご職業 1

ご連絡先 （〒 ） 

TEL （ ） 

E-mail 

「三菱電機技報ホームページ」は URL"http://www.melco.co.jp”でご覧いただけます。
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"PreSerV" 

三菱グラフィックシステムパッケージ “PreSerV（プリ

ザーブ）”は，地図・図面などを利用するアプリケーショ

ンで求められる高度なニーズをすべてクリアにした製品で

す。

PreSerVは，グラフィック処理・ウィンドウ処理機能を

提供し，ューザ独自のアプリケーションプログラムと連携

して動作します。また，ユーザの要求に合ったシステムを

効率良く開発することができます。

特長

(1) プレゼンテーション機能

三蕊屯機オリジナルの豊富なグラフィック機能（図面表示，

操作機能／図形描画，作成，操作機能）を装備し，使い勝手の

良いシステムを容易に実現できます。

(a) 高速のグラフィック操作

地図など大益のデータ表示時も，高速の表示，操作（拡大，

縮小，スクロール，最近点検索など）が可能です。

(b) 高度な画雁操作に対応する表示／操作支援機能

表示図形を独立のレイヤに分けて管理し，個別に表示オン

／オフが可能です。さらに図形を論理的なグループとして操

作するグループ操作機能など， より詳細な定義によって効率

的な操作が可能です。

(2) 柔軟なIll]発環境

PreSerVを用いたシステム開発では，ロジック処理を行うア

プリケーションプログラムの開発と，プレゼンテーション処理

を行う PreSerVのマクロ開発を平行して行うことができます。

(a) 開発効率の高いGUIビルダ

画面上に必要なウィンドウ部品を配附することにより，ウ

ィンドウ画面が生成可能です。生成したウィンドウ皿面は，

コンパイルやリンクをせずにそのまま実行でき，アプリケー

ションとは独立に画面の追加／変更が可能です。

(b) システム固有闊境の構築支援

システム固布のグラフィックシンボルは，シンボル生成ツ

ールを用いて定義が可能です。

(c) 部品の組合せによる効率的なシステムll[，l発

グラフィックシステムで必要な画面処理・図形処理の悲本

機能は標準部品として用訟しています。各種部品を組み合わ

せて効率的にシステム構築をすることが可能です。また，用

途に合わせて自由にカスタマイズも可能です。

(3) マルチプラットフォームに対応

端末としてUNIX系WSとPCの利用が可能です。またウィン

ドウ環境としては， X/Motif,Windows NT, Windows 95 

にも対応し，既存のマシンを生かしたシステム運用ができます。

GUIビルダ

PreSerV使用例 シンポル生成ツール
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ヌゞットフ什
三菱イントラネットメディアサーバ

“ MediaGaller " y 

コミュニケーションの円滑化，顧客サービスの向上や知

的生産性の向上，マルチメディアとインターネット技術を

取り入れた各種情報システムのイントラネット化が進んで

います。三菱イントラネットメディアサーバ “MediaGal-

lery"は，このようなニーズにこたえるもので，これまで

当社が培ってきたクライアント ／サーバ技術に，イントラ

ネット環境で動画・ 音声などのリアルタイムデータを高速

に処理するマルチメディア技術， さらには社会及び企業活

動の広域化に伴う衛星通信を含む大容量ネッ トワーク，セ

キュリティ技術を高度にバランスさせた本格的なイントラ

ネットシステムです。

¥
 

）
 

特長

●高性能，衛信頼のオープンプラ ット フォーム

Pentium Pro 200MHzを搭載した最新鋭MGシリーズに3モ

デルをラインアップ。シングルプロセッサ(MG80)，マルチプ

ロセッサ (MG200,MG400)に対応し， RAID-5ディスクアレ

ー，無停電電源装潰 (UPS)，冗長化多重電源 (MG200, MG 

400)によって高性能， 高信頼を実現しています。

●世界初StarWorksNT搭載

業界トップベンダの米国スターライト社と共同開発した

Windows NT版動画配信ソフト StarWorksNT（スタータキ

ット）を標準搭載。1サーバ当たり最大150Mbpsの配信能力を

持 っています。高画質 MPEG2の動画も高速 LAN(l56M

A TM, lOOBase-T)を介したリアルタイムな配信が可能です。

また，マイクロソフト社IIS(Internet Information Server)と

連携したWWWブラウザからのコンテンツ検索や動画再生も

可能です。

●万全のセキ ュリティ

暗号技術によるセキュリティ製品 三菱ネットワークセキュ

リティ “MELW ALL3000シリーズ”と標準装備の三菱暗号ラ

イブラリ “PowerMISTYfor Windows"で作成しだ情報セ

キュリティを持つアプリケーションを組み合わせることにより，

大切な企業データを強固にガードします。

（注） 会社名及び製品名は各杜の商標です。

三菱イント ラネ ットメディアサーパ “MediaGallery" 

デイジタル衛星情報受信端末仕様

＼ モデル名 DP50 

ブロセソサ Pentium 166MHz 

メモ リ 32Mパイ ト

HDD l 7Gパイ ト

，，I、ディ スプ レイ 15/17インチカラーディスプレイ （オプション）

占＊エネルギー消費効率 28W 

ァ工 拡張 衛星tけ報受信 DirecPC受信キソト

ス MPEGデコー ダ MPEG!デコーダポー ド (ISA)Xl（オプション）

口ッ モデムポード モデムポー ド (ISA)X!

ト LAN LANポード X1（オプション）

ソ
OS Microsoft Windows 95 

フ 付屈 ソフト ウェア WWWブラウザ
卜

衛見情報マネジャ（スタ ン ドア ロン版）

●システム構築支援ソフトウェアMEDIATOOLS 

Media Galleryを構築するための開発／実行環境と

してシステム構築支援ソフトウェアMEDIATOOLS 

を提供しています。VisualBasic, Visual C+＋など

と利用することができ，コントロールサーバ（オプシ

ョン）のRDBと連携したデータ管理，ユーザ管理，履

歴管理といったシステムの運用管理やエンコーダと連

携した動画の登録，再生が可能です。

●DirecPC衛星通信サービスによるコンテンツ自動

登録

宇宙通信仰の DirecPC衛 星 通信サーピスと

Media Galleryの衛星情報マネジャ機能により，営業

情報，製品情報などの動画データやタイトル，キーワ

ードなどの属性データを 一緒にDirecPC受信端末

) (DP50)を介してMediaGalleryへ無人で自動的に登録

＊省エ不法に基づく表示

MediaGallery本体仕様

＼ モデル名 MG80 MG200 | MG400 

プロセッサ Pentium Pro 200MHz 

ブロセッサ数 I 2 | 4 

メモリ 32Mバ イト

杞準 2Gパイト (1台）

最大拡張
内祓 42Gパイ ト (11台）

内蔵 16Gパイト (8台） 拡張架 92Gパイ ト 123台）（2架サボート）
I H （標準装ほのHDDを含む。）

合計 226Gパイト (57台）
ド D
ウ D SCS]制御装骰（税準） 噌設SCS]制御装匹 lch（朽準）
工 SCSIコン トロ ーラ
ア 井）設SCSI制御装凶（オプシ ョン） 増設SCSI制御装置 3ch（オプション）

RAID 増設RAID制御装；Ii（オプション）

＊エネルギーii'jfl効乎 150W 2CPU時 270¥V.4CPU時 350W

lOBase-T （オプション）

ネット ワー ク lOOBase-TX（オプション）

155Mbps-ATM NIC（オフ・ション）

OS Windows NT Server Version 3 51 日本語版

標準腐 WWWサーパ Internet In form a ti on Server Version 1 0 l:l本語版

DNS Domain Name System2 0 for Windows NT 

の 動画nc信ソフ トウェア StarWocks NTスタ ータキット (90B使用期間限定版）
ソ
フ メディアサーパシステム楕染支援 メディアサーパシステムi併染支扱ソフトウェア MEDIATOOLS（甚本版）

占セキュ リティ 一 袋暗号•ラ イ プラリ " PowerM ISTY for Windows" 

ァエ モバイルコンピューティング モパイル連携ソフトウェア

DirecPCサービス対応 衛星tti報マネジ ャ （サーパ版）

することができます。 ＊省エネに1,tづ （表示




